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末日聖徒イエス ・キリス ト教会

第165回 年次総大会報告

7995年4月1，2の 両日，

ユタ州ソル トレークシティー，

テンカ レスクウェアのタバナクルにおいて開かれた

年次総大会の説教とその模様

ゴ∴1∴ 臨灘
で教会員 に次の ように語 った。「もう

少 しの頑張 りを示 し，視野 を広げ，福

千年における末 日聖徒イエス ・キ リス

ト教会の壮大な使命 に対する知識 と理

解 を深めるよう精神 を集中す る時が来

ました。今 は堅固 に立っべき時です。

自分たちに与えられてい る使命 の意義，

大 きさ，重要性 をよく理解 した うえで，

ためらうことな く前進す る時です。 ど

の ような結果になろうとも，それをい

とわず に，正 しい ことをなすべ き時で

す。戒めを守るべ き時です。悲 しみの
くらやみ

中にある人々， また暗闇 と苦 しみの中

をさまよっている人々 に，愛 とや さし

さを示す時です。すべての人間関係に

おいて，お互いに思いや りを示 し，親

切 にし，節度ある態度で，礼儀正 しく

す る時です。言い換 えれば，なお一層

キリス トに近い生活 をする時なのです。

私たちには，恐れるべき ものは何 も

ありません。神が私たちを導いてお ら

れ ます。神 は， このみ業の益 となるよ

うに，すべてをつかさどってお られま

す。主は戒めに忠実に歩む人々に祝福

を注いで くだ さい ます。主はそのよう

に約束 して くださいました。主が約束

を果 たして くださることに，疑問の余

地はまった くあ りません。」

この前 日の4月1日 ，土曜 日の午前

には聖会が開かれ，ゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレー大管長 は， トーマス ・S・ モ

ンソン第一副管長，ジェームズ ・E・

ファウス ト第二副管長，および十二使

徒定員会会員 とともに，世界 じゅうの

教会員か ら支持 を受 けた。 このたびの

聖会 では， これまで七十人第一定員会

に所属 していたヘ ンリー ・B・ アイ リ

ング長老が，十二使徒定員会 の空席 を

埋めるために主の予言者，聖見者，啓

示 を受 ける者 として召 された。(pp.

112-113参 照)

聖 会での支持 に続 いて，新 たに七十

人第一定員会会員 として4人 が支持 を

受け，ひ とりが七十人第二定員会会員

として支持 された。七十人第二定員会

か ら七十人第一定員会に召 されたのは，

デ ビッ ド・E・ ソレンセン長老，ジェ

イ ・E・ ジ ェンセ ン長老， ジ ョン ・

B・ ディクソン長老である。 そしてソ

ル トレークシティー在住 のW・ クレイ

グ ・ズウィック長老が新 しい教会幹部

として七十人第一定員会 に支持 された。

また，ユタ州 プロボ出身のブルース ・

D・ ポーター長老が新 し く教会幹部に

召され，七十人第二定員会会員 となった。

(pp.113-115参 照)

これ らの管理上の決定 に加 え，4月

1日 土曜 日夜 の神権部 会で， ヒンク

レー大管長は こう述べた。「今年の8

月15日 で，すべての地 区代表 を名誉を

もって解任 することを， ここに発表 し

ます。」続 いてヒンク レー大管長は次

のように発表 した。「ここで，地域幹

部 という各地域の地元役員を新 たに召

すことを発表いたします。 この職 に召

され るのは，経験豊かな現職の教会指

導者あるいは過去 に教会指導者 として

働いた経歴 のあ る人々の中から選ばれ

た大祭司です。彼 らは現在 の各 自の職

業 を続 けるとともに， 自宅 に住 んで，

教会での奉仕 として この召 しを果たす

ようになります。 この召 しには確定 し

た任期 はあ りませんが，通常 は約6年

です。地域幹部 は地域会長会 との密接

な関係 の下に働 きます。」(pp.58-59

参 照)□
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●以下のテーマによる説教が，それぞれ右側

のページに掲載されています。このリストは

話者が取り上げたテーマを，すべて網羅する

ものではありません。
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●1995年4月1日(土)午 前の部会

聖会および

教会役員の支持

第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

弟姉 妹の皆 さん，私 はピ ンク

兄 レー大管長か ら，聖会の議事の
進行 を担当するように指示され ました。

この会は，全世界 の末 日聖徒イエス ・

キ リス ト教会の会員に とって， きわめ

て重要で神聖な会です。挙手 は定員会

とグループ ごとに取 ります。皆 さんが

どこにいようと，要請 がありましたら

起立 して，提議 された名前の人に対 し

て支持，不支持の挙手をして ください。

挙手 はその時に起立 してい る人だけが

行なうことがで きます。

テンプルスクウェアのアセンブ リー

ホール，ならびにジョセブ ・ス ミス記

念館 に集 うよう割 り当てを受 けた教会

幹部 も，この挙手の模様 を見守 ってい

ます。 またステーキ部センターでは，

ステーキ部長会の皆 さんが同じ くこの

挙手の模様 を見守っています。反対の

挙手があれ ば，その旨をこち らへ伝 え

て くだ さい。で は， これか ら議事を進

めていきたい と思い ます。

大管長会のかたがた，お立ち くださ

い。大管長会がゴー ドン ・ビ トナー ・

ヒンクレーを予言者，聖見者，啓示を

受 ける者 として， また末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会の大管長 として支持

するよう提議 します。 この提議に賛成

の方 は，その意を表わして ください。

反対の方がいれば，その意を表わして.

くだ さい。

大管長会が トーマス ・スペ ンサー ・

モンソンを当教会の大管長会第一副管

長 として， またジェームズ ・エス ドラ

ス ・ファウス トを第二副管長 として支

持するよう提議 します。賛成 の方はそ

の意 を表わ して ください。反対の方 も

同様 にお願い します。

大管長会が トーマス ・スペ ンサー ・

モ ンソンを十二使徒定員会会長 として，

またボイ ド ・ケネス ・パ ッカーを十二

使徒定員会会長代理 として支持するよ

う提議 します。賛成 の方は，その意 を

表わして ください。反対 の方。

大管長会が十二使徒定員会会員 とし

てボイ ド・K・ パ ッカー，L・ トム ・

ペ リー，デビッド ・B・ ヘイ ト，ニー

ル ・A・ マックスウェル， ラッセル ・

M・ ネル ソン， ダリン ・H・ オー クス，

M・ ラッセル ・バラー ド， ジョセ ブ ・

B・ ワース リン， リチャー ド・G・ ス

コ ッ ト， ロバー ト ・D・ ヘイル ズ，

ジ ェ フ リー ・R・ ホ ラ ン ド， ヘ ン

リー ・B・ アイ リングを支持するよう

提議 します。賛成の方はその意 を表わ

して くだ さい。反対 の方。

大管長会が大管長会副管長および十

二使徒 を，予言者，聖見者，啓示 を受

ける者 として支持するよう提議します。
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賛成の方 はその意 を表 わして ください。

反対の方。大管長会のかたがた， お座

りください。アイ リング長老 は，十;

使 徒評議員会の ご自分の席にお着 き く

ださい。

十二使徒定員会 のかたがたは，お立

ち ください。大管長会がゴー ドン ・ビ

トナー ・ヒンクレーを予言者，聖見者，

啓示 を受 ける者，末 日聖徒イエス ・キ

リス ト教会の大管長 として，副管長 な

らびに十二使徒定員会会員 を同じく予

言者，聖見者，啓示 を受ける者 として

支持 しましたので，同様 のことを十二

使徒定員会の皆 さんに提議 します。賛

成 の方はその意 を表わ して ください。

反対の方 もその意を表わ して くだ さい。

どうぞお座 りください。

七十人第一定員会 と第二定員会な ら

びに管理監督会のかたがた，お立ち く

だ さい。大管長会は， ゴー ドン ・ビ ト

ナー ・ヒンクレーを予言者，聖見者，

啓示を受ける者，末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会 の大管長 として，副管長な

らびに十二使徒定員会会員 を同 じく予

言者，聖見者，啓示を受 ける者 として

支持 しましたので，同様の ことを皆 さ

んに提議 します。賛成 の方はその意 を

表わ して ください。反対の方がいれば，

同様にその意 を表わ して ください。お

座 りくだ さい。

皆さんのいる場所が どこであれ，次

のかたがたはお立 ち ください。聖任 を

受 けたすべての祝福師の皆さん，大祭

司定員会 と長老定員会 に所属す るすべ

ての会員の皆 さん。私たちは，ゴー ド

ン ・ビトナー ・ヒンクレーを予言者，

聖見者，啓示 を受 ける者，末 日聖徒イ

エス ・キ リス ト教会の大管長 として，

副管長 ならびに十二使徒定員会会員 を

同じ く予言者，聖見者，啓示を受ける

者 として支持 しましたので，同様 のこ

とを皆 さんに提議します。賛成の方 は

その意を表わして ください。あ りが と

うございます。反対の方がいれ ば，同

様 にその意 を表わして くだ さい。お座

りください。

アロン神権者の方全員，つま り聖任

を受 けたすべての祭司，教師，執事の

かたがた， お立 ち くだ さい。 ゴー ド

ン ・ビ トナ「 ・ヒンクレー は予言者，



聖見者，啓示を受ける者，末 日聖徒イ

エス ・キ リス ト教会 の大管長 として，

副管長な らびに十二使徒定員会会員 を

同 じく予言者，聖見者，啓示 を受 ける

者 として ここまで支持 されましたので，

同様の ことを皆 さんに提議 します。こ

の提議に賛成 の方は全員，挙手 によっ

てその意 を表わ して ください。 ありが

とうございます。反対の方がいれば，

同様 にその意 を表わして くだ さい。お

座 りく.ださい。

扶助協会に所属するすべての会員の

かたがた，つ まり18歳 以上のすべての

女性の皆 さん，お立 ち ください。 これ

までゴー ドン ・ビ トナー ・ヒンクレー

を予言者，聖見者，啓示を受ける者，

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の大管

長 として，副管長なうびに十二使徒定

員会会員 を同 じく予言者，聖見者，啓

示を受ける者 として支持 しましたので，

同様の ことを皆 さんに提議 します。賛

成の方は全員，挙手 によってその意 を

表わして ください。 ありが とうござい

ます。反対の方がいれば， その意 を表

わ して くだ さい。お座 りください。

若い女性のかたがた，つまり12歳 か

ら18歳 までのすべての若 い女性の皆 さ

ん，お立 ち ください。 これまでゴー ド

ン ・ビ トナー ・ヒングレーを予言者，

聖見者，啓示 を受ける者，末 日聖徒イ

エス ・キ リス ト教会の大管長 として，

副管長ならびに十二使徒定員会会員 を

同じ く予言者，聖見者，啓示 を受 ける

者 として支持 しましたので，同様の こ

とを皆さんに提議 します。賛成の方 は

全員，挙手によってその意を表わして

くだ さい。あ りが とうございます。反

対 の方がいれば，その意 を表わ して く

ださい。お座 りくだ さい。

今 までに起立 されたかたがた も含め

て，全員 お立 ち くだ さい。 これ まで

ゴー ドン ・ビトナー ・ヒンクレーを予

言者，聖見者，啓示 を受 ける者，末 日

聖徒イエス ・キリス ト教会の大管長 と

して，副管長 ならびに十二使徒定員会

会員 を同じく予言者，聖見者，啓示 を

受 ける者 として支持 しましたので，同

様の ことを皆 さんに提議 レます。賛成

の方 は全員，挙手 によってその意 を示

して ください。あ りが とうございます。

反対の方がいれば，その意 を表わして

くだ さい。あ りが とうございました。

お座 りくだ さい。

今度は着席 したまま， そのほかの教

会幹部 および中央 の教会役員 を支持 し

ます。私たちは，七十人定員会会長会

としてレックス ・D・ ビネガー，カー

ロス ・E・ エイ シー， チャールズ ・

デ ィ デ ィ エ ，L・ ア ル デ ィ ン ・ポ ー

タ ー ， ジ ョー ・J・ ク リ ス テ ン セ ン ，

モ ン テ ィ ・J・ ブ ラ フ ，W・ ユ ー ジ

ン ・ハ ン セ ン の各 長 老 を， さ ら に七 十

人 第 一 定 員 会 会 員 と し て ロ ー レ ン ρ

C・ ダ ン， ジ ー ン ・R・ ク ッ ク ， ウ ィ

リ ア ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド， ジ ョ

ン ・H・ グ ロ ー バ ー グ ， ボ ー ン ・J・

フ ェ ザ ー ス トー ン ， デ ィ ー ン ・L・

ラ ー セ ン， ロバ ー ト ・E・ ウ エ ル ズ ，

ジ ェー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア ， ヒ ュ ー ・

W・ ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ツ ィ オ ・ブ ッ

シ ェ， 菊 地 良 彦 ， ロ ナ ル ド ・E・ ポ ー

ル マ ン ，F・ バ ー トン ・ハ ワ ー ド， テ

デ ィー ・E・ ブ ル ー ア ー ト ン， ジ ャ ッ

ク ・H・ ゴ ー ズ リ ン ド， ア ンヘ ル ・ア

ブ レ ア ， ジ ョ ン ・K・ カ ー マ ッ ク ，

J・ リチ ャ ー ド ・ク ラ ー ク ， ハ ン ス ・

B・ リ ン ガ ー ， マ ー リ ン ・K・ ジ ェ ン

セ ン， ア ー ル ・C・ テ ィ ン ギ ー ， ア レ

ク サ ン ダ ー ・B・ モ リ ソ ン ，L・ ラ イ

オ ネ ル ・ケ ン ド リ ッ ク ， ハ ロ ル ド ・

G・ ヒ ラ ム ， カ ー ロ ス ・H・ ア マ ー

ゾ ー ， ベ ン ・B・ バ ン ク ス ， ス ペ ン

サ ー ・J・ コ ン デ ィ ー ， ロ バ ー ト ・

K・ デ レ ン バ ッ ク， グ レ ン ・L・ ペ イ

ス ，F・ メ ル ビ ン ・ハ モ ン ド， ケ ネ

ス ・ジ ョ ン ソ ン， リ ン ・A・ ミケ ル セ

ン ， ニ ー ル ・L・ ア ン ダ ー セ ン ，D・

大会時の光景。 ソル トレー.クタバ ナクルの1階 および2階 の一部の様子が.うかがえる。
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ト ッ ド ・ク リ ス ト フ ァ ー ソ ン ， ク

リ ー ・L・ コ ッ ク ォ ー ド， デ ニ ス ・

B・ ノ イ エ ン シ ュ バ ン ダ ー ， ア ン ド

リ ュ ー ・ウ ェ イ ン ・ピー タ ー ソ ン， セ

シル ・0・ サ ミ ュ エ ル ソ ン ・ジ ュ ニ ア ，

ジ ョ ン ・B・ デ ィ ク ソ ン ， ジ ェ イ ・

E・ ジ ェ ン セ ン， デ ビ ッ ド ・E・ ソ レ

ンセ ン，W・ ク レ イ グ ・ズ ウ ィ ッ ク め

各 長 老 を， ま た 七 十 人 第 二 定 員 会 会 員

と し て エ ドワ ル ド ・ア ヤ ラ ， リ グ ラ ン

ド ・R・ カ ー テ ィ ス ， ヘ ル ベ シ オ ・

マ ー テ ィ ン ズ ，J・ バ ラ ー ド ・ウ ォ

シ ュバ ー ン ， デ ュ レル ・A・ ウ ル ジ，

W・ マ ッ ケ ン ジ ー ・ロ ー レ ン ス ， ル ロ

ン ・G・ ク レ ー ブ ン， ジ ョセ ブ ・C・

ミ ュ ー レ ン ， グ ラ ハ ム ・W・ ドク シ ー ，

ホ ル へ ・A・ ロ ハ ス ， ブ リオ ・E・ ダ
ハンインサン

ビ ラ ， 韓 仁 相 ， ス チ ー ブ ン ・D・ ナ

ドー ル ， サ ム ・K・ 島 袋 ， リノ ・ア ル

バ レ ス ， ダ ラ ス ・N・ ア ー チ ボ ル ド，

C・ マ ッ ク ス ・コ ー ル ドウ ェ ル ， ゲ ー

リー ・J・ コ ー ル マ ン ， ジ ョ ン ・E・

フ ァ ウ ラー ， ア ウ グ ス ト ・A・ リム ，

ジ ョ ン ・M・ マ ドセ ン，V・ ダ ラ ス ・

メ リル ，F・ デ ビ ッ ド ・ス タ ン レ ー ，
タイクオックユン

戴 國 源， ローウェル ・D・ ウッド，

クラウディオ ・R・ メンデス ・コスタ，

W・ ドン ・ラッ ド， ジェームズ ・0・

メーソン，ディーター ・F・ ウーク ト

ドルフ， ランス ・B・ ウィックマ ン，

ブルース ・D・ ポーターの各長老を，

また管理監督会 管理監督 としてメ リ

ル ・J・ ベイ トマンを，第一副監督 と

してH・ デ ビッド ・バ ー トンを，第二

副監督 として リチャー ド ・C・ エ ッジ

リーの各長老 をそれぞれ支持するよう

提議 します。 この提議 に賛成の方 は，

その意 を表わ して ください。反対の方

がいれば，同様 にその意を表わ して く

ださい。

私たちは各補助組織の中央会長会を

現状のまま支持す るよう提議 します。

賛成の方は，その意を表わして くださ

い。反対の方がいれば，その意 を表わ

して ください。

ヒンクレー大管長，私が見てきたか

ぎ り，すべての提議が タバナクルでは

全会一致をもって承認 されました。で

は，新 しい七十人のかたがた，よろし

ければ壇上の方に着席 して ください。

「信仰 の盾 」

十二使徒定員会会長代理

ボイド ・K・ パツカー

教会の教えが最終的に目指 しているものは，主イエス ・キリストを信

じる信仰の中で，親と子をひとつに結びつけることです。

カ 月 前 に エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン

10 ソン大管長が亡 くな り，短い期
間で したが深い印象 を残 したハ ワー

ド・W・ ハ ンター大管長 の指導が，時

を置かずに始 まりました。 この偉大 な

予言者が長 く人々の記憶 にとどまりま
かんげき

す ように。そ して今 また，一瞬の間隙

もな く，啓示によって確認 された手続

きが私たち全員の参加を得て行 なわれ，

教会 は定 められた道 を前進 してい きま

す。

教会を導 き，教会の中で教 えるよう

に召 された人々 を支持するときの， こ

の挙手の慣行 は神聖な意義を持 ってい

ます。支持の挙手 は集会の中で行 なわ

れ，世界 じゅうの教会に中継 ないし録

画で送 られてい るこの大管長会の支持

の模様 も，次の主の啓示 に従 うもので
なんじ

す。 「またわれ汝 らに告 ぐおよそ……
あんしゆ

権威ある者より聖職に按手任命 され，
も

またその者の権威 を有て ることと，教

会の長たる者たちより正式の按手聖任

を受けたることとが教会員の知る所に
なんびと

あらざれば，何人 といえどもわが福音
の

を宣べんために出で行 くこと， または

教会 を創立 す るこ とを許 され ざるべ

し。」(教 義 と聖約42：11， 下線付加)
おい

「教会の大管長会 の指揮下に於 て
，

さだめ かな

天の制 に適 うよう主の御名 によりて職

務を行 う」(教 義 と聖約107：33)十 二

使徒定員会 についていえば，皆 さんに

断言で きます。私たちの大管長会であ

るゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長 と

ふた りの副管長 を支持するに当たって，

十二使徒会 は完全に一致 しています。

なぜ なら，教会の大管長を支持するた

めに挙手 をして，私たちは回復のみ業

の当初 から途絶 えることのない権威の

経路 を継続 させているからです。
かぎ

ある人々は，大管長職の鍵を リレー

競技の際のバ トンのように，ひとりの

人か ら別の人 に手渡 されるものと思 っ

ています。 また予言者 ジ ョセブ ・ス ミ

スが秘密の うちに，あるいは私的に大

管長職 の鍵 を後継者に授 けた と考 えて

いる人々 もいます。

しかしこれ は定 められた秩序ではあ

りませ ん。ハ ワー ド・W・ ハ ンターを

教会の大管長に聖任 したのはエズラ ・

タフ ト・ベ ンソン大管長ではあ りませ

んし，同様 に，ゴー ドン ・B・ ヒンク

レーを教会の大管長に聖任 したのもハ

ワー ド・W・ ハンター大管長ではあり

ません。

ひ とりの大管長の在任期間か ら別の

大管長の在任期間 までの権威の経路の

橋渡 しをす るのは十二使徒会であり，

こうして経路が途絶えないように守 ら

れています。
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殉教 の少 し前，予言者 ジョセフ ・ス

ミスは次の ような予言的な言葉 を残 し

ました。「兄弟た ち，主 は私 たちの従

事す るみ業を速めるように命 じられま

した。近々，重大 な局面の展開がある

でしょう。私 の命が敵 に奪われること

か もしれ ませ ん。 もしそうであった場
かぎ

合，私 にゆだね られた鍵 と権能 をあな

た方に伝 えていなかったら，それ らは

地上か ら失われて しまうで しょう。 し

かし私がそれらをあなた方の頭の上 に

授 けることがで きさえすれば，神 の許

しの下 に私が暗殺者たちの手 に陥って

も，私 は心からの喜び と満足 をもって

行 くことができます。私の務 めは終わ

り，神 の王国が建 つ土台 は時満ちたる

神権時代に確立され ることがわかって

いるか らです。あなた方が 自分たちの

後継者 を任命するまで，今後，教会 を

導 く責任は十二使徒の肩 に置 かれなけ

ればな りません。」(『1844年3月 の十

二使徒集会に関する十二使徒会の宣言

草稿』「ブ リガム ・ヤ ング文書」末 日

聖徒教会公文書課蔵)

・十二使徒は個人的 にも総体的 にも鍵

を保有 し，教会を管理 するひ とりの男

性，すなわち先任使徒 にすべての鍵 を

行使する権能 を確認 します。

主が備えて くださった制度 には，地

位 を熱望 した り，策略を用いて地位や

権力を手に入れた り， また投票 を勧誘

した り，影響力を行使 した りす る気配

さえあ りませ ん。制度 自体がそれ らを

許 しません し，主ご自身 もそれ らをお

許 しにはな りません。 この制度は人間

が普通行な うように機能 はしませんし，

そうであってはな りません。主は予言

者 イザヤにこう注意 を促 されました。

「天が地 よりも高いように
，わが道 は，

あなたがたの道 よりも高 く，わが思い

は， あなたがた の思 い よ りも高い。」

(イザヤ55：9)

挙手 は太古か らの.習慣です。それ は

モーセが荒野の破壊者 ・略奪者，アマ

レク人 と遭遇 した時の話 に象徴されて

います。

「モーセはヨシュアに言った
， 『われ

われのために人を選び，出てアマレク

と戦いなさい。わた しはあす神のつ え

を手 に取 って，丘 の頂 に立つ であ ろ

う。』

ヨシュアはモーセが彼 に言 ったよう

にし，アマレクと戦 った。モーセ とア

ロンおよびホルは丘の頂 に登 った。

モーセが手 を上 げているとイスラエ

ルは勝 ち，手 を下 げ る とアマ レクが

勝 った。

しかしモーセの手が重 くなったので，

アロンとホルが石 を取 って，モーセの

足 もとに置 くと，彼 はその上 に座 した。

そしてひとりはこちらに，ひ とりはあ

ちらにいて，モーセの手 をささえたの

で，彼 の手は日没 までさが らなかった。

ヨシュアは，つるぎにかけてアマ レ

ク とその民を打ち敗 った。」(出 エジプ

ト17：9-13)

主 の み業を阻止す る現代の邪悪 な人

人 は，当時 とは異なっているものの，
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略奪者アマレク人に劣らず手ごわい相

手です。予言者への支持の挙手はこの
あんねい

民の安寧 にとって現在 も守 られている

不可欠な要素です。万一年齢や衰弱の

ために手を挙 げるのが重 くなった とき

は，副管長たちがわきにいて腕 を支 え

ます。ふた りとも，十二使徒定員会の

一人一人が そうであるように
，予言者，

聖見者，啓示を受ける者です。

1976年 ， デ ンマー クの首都 コペ ン

ハーゲ ンでの大会の後，スペンサー ・

W・ キンボール大管長 は私たちを招い

て小 さな教会へ行 き，バーテル ・トル

バルセ ン作のキ リス トと十二使徒の彫

像を見 ま した。「キリス ト」 と名付 け

られた この作品 は祭壇の奥 に立 ってい

ました。十二使徒の像 は礼拝堂の側面

に順番 に並んでい ますが，イスカ リオ

テのユダに代わ ってパ ウロが立 ってい

ます。

キンボール大管長 は年配の管理人 に

次の ように語 りました。「トルバルセ

ンがデ ンマークでち ょうどこの美 しい

彫像 を制作 していた時 に，イエス ・キ

リス トの福音の回復がアメリカで起 き，

いにしえに保持 していた人々か ら権威

を受けて使徒 と予言者が備 えられまし

た。」

キンボール大管長 はその場 にいた人

人を自分の周 りに集 め，その管理人 に

さらに こう言い ました。 「私たちは主

イ エ ス ・キ リス トの生 きた使 徒 で

す。」 また ビネガー長 老 を指 して，

「新約聖書の中で語 られているの と同

じ七十人が ここにいます」 と言い まし

た。

私たちはペテロの像の近 くに立って

い ましたが，彫刻家は彼に王国の鍵 を

象徴す る実際の鍵をその手 に握 らせて

い ました。 キンボール大管長はこう言

い ました。 「私たちはペテ ロと同じよ

うにほん とうの鍵を持ち， それらを毎

日使 っています。」

次 いで私 は決 して忘れることのでき

な・い光景を目撃 しました。 このやさし

い予言者， キンボール大管長はコペ ン

ハーゲ ンステーキ部 のジョア ン ・H・

ペ ンティーネステーキ部長の方 を向き，

命ずるような口調で こう言 ったのです。

「デ ンマー クじゅうの聖職者に伝 えて



かぎ

ください。王国の鍵 を持 っているのは

あなた方で はあ りません。持っている

のは私です， と。」

その時，末日聖徒 には理解で きて も

経験 していない人には表現がむずかし

い，ひとつの光明，人の魂 そのものに
あかし

注がれ る力，あの証が私に与えられ，

確かにここに王国の鍵 を持 った生 きた

予言者が立っている ということを私 は

知 りました。

主はなぜ 「ある人 を使徒 とし，ある

人を預言者 とし」てお立て になったか

理由を示 されました。すなわち 「聖徒

たちをととのえて奉仕のわ ざをさせ，

キリス トのか らだを建 てさせ」 るため

です。それは 「わたしたちすべての者

が，神の子 を信 じる信仰の一致 と彼 を
まった

知る知識の一致 とに到達 し，全 き人 と

なり，ついに，キ リス トの満 ちみちた

徳の高 さにまで至るためである。」(エ

ペソ4：11-13)

で す から 「使徒」，すなわち大管長

会 と十二使徒会の務め とは，私たちを

信仰の一致に至 らせ ることなのです。

時の初 めからそうであるように，サ

タンは私たちを分裂 させ，打 ち破 り，

できることなら破滅させ ようとしてい

ます。しか し主はこう言われ ました。
なんじ
「汝の心 をは り上 げて喜べ

。汝の腰 を

引 きからげ，わが物の具 をことごとく
よう あ あ

身 に甲うべし，汝悪 しき日に遭いて立
ゆん で

ちむかい……得んためなり。左手 に悪

しき者の火矢 をことごとく消すべ き信

仰の糖 を執 り……。」(教 義 と聖約277

15，17， 下 線付加)

予言者 と使徒たちは，その務 めゆえ

に自分たちの注意 を常 に家庭 と家族に

向 けてい ます。信仰 の盾 は工場で はな

く，家庭 で生産 されるか らです。

教会の教 えが最終 的に目指 している

ものは，主イエス ・キ リ入 トを信 じる

信仰 の中で，親 と子をひ とつ に結びっ

けることです。それは彼 らが家庭で幸

福 にな り，永遠の結婚 による結び固め

を受け，世代 どうしを結びつ け，天父

のみ もとでの昇栄 を確信できるように

す るためです。

親 や子供たちが 「もてあそばれた り

す る ことがな く」，「人 々の悪巧 みに

よって」(エ ペ ソ4：14)誤 っ て導 か

れ ることがないように，天父のご計画

によれば，命それ 自体の創造 と同 じよ
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うに，家族の一人一人に合った信仰の

盾 を作 る必要があるのです。 どの盾 も

同じものはひ とつ としてありません。

どれ も個人 の規格 に合った手作 りでな

ければならないのです。

御 父の考案 された ご計画では，男性

と女性，夫 と妻が一緒に働 き，悪魔の

火矢をはね返 し，奪い取 られることの

ないがっしりとした信仰の盾 を，子供

たち一人一人 に合わせて備えてやる必

要があ ります。

それには，盾の材料であるあらがね

を打 ち出す父親 の着実な力 と，それ に

磨 きをかけ，一人一人の規格 に合わせ

る母親のやさしい手が必要です。 とき

には親がひ とりでそれをしなければな

らない場合 もあ ります。むずか しい務

めですが， それは可能です。

教会では，信仰の盾の材料 になるい

くつかの原料 について教 えることがで
けいけん

きます。敬度 さ，勇気，純潔，悔い改
ゆる

め，赦 し，愛に満ちた思いや りなどが

それです。 それ らを組み合 わせて，個

人個人の規格に どの ように合わせ るこ

とができるかについても教会で学べ ま

す。 しか し実際に信仰の盾を作 り，そ

れを個人に合 うようにす る作業は家族

の中で行なう必要があ ります。そうで

なければ，危機が襲 って きた ときに盾

は緩 んで，外れてしまうかもしれませ

ん。

予言者 と使徒たちははっきりと知っ

ています。パウロの予言 した末 日の危

険な時代が現代であることを。 「人々

は自分を愛する者，金 を愛す る者，大

言壮語する者，高慢 な者，神をそしる

者，親に逆 らう者，恩 を知 らぬ者，神

聖を汚す者，無情 な者 …… となる。」

(IIテ モ テ3：1-7参 照)

この ようになることをご存 じであっ

・た主 は
， このように警告され ました。

「シオンまたは……シオ ンのステーキ

部内にて子供を有する両親あらば，……
くいあらた

悔 改 め，生 ける神の子 キ リス トの信
たまもの

仰，バプテスマ と……聖霊の賜 などの

教義 を教 えて理解せ しめざれば，罪 そ
こうべ とどま

の両親 の頭に留 るべし。
お き て

お よそシオン……に住める者の律法
ごと

はか くの如 し。……

また両親 はその子供たちに祈 ること



と，主の前に正 しく歩むこととを教 え

ざるべか らず。」(教 義 と聖約68：25-

28参 照)

信仰の盾は工場の流れ作業で一斉 に

組み立 てられ るので はあ りません。一

軒一軒 の家庭で丹念 に手で作 られるの

です。だか らこそ，教会の指導者たち

は行なう価値のある最 も大切 な事柄 を

家庭の中で行 なわなければな らない，

とい う点 を会員たちに理解させ ようと

しているのです。それでもまだ一部の

人々 は，家庭の外で行 なわれる活動 は，

それが どんなにすばらしい意図 を持つ

ものであっても， あまりにも多すぎれ

ば，家庭で信仰 の盾 を作 り，一人一人

に合わせ るための時間が ほとんど取れ

な くなってしまうことを理解 していな

いようです。

私たちはこの神聖な聖会の中で，大

祭司や大管長，使徒，予言者，聖見者，

啓示を受 ける者などという尊 い称号 に

心 を向けていますが，同時に，父親，

母親，子供，兄弟，姉妹，家族，さら

にお父さん，お母 さん，お じいちゃん，

おばあちゃん，赤 ちゃん といった こと

を採 り上げても天の怒 りを買 うことは

あ りません。
けいけん

もし敬度 に祈 りの気持ちを もって従

順 に時を過 ごすなら，なぜ天の神が ご

自分に向かって 「御父」 と呼 び，宇宙

の創造主 を 「御子」 と呼ぶように命 じ

られたのか，その理由を示される日が

来 るでしょう。その時聖典の中に語 ら

れている 「高価な真珠」 を見 いだして，

喜んで行 き， それを得るために自分の

持 っているものをすべて売 り払 うよう

になるで しょう。

予言者たちに示 された偉大 な幸福の

計画(ア ルマ42：8，16参 照)と は，幸

福 な家族 になるための計画です。それ

は世代 を超 えて常 に書き替え られる，

夫 と妻，親 と子供の愛の物語 なのです。

ですか ら，途切れ ることのない この

神権の権威 の経路 と神権の力 を今得て，

私 たち は自信 を持 ち，信仰 と一致 を

もって前進 します。その導 き手は， こ
あがな

の教会 を所属する贋い主 なるキリス ト

であり，神が器 として語 られるこの地

上の神 の予言者です。イエス ・キ リス

トのみ名 によ り，アーメン。

モルモン経翻訳の奇跡

七十人

ロバー ト ・K・ デレンバック

モルモン経は世の入々にとって吟味に値するたぐいまれな書物としての地

位を確立しています。165年 以上も前に天から発せられた火花は，新たな

時代の夜明けを告げる明るいたいまつとなって，輝きわたっているのです。

す る兄弟姉妹の皆さん， モルモ

愛 ン経 の翻訳がいかに重要な意義
を持つ奇跡であるかはっきりと認識 し

てい るで しょうか。奇跡 とは，「人 の

業 に神の力が介在 したことを示す超自

然的 な出来事 」です。(「 メ リアム ・

ウェブスターズ ・カ リージエ ト英英辞

典」第10版 。メ リアム ・ウェブスター

社)ジ ョセブ ・ス ミスがモルモン経を

翻訳 した ことはこの定義 と一致 してお

り， まさに現代 の奇跡 と言 えます。

モルモ ン経 は現在80以 上 の言語 に翻

訳 されてお り， このほかに もさらに数

力国語で翻訳作業中かあるいは出版に

向けて準備が進 められています。 ここ

で，モルモン経 を英語か らほかの言語

に翻訳す る場合 の現行 のプロセスにつ

いて考察 してみたい と思います。教会

では，英語 に精通す るとともに母国語

の表現力に も秀 でた，有能 で経験豊か

な会員の翻訳者が働いてい ます。彼 ら

は皆，信仰あつい教会員であ り，霊感

によって翻訳 の業 に導きを得 られるよ

う，高潔で高 い倫理観を備えています。

ジ ョセブ ・ス ミスの時代 と同様に，今
たまもの

日も聖典 を翻訳するには神の賜が不可

欠です。

しか し，ジ ョセブ ・スミスの時代 と

違 って，今 日の翻訳者の多 くはその神

聖 な仕事 を行 なうのにコンピューター

やワープロ，辞書や百科事典 を活用 し

ています。現代の翻訳業務は実に大規

模で，各行程で教会の翻訳に関する専

門家か ら厳密 な検 査 を受 ける ことに

なっています。 しか し，いかに教会員

の有能な翻訳者 と高度の技術 をもって

しても，一か ら始 めて出版にこぎつけ

るまでの全行程にはおよそ4年 はかか

ります。

それで は， この現代の翻訳 と若 き

ジ ョセブ ・ス ミスが行なったモルモ ン

経 の翻 訳 とを比較 して みまし ょう。

ニ ュー ヨー ク州北部 の農家で育 った

ジ ョセブが，変体 エジプ ト文字で書か

れた聖なる記録 を英語に翻訳する業を

完成 したのはわずか24歳 の時で した。

経済的に困難で，妻子 を養 うために

忙 しく働 いていました。種 まきと収穫，

まき割 り，水 くみ，家畜の世話な どに

追 われていたのです。

翻訳をす るジョセブの置かれた環境

も理想 とはほ ど遠 いもので した。彼は

命 を脅かされてい ましたし，暴徒たち

か ら金版 をね らわれていました。 その

ため，古代の記録 を隠 し， しか も頻繁

に隠 し場所 を変 えなければな りません

で した。(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：60参
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照)ジ ョセフには電話やファクシミリ，

口述用の録音.機器， ワープロ，複写機

はもちろん，電灯すらあ りませんでし

た。

彼は公の教育 もほ とん ど受 けていま

せんでした。おそらく小学3年 生程度

の教育 しか受 けていなかった と思われ

ます。 ましてや，翻訳 に携わ るに先

立 って大学 に通 うことな どで きるはず

が ありません。文学雑誌 や専門の定期

刊行物が家 に届 くこともあ りませんで

した。南アメリカや中東諸国 を訪れた

こともありません。学会に も属 さず，

大規模 な調査 を行なうこともな く，金

版 に刻 まれた古代の記録の内容 につい

て話 し合 える学識者 も周 りにい ません

でした。ただ基礎的な読み書 きや算数

を学び，そしておそ らくアメリカの歴

史 について少 しくらいは知 っていたか

もしれません。ジ ョセフが英語 の聖書

を読んでいた ことは知 られていますが，

常識的に考えて このような人物が学者

や神学者，まして聖典翻訳 の専門家で

あるはずがあ りません。

ではジョセフには，翻訳 に役立つ ど

のような技能が備わっていたのでしょ

うか。モルモン経の筆記 に携わった中

心的人物，オ リヴァ ・カウドリはジョ

セブの翻訳力の源 について こう語 って

います。「予言者 ジョセフ ・ス ミスは，
たまもの

神 の賜 と力 に よ っ て ， そ し て ウ リ ム と

ト ミム を 用 い て モ ル モ ン 経 を 翻 訳 し

た 。」(『 オ リ ヴ ァ ・カ ウ ド リ の 晩 年 』

「デ ゼ レ トニ ュ ー ズ 」1859年4月13日

号 ，p.48)
すいこう

通常，著作物 というものは推敲や校

正 を重ねてようや く美し く洗練された

原稿へ と仕上がってい くものです。た

とえば，エーブラハム ・リンカーンは

あのゲティズバーグの演説を書 くのに

5回 も書 き直 しました。書 き直 した ど

の草稿 も微妙 に異 なってい ます。(『ゲ

テ ィズバーグの演説』「世界書籍百科

事典」1992年 版参照)

今 大会でお話 を準備するに当た り，

私はジョセブ ・ス ミスによるモルモン

経の翻訳原稿 を数ペー ジにわた って

じっ くり読む とい う栄誉 にあずか りま

した。教会の公文書保管室に大切 に保

管されているものです。誤字 など， ほ

蕪

灘
「難

んのわずかのささいな訂正しかなされ

ていない美しい原稿を見て非常な感銘

を受けました。ジョセブの翻訳原稿の
かんぺき

原本が完壁そのもので，唯一の源，神

の啓示によりもた らされた としか考 え

られ なかったか らです。

ジ ョセブには，モルモン経 の翻訳だ

けでな く，イエス ・キリス トの教会 を

回復 し再 び組織する という責任があ り

ました。翻訳 に取 り組んでいる時でさ

え， ジョセ フは多 くの啓示や天使 の訪

れを受け，神権の回復やバプテスマに

関す る啓示な どの重要な責任 を次々 と

与え られたので した。(ジ ョセフ ・ス

ミス2：68-75参 照)ジ ョセブはこの

ような多 くの責任のためにしばしば翻

訳を中断しなければなりませんで した。

それが何 カ月間 にも及ぶ こともときど

きあ りました。 しかし翻訳の業 に専念

で きるときはどん どん作業がはか どり，

1日 に8ペ ージか ら10ペ ー ジも翻訳 し

ました。モルモン経翻訳 の大半 は，実

際に翻訳 に取 り組めた 日数で見 ると約

63日 で完了 してい ます。(ジ ョセブ ・

W・ ウェルチ，テ ィム ・ラス ボー ン

「モル モ ン経 の翻 訳
， その確 かな史

実」p.14参 照)

オ リヴ ァはこの奇跡的な出来事を振
あかし

り返 って こう証 してい ます。「来 る日

も来 る日も，私 は…… この歴史書，民

の記録，すなわち 『モルモン経』を…

…ジ ョセブが翻訳 し口述するままに，

やむ ことな く筆記 していった。」(「末

日聖徒 使者に して唱導者」pp.14

-16)

ジ ョセブは，ニーファイ，アルマ，

モルモン，モロナイをはじめとす る，

葬講. 講

モルモ ン経の予言者たちが記 した救い

主のみ言葉 を，1，400年 以上 を経 て初

めて読んだ人物です。彼の翻訳の能力

はまさに 「めず らしい業 と驚嘆すべ き

事」(IIニ ー フ ァイ25：17)そ の もの

で した。

ジョセブが英訳.したモルモン経 の翻

訳原稿 は，文法的訂正 と校正箇所がわ

ずかにあるだけで，今 日私たちが使用

しているものとほ とん ど変わ りません。

そして，世界 じゅうでモルモン経 をほ

かの言語 に翻訳 す る際 にその原本 と

なっています。(「モルモニズム百科事

典」ダニエル ・H・ ラ ドロー，.第4巻

『モルモ ン経 の翻訳 原稿』 の項参照)

昔 ニーファイが予言 した とお りです。

「わが言葉 は世界の隅々 まで も響 きわ

た り，……わが民の旗 となるべ し。」

(IIニ ー ファイ29：2)

現在 このような業を成 し遂 げられ る

人がいるで しま うか。世界屈指の神学

者，古代言語学者，考古学者が何人集

まった としても， これほど崇高で卓絶

した価値 を有する書物 を著わす ことは

できないで しょう。

ジョセブと同様 に少 ししか教育 を受

けず，設備 も限 られた状態だった とし

た ら，一体 ほかにだれが独力で しか も

これほ ど短期間に古代 の記録 を翻訳 し，

500ペ ー ジを超 える聖典 として世 に著

わせるで しょうか。現在 この書物 の発

行部数 は7，300万 部 にも上 っています。

ジョセフが行なった， この神聖 な古

代の聖典の翻訳は，多 くの懐疑論者に

よる綿密な調査に も耐 えて きました。

モルモン経は世の人々にとって吟味 に

値す るたぐいまれな書物 としての地位

聖 徒の道/1995年7月 号

7ρ



を確立 してい ます。165年 以 上 も前に

天か ら発せ られた火花 は，新たな時代

の夜 明 けを告 げる明 るいた い まつ と

なって，輝 きわた ってい るので す。

「主のみた まは火のごと燃 え」(賛 美歌

3番)と 歌われているの もうなずけま

す。いまや世界 じゅうの人々がモルモ

ン経 に記されたイエス ・キ リス トに対
あかし

する証 を探 し求 めています。彼 らは ま

さにあらゆる国民，あらゆる血族，あ

らゆる国語の民であ り，ジ ョセブ ・ス

ミスに啓示 された とお りです。「地 の
はて なんじ たず

いや果にある者す ら汝の名 を訊ね……

ん。」(教 義 と聖約122：1)で は なぜ

彼 らはジ ョセブ ・ス ミスの名 を尋ね求

めるのでしょうか。 それはモルモ ン経

が救い主 イエス ・キ リス トの神性 と
しょくざい

順 罪 につ いて証 す る書物 で あ り，

ジ ョセブが回復の予言者だか らです。

モルモン経の翻訳 という奇跡への感

謝の念 を込 めて，皆 さんとともにこう

歌 いたいと思い ます。

「たたえよ
，主の召 した まいし

主 と語 りし予言者 を

末の時 を始めたる
あが

業を世，皆崇めよ……

ジョセブを世はまた知 る」

(賛美歌16番)

皆 さんに証 します。 モルモン経翻訳

の奇跡 は， ジョセブが神の予言者であ

ることの確かな証拠です。彼 はまさに
も とい

「〔キ リス トの〕教会の基礎 を置 き
，

人 に知 られぬ所よ りまた暗 き所 より，
お まこと いの ち

全地の面に於ける唯一 の真 にして生命

あ 〔る〕 この教会 を明 るみに出す」 よ

う召 され ま した。(教 義 と聖約1：

30)モ ル モン経は 「私たちの宗教 のか

なめ石」であり，人は 「その教えに従

うことによ り，ほかの どの書物にも増

して神 に近づ くことがで きる」のです。

(「予言者 ジ ョセブ ・ス ミス の教 え」

p.194)私 た ちがモルモ ン経翻訳 とい

う奇跡の貴 さをはっき りと認識 し，モ

ルモン経に記された救い主の教 えを通

して主 を知 り，主 に従お うとい う望み

を一層 強めてい け ます ように。 イエ

ス ・キリス トのみ名 によってお祈 りし

ます。アー メン。

神殿は家族の務め
七十人

J・ バラード ・ウォシュバーン

私たちは神殿に参入して誓約を交わし，家に戻って自分たぢの交わした

誓約を守らなければなりません。

す る兄弟姉妹 の皆さん。皆 さん

愛 とともに， ヒンクレー大管長，
モ ンソン副管長， ファウス ト副管長，

パ ッカー会長代理ならびに十二使徒会

のかたがたに愛 を表明 し，支持で きる

のは，名誉であ り特権です。私 はまた，

皆 さんを愛 してい ます。喜びをもって

私はそう申しあげます。皆 さんととも

に王国のみ業に従事 できることを感謝

しています。

最近，私 はあるステーキ部大会の後

で，10代 の子供 を持つある家族 と話す

機会があ りました。 その子供 たちに私

はこう言 いました。「いつの 日か両親

と一緒に神殿 に参入で きるように， あ

なたがたは正 しい生活をす る必要が あ

ります。」す ると16歳 になる娘 さんが

こう答 えました。 「私たち，ほ とん ど

毎週の ように両親 と一緒 に神殿に入 っ

ているわ。行 って家族ファイルのバ プ

テスマを受 けるの よ。」家族 で一緒 に

神殿 に参入するのはなん とすばらしい

こ とだ ろ う ， と私 は 思 い ま した 。

イエスが12歳 の時，彼の両親 はイエ

スを神殿 に連れて行 きました。私たち

も子供が12歳 になった ら彼 らと一緒に

神殿 に入 ることがで きますが， これが

イエスの話 と一致 していることには単

なる偶然以上の意味があると思います。

ヨセ ブとマ リヤは 「監督，息子を神殿

に連れて行 って くれ ませんか」 とは言

いませんで した。 自分 たちで連 れて行

きました。

私 た ちは親 として， ワー ド部， ス

テーキ部 として，青少年がふ さわしい

状態で，今，神殿 に参入で きるよう援

助す ることに，力 を注がなければな り

ません。若 い女性 も，若い男性 と同様

に，今，神殿 に参入できるふ さわ しさ

を身につけることが 目標です。監督は

毎年青少年 と面接す るとき，ふさわ し

さを判断する面接 も行 ないます。

すべての若い女性 と若い男性が神殿

に参入で きるように親が力づ けるのを，

毎年助 ける とい うのは，神権指導者や

若い女性指導者 にとってなんとすば ら

しい目標で しょう。事情が許すなら，

少な くとも年に1度 ，12歳 以上 の子供

と一緒 に神殿に参入するというのは，

親に とってなん と大 きな祝福でしょう。

神殿 に参入 したい という望みを何よ

りも与 えて くれるもののひ とつは，聖

霊 を受 ける ことです。

聖霊 を受 けるには，ふたつの大切 な

事柄が必要です。第1は それを受ける

にふさわ しい生活 を送 ること，第2は

聖霊を求めなければならないというこ

とです。
なんじ
「汝 ら必ず受 くべきを信 じて

，信仰
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も

を以てわが名 により御父に願 うべ し。
ため

さらば，人の子 らの為になるすべての

事を示す聖霊を受 くべ し。」1

信仰 をもって願い求めるな らば，聖

霊が与 えられ，聖霊 は私た ちを神殿 に

導いて くれ ます。

ここでひ とつの警告 をしたい と思い

ます。ふさわ しくないまま聖なる宮居

に参入すれぼ，神の裁 きを自分 の身に

招 くとい う点です。神 を欺 くことはで

きないか らです。

過去 の罪 を完全 に悔 い改 めないまま

神殿に参入 して結婚 しようとする男女

は，出発の時点から非常に危 うい土台

の上に立った結婚生活 を始 めることに

な ります。私 は， これが神殿結婚 をし

てか ら離婚 する人々の原因のひ とつで

あろうと考えています。 自分の妻や子

供 に対 して， あるいは仕事上の取 り引

きについて正直な生活 を送っていない

男性が神殿 に参入すれば， 自分 自身 に

神の裁きを招 いているのであって，深

く悔い改 める必要があ ります。

ハ ンター大管長 はこう言いました。

「私 の心か らの願 いは
，すべての教会

員が神殿 に参入するふさわ しさを身 に

つ けることです。」2教 会 の若 い男性，

若い女性が伝道地へ赴任す る前 に，ふ

さわし くない状態で神殿 に参入するの

は大 きな間違いです。 まず最初 に彼 ら

を神殿に参入できる状態に備えなけれ

ばな りません。 そうすれば伝道 に出る

準備 も整います。ハ ンター大管長は こ

うも言い ました。「ふ さわ しい状態で

神殿 に参入で きるように，将来宣教師

となるすべての人 を備 えましょう。神

殿参入の経験が，彼 らにとって伝道 の

召しを受けること以上 に人生で重要な

出来事 となるように しましょう。」3

す ばらしい永遠の祝福は神殿 から私

たち にもた らされ ます。神の最大 の
たまもの

賜 である，永遠の生命 は男女ふた り

でしか受 けることができません。 そし

てふ さわ しい状態 にあるすべての人々

はいつの日か， この祝福 を受 けます。

教義 と聖約第131章 に は，次の ように

記されています。

「日の光栄 には三種 の天界
，すなわ

ち三種の階級 あり。
しか

而 してその最 も高 きものを得んため

に，人 はこの神権の位(す なわち新 し
か い

く且つ永遠の結婚誓約 を言 う)に 入 ら

ざるべか らず。
しか う

人 もし然せずんばそれ を得 ることを

得ず。

人は他の天界に入 るを得べ し。 され

ど，そはすなわちその人の光栄の国の
ふ あた

行 き止 りにして， また殖 ゆること能わ

ず。」(1-4節)

ここにあるように，夫 と妻 は新 し く

かつ永遠 の結婚誓約 と呼 ばれる神権の

位 に入 ります。 この誓約 には進んで子

供 をもうけ，彼 らに福音 を教 えること

も含 まれます。親が この誓約 に伴 う責

任を引 き受 けないために，現代のさま

ざまな問題が引き起 こされています。

親が健康 な状態 にあ りなが ら子供 を持

とうとしないのは， この誓約 に反 して

い ます。

私が医師 として開業 し始めた35年 前

には，既婚の女性が避妊 の相談 を求 め

て来 ることはほ とん どあ りませんでし

た。私が医療の仕事か ら退 く時には，

一部 の忠実 な末 日聖徒の女性 を除いて
，

既婚 の女性がひ とりまたはふた り以上

の子供 を望むのはまれで した。.中には

子供 をまった く望 まない女性 もいまし

た。神殿 で交わした神聖な誓約を破る

ように仕向けるこの世の偽 りの教 えに，

教会員 は捕 らえられてはな りません。

私たちは神殿 に参入 して誓約を交わ

し，家 に戻 って自分たちの交わ した誓

約を守 らなければな りませ ん。家庭 は

試 しの場 です。家庭 はキ リス トのよう

な特質 を身 につけるための場所ですg
ささ

利己心 を克服 し，奉仕 に自分 を捧げる

ことを学ぶ場所 なのです。

大切なのは家族の祈 りや家庭 の夕べ

など 「小さなこと」であ るとい う提案

を，簡単にわ きへ押 しや らないで くだ

さい。父親がテレビを見ないで子供 と
ささ

一緒 に夜の祈 りを捧げ，寝 る前に短い

話をしてや るといった 「小さなこと」。

聖典 を家族 で一緒 に読むために時間 を

割 くとい う 「小 さなこと」。夫が心 を

大 きく持って 「ごめんね。そんなこと

を言 うべ きじゃなかった。 これからは

改めるよ」 と言った り，母親が子供 に
ゆる

「怒った りして ごめんなさいね。赦 し

てね」 と言 った りする 「小さなこと」。

そうです。私たちが毎日行ない，毎週

行 なう 「小さなこと」が，大 きな違い

を生むのです。

神殿 で交 わ した誓約 を守 る ことに

よって，神のすべての子供たちは昇栄

の可能性 を得ます。私は もう一度申し

あげます。私たちは神殿 に参入 して誓

約を交わします。 しか し，家に帰って

それらの誓約を守らなければなりませ

巫

ボイ ド・K・ パ ッカー長老が紹介 し

た話 をお伝 えしましょう。パ ッカー長

老は世界各地を訪問し，異国情緒ある

場所 をた くさん見た後で，世界 じゅう
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のどこへで も行 けるとした らどこへ行

きたいか と質問 されたそ うです。「家

に帰 りたい」 というのがパ ッカー長老

の答えで した。 まった く同感です。私

も同 じ質 問 を受 けた ら， こう言 うで

しょう。 「家 に帰 って大 きな揺 りいす

に座 り，両腕に孫を抱いて，彼 らが ま

だ肌に残 している天のちりをほおず り

す る私 に も少 し分 けてほ しい。」愛 し

方，分かち合い方，キリス トのように

なる方法を学べ る家庭 に，私は感謝 し

ています。

私 は神殿 にも感謝 しています。そ こ

で私たちは永遠 に家族 としてひ とつに

結び固められることができます。私は

神殿 に感謝 しています。そこで私たち

は祈 り，礼拝 し，天の祝福 を家族のた

めに願 い求めることができます。私 は

神殿 に感謝 しています。そこへ私たち

は家族 で一緒 に参入 し，私たちを永遠

の家族 にして くれる とこしえのきずな

を強めることができます。私たちはそ

こでまた，先祖が自分ではできない大
あがな

いなる贋いの業 を，彼 らのために行な

うこともで きます。それはち ょうど，

私たちが 自分ではできない ことを，イ

エスが私たちのために して くだ さった

のと同 じです。神が永遠の知恵 をもっ

てそのすべての子供たちのためにこう

した祝福を用意 して くださった ことを，

私 は感謝 してい ます。 しか し中には，

これ らの祝福 を受 けるために来世 まで

待たなければな らない人々 もい ます。

それで もふさわ しい状態で生活する人

人 はすべて， どの祝福 も逃 すことはあ

りませ ん。 イエスは神殿 に参入するこ
あかし

とを愛 されました。私 はそれを証 しま

す。神殿参入 を愛する ことを学ぶのは，

キリス トのような特質 を身につける過

程の一部です。私たちが永遠の生命を

享受するために永遠の家族 となれるよ

う祈っています。イエス ・キリス トの

み名 により，アー メン。

注

1.教 義 と聖 約18：18

2.『 尊 く， 大 い な る 約 束 」 「聖 徒 の

道 」1995年1月 号 ，p.9(下 線 付 加)

3.『 神 の 御 子 に 従 う 」 「聖 徒 の 道 」

1995年1月 号 ，p，97(下 線 付 加)

い や

内から癒す力

管理監督

メリル ・J・ ベイトマン

あがな

イエスは贋いの力の一部として，死のとげを取り除き，苦しa}心に霊的な

癒しをもたらしてくださいます。

弟姉妹の皆 さん，私はハンター

兄 大管長が予言者 としての短い期
間 に教会員 に与 えて くれた，驚 くべき

すば らしい影響力 に心か ら感謝 してい

ます。ハ ワイか ら西アフリカに至 るま

で， も.っとキリス トのようにな り，神

殿 に心 を向ける民 になるとい うチ ャレ

ンジにこたえる人々の姿を，私 は目に

してき ました。 き ょう私 は， ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー長老を予言者，聖

見者，啓示 を受 ける者，教会の大管長

として支持 しました。新 しい大管長会

が発表 された記者会見 を見ている時，
きよ

聖 きみた まが私 に，予言者の召 しとこ
あかし

れ までの備 えについて証 しました。 ま

た， その時 と同じように きょうも， モ

ンソン副管長 とファウス ト副管長， ま

た十二使徒定員会会長代理のパ ッカー

長老 について，みたまの確認 を感 じま

した。 きょうはさ らに， ヘ ン リー ・

B・ アイ リング長老 について もみたま

の確認 を受 けました。予言者を備える
く

主の方法はまさに奇 しきみ業です。

少 し前に私は，友人の息子さんの葬

儀に参列 しました。週の初めの夜遅 く，

その少年 が友 達 と一緒 に車 で家 に向

かっていた時，居眠 り運転 をしていた

対 向車が中央分離帯 を乗 り越 えて息子

さんの車 に激突 しました。事故 は一瞬

の出来事で，道路にはブレーキの跡が

ほとん ど見 られず，2台 の車 は大破 し

ました。 この事故で，友人の17歳 の息

子さんを含め，3 .人が亡 くな りました。

私 はこの事故 について考え，死か ら，

特に身近 な人の死か らさまざまな教訓

を学びました。第1に ，17歳 で死の う

と80歳 で死のうと，人生 は短い とい う

ことです。17歳 の人 にとって，80年 は

永遠のようですが，70歳 の人 にすれば，

80年 は長い試 しの期間 とは感 じられな

いで しょう。

第2に ，死 は，人の中には霊が存在

することを，私たちに改めて考えさせ

ます。遺体 と対面 した時，その肉体か

ら失われたのが血液だけでないのは，

明らかでした。彼 に宿 っていた霊の光

は， もはや顔の表情に生気を帯 びさせ

ることも，目を輝かせることもしませ

ん。少年 は年若 くして天に召 されたの

です。

死から学ぶもうひ とつの教 えは，永

遠の家族の大切 さです。 この世 に生ま

れる赤 ちゃんを迎 える家族がいるよう

にう聖典は，心や さしい先祖たちが霊

たちをパラダイスで迎 え，新 しい生活

に溶け込めるように助 けると教 えてい

ます。(創 世25：8;35：29;49：33

参 照)私 はひつぎの前 に立 ちなが ら，

この別離は両親 だけでな く，突然幕の
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向 こう側 に行 ってしまった少年に とっ

て もショックだった ろうと思いました。

彼はもう一度家族 に，自分の愛 を伝 え

たかったことと思います。家族が永遠

であって初めて，天国は存在 するので

す。

4つ 目は，おそらく最 も重要な教訓

で，人生の目的に関す るものです。有

意義な人生 を送 るには，若い ころのつ

かのまの喜び以上の ものが必要です。

計画が なければなりません。死 は，た

とえ不慮の死であっても，計画の一部

です。信仰 をは ぐくみ，主 を知 るよう

になることが計画の中心です。永遠の

行 く末 に希望を抱いて喜びを経験する

ことも，人生の目的のひとつにな りま

す。

死が教 えるように，私たちはこの世

では完全な喜びは得 られないし，主の

助 けな しに永遠の喜びに到達すること

もで きませ ん。(教 義 と聖約93：33-

34参 照)ベ テスダの池 にいた足の不 自
いや

由な人が，癒 されるために自分 よりも

強い人 を必要 とした ように(ヨ ハネ

5：1-9参 照)， 私たちは嘆 きや悲

しみや罪か ら癒 されるために，キ リス
あがな

トの順いの奇跡 に頼 るのです。 もし嘆

き悲しむ両親や家族が，救い主 とその

計画を信 じるならば，死 のとげは和 ら

げられ ます。イエスが信 じる人の悲 し

みを負い1聖 霊 を通 して慰めを与えて

くださるからです。 キリス トを通 して，

傷ついた心が癒 され，不安や悲 しみが

平安 に変 わるのです。先週少年 の両親
』
か ら届いた手紙 には，キ リス トへの信

仰 を通 して平安 を得たことが書かれて

いました。彼 らは再 び息子 さん と会 い，

永遠に一緒 にい られることを知 ってい

ました。イザヤは救い主についてこう

言 いました。 「まことに彼 はわれわれ

の病 を負い，わ れわれの悲 しみをに

なった。……その打たれた傷 によって，

われわれ はいやされたのだ。」(イ ザヤ

53：4-5)

予 言者アルマはギデオ ンの民を教 え

た時，キ リス トの癒 しの力について話

しました。キ リス トについてこう言 っ

ています。「〔主〕は世の中へ出て苦難

とあらゆる誘惑である試み とを受けた

もう。 これは， この方が 自分でその民

の苦 しみ と病 いとを引 き受けると言い

た もう言葉が成就するためである。…

… また肉体 をもっ者 として慈悲の心 に

富みた まい，虚弱の度に応 じてその民

を救 う方法 を知 るために民 と同じく虚

弱 を受 けた もう。」(ア ル マ7：11-

12)苦 難 の源が何であれ，イエスは肉

体だけでな く霊の ことについても理解

しておられ，癒す力をお持ちなのです。

救い主は神会のおひと方として私 た

ち一人一人 を知 っておられます。イザ

ヤと予言者 アビナダイは， キリス トが
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ご自身を罪の 「供 え物 となす とき，そ

の子孫 を見 ることがで き」 ると言いま

した。(イ ザヤ53：10。 』モーサヤ15：

10と 比 較)ア ビナダイの説明によれば，

主の子孫 とは予言者 に従 う義人たちで

す。(モ ーサヤ15：11参 照)イ エスはあ

の園 と十字架 において，私たち一人一

人 を見て，その罪 を負われただけでな

く，私たちを慰 めて力づける方法 を知
くもん

るために，深い苦悶を経験されたのです。

イエスは贈いの力の一部 として，死

の とげを取 り除き，苦 しむ心に霊的な

癒 しをもたらして くださいます。聖典

にはその例がた くさんありますが，私

に忘れ られない教訓を与えて くれた韓

国の若い姉妹の話 をご紹介 しましょう。

1994年 の初 め，私 は韓国の ソウルのス
キムヤン ヒ

テーキ部大会で，20代 の金英姫姉妹に

会い ました。美 しい容姿の彼女は，壇

上で車 いすに座 り，話 の順番 を待 って

いました。彼女の番が来 ると，ひ とり.

の兄弟が車いす を中央 の説教台の横 ま

で押 して行 き，会場か ら見 えるように

しました。彼女 はその兄弟からマイク

を受 け取 って話 し始め ました。

以前に彼女は健康で，すば らしい仕

事 に就いて，充実 した生活 を送 ってい

ましたが， まだ クリスチャンで はあ り

ませんでした。 ところが1987年 にひど

い交通事故 に遭い，下半身がまひ して

しまい ました。退 院 して両親 の家 に

帰った彼女 は， これか らどんな人生が

待ち受 けているのか考 えるにつれ，落

胆 し無気力 に`なりました。 ある日， ド

アをノックする人がいました。母親が

出 ると，ふた りのアメリカ人の女性が

イエス ・キ リス トについてのメ ッセー

ジを伝 えたい と言 い ました。母親 は

ちゅうちょしましたが，声 を聞いた彼

女が中に招 き入 れました。ふた りは末

日聖徒 イエス ・キリス ト教会の宣教師

で した。金英姫姉妹 は，宣教師 か ら

レッスンを受 けることにしました。モ

ルモ ン経 を読み， その真実性 について

祈 り，教会 に出席 しました。 そして回
あかし

復 された福音への証 を得てバプテスマ

を受 けました。

ステーキ部大会での証で彼女 はこう

言いました。「天父は外見で はな くて，

心をご覧にな ります。また真の奇跡 は，



いや

心が癒されて変わ り，高慢 さがな くな

ることです。私の体 はこの世 では癒 さ

れないか もしれ ませ んが，私 の霊は聖

霊によって癒 されました。そ して復活

の時，すべて回復 された完全 な体が再

び私の霊 を宿 し，私 は完全な喜びを受

けるでしょう。」
あかし あがな

彼女の証 を聞いた時，贋いの最大の

奇跡 と，傷 ついた心 を慰 め内か ら癒す

救い主の力 について，みたまが私に証

しました。 そして10人 のハンセ ン病患

者のたとえ話について，理解 を深 める

ことがで きました。ルカによれば，イ

エスに会 った10人 のハ ンセン病患者は，

救い主を見て こう言い ました。「イエ

スさま，わた したちをあわれんで くだ

さい……。」 イエスは答 えられ ました。

「祭司たちの ところに行 って
，か らだ

を見せ なさい……。」 そ'して行 く途 中

で，彼 らは清められ ました。ひとりが

帰って来て，足元にひれ伏 して感謝 し

ました。イエスは言われました。 「き

よめられたのは，十人ではなか ったか。

ほかの九人 は， どこにいるのか。」 そ

れか らイエスは，帰 って来たひとりに

言われました。 「立って行 きなさい。

あなたの信仰があなたを救 ったのだ。」

(ル カ17：12-19)完 全 な人 にな るた

めに，その感謝 にあふれたハ ンセン病

患者 は外側だけでな く内側 も癒 された

のです。その 日，ほかの9人 のハ ンセ

ン病患者 も体は癒 され ましたが，完全

になる信仰 をもっていたのはただひ と

りでした。 この10人 目のハ ンセン病患
キム しょくざい

者 と金姉 妹は，救 い主 と順 罪 の癒 し

の力 を信 じる信仰 によ り，永遠 に変

わったのです。

園 と十字架 における救 い主の贋いは，

無限であると同時に個人的な ものです。

永遠 にその効力が及ぶので無限であ り，

救 い主が一人一人の苦痛や苦悩，病 を

負われたので個人的なのです。だか ら

こそ主は， どうすれば私たちの悲しみ

を取 り除 き，重荷 を軽 くし，人 を内か

ら癒 し，完全な者 とし，神 の王国で永

遠の喜 びを受 けさせ られ るかをご存 じ

なのです。天父 と御子への信仰 が，'完

全になるための助 けとなるよう，イエ

ス ・キリス トのみ名により祈 ります。

アーメン。

予'言者の声に聞き従う

十二使徒定員会会員

ロバー ト ・D・ ヘイルズ

もし予言者の勧告に耳を傾けるなら，私たちはさらに強められ，現世での

試しに耐えていけるでしよう。

ンクレー大管長，モ ンソン副管

ヒ 長， ファウス ト副管長，聖会 に
おいて全体一致の律法にのっ とって挙

手 をした時，私たちは予言者への奉献

と愛，献身 を表明 し，大管長会 を支持

しました。

ささ
「感謝 を神 に捧 げん 予言者の導 き

末 日に，福音を 光 とた まいぬ」

(賛美歌11番)

わ ずか1年 の間 に私たちは2度 も予

言者の死を経験 しました。私たちが こ

よな く愛 したエズラ ・タフ ト・ベ ンソ

ン大管長 とハ ワー ド・W・ ハ ンター大

管長です。 このふた りの偉大な神の予

言者 は，私たちの生活 に真理 と光，そ

して喜びをもたらして くれました。神

のみ言葉 を伝 えて くれ ました。家族の

大切 さ， モルモ ン経研究 の大 切 さ，

もっと神 に近づ けるような生活 をする

ことの大切 さについて教えて くれ まし

た。また，互いに親切 にし，戒めに従
まった

うことの大切 さを教 え， どうすれば全

き喜びを受 け，永遠 の生命 を授かれる

か を説いて くれました。 もっ とキ リス

トのような生活 を送 り，すべての行な

いにおいて救 い主の模範 に倣 い，主の

聖なる神殿で しか受 けられない救いと

昇栄 にかかわる祝福 にあずかれるふ さ

わ しさを身につけるよう，私たちに心

か ら勧めて くれ ました。私たちばか り

でな く，世の中にさらに幸福 と平安が

もた らされるように励 ましと勧告 を与

えて くれ ました。私たちは，従順 さと

深 い思いや りを示 して くれたふた りを

心か ら愛 しています。

きょう私は，皆 さん とともに，ゴー

ドン ・B・ ヒンクレー大管長を予言者，

聖見者，啓示 を受 ける者，末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教会 の大管長 として支

持 しました。私たちの住 むこの混乱 し

た世 の中では，至 る所に悲 しみと破壊

的行為が見受けられます。その多 くは

神の真 の予言者の言葉 に耳 を傾 けな

かったために もた らされています。 こ

れまでのさまざまな神権時代 に生を受

けたすべての人々が予言者モーセの言

葉に耳を傾け，十戒 に従 っていた とし

た ら，彼 らの生活はどれほど違ってい

た ことでしょうか。

生 ける神の予言者の安心を与 える確

固 とした声は，いつの世 にも何 ものに

も増 して必要 とされてきました。予言

者 は神 のみ こころを語 り，霊的に安全

で平安 と幸福 に続 く道 を示して くれる

からです。

愛に満ちた天父 はアダムの時代か ら

世 に予言者 を遣 わしてこられ ました。
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いにしえの予言者たちは，予言者の声

に耳を傾 けることの大切 さをよく教 え

ました。一例 として，歴代志下第20章

のヨシャパテの話が挙 げられ ます。い

くつ もの強大な軍隊がヨシャパテ王の

国を奪お うとして攻めて来 ていました。

当然のことなが ら彼は非常 な恐怖 を覚

えました。そこで全国に断食 をするよ

う宣言し，ユダの民を集めて，主の助

けを求めました。 ヨシャパテはへ りく

だ り，熱心に祈 りました。「われわれ

の神 よ，……われわれはこのように攻
あた

めて来る大軍 に当る力が なく， またい

かになすべ きかを知 りません。ただ，

あなたを仰 ぎ望むのみです。」(12節)

す ると主の答 えが予言者ヤハ ジエル

を通 して与 え られ ま した。「ユダの

人々， エルサ レム の住民， お よびヨ

シャパテ王 よ，聞 きなさい。主 はあな

たがたに こう仰せ られる， 『この大軍

のために恐れてはな らない。おののい

てはならない。これはあなたがたの戦

いではなく，主の戦 いだからである。

恐れてはならない。おののいてはな

らない。……主はあなたがた と共 にお

られるか らであ る。』」(15，17節 ， 下

線付加)

ヨシャパテとエルサレムのすべての
ささ

民 は，主のみ前に感謝 の祈 りを捧 げま

した。 この時 ヨシャパ テは，今 日の私

たちにも当てはまる大切な勧告 をしま

した。事実， 当時のユダの民 と同様，

私たちが幸福，ひいては永遠 の生命 を

得 られるか どうか も， この勧告に従 う

か否 かにかかっているのです。 「あな

たがたの神，主 を信 じなさい。そ うす

ればあなたがたは堅 く立つ ことができ

る。主の預言者 を信 じなさい。そ うす

ればあなたがたは成功す るで しょ

う。」(歴 代下20：20， 下 線付加)

約束 どお り，主は正 しいユダの民 を

守 られ ました。 ヨシャパテの軍勢が見

ているうちに，彼 らと戦 おうと攻めて

来たはずの大軍 は，敵軍 どうしで激 し

く戦い，ついにはユダの民の所 にた ど

り着 く前に完全に自滅 してしまったの

です。皆さん，私たち も予言者の声に

耳 を傾 け，従お うではありませんか。

生 ける予言者に従 う人 には，平安が も

たらされるのです。

予言者 について，いつの世 にも共通

した特徴 は，その結果がどうなろうと

も，彼 らは神のみ言葉を常にわか りや

す くかつ大胆 に語る力を備 えている，

という点です。ニーファイは自分の記

録を次のように結んでいます。

「私が弱い身で書 いた言葉 は
，私の

民のために大いに力強い ものになるで

あろ う。.この言葉は善を行 えとかれ ら

に説 き勧め，その先祖の ことを明 らか

にし，イエスの ことを教え， またイエ

スを信 じて終 りまで堪 え忍べ と説 き勧

めている。 イエスを信 じて終 りまで堪

え忍ぶならば永遠の生命を得 るのであ

る。

私の書いた言葉 は真理 をはっ きりとヨ
語 って罪悪 をきびし く轡めるか ら，悪

魔の ような精神の者でないかぎりは，
たれ 　

誰 も 〔予言者である〕私の書いた言葉

を怒 らないであろう。

私 は明 白なことを喜んで誇 りとし，

真理 を喜んで誇 りとし， またわがイエ
あがな

スが私の身 も霊 も地獄か ら贈いた もう

たか ら，イエスのために喜んで誇 りと

す る 。」(IIニ ー フ ァイ33：4-6， 下

線付加)

ヨシャパテのもうひ とつの話 は，予

言者がいかに率直にわか りやす く神の

み言葉を語 るか， また どのような結果

がそれに続 くかをよく表わ してい ます。

イスラエルの王 アハ ブは，ユダの王 ヨ

シャパテ と手を組んでス リヤ と戦お う

としました。 ヨシャパテは，ス リヤ と

戦 うのは賢明なことかどうかを主にお

伺いするように と，アハブに言いまし

た。

アハ ブの元 にいた400人 もの 自称予

言者たちは口をそろえてアハブの聞 き

たがっているとお りのことだ けを彼に

告 げました。つま り， アハブはス リヤ

に勝利 を収 めるでしょう， と告げたの

です。しかしヨシャパ テは， ほかに予

言者 はいないか尋ね ました。する とア

ハブはこう答 えま した。「まだ ひとり

います。…… ミカヤです。彼 はわた し

について良い事を預言せず，ただ悪い

事だけを預言す るので，わたしは彼 を

憎んでいます。」(列 王上228， 下 線

付加)
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ヨシャパテ はアハブを説得 して，予

言者 ミカヤの言葉 を求 めさせ ました。

王の元か らミカヤの所 に遣わ された使

者 は，アハブ王の聞 きたがっているこ

とだけを伝 えるよう， ミカヤに忠告 し

ました。「ミカヤ は言った1『 主 は生

きてお られます。主がわた しに言われ

る事 を申しましょう。』」(列 王上22

14， 下 線付加)

ミカヤはアハブに，イスラエルは勝

利 を収 めることはな く，アハブは殺 さ

れてしまうだろう， と告 げました。 し

か しアハ ブは予 言者の この勧 告 に逆

らって戦いに赴 き，生命 を失い，イス

ラエルは敗北 して しまいました。 ミカ

ヤは，彼以前そして彼以降のすべての

予言者たちがして きた ように，神の言

葉 を平明さと真理 をもって，結果 を恐

れずに語 りました。

「われ らは
，教会 には，初期 の教会

あ

に在 りたると同一の組織 すなわち使徒，

予言者，監督，教師，祝福師等のある

べ きことを信ず。」(信 仰箇条第6条)

ジ ョセブ ・フィールディング ・スミ

ス大管長は， この神権時代 にイエス ・

キリス トの教会が回復 されるのは必要

なこ とであ り， 「過去の神権時代の予
すべ かぎ

言者が保有 していた神権の全ての鍵 と

権能が，地上 における神の選 ばれた代

表者に与 えられなければな らない」 と

教 えています。(「救いの教義」ブルー

ス ・R・ マ ッコンキー編，1：162)

予 言者 ウイル フォー ド ・ウッ ドラフ

は こう述べでい ます。「これは最後の

神権時代で ある。 〔主〕はそのみ業 を

行 なうために人々を備 えられた。……

私たちの多 くはこの時代 になるまで創

世 の時から霊界 にとどめ置かれていた

のである。」(「説教集」21：284)

福 音 の回復 を告げるため主に召され

た予言者， ジョセブ ・ス ミスは1836年

にカー トランド神殿で受けた啓示を次

の ように記 してい ます。

「この示現 閉ぢ らるるや
，天再 びわ

れ らに開けてモーセわれ らの前 に現わ

れ，世界 の四隅 よりす るイスラエル人

の集合 と北の国より十の支族 を導 き来
わた

ることの鍵 をわれ らに委せ り。

この後 よりエライヤス現われ，アブ

ラハムの福音の神権の時代 を委 して言



聖会で支持の挙手をする七十人定員会会員 と管理監督会。

えるよう，われ らとわれ らの子孫 によ

りてすべてわれ らの後 の代の人々祝福

を受 くべ し， と。

この示現閉 じらるるや， また別 の雄

大 にして栄光 ある示現突如開かれた り。

すなわち，死 を味わ うことな く天に上

げられし予言者エライジャわれ らの前
いわ

に 立 ち て 曰 く，
おい まった

見 よ， ここに於 て正 にその時 は金 く
かつ

至れるなり。 そは嘗てマラキの口によ

りて言われ しことにして，すなわち主

の大いなるおそるべ き日の来 らん前 に，

彼(エ ライジャ)遣 わさるべし。

すなわちエ ライジャは来 りて先祖の

心 に子 らを思わせ，子 らの心 に先祖 を
しか のろ

思わせ ん。然 らず ば，全地は咀いをも
あかし

て打たるべ し， と言われ しことを証す

る時な り。
ゆえ

この故に， この末 日の神権 の時代の
かぎ なんじ わた

鍵 を汝 の手に委す。 これ によりて汝 ら

は，主 の大いなるおそるべ き日のすで
かどぐち

に近づきて正 に門 口にあるを知 るを得

ん。」(教 義 と聖約110：11-16)

1829年 ，神権の回復 と同時 に， この

神権時代の予言者 も回復 され ました。

そして今 日も生ける予言者が この教会

を導 いてい るのです。末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会の会員 にとって，何

よ りも大いなる平安 は，生ける予言者

を通 して主が与 えて くだ さるみ言葉や

戒めに耳 を傾 け従 うことか らもたらさ

れます。世 の人々が今 日地上 に生 ける

予言者 を頂 いていることの大切 さを理

解 して くれるよう心から願 っています。

予言者が受 ける戒めについて聖典に
なんじ

はこうあ ります。 「汝 ら教会員は，…
きよ ふ

…わが前に全 く聖 き道 を履 むべ きなり
。

ことば

そは彼の言 は，汝 ら全 き忍耐 と信仰
もっ

とを以て，あたかもわが 口よ り聞 くが
ごと

如 くに これ を受 け入 るべ きなればな

り。」(教 義 と聖約21：4-5)

賛美 歌に もこうあります。

「来たれ，予言者よりみ言葉聞け

喜びでうたえ 真理の道

昔の予言者の道を知 りて
た

今，他の予言者 をまた送 らる」

(賛美歌13番)

この ような賛美歌 もあ ります。

「われ ら
，予言者の声 と

救 い主のみ言葉に耳傾 けん

予言者 は愛を込め語 る，

主のみ業行なえと

救い主は聖見者を召 し，

神のみ言葉を教える，

人が鉄 の棒 の示す道

見いだせ るように

予言者 は証す 主はわれ らを知る，

と

予言者 は語る 世の人 よ，耳傾 け，

彼 に従 え

神権の鍵持つ予言者」

(賛美歌22番 〔英文〕)

私 はこれ まで予言者たちと交わ り，

主が どのようにして彼 らを備 えられる

かを見てきました。彼 らが予言者にな

るころには，彼 らの最大 の関心事は教

会の会員たちの徳 と従順 さを増す こと

に向けられています。彼 らの心 は，忠

実な聖徒たちに対 して，また人々を高
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め力づけるために世界 じゅうで善 と奉

仕の業に携わっでいるすべての人に対

して愛 と感謝の念で満たされています。

彼 らの目的 は， この時代 に向けての主

のみこころを私たちに伝 えることにあ

ります.。私 は，いにしえの予言者たち

や この神権時代の これ までの予言者た

ちが有 した特質 を，今 日の予言者だち
あかし

も確かに備 えていることを証 します。

予言者たちは皆， 自分の召 しを果 た

す うえで，神のみ こころを知 り，それ

に従 えるように とへ りくだって祈 りの

気持 ちで願い求 めてきました。かつて

イエス ・キリス トが従順 におっしゃっ

た ように，予言者のだれ もが確固 とし

た態度で こう宣言 して きました。「わ

た しの思いではなく，み こころが成 る

ようにして ください。」(ル カ22：42)

予 言 者たちの心か らの望 みは，天父

と御子イエス ・キリス トをお助 けして，

救いの計画，すなわちいにしえの予言

者が語った，「人 に幸福 を与 える偉大

な計画」(ア ルマ42：8)と い う目的

を ともに達成する ことです。

今 日の予言者たちの言葉に私たちが

耳 を傾 けるならば，貧 しく助 けを必要

としている人々への愛 にあふれた奉仕

が貧困に取って代わ ることでしょう。

もろもろの深刻な健康上の問題 も，知

恵 の言葉や純潔の律法 に従 うことによ
じゆうぶん

り避 け られるで しょう。什 分の一を

収 めるなら祝福を受 け，必要 なものは

じゅうぶんに与え られるで しょう。予

言者たちの勧告に従 うなら，不必要な

苦 痛や 自滅 の生涯 を招かず に済 むで

しょう。何のチャレンジにも遭遇 しな

い と言っているわけではあ りませ ん。

何 の試練 も受 けないと言っているので

もあ りません。チャレンジや試練 は確

かにあ ります。なぜな らそれも人生の

目的の一部だか らです。 しかしもし予

言者の勧告に耳を傾 けるな ら，私たち

はさらに強められ，現世での試 しに耐

えていけるでしょう。 また希望 と喜び
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が得 られ るで しょう。過去 も現在 も，

予言者たちが勧告の言葉 を述べるのは，

私たちが強 められ，それによってほか

の人々 を高 め強められるようになるた

めなのです。

私 たちに託 された神の権能 によ り，

今 日，私たちには予言者が与 えられて

いることを厳粛 な気持 ちで宣言いた し

ます。教会の大管長すなわち予言者は，

地上 における神 の代表者であ り，主の

教会 を導 くために任命 されています。

この ことは，旧約聖書，新約聖書，モ

ルモン経に記 されているとお り，過去

にお いて真実で あ り，末 日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会の回復 とともにもた

らされた時満ちたる最後の神権時代に

おいても真実なのです。

救 いの祝福を与 える権能 を伴 った神
かぎ

権の鍵 をすべて有 してい るのは，生け

る予言者だけです。主 はこう宣言 され

ました。 「この権 能 とこの神権 の鍵 と
おい ただ

を授与 さるる者 はこの世に於て一代唯

一人 のほかにあることなし
。」(教 義 と

聖約132：7)私 は， ゴー ドン ・B・

ヒンクレー大管長がそれ.らの鍵を現在

託 されていることを証 します。

ヒンクレー大管長は今 日私たちに与

えられた予言者 です。彼は創世 の以前

か ら備 えられ，予任 されていました。

これ まで半世紀以上 にわたって，彼は

ともに働 いた使徒 と予言者か ら学び訓
そうめい

練 を受 けてきました。聡明で思いや り

に満 ちた人物です。主の代弁者です。

その声 に聞き従 いましょう。霊的な平

安は，生ける予言者 のはっき りとした

声に耳 を傾 けることによりもた らされ

ます。私たちが彼の声 に耳 を澄ませそ

の勧告 に従 うなら，キ リス トが私たち

に望 んでおられるような生活 をし，最

後 まで堪 え忍ぶことがで きます。そ し

ていつの 日か，私たちは天父 と救い主

イ主ス ・キ リス トのみもとに，家族 と

ともに戻 ることがで きます。

きょうこの聖会において予言者 を支

持 したすべての人々の証に私の証 をへ

りくだって付け加 えさせていただきた

いと思い ます。 イエス ・キ リス トのみ

名によ り申しあげます。アーメン。



い や

霊の渇きを癒す

生ける水

十二使徒定員会会員

ジョセブ ・B・ ワースリン

イエス ・キリストの福音に従って生活することにより，私たちの中に生け

る泉がわき上がり，幸福や平安，永遠の生命に対する渇きを癒してくれ

るでしよう。

地
上で導きと恵みを施す業 に従事

してお られた初期 のころ，救 い

主は弟子たち とともに， ユダヤか らガ

リラヤへ旅する途 中，サマ リヤを通過

され ました。旅の疲れや空腹，渇 きを

覚え，スカル とい う町のヤコブの井戸

で休みを取 られ ました。弟子たちが食

べ物 を探 しに行 っている問，救 い主は

井戸のそばで体 を休 めていらっしゃい

ました。 そして，水 を くみに来たサマ

リヤの女 に，ひと口飲 ませて くれ るよ

うに求め られました。ユダヤ人 とサマ

リヤ人はひどく憎み合っていて，互 い

にほ とん ど口を利かなかったので， そ

の女 は救 い主の求めにこう答えました。

「あなた はユダヤ人で あ りなが ら
， ど

うしてサマ リヤの女 のわたしに，飲 ま

せて くれ とおっ しゃるのですか。」1

新約聖書 の中で，救 い主はこの井戸

での短 い会話 を利用 して，力強い永遠

の真理 を教 えられました。疲れ と渇 き

を覚えなが らも，偉大 な教師 はこの機
あがな

会 をとらえ，世の贋い主 としての神聖
あかし

な使命 について証 し， ご自身が約束 さ

れたメシヤであることを権威 をもって

宣言 され ました。主は忍耐強 く， しか

も思いや りをもって， お答 えにな りま
たまもの

した。「もしあなたが神 の賜物の こと

を知 り， また， 『水を飲 ませ て くれ』

と言った者が，だれであるか知ってい

たならば，あなたの方か ら願い出て，

その人か ら生 ける水 をもらった ことで

あろう。」2

女 は興味を引かれ ると同時 にいぶか

しく思いなが ら， イエスが水 を くむお

けを持 っておられないのを見て， さら

にこう尋ね ました。「その生 ける水 を，

どこか ら手 に入 れるのですか。」3イ エ

スは力あふれる約束の中で， ご自身が

生 ける水の源であ り，永遠 の命の泉で

あると宣言され ました。 こう言われ ま

した。「この水 を飲む者 はだれで も，

またかわ くであろう。

しか し，わた しが与 える水 を飲 む者

は，いつまでも， かわ くことがないば

か りか，わたしが与 える水は，その人

のうちで泉 となり，永遠の命 に至 る水

が，わ きあがるであろう。」4

主 のメッセージの霊的な意味 をまっ

た く理解で きなかった女 は，の どの渇
いや

きを癒 すことと自分の都合だけを考 え
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て， こう求め ました。「主 よ，わた し

がかわ くことがな く， また， ここにく

みにこな くて もよいように， その水 を

わた しに下さい。」5

救 い主 とこの女 との会話について，

ロバー ト・シンプソン長老は次のよう

に教 えてい ます。

「歴史 を通 じて
，人 はいつ も楽な方

法を探 し求めて きた。 『若 さの泉』す

なわ ち永遠の生命をもたらす という奇

跡の水を見つけるために命をかけた人

人がいた。今 日で も多 くの人が……成

功や夢の実現，幸福 を生み出す魔法の

泉を探 している。 しか し，ほ とん どは

無駄 に終わる。人の子 らに幸せ と成功

と永遠 の生命 をもた らせ るのは， 『生

ける水』すなわちイエス ・キ リス トの

福音だけである。」6

この女 にされた救い主の約束は，天

父のすべての子供た ちに当てはまりま

す。イエス ・キリス トの福音 に従 って

生活する ことにより，私たちの中に生

ける泉がわ き上が り，幸福や平安，永

遠の生命 に対す る渇 きを癒 してくれ る

で しょ う。 主が教義 と聖約 の中で，

はっきりと説明 されたように，忠実で

従順 な人々だけが，身 と霊を一新して

活気づける生 ける水の井戸に到達で き
いましめ

るのです。「され ど，わが誠命 を守 る
しか

者にはわれ王 国の奥義を示さん。而 し
うち

て これは彼の中にて生ける水 の井戸 と
わ い

な り，生 ける水 は湧 き出でて永遠の生

命 とならん。」7

メ シヤが来 られるのを知っていると

この女が言 うと，イエスは 「あなた と

話をしているこのわた しが， それであ

る」8と 宣言 されました。 そして，予

言者が持 つ識別の力 を表わ し，神の洞

察力 を持 っ者 しか知 り得 ない， この女

の生活の詳細 について話 され ました。

驚いたサマリヤの女 は，水がめを置い

てそこを離れ，急いで人々に主 と話 し

た ことを告 げました。 「わた しのした

ことを何 もか も，言いあてた人がいま

す。 さあ，見にきてごらんなさい。 も

しかした ら， この人がキ リス トか も知

れ ませ ん。」9耳 を傾 ける町の人々を彼

女が集めてい る問に，イエスは帰って

来た弟子たちに教 えてこう言われ まし

た。「わた しには， あなたがたの知 ら



ない食物が ある。」lo食べ物 を携 えて

来た弟子たちの困惑 した顔 を見て， さ

らに説明 され ました。 「わた しの食物

というのは，わた しをつかわされたか

たのみ こころを行 い，そのみわざをな

し遂 げることである。」II

好 奇心 に駆 られたサマリヤ人の群衆

が，メ シヤ と名乗 る人 を見 るため た

やって来 ました。 そして，「自分たち

の ところに滞在 して いた だきたい と

願 ったので， イエスはそこにふつか滞

在 され」 ました。12聖 典 によれ ば，

た くさんの人々が救い主の教 えを信 じ

ました。教えを聞きなが ら，初めの好
あかし

奇心 は証へ と成長 し，彼 らは言い まし

た。 「自分自身で親 し く聞いて， この
すくいぬし

人 こそ まことに世 の救 主で あること

が，わかった・…・・。」B

この末 日は，霊的に渇いている時代

です。世の多 くの人々は，人生の目的

と教 えに対する望 みを満た して くれ る

活力の源 を， ときには激 しく求めてい
いや

ます。魂の渇 きを癒 して くれる知識 と

洞察 という冷たい豊かな水を切望 して

い ます。彼 らの霊 は，渇いた心を満た

すために，平安 と安 らぎという生命を

保 つ水を要求 しています。

実 に次 の聖句 にあ るとお りです。
まちぶせ

「そは
， この世 にはなお欺か ん と待伏

こうかつ こう ち まなご

をする人間の狡猜なる巧智に眼くらみ
ゆえ

て，真理のある所 を知 らざるが故 にた

だ真理に遠ざかる者，あらゆる教派，
うち

党 派，宗 派の中 に多 けれ ばな り。」14

私たちは心 と勢力 と思いと体力を尽 く

して働 き，渇いている兄弟姉妹たちに，

福音 という生 ける水のある場所を示 し，

彼 らが 「永遠の命 に至 る水」 を飲 める

ように助 けるのです。

真理 の干ばつによって人々の生活は

乾燥 し，主はその燃えるような渇 きを

癒すために生 ける水を備 えられました。

主が私たちに期待 してお られ るのは，

彼 らの渇 きを癒すために，聖典 と予言
まった

者の言葉を与えて全き福音を伝え，回
あかし

復 された福音の真理について証す るこ

とです。福音の知識 とい う杯 を飲み干

す とき渇 きは癒 され，幸福 を与 える天

父の偉大な計画を理解す るようになる

のです。

ヤコブの井戸の時 と同様 に，今 日で

も主イエス ・キ リス トは，生ける水 の

唯一 の源です。 その水 は，全世界 を襲

う真理の干 ばつに苦 しむ人々の渇 きを

癒すでしょう。予言者エレ ミヤを通 し

て古代イスラエルに与 えられた主のみ

言葉 には，現代 の多 くの神の子供たち

の状 態が描かれてい ます。「わたしの

民が……生 ける水の源であるわた しを

捨てて，自分で水ためを掘 った。それ

は， こわれた水ためで，水 を入れてお

くことので きない ものだ。」15あ ま り

に多 くの天父の子供たちが， この世の

壊れた水ためを掘 るために貴重 な人生

を費や しています。 それは永遠の真理

への生 まれなが らの渇 きを癒す生ける

水 を入れておけない ものなのです。
か りいお

仮庵の祭 りの最後 の日に，エルサレ

ムに戻 られた救 い主 は，時 を超 えた普

遍的な呼びかけをされ ました。 「だれ

で もかわ く者は，わた しのところにき

て飲 むがよい。」16

ブルース ・R・ マッコンキー長老 は，

生 ける水 をこう定義 しました。「永遠

の生命の言葉，救いのメッセージ，神

と王国に関する真理であ り，福音の教

義である。」 さらにこう説 明 してい ま

す。 「神の予言者がい る所 には，生 け

る水の流れ る川 と永遠の真理 をたたえ

た井戸 と，生命 を与 える水のわ き出る

泉が あって，霊の死か ら人 を救 う。」17

主 は次 の ように宣言 され ま した。
しもべ

「わが声 にて言わるるも
，僕 らの声 に

て言わ るる もみな一つ な り。」18私 た

ちは祝福 されて，予言者 と使徒が地上

にいる時代に生 を受 けてい ます。彼 ら

を通 して，永遠の真理の豊かな流れ に

よっていつ も元気づ けられ，従順であ

るならば，主の生ける水 を自分の生活

の中に引き込む ことができるのです。

ヤコブの井戸で救 い主のみ言葉 を聞い

たサマ リヤ人が語 ったように，私たち

も信仰 と確信 をもって こう宣言できま

す。私たちは 「自分 自身で親 し く聞い

て， この人 こそまことに世 の救主であ

ることがわかった……。」19

ハ ワー ド・W・ ハ ンター大管長の声

が聞 けないのを寂 し く思い ます。ハ ン

ター大管長 の簡潔で人 を動 かす言葉に
あわ

は，愛 と希望 とイエス ・キ リス トの憐

れみがあ りました。彼 は私 たちの理解
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を深め，神聖 な誓約 を守 るという決意

を新たにするように促 しました。そし

て こう言い ました。 「キ リス トの至高

の犠牲 は，私 に従 いなさい という主の

招 きを受 け入れた ときにだけ，私 たち

の生活 に完全な効力 を発揮 します。」20

ハ ンター大管長は，私たちが 「互 いに

もっと親切にし， もっと礼儀 を尽 くし，
けんそん ゆる

もっと謙遜で，忍耐強 く，赦 し合」 う

よう教 えました。21キ リス トのような

徳 を備 えた彼 自身 の模範 は，忘れ られ

ないその言葉以上 の力をもって私たち

を教えました。ハ ンター大管長は，私

たちの生活に霊的な糧 をもたらす生 け

る水を， もっと頻繁に飲む ように勧め

たのです。

ハンター大管長 はまたこのようにも

言 いました。 「神殿 に参入す るふ さわ

しさをすべての教会員が身につけるこ

と，それが私の心の奥底か らの願いで

す。神殿が近 くにないために，す ぐに

あるいは頻繁 に参入できないとして も，

すべての成人会員が有効な神殿推薦状

の発行 を受けるふ さわしさを身につけ

られるように， また推薦状 を所持で き

るように願 っています。」ハ ンター大

管長はすべての会員が 「神聖で奉献 さ
きよ

れた壁の内部で得 られる安全 と聖 め」

によって力づ けられるように願 ってい

た ので す。22救 い主 につ いて もっ と

よ く知 り，主のようになる とい う決意

を強めるには，聖なる宮居に頻繁 に参

入 し，生ける水 を飲 むこと以上によい

方法があるでし ょうか。ハンター大管

長 は，神殿で味わ える美や啓示，平安

という祝福のために，正 しい生活 を通

してふ さわしさを身につけるように求

めました。ですか ら， 「主の宮居 を，

教会員であることの崇高な象徴」 とす

るよう繰 り返 し勧めたのです。23

き ょう私たちは，ハ ンター大管長 の

後継者 を支持 しました。皆 さん ととも

に聖会に出席 して，ゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレー大管長 を予言者，聖見者，啓

示を受ける者 として， また主イエス ・

キ リス トの地上 における代弁者 として

支持す る機会 があった ことをうれ しく

思います。 ヒンクレー大管長は，主に

油注がれた者 であ り，すべての神権の
かぎ

鍵を持ち，神 の王国を導 くためにそれ



らを行使す る権限 を受 けてい ます。ま

た人々によ く知 られた声 と心 を持 った
しもべ

主の忠実な僕 です。教会幹部 としての

37年 間の奉仕を通 して，私たちは心か

ら彼 を愛するようにな りました。今か

ら34年 前 ， ヒンク レー大管長 はイエ

ス ・キ リス トの特別な証 し人である使

徒 に聖任 され ま した。現在存命 中の

人々の中で，最 も長い経験 を持っ教会

幹部です。ヒンクレー大管長が十二使

徒 に召 された時，会員数 は190万 人 ，

ステーキ部 は336で したが，今は900万

人 の会員 と2，000以 上 のステーキ部が

あ ります。

ヒンクレー長老 は高潔 な父親 と気高

い母親の元に生 まれ，少年時代 に忠実

な両親から回復 された福音の真理 を学

び ました。開拓者 から受 け継 いだ もの

に深い敬意 を払い，イギ リスで若い宣

教師として雄々 し く伝道 しました。大

人になってか らは，王国を築 くために

疲れを知 らずに働 き続 けました。8人

の大管長 の下で仕 え， スペ ンサ ー ・

W・ キンボール，エズラ ・タフ ト・ベ

ンソン，ハ ワー ド・W・ ハンターの3

人 の副管長 として14年 間働 きました。

ヒンクレー大管長は，生涯 を通 じて

ζの召 しに備 えてきました。 ボイ ド・

K・ パ ッカー長老 は最近 こう言いまし

た。 「生涯を通 じて訓練 された人でな

ければ教会 の大管長 にはならない。」24

聖典が教 えているように，予言者 とし

て仕 える人 は 「神の先見の明によって

創世の前か らすでに選んで備 えておか

れた」のです。25

ヒンクレー大管長が神 によって予任

され，立てられ，備 えられ，召 されて，

「キ リス トの民に永遠 の生命を得 させ
の

るた めに，キ リス トの道 を宣べ伝 え
あかし

る」26こ とを証 し ます 。私 は青 少年

のころか ら彼をよ く知 っています。 そ

の高貴な人格 を織 り成す糸 は， まがい

物ではありません。 ヒンクレー大管長

は主 と回復 された福音の生 ける水 をこ

れまでずっ と飲 んで きました。彼の義

に基づ く従順 さのゆえに，生 ける水が

彼 か ら流 れ出て27霊 的に渇いた世 の

人々 を潤すのです。

私 はき ょう， トーマス ・S・ モンソ

ン副管長 とジェームズ ・E・ ファウス

ト副管長 を支持できて うれ しく思いま

す。 このふた りも長年にわたって神 と

人類 に仕 える中で試 されて きた，雄々

しく忠実 な人々です。 この3人 の大管

長会 の管理大祭司は，私たちが忠誠 と
ささ

献身 を捧 げるに値する人々です。私た

ちは完全 な信頼 と自信 をもって支持 し，

従 うことがで きます。
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私は特別な証 し人 のひ とりとして，

昔の信仰深いサマ リヤ人 の証 に，私の

証 を付 け加 えたい と思い ます。兄弟姉

妹の皆 さん と世のすべての人 に対 して，

ヤ コブの井戸であの女 と語 られたナザ

レのイエスこそ， まさにキリス トであ
すくいぬし

り，「世 の救 主」28で あることを厳粛

に証 します。主は現在 も生 きてお られ，
あがな

私たちの贈 い主，天父 との仲保者です。
かしら

またキ リス トの名 を冠 した教会の頭で

す。大管長会 と十二使徒定員会 は，神

の正当な権能 と聖任を受 けた僕であ り，

この末日に主の教会を導 く神聖な責任

を受 けてい ます。私 たちの責任 は，

「つかわされたかたのみこころを行い」29，

渇 いている人々に生ける水を与えるこ

とです。 これ らをイエス ・キ リス トの

聖なるみ名により証 します。アーメン。
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●1995年4月1日(土)午 後の部会

教会監査委員会報告

教会監査委員会

テッド ・E・ デービス提出

末日聖徒イエス ・キリスト教会大管長会への報告

教
会監査委員会は，教会監査部を

含め，教会のあらゆる役員，職

員，業務，部署，職員か ら独立 してお

り，大 管長会 に直接報 告す る ことに

なっています。当委員会では，託 され

た責任 を遂行するうえで必要なあらゆ

る記録類，お よび教会職員か らすべて

の情報 を入手 し，教会基金の収支管理

および教会 とその管理下にある組織 の

資産管理の方針 と方法 を検討いた しま

した。 その中には，予算編成，会計，

報告および監査方式， また，それに関

連 した1994年12月31日 現在の教会の年

次財政報告書が含 まれています。

年度内の教会基金 の支出は，定めら
じゆうぶん

れた方針 にのっ とり，什 分 の一 の配

分評議会 で承認 されました。同評議会

は，啓示によって規定された とお り，

大管長会，十二使徒定員会および管理

監督会で構成されてい ます。承認 され

た予算の管理は，予算承認委員会の管

理の下，教会予算部 によって管理 され

ています。

教会監査部 は，現在，教会 とその関

連会社 の1994年12月31日 までの財政監

査 を，認可 された専門 の監査基準 に

従 って管理 しています。 また，教会の

運営全般 にかかわる財政監査や運営監

査， コンピューター を導入 した情報 シ

ステムの監査 を世界的規模 で行 なって

います。監査部職員は，公認会計士な

どの資格ある会計監査役員 で構成 され

てい ます。教会監査部 は，教会 のほか

のあ らゆる部門から独立 してお り，監

査結果を直接大管長会に報告していま

す。教会が所有または管理する会社は，

標準的な実務処理方式に従って，個々

に会計ならびに報告の制度を設けてい

ます。そして，教会監査部および独立

した公認会計事務所，あるいはそのい

ずれかから監査を受けています。ブリ

ガム ・ヤング大学および教会運営のそ

のほかの高等教育機関は独立した公認

会計事務所から監査を受けています。

さらに教会監査部は，地元での監査手

続きを定め，地元ユニットの監査結果

と支出状況を監督しています。

教会監査委員会は，財務運営の方針

ならびに方法，1994年中に提出された

監査報告書やそのほかの回答を検討し

ました。その結果，1994年12月31日 現

在の教会基金の収支に関するすべての

事柄は，定められた教会の方針と手続

きに従って運営され，会計処理されて

いました。以上，謹んでご報告申しあ

げます。

教会監査委員会

テ ッド ・E・ デー ビス(委 員長)

ドナル ド・D・ サルモ ン

ジェームズ ・B・ ヤコブソン

ソル トレー クタバ ナクルか ら少 し離れた場所 に立 ち，聖会の問，教会指導者たちを支持するアロン神権者たち。
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聖会 で支持の挙手 をする大管長会。左か らジェームズ ・E・ ファウス ト第二副管長，

マス 。S・ モンソン第一副管長。

ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー 大 管 長 ， トー

1994年 度統計記録

大管長会秘書

F・ マイケル ・ワトソン提出

管長会は，教会員の参考のため

大 に，1994年12月31日 現在 の教会
の成長 と現況を示す以下 のような統計

記録 を発表 しました。(会 員数 は，大

会前 に入手 した1994年 の報告に基づい

ている)

教会ユニット

ステーキ部数

地方部数

伝道部数

ワード部数と支部数の合計

21008

709

303

21，774

ワー ド部/支 部が組織されている

独立国，属領地156

教会員数

総会員数9，024，569

1994年 にバプテスマを受 けた

記録上の子供

改宗者

宣教師数

専任宣教師

72，538

300，730

47，311

1994年4月 以降に他界 した著名な教会

員

第13代 大管長エズ ラ ・タフ ト・ベ ン

ソン長老(94歳 ，1994年5月30日)，

第14代 大 管長ハワー ド・W・ ハンター

長老(87歳 ，1995年3月3日)， 七十

入第二定員会会員クリン トン ・L・ カ

トラー長老，教会名誉幹部スター リン

グ ・W・ シル長老，ユー ドラ ・ウイッ

ツォー ・ダラム姉妹(元 七十人会長会

会員G・ ホーマー ・ダラム長老夫人)，

教会 中央財務委員会会員ウェス トン ・

ユージン ・ハ ミル トン兄弟，元モルモ

ン ・タ バ ナ クル 合 唱 団団 長 オ ー ク

レー ・S・ エバンス兄弟。
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人生の疑問に答える

十二使徒定員会会員

M・ ラッセル ・バラー ド

天父の計画を理解すれば，入生の疑問に対する答えをキリストの福音の

中に見いだせます。

生で最 もむずか しい質問は，た

人 いてい 「なぜ」で始 まるようで
す。 「なぜ人生 は こん な に大変 なの

か。」「なぜ世の中 にはた くさんの悲 し

みや憎 しみ，不幸があるのか。」「なぜ

死が若 い命 を奪い去ってい くのか。」

「なぜ罪のない人が苦 しむのか
。」私た

ちはだれでも，世 の中の移 り変わ りに

取 り組みなが ら， ときどきそのような

質問の答 えを見いだそうとします。 そ

れに対する満足で きる唯一の答 えは，

幸福のための永遠 の計画 と天父への信

仰に基づいた永遠 の視点か らもた らさ

れ ます。私は特に天の家族に属する若

い会員の皆さんにその理由についてお

話 ししたいと思います。

予言者アルマは この計画を 「人 に幸

福 を与える偉大な計画」 と呼 びました。

(アルマ42：8)一 般 的 には 「救いの

計画」 として知 られています。それは，

人生の目的 と真の意味を知って理解 し

ようとす るすべての人 にとって，簡潔

で美 しい計画です。

神 は過去 と現在の予言者 を通 して，

「人 に幸福 を与 える偉大 な計画」の教

義 を明らかにされました。それは終わ

りな く永遠の，絶対 的不変 の原則です。
あがな

アルマが教 えたように 「神 は贋 いの計

画 を示 したもうてか ら，……法令 を人

類 に下 した もうた」のです。(ア ルマ

12：32， 下 線付加)そ の計画によれば，

この地上 に生を受 けるすべての人 は天

の両親の霊の子供です。私たちは，骨

肉の体を受 けるためにこの地球 に来 る

前に，天 の父母 とともに住んでいたの

です。

「もしもアダム 〔とイヴ〕が罪 を犯

さなかったな らば， 〔彼 ら〕は堕落 を

せず にその ままエデンの園にいたであ

ろう。……

また，アダム とイヴは子供 をもうけ

ることもなかったであろうし，……喜

び もな く，……その まま罪が無い状態
とどま

に留ったであろう。

アダムが堕落 したのは人類 を生ず る
あ

ためであ り，人類が現世 に在 るのは幸

福 を得んためである。」(IIニ ー ファイ

2：22-23，25)

堕 落 の後，神 はアダムに，妻イヴ と

結び合 うよう命 じられました。(モ ー

セ3：24;教 義 と聖 約42：22参 照)

「神 は……言われた
，『生めよ，ふ えよ，

地 に満ち よ……。』」(創 世1：28)こ

の戒 めは， これまで取 り消 された こと

があ りません。

天父の計画は，イエス ・キリス トの
しょくざい

瞭 罪 を通 して堕落か ら順われる道 を

備えています。神の独 り子， この地上

で罪のない唯一の御方 として，主は全

聖徒 の道/【995年7月 号

24

人類のために完全な順罪を行なわれま

した。順罪 は無条件ですべての人に適

用され，現世での死，つまり肉体の死

か らの復活 をもた らします。贋罪の結

果， すべ ての人 が不死不滅 の体 をま

とづて復活できるようになったのです。

しか し個人 の罪に関 しては，順 ううえ

で条件があ ります。イエス ・キリス ト

を信 じ，悔 い改め，福音 に従 う度合い

に応 じて， その力が及 ぶのです。昇栄

と永遠の生命 は，戒めを守る人々に約

束 され ます。

すなわちこの世 は，天父の計画 を理

解する能力 と， もちろん進 んでそれに

従 う態度 とを試 される時なのです。従

順 は，昇栄 と永遠の生命にあずかるた

めに不可欠です。ベンジャミン王 はこ

う説 明しています。「主 なる神 はこれ

らのことをあ らゆる血族， あらゆる国
の

民， あらゆる国語の民 に宣べ伝 えさせ
きよ

るために，その聖い予言者たちをよろ

ずの民の中 につかわした まい， これに

よってキ リス ト……を信ず る者 に罪の
ゆる もっ

赦 しを受 けさせ，……非常な喜びを以

て楽 しませ よ う とな した もうた。」

(モーサヤ3：13)

また民 に次の ようにも教 えてい ます。

「私 はお前たちが神の命令 を守 る人々

の受ける幸福な楽 しい境涯 をよ く考 え

るように望 む。 ごらん， その人たちは

この世 に関係のあることで も霊に関係

のあることでもすべてに祝福 を受 けて，

もし最後 まで耐え忍んで忠実であるな

らば天 に迎 えちれ， とこしえに幸福な

有様 で神 と共 に住 め るので あ る。」

(モーサヤ2：41)

天 の神 の第1の 目的が， 「人 に不死

不 滅 と永 遠 の 生命 とを もた らす」

(モーセ1：39)こ と，言い換えれば，

私たちの永遠の幸福 と喜びであると知

るのは， なん とすばらしく心温 まるこ

とでしょうか。私たちはその意味 と生

活 に与 える影響 とをほん とうに理解 し

ているでしょうか。真の幸福，永遠 に

続 く幸福の教義 にもっと注意 を向 けな

ければな りません。それこそ，教会で

教 えることと私たちの行な うことすべ

ての 目的であるべきです。

予言者ジ ョセ ブ ・ス ミスはこう言い

ました。「私たちはまず知 らな くては，



いかなる戒め も守る ことがで きない。

また私たちがすでに受 けている戒めに

従わず，守 らないな らば，すべての戒

めは もとより，今知 っている以上の戒

め を知 りた い と望 む こと はで き な

い。」(「予言者ジ ョセフ ・ス ミスの教

え」p.256)私 た ちは，基本 的な教義

を理解 し，永遠の幸福 と昇栄に不可欠

な救 いの儀式を受けなければな りませ

ん。現世では，忘却 の幕 によって心が

覆われているので，私 たちは，「何 に

て もあれ，主なる 〔私たちの〕神の命

じたまわんすべてのことを」行 なえる

か どうか証明で きます。(ア ブラハ ム

3：25)現 世 で は永遠にわたる見通 し

が限 られていますが，主か ら指示な し

に放置され ることはありません。主か

ら賜わった聖典や使徒，予言者 を通 し

て，昇栄 と永遠の生命を得 るための計

画が明 らかにされ ます。 また，私たち

を導 く慰 め主，すなわち聖霊が与え ら

れてい ます。

予言者 ジョセフ ・スミスはこう教 え

てい ます。「従順 の中 には，純粋で汚

れのない喜び と平安がある。神は私た

ちに……幸福 を得 させ ようとされた。

神 は今 まで， ご自身が意図された幸福

と結びつかない ような儀式や戒めを定

められたことはなかった。 また神 の律

法 と儀式 を受 け入 れる人々に最 も大い

なる祝福 と栄光 をもた らさない ような

儀式や戒めを定め られたこともなかっ

た。」(「予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教

え」pp.256-257)

幸福 の計画 に関す る知識 で大切 なこ

とは，自由意志 という偉大な管理 の原

則 を理解す ることです。 この世 という

学校では，それほ ど時間 をかけな くて

も，天父の計画が人生のすべての面に

最高の祝福 をもたらすわけではないと

いうことが理解できます。人生にあふ

れる厳 しい現実が心 を引 き裂 き，信仰

を失わせ ようとするのです。

原因はどうあれ，そのような苦難 を

見 るときに，心の痛みや同情 を感 じず

にはい られ ません。永遠 を見通すこと

のできない人 は，飢 えた子供たちや非

人道的な行為 について伝 えるショッキ
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ングなニ ュースを見て，怒 りのあまり

天 に向かって叫び ます。 「神がいるな

ら，なぜ この ような ことを許されるの

ですかP」

その答えは簡単ではあ りませんが，

複雑 でもあ りません。神 は計画 を進 め

られたのです。 それは自然の法則，神

の律法 を通 して進め られ ます。神の律

法ですか ら，神 ご自身 も私たちと同様

それに拘束 されておられ ます。 この世

の私たちには理解できないか もしれな

い 目的 のため に，主 が物質 をコン ト

ロール されることがあ ります。 しかし，

ほとんどの場合，主が引 き起 こされる

のではな く，自然のままに物事が起 こ

るのを主が許 され るのです。 この不完

全な世界 では， ときどき悪い ことが起

こります。地球の基盤が ときどき動 く

と地震が起 こります。 また天候がある

状態 になると台風や洪水，竜巻，干 ば

っな どが発生 します。

非常に多 くの苦難が人 に起因 してい

ます。人々の心が冷 えると，サタンの

霊に行動 を支配 されます。現在の苦難

の時代 を予見 して，救い主は こう言わ
ひや

れ ました。「人々の愛は冷やかになり，

不法 は満 つべ し。」(教 義 と聖 約45：

27)暴 力 ，不道徳， そのほかの悪が地
まんえん

に蔓延 します。多 くの苦難は， 自由意

志の原則 に端 を発 しています。

私たちは自由意志 を個人の問題 とし

て考 えがちです。「道徳上の自由意志」

を定義するように言 えば，次 のような

答 えが返 って くることでし ょう。「そ

れ は自分 で 自由 に選択 で きる ことで

す。」 よ く見落 とされ るのが，選択 に

は結果が伴 うことです。 また， 自由意

志はほかの人 にも同じ選択の権利を与

えていることを忘れがちです。 ときに

は， ほかの人 が自由意志 を行使するた

めに選んだ方法 によって，逆 の影響 を

受けることもあ ります。天父は自由意

志を守 ることを重視 されるので，人々

が善， または悪のためにそれを行使す

るのを許 されるのです。

幸福の計画は神のすべての子供に与

えられ ます。 もし人々がそれを受け入

れて守 るなら，平安 と喜 び，豊かさが

地にあふれ るでしょう。現在知 られて

い る苦難 の多 くは，世界 じゅうの人々



が福音 を理解 して実践するな ら，姿を

消す ことでしょう。

この世では，永遠 の見地か ら人生を

見 る目は限られています。 しかし天父

の計画 を知 って理解すれば，逆境 は私

たちを試すお もな方法のひ とつである

ことがわか ります。 天父 と御子 イエ

ス ・キ リス トを信 じる信仰 は，内的な

力の源 とな ります。信仰を通 して，平

安や慰 め，耐 える勇気 を見いだす こと

ができます。 自分の知識に頼 らず，神

と幸福 のための計画を心か ら信頼す る

な らば希望が生 じます。(箴 言3：5

参照)希 望は信仰 によっては ぐくまれ，

行なうすべてのことに目的 と意味 を与

えます。 また逆境 のときに慰 めを，試

練のときに力 を， そして疑問や苦悩 を

感 じて当然の ときに平安 を与 えて くれ

るのです。

私たちの永遠の幸福 のために天父が

立てられた計画の原則 に焦点を当てて

生活す るならば，世の罪悪から自分 を

切 り離すことがで きます。 自分が何者

で，なぜ この地上にいて，死 んだ後 ど

こに行 くのかを正 しく理解 していれば，

サタンはいかなる誘惑 を用いても，私

たちの幸福 を脅かすことはできません。

天父の計画 に従 って生活す ることを決
たまもの

意すれ ば，神の賜である自由意志 を正

しく行使 し，ほかの人の意見や世の風

潮ではなく，啓示 された真理に基づい

て決定 を下す ことがで きるで しょう。

た とえば，私たちは家庭の中にまで

情報がはん らんす る可能性のある時代

を迎 え ようとして い ます。光 フ ァイ

バーを用いた コンピューター技術 によ

り，家庭で信 じられないほ ど多 くの種

類 のメ ッセージや影響力を受け られる

ようになりました。 これは，私たちの

文化すなわち生活 その ものを変える力

のある情報源 となるでしょう。それ ら

の高度 な情報源に約束 された可能性を

利用 して私たちの知性 を養 うことの大

切 さについて考えるとき，私たちはプ

ログラムの選択や生活へのメデ ィアの

影響力にもっ と注意する必要があ りま

す。喜び と幸福 をもた らす天父の永遠

の計画を理解 している人々は，高度な

情報網が世界 じゅうに張 り巡 らされた

状況の中で，正 しい選択 をする備 えが

撫
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で きているで しょう。 コンピューター

やテレビ，衛星放送，マイクロチップ，

電話 など，すべての ものは祝福 をもた

らし生活を高めることもできれば，低

めることもで きます。

だからこそ，天父の計画 に基づいて

日々の決定 を下すことが非常に大切 な

のです。 自分が神の子供であ り，地上

で生活 しているのは信仰によって， ま

た神 とその独 り子イエス ・キリス トの

教 えと戒めによって生活することを学

ぶためである と心か ら信 じるな らば，

神のみ もとへ戻るにふさわしい選択が

できるで しょう。

イエス ・キ リス トの福音 を理解 し，
あがな

救い主，贈い主なる主に従 うな らば，

個々の選択を含め，生活のあらゆる面

です ばらしい影響 を受けるでしょう。

天父の計画に従って生活する人は，不

適切で望 ましくない情報 は何であれ取

り入れないし，不道徳な行ないや有害

な物質の使用 を通 して，霊的感受性 を

損なうこともないでしょう。 また，教

会の聖任 された指導者に挑む理由を見

つけるために，教義のあ ら探 しをした

り，福音 の簡潔な真理を変えようとし

た りしません。幸福の計画に反する生

活を正当化 しようともしません。 もし
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これらの ことを何であれ行な うなら，

福音 に従 った生活の もた らす心の平安

と喜 びは決 して得 られ ません。天父の

すべての子供は，祈 りを通 して自分が

何者で あ るか尋ね求 め，神 の戒 めに

従つて最後 まで堪 え忍ぶ ことによって

真の幸福 を見いだす ことがで きます。

ハ ンター大管長 はこう言いました。

「福音 の真理 を受 け入れ
，それ らの

原則 に従って 日々生活する人に とって，
ゆううつ

悲 しみや憂欝を もた らす ものは何 もあ

りません。神はご自身のすべての子供

たちが喜び と幸せ を得 るように望 んで

い らっしゃいます。私たちは，進 んで

戒めを守 りすべての行 ないにおいてみ

言葉に従って生活す るなら， このよう

な祝福 を得 られ るのです。」(「大会報

告」1961年9，10月 ，p.108)

天 父 の計画 を理解すれば，人生 の疑

問に対す る答 えをキリス トの福音 の中

に見いだせ ます。私たちが福音の教義

と教 えを信仰 をもって受 け入れ，真心

から救 い.の計画 を受 け入れ ることがで

きますように。兄弟姉妹の皆 さん，教

会 の指導者は福音 の計画 を理解 し受 け

入 れています。そしていつでもどこで

もそれを擁護 しています。
まな で し あかし

愛弟子 ヨハネの次の証 は，私 自身の

証 で もあ ります。 「もしこれ らのこと

がわがっていて，それを行 うなら，あ

なたがたはさいわいである。」(ヨ ハネ

13：17)幸 福 の偉大な計画に含 まれる

教義 と戒 めを探 し求 めてそれがわかっ

た とき，進んで受け入れることができ

ますように。そうすれば，尽 きること

のない喜 びと平安を得 られ るで しょう。

イエスは言われ ました。「わた しは平

安をあなたがた に残 して行 く。わたし

の平安 をあなたがたに与 える。わたし

が与 えるのは，世が与 えるようなもの

とは異なる。あなたがたは心を騒がせ

るな， またお じけるな。」(ヨ ハネ14：

27)

天父 の 「幸福の計画」の原則 を知っ

て，それに従って生活する とき，主が

約束された平安が もた らされる ことを

証 します。主の平安 と喜びが私たち皆

のうえに注がれますように，へ りくだ

りイエス ・キリス トのみ名 によりお祈

りします。 アーメン。



「御子を常に忘れず」

十二使徒定員会会員

ヘンリー ・B・ アイリング

しょ くざ い

この主のおかげで私たちは復活します。主の贋 罪のおかげで私たちには

昇栄の可能性が与えられています。

何
年 も前のことです。私は責任 を

受 けてブラジルへ赴 きました。

その旅の一部 として，サンパウロから

2時 間余 り離れた町で開かれる大会 に

出席す るため，私は車 に乗 らなければ

な りませんでした。十二使徒定員会の

一員がその大会 を管理することになっ

ていました。私 は十二使徒か ら教 えを

受けるために彼の：車に同乗 したい と思

い ました。 しか しその十二使徒 は，宣

教師 と一緒に別の車 に乗 るように提案

します。「道 中いろい ろ彼 らを教 えて

ください。」私が指示 された車 の助手

席 に乗 り込む と， 同僚 どうしのふた り

の若い姉妹宣教師が転任のためその町

へ行 くところで した。

お互 いに知 り合 いになってか ら，私

は座席 の後ろへ振 り向いて こう尋ね ま

した。「何 か知 りたい ことが あ ります

か。」ふた りは熱意 を込 め， ほ とん ど
けんそん

声 をそろえて言 いました。「謙遜 にな

るにはどうしたらいいで しょう。」

皆 さん も私 と同 じように答 えに窮 し

たかもしれません。質問に答 えようと

努めた ものの，窓外 にブラジルの青々

とした丘が流れていった ことしか私 は

覚 えて い ません。 うま く答 え られ な

かった という記憶だけが残っています。

きょうの この美 しい日に もう一度その

時 と同 じ機会が持てない ものか と私 は

願 って います。 昨 日の午後， ヒンク

レー大管長か ら私 と会いたい旨の連絡

があり， この聖なる職の召 しが与 えら

れて以来，私 はその質問 にい くらか答

え られるようにな りました。今なら，

もう少 し彼女たちを助 けられ るような

気が します。

まず第1に ，私 は彼女たちがすでに

最初の教訓を学んでいることに気づい

たで しょう。 そのような質問 をして き

た という事実が， 自分の力量不足 に対

する圧倒 され るような思いを超 えて，

従い さえすれ ば， なすべ きことがわか

りさえすれば，今 まで以上の働 きがで

きるとい う望みを彼女たちが持 ってい

たことをすで に証明 しています。 もう

一度同じような機会が与えられれば
，

私 はその点を彼女たちに伝 え，次のよ

うな小 さな助言，すなわち何をすれば

いいのか教 えたで しょう。私 はこ う

言 った と思い ます。「御子 を常 に忘れ

〔ない〕」(モ ロナイ4：3;5：2;

教 義 と聖約20：77，79)よ うに。

そ して彼女たちがそうできるように，

想像 の世界で救 い主の次 の言葉が聞 こ

える園へ彼女たちを連れて行 こうとし

たで しょう。「父 よ，みこころな らば，

どうぞ， この杯 をわたしから取 りのけ

て ください。 しか し，わたしの思いで
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はな く，み こころが成 るようにして く

ださい。」(ル カ22：42)

次 い で，私 はモルモン経 の中に報告

されたあの栄光 に輝 く日を彼女たちに

示すでしょう。その 日，復活 された主

はアメ リカ大陸の民に姿 を現わされま

した。「われ は世 の光 にして また世 の
い の ち

生命なり。われは御父がわれに授けた

まいしかの苦き杯をすでに飲み，世の

人の罪をわが身に引き受けて御父の栄

光を示したり。世の人の罪をわが身に
おい

引き受 くることに於て，われは最初 よ

りすべて御父 のみ こころに従 えり。」

(IIIニー ファイ11：11)

私 は彼女たちの声や 目から感 じ取れ

た穏やかさによって，その時 も，そし

ておそらくいつ も，あの宣教師たちは

主を覚 えていただろうとわか ります。

主の完全 な模範 によって彼女たちは心

が謙i遜になるのを覚 え，謙遜 になるに

はどうした らいいだろうか とい う質問

の答 えを見いだ しただ ろうと思います。

目的地 の町で彼女たちを降ろす と，

今度 はこの宣教師たちはバスを待 って

立っていました。私が振 り返 ると，彼

女たちはそこにぽつん と立っていまし

た。私が昨夜学んだことをあの時知っ

ていて，車の中で彼女たちに教義 と聖

約の第1章23節 か ら次 の言葉 を読 んで

あげられていた らどんなによかったで

しょう。「完全 なるわが福音，弱 き者

たち単純な る者たちによ りて世界のい
の

やはて まで も宣べられ， また王 と統治

者 との前 に宣 べ られ んがためな り。」

続 けて26節 に飛んで

「〔彼 ら〕智恵を求めた らば教えを授

けらるるを得，
こら

罪 を犯 したらば悔い改むるために懲

しめらるるを得，

へ り下 りたらば強 くせ られて天の祝

福 を受 け， また折々知識を与 えらるる

を得 るためな り。」(26-28節)

あの宣教師たちは救 い主が 自分たち

のことを語 っておられたのだ とわかっ

だはずです。そ して謙遜な気持ちで，

み名を宣べ伝 えるための力 を自分たち

が授かっていることに気づいたで しょ

う。

ここ何時間か前か ら，私 は 「御子を

常 に忘れ」 ない ことからもた らされる



別の祝福 について もわかるようにな り

ました。ニューメキシコ州アルバ カー

キに住む，何年 も前 に会 ったある家族

の ことを私は覚 えてい ます。父親 と母

親，そしてふた りの10代 の娘 さんがい

て，彼 らはどこの教会に も加 わってい

ませんでしたが，毎 日家族で聖書を読

んでいました。救い主の生涯 とみ言葉

について深 く考 えていました。私たち

と会った時，彼 らはキリス トが教会 を

組織されたはずで，それを探す必要が

あると考えていました。教会の土台に

は予言者 と使徒がいるはずであること

も彼 らは知 っていました。時の絶頂 に

キリス トはご自分の教会にそれ らを残

していかれたか らです。彼 らは復活 さ

れた主が使徒たちにみ姿を現わされた

ことも知ってい ました。

ですか ら私たちが父な る神 と世の救

い主である御子 とが少年予言者 ジ ョセ
あかし

フ ・ス ミスの元に来 られたことを証す

ると，彼 らにはそれが当然 のことに思

えました。ペテロ，ヤコブ， ヨハネが

現われて神権 を回復 した と私たちが証
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するのを聞 くと，そういうことが起 き

ていなければならなかった ことを，彼

らは理解 していました。彼 ら自身 も感

じていた聖霊が，それが真実であるこ

とをこの家族 に告げていました。私 は

昨晩遅 くか今朝早 くどこかの時点で，

この家族が これがイエス ・キ リス トの

教会であるという真理 を知 り得たのは，

その大 きな理由 として，御子を常 に忘

れなかったためであることに気づ きま

した。毎日この家族 は集まって主 とそ

のみ言葉 に接していたため，主を忘れ

なかったのです。バプテスマを受 けた

後 も，彼 らは予言者に従 う準備ができ

ていました。救い主はその民を祝福す

るために，常に予言者 を通 して語 られ

ることを知 っていたか らです。

私 は御子のみ名 を受 け，御子 を常に

忘れない という誓約を守 ります。 また

派遣 される所であればどこへで も赴い

て，主の ことを教 え，私たちが主のみ

名 を引 き受 け，常 に主 を覚 えてその戒

めを守 ると約束す る儀式を執 り行 ない

ます。

もし人々が この招 きを受 け入れ るな

ら，彼 らも私の知 っていることを知る

でしょう。すなわ ち，父なる神が生 き

てお られ，御子であるキリス ト・イエ

スは御父のみこころを行ない，あらゆ
しょくざい

る人の罪のために順 罪の業 を成 し遂

げてくださいました。 この主のおかげ

で私たちは復活します。主の贋罪のお

かげで私たちには昇栄の可能性が与え

られていまする主は天のみ使いを送ら
かぎ

れて，予言者ジ ョセブ ・ス ミスに鍵を

託 されました。主 は今 日ご自分の予言

者， ゴー ドン ・B・ ヒンクレー を召 さ

れました。救い主 はこの方を通 して私

たちに，そ して全世界 に語 られ ます。

そして耳を傾ける人々が救い主 のみ

名 を引き受け，主を常 に忘れず， その

戒 めを守 るなら，ついには主のみ もと

に行 き，主はその人 をご自身の父であ

り私たちの御父でもあるお方のみ もと

へ連れて行 かれ， そこで私たちは家族

として永遠に住むことがで きるのです。

それが真実であることを私 はイエス ・

キ リス トの聖 なるみ名によって証 しま

す。アーメン。



愛の誓約

中央扶助協会第二副会長

アイリーン ・H・ クライド

主とのつながりがあるからこそ，光を輝かせ，互いに思いやりをもって接

し，自分の霊を失わずに永遠に保つことができるのです。

「『山 鰍 受獣 熟
か ら移 ることな く，平安 を与えるわが

契約 は動 くことがない』 とあなた をあ

われ まれ る主 は言われ る。」(イ ザヤ

54：10。IIIニ ー ファイ22：!0も 参 照)

この聖句を読むたびに私 は感動 し，

神が まことに私たちを愛 しておられ，

大切 に思 って くださっているとい う気

持 ちでいっぱいにな ります。天父は遠

い昔，天上の大会議 において もこのよ

うに私たちの英智に語 りか けられたの

で しょうか。 その ころの私たちはキ リ

ス トに従 うという選択 がで きるほどに

じゅうぶんな理解 に達 していました。

永遠の生命を得 るうえで欠 くことので

きない誓約を私たちが主 と最初 に交わ

したのは，前世にいた時で した。今 も

私たちが導 きを必要 としているように，

その時 も，神聖で一人一人特別な存在

であった私たちは，神の愛 に守 られ導

かれ ることを願ってい ました。その時

下 した決断には何よ りも重要 な意義が

あ りました。私たちが人生の岐路 に立

たされた り，進退窮 まった りする とき，

前世で決断 した時のことに思 いをはせ

るなら，勇気が得 られ，人生の旅路 を

さらに前進 していけるでしょう。

「恐れてはな らない
，わたしはあな

た と共にいる。驚いてはならない，わ

た しはあなたの神である。わた しはあ

なた を強 くし，あなたを助 け，わが勝

利の右の手を もって，あなたをささえ

る。」(イ ザヤ41：10)

キ リス トの福音 を知っていたおかげ

で もた らされた数々の祝福 の中で，私

が特 に感謝 している教 えがあ ります。

この世 の人生 には神の栄光を得る とい

う，永遠 にかかわる意義があると説 く

教義です。私たちは神の大いなるみ業

の中 にあって非常に重要な役割を担 っ

ています。主の光 を受けて， その光 を

世 に輝 かせるようにと，主は教えてい

らっしゃい ます。

この世の価値観の中に潜む誤ちや恐

れに，光の知識で対処 してい くには，

絶 えず困難が付 きまといます。今 日，

私たちは，昔か ら存在 した誘惑を新た

な方法で受けています。科学技術 を駆

使 して，誘惑があ りとあらゆる方法で

仕組 まれ，至 る所で待 ち構 えているの

です。それ らは若人 に，未熟な人 に，

傷つ きやすい人に向 けられてい ます。

事実，私たち一人一人 に向けられてい

るのです。さまざまな暴力を取 り入れ

たテ レビゲーム もあれば，身近で実際

に恐 ろしい暴力行為 を目にす ることさ

えあります。危険に取 り巻かれるうち，

私たちの愛は冷めて しまい，中には私
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たちを脅か しているその同 じ武器で防

衛 しようとする人 もいます。さらに悪

いことには，世の光 になるという約束

を守 って互いに助け合おうとす る代わ

りに，恐れのあまり，他人か ら身を守

ろうとするだけの人 もいます。

ジ ョセブ ・ス ミス訳のマタイによる

福音書第16章 には， キリス トの弟子 と

して理解すべき特質が明らかにされて

います。

「自分の命 を救 おう として神 の戒め

を破 ってはな らない。 この世で 自分の

命を救おうと思 う者 は来世でそれを失

い，

私のためにこの世で 自分の命 を失 う

者は，来世でそれを見いだすであろう。

それゆえ，世 を捨て，自分の霊を救

いなさい。」(ジ ョセブ ・ス ミス訳 マタ

イよ り和訳)

この教 えを理解するには， キリス ト

の光 に頼 らなければな りません。 しか

し，恐れのために自分の霊 を失ってし

まってはな りません。教義 と聖約第

101章 に記 された事柄を見てみましょう。
ゆえ おそ

「この故に死 に至 るまで も怖 るるな
なんじ

かれ。 この世 の中にては汝の喜びは満
おい

たされざれ ども，われに於て汝の喜び

満たさるればな り。
い の ち か

故 に体 も体の生命 も心 に懸 くること

なかれ。 され ど，霊 と霊の生命 とを心

に懸 くべし。
しか

而 して，耐え忍びて汝 ら己れ を失わ

ざらんがために，常 に主の面 を見 んこ

とを努むべ し。 さらば，汝 ら永遠 の生

命 を得ん。」(36-38節)

キ リス トがなされる愛 にあふれた約

束を感 じ取 り，受け入れるとき，私た

ちは霊でこたえているのです。イザヤ

は，主が私たちのためにして くださっ

た ことについてこう述べています。

「天 を創造 して これ をのべ
，地 とそ

れに生ずるものをひらき，その上 の民

に息 を与 え，その中を歩む者 に霊 を与

えられる主 なる神 は こう言われる。」

(イザヤ42：5)

さ らにイザヤ は，人に平安 を与 える

主のや さしさ，愛に満ちた不変の慈 し

みについて こう記 しています。

「『主 なるわた しは正義 を もってあ

なたを召した。わたしはあなたの手 を



とり，あなたを守った。わた しはあな

たを民の契約 とし， もろもろの国び と

の光 として与 え 〔る。〕

見 よ，さきに預言 した事 は起 った。

わた しは新 しい事 を告げ よう。 その事

がまだ起 らない前に，わたしはまず，

あなたがたに知 らせ よう。』

主にむかって新 しき歌をうたえ。地
はて

の果から主をほめたたえよ。」(イ ザヤ

42：6，9-10)

ア ルマ書 を読 むと，イザヤが私たち
あがな

に歌 うように望 んだ歌 は，瞭いを与 え

る愛 を賛美する歌であることがわか り

ます。(ア ルマ5：26参 照)後 に救 い

主はパ レスチナの地において，いちば

ん大切 な第一の戒めは何か と問われ，

即座にこう答 えられ ました。

「『心をつ くし
，精神 をつ くし，思

いをつ くして，主なるあなたの神 を愛

せよ。』

第二 もこれ と同様である， 『自分 を

愛す るようにあなたの隣 り人 を愛せ

よ。』」(マ タイ22：37，39)

この み言葉 はわか りやす く， しか も

深遠な意味を含んでいます。私たちが

どのように主の誓約 と取 り組んでい け

ばよいか を示 してい るのです。そして

もうひ とつはっきりするのは，主 は私

たちについてよくご存 じなので，私た

ちにできないようなことは何ひ とっお

求めにならない とい うことです。

キ リス トが命 じておられる愛は，大

けんそん

きな改心 と心か らの謙遜さを必要 とし

ます。誇 りやねたむ心 を捨て去 らねば

な りません。兄弟や姉妹は もちろん私

たちを迫害す る者 をも見下 した りして

はなりません。その ような自分のよく

ない性癖に心 を向けるのは，むずか し

く，多大な努力を要することを，キリス

トはよくご存じでした。こうおっしゃっ

ています。「もしあなたの片手 または

片 足が，罪 を犯 させ るな ら， それを

切 って捨てなさい。」(マ タイ18：8)

ここで主は手足 を切断するようにと

勧 めておられるのではありません。そ

のような罪を捨てるのがいかに苦痛を

伴 うか ご存 じであることを示 されたの

です。私たちが自分に しかできない改

心をするな ら，キ リス トの贈いの血に
ゆる

よって，主にしか与 えられない赦 しを

受 けることがで きます。 この相互関係

は，主が私たちの可能性 に深い信頼を

置 き，尊重 して くださっていることの

表われです。主の愛 を感 じたことのあ

る人な らだれで も，その信頼 にこた え

るとき，また主のみた まを求めできるか

ぎりの努力をして主 をたたえるときに

確 かな勇気が与 えられることを知 って

います。再び聖典から読んでみましょう。

「わがいつ くしみはあなたか ら移 る

ことな く，平安 を与 えるわが契約 は動

くこ とがな い。」(イ ザ ヤ54：10。III

ニ ー ファイ22：10も 参 照)「 われ は美
なんじ

しき色 にて汝 の石 を敷 き，サー ファイ
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もとい

ル にて汝 の基礎 をす え 〔る。〕」(III

ニー ファイ22：11。 イザヤ54：11も 参

照)

私 はこれ らの聖句 を読むたびに強い

印象 を受 けます。問題 の多い世の中 に

あって，私がよりどころ としている基

は主 との誓約 によりもたらされた もの

です。 それ らは私 に とってま さにサ

ファイヤのようであ 窮 値のつ けられ

ない宝物です。私はそれらのおかげで

家族や神 と永遠のきずなで結ばれてい

るのです。 これ らの基 とはすなわち，

回復 された教 えであ り，イエス ・キ リ

ス トの福音の儀式です。福音 の儀式 は，

正 しい生活をす る人々に神の聖なる神

権の力によって与 えられます。バプテ
たまもの あんしゅれい せいさん

スマ，聖霊の賜 を授 ける按手礼，聖餐

の儀式，神殿 の誓約 などがそ うです。

これ らは永遠の生命 を賜わ るた めに私

たちに与 えられた ものであり，受け入

れるか否かの選択は私たちにゆだねら

れてい ます。

「お前たちの結 んだ誓約のためにお

前たちはキリス トの子 と呼ばれ，キ リ

ス トの息子や娘 と呼 ばれる。それは今
あらた

日キ リス トがお前たちの精神を新に生

みた もうたか らである。 お前たちはキ

リス トの御名を信ずるか ら自分の心が

改 まった と言 う。従 って，お前たちは

キリス トにより生れてその息子や娘 と

なった。」(モ ーサヤ5：7)

私 た ちは主の大いなる愛のおかげで，

また主の光 に導かれたい と望むがゆえ

に， キリス ドの家族 の一員 となってい

ます。誓約 を交わ しているおかげで孤

独や疎外感か ら守 られています。主 と

のつなが りがあるか らこそ，光 を輝か

せ，互いに思いや りをもって接 し， 自

分の霊を失わずに永遠に保つ ことがで

きるのです。

これ らの事柄 を理解するのは大 きな
あかし

祝福であることを証 します。聖典に感

謝 しています。 キリス トが生 きてお ら

れ， この教会を導いておいでになると

い う知識 を与えられていることにも感

謝 しています。戒めを守 る人は皆，主

を身近に感 じられ ることを証 します。

これ らの ことを主イエス ・キ リス トの

み名 により，へ りくだって申 しあげま

す。 アーメン。



信仰を守り通した

七十人

工ドワルド・アヤラ

この入里離れた遠い谷間で，なんとすばらしい教えが生きていたことで

しょう。しかもそこは宗教を守り，福音の原則に従って生活することがあ

ずかしい場所なのです。

会幹部という責任の性質上，私

教 たちはさまざまな国，場所，団
体 を訪問する割 り当てを受けます。場

所 によっては危険が伴 います。地域の

事情 によっては，訪問の割 り当てを受

けた場所 までた どり着 けない場合があ

ります。

ある時，私はペルーの美しい山岳地

域にあるステーキ部 を訪問する責任 を

受 けました。旅行 には危険が伴 うため，

過去2年 以上， このユニ ットの人々は

教会幹部の訪問を受けた ことがあ りま

せんでした。私たちは，正式な許可を

得た後，伝道部長の助 けを得て，片道

5時 間かかる美 しいマンタロリバーの

谷間に向けて出発 しました。

ステーキ部センターに到着すると，

ステーキ部長 とふた りの副 ステーキ部

長が出迎えて くれ ました。私たちを見

ると，彼 らの表情は喜びにあふれ，兄

弟 どうしの固い抱擁 を交わ しました。

それ より3年 前，この町ではふた りの

愛す る宣教師が命 を失いました。私に

ある愛 情のすべてを伝 えようとしてス

テーキ部長を抱 き締めた後， こう尋ね

ました。「長 い間来 ることがで きませ

んで したが， その間，苦労が絶 えな

かったで しょうね。」ステー キ部長 は

目に涙 を浮 かべて言いました。「ええ，

苦労 しました。でも信仰は守 り通 しま

した。」 この簡素な言葉 は私たちの心

を打ちました。彼 らが人間 として，教

会の会員 として遭遇 したさまざまな困

難 にもかかわ らず，主のみ手が彼 らと

ともにあったことを私たちは感 じました。

彼 らとの集会 の中で，私たちは多 く

のことを学 びました。 そのひ とつが，

そのような場所で，また大都市や教会

本部か ら遠 く離れた場所で， どの よう

に信仰 を守 り通すか， という点で した。

私たちが学んだことの中で，彼 らが問

題を克服するうえで役立った原則を，少

なくとも5つ 見つけることができました。

第1に ，彼らは主に対する信頼を決

して捨てず，全面的な信頼を主に寄せ

ていま した。 これは彼 らの確信の基 に

なっていました。彼 らは主が守 り導い

て くだ さるという事実 を信頼 していま
なんじ

した。主 はこう言われ ました。 「汝 ら

もしわれを信ず るならば，わが こころ
な

にか なう何事 にて も為す力 を与 えら

る。」(モ ロナイ7：33)

人 は必死の状況 に追い込 まれ ると，

ときどき，別 の道や別 の指導を求 める

ことがあ ります。 しか し助言 を与 えて

くれ るその ような人々が，必ず しも助

ける力を持っているわけではありませ
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ん。私たちの霊的な必要 を理解 してい

ないからです。試練 の中で私たちに必

要な助言や啓示を与 える備 えが彼 らに

はあ りません。

モーサヤの息子たちのすばらしい模

範 を考 えてみ ましょう。彼 らは多 くの

苦難や試 しを乗 り越 えました。彼 らは

主 を信頼 したため，「主 は 『みたま』

をかれらに与 え，安心せよと言いたも

うたのでかれ らはそれで心が安 らかに

なった。
よ

……汝 らはわれに由りてかれ らに模

範 をあらわすよう忍耐強 く堪忍 をし，
かんなん

また銀難 に堪 えよ。 さらばわれは汝 ら

をわが手 に使 い多 くの人 を救わん。」

(アルマ17：10-11)

第2に ，彼 らは忠実に祈りま した。

彼 らは大人 も子供 も若人 も，個人で ま

た家族で，信仰を込めてこの聖なる習

慣を守 りました。私たちの知 っている

とおり，祈 りは天父 に意思を伝える手

段です。私たちは天父の子供であ り，

天父 は私たちを愛して くださっていて，

私たちの祈 りを聞いて くださいます。

私たちが戒めを守 るな ら，天父は祝福

しようと心を砕いてくだ さっています。

救い主がニーファイの民を教えられ

た時， こう言われ ました。 「汝 らの妻

子が祝福 を受 くるよう，たえずわが名
ささ

に よ りて家 族 の祈 り を御 父 に捧 げ

よ。」(IIIニ ー ファイ18：21)御 父 と御

子が祈 りを聞いて くださるという確信

を，彼 らはこの時 ほど強 く持てたこと

はなかったで しょう。

第3に ，彼らはたゆまず聖典を勉強

しました。彼 らは聖典の中か ら，恐れ

に打ち勝 つ信仰，問題の解決策，主か

らの慰め，天父の愛に満ちた助言， そ

して何 よりも永遠の生命 に向かって導

かれてい るという確信な どを見 いだし

てい ました。 「聖典 を調べ なさい。 あ

なたがたは，聖典の中に永遠の命が あ

ると思 って調べているが，聖典 は，わ

た しについてあか しをす るもので あ

る。」(欽 定訳 ヨハネ5：39よ り和訳)

彼 らはどのような困難の中で もこの戒

めを守 りました。 この地 の聖徒のひ と

りは， こう言 いました。「聖典 を読で

いる時ほ ど，主 を身近に感 じたことは

ありません。」



第4に ，彼らは神権プログラムを実

践 しました。その地 で致命的な事件 が

あったため，専任宣教師たちを移転 さ

せ る必要がありました。それ を補 うた

め，福音 を聞 きたい と望んでいる人々

に教えられるように，帰還宣教師 を組

織する必要が生じました。求道者 は会

員 の家 族 が紹 介 し ま した 。 ホー ム

ティーチングの数が増 えました。見過

ごしにされる人はだれ もいません。彼

らの言葉 どお り，彼 らは信仰 を守 り通

したのです。

第5に ，彼 らは主のみ前 にへりくだ

りました。自分の生活を清め，悔 い改

め，聖徒 として協力 し合い，持ち物 を

分かち合い，問題が生 じた とき，危険

が迫 ったときには，断食 をしました。

これ らの簡単であっても力強い原則

によって彼 らはみずか らを支 え，信仰

を保 ち，教会 の会員 としてその地域で

活発で，忠実な生活 を送 ることができ

ました。

この人里離 れた遠い谷間で，なん と

す ば らしい教 えが生 きていた こ とで

しょう。しか もそこは宗教 を守 り，福

音の原則 に従って生活することがむず

か しい場所なのです。それ ばか りか命

その ものを維持 して信仰 を守るのがむ

ずかしい場所であることは，容易に想

像 され ます。ただ神 への信頼 ， イエ

ス ・キ リス トを信 じる信仰だ けが，み

ずか らを支 え，前進 し，清 める力 を与

えたのです。

信仰 を同じくす る教会員がほか にい

ない人，家族が教会員ではない人，同
はんりょ

僚や伴侶，子供 を失った人 などにとっ

て，信仰を守 り通す こと自体，大 きな

チャレンジであるはずです。前進 し続

けるには大きな勇気が必要です。 しか

し私たちは，常に，天か ら慰めを受け

ることができます。

開拓者たちはつぶやきませんでした。

信仰 を否定 した り，引き返 した りする

こともありませんで した。教会がまだ

小人数であった初期の ころ，地上 のど

こを見てもほかに教会員 はいませ んで

した。彼 らの味わった深い孤独感 は，

計 り知れないものがあった と思います。

迫害 され，辱められ，拒 まれ，殺 され

た人々 もい ました。逆境 に負けずには

ぐくんだ信仰 によって，彼 らは同時 に
けんそん

強 くな り，謙遜にな りました。あれほ

ど大 きな抵抗，孤独，苦痛の中で信仰

を守 り通すのは，非常に困難だった は

ずです。 しかしそれ は栄光の時期，殉

教 の時代，勇敢で霊感 に満ちた宗教の

礎 を築 く期間で もあ りました。

キンボール大管長 は，同 じテーマで

この ように語 りました。「人 は忍耐，

辛抱，自制を学ぶ とき，苦 しみを通 じ

て聖徒になる。救い主が味わった苦 し

みはその教育 の一部で あった。」(「悲

劇か運命か」ブリガム ・ヤ ング大学年

度講話，1955年12月6日 ，p5)

そ の飾 らない模範 によって，疲れず，

天父のみ もとに戻る力を与 えて くれた

人々に感謝 します。遠 く離れたこの小

さな町や村の人々は，おそらく孤立 し

ていたためにかえって強められ，清 め

られたのか もしれ ません。

ステーキ部大会の最後に，私は会員

たちに，神が愛して くださっているこ

と，大管長会 と十二使徒会 は彼 らを忘

れずにいることを伝 えました。だか ら

こそ私たちはそ こを訪問 したのです。

そして，彼 らは教会の一部であること，

忘れ られてはいない こと，教会幹部は

彼 らのために祈っていること，などを
あかし

証 しました。彼 らの心 は感謝に満たさ

れ，主のみた まに慰め られてきた謙遜

な会員 として，また笑顔 を見せて くれ

ました。

大会中のある部会の閉会 の祈 りの中

で，80歳 に もなろうか とい う，尊敬す

べ きひ とりの老人が，彼 らが予言者を

忘れずにいることを，よ く言い表わ し

てい ました。彼 は こう祈 りま した。
しもべ

「天のお父様
。 あなたの僕 のひ とりを
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この マ ンタ ロの谷間 に遣 わ して くだ

さった ことを感謝 します。 この土地 は

あなたの愛する僕， キンボール大管長

がひざまず き，私たちを養い，生活 の

糧を もた らして くれる場所 として祝福

した所です。」

私たちが きょう，神の予言者たちの

前に着席 し，彼 らの愛に満ちた導 きを

受けられるのは，なんと幸せな特権 で

しょう。教会が世界的に成長 したため，

これ らのすば らしい指導者たち とそば

近 く接する特権 に，生涯恵 まれない善

良な会員たちがおおぜいいます。 しか

し私 は彼 らが教会幹部を愛 し，教えを

守 り，予言者たちに会えるその日を忍
あかし

耐強 く待 っていることを証 します。

この世の進歩 に合わせ て人々や国々

の状況は変化 します。それに もかかわ

らず，凍 るように寒い山岳地や，暖か

い谷間，川岸，荒野 など，教会員のい

る所であれば どこであろうと，基本的

な原則を守る人々が常にいます。彼 ら

はそのようにして， ほかの人々 に祝福

をもた らしています。 どこにいようと，

どの ようにむずか しい状況の下で忍耐

を強い られようと， この世の問題に果

敢 に取 り組みましょう。信仰 を守 り通

しましょう。

私たちはさいわいにも， きょう，私

たちが愛 し支持する新 しい予言者 と副

管長たちに，支持 の挙手 をしました。

いつか将来，地上の ほとん どすべての

国で，た とえどんなに人里離れた町や

村で も， きょう私たちが行なったよう

に，会員たちが喜 びをもって支持の挙

手 をする特権 にあずかれ る日がやって

来 るでしょう。

私たちはいつの日か地上での旅路 を

終 えて，天父のみ もとに戻 ります。 そ

の日に，使徒パウロがテモテに語った

と同 じ，勇敢な証 をすることができま

すようにお祈 りします。「わた しは戦

いをりっぱに戦 いぬ き，走 るべ き行程

を走 りっ く し， 信 仰 を守 り とお し

た。」(IIテ モテ4：7)

主 の祝福 によって私たちがこれか ら
けんそん

も勇 敢 で ， 謙 遜 で ， 忠 実 で い ら れ ま す

よ う に 。 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ

り， ア ー メ ン 。

イエスが

こらんになるように

七十人

セシル ・0・ サミュエルソン ・ジュニア

あがな

主は……偉大な贋いの業を通して，堕落や誤ぢ，罪，失望を償うに必要

なものすべてを用意してくださいました。

聞7の 歴史的な大会 に皆 さん ととも

(一 ・に出席 し，愛する予言者をはじ

めとする教会の指導者 を支持する機会

にあずか り感謝 しています。 また何よ

りこの神聖 な召 しを受 けて働 けること

を主に感謝 し，加 えて，私 を育て，教

え，支持 して くださったすべての人々

に感謝の念 をお伝 えします。私の家族，

とりわ け妻 のシャロンはいつ も私の必

要 を満たそうと努 めて くれました。 ま

た，教会員であるかないかにかかわ ら

ず，おおぜ いの友人や同僚たちは， こ

の責任が私 にとって どの ような意義を

持つのか理解 しようと努め，思いや り

を示し，励 ましを与えて くれ ました。

教会幹部たちは， ことのほか忍耐強 く

親切 な態度で接 して くれ ました。 そし

て これ までの数カ月， 自分 を見詰め直

し，召 しをよく果たそうとする私を，

やさし く助 けて くれた人々に対 し感謝

の気持ちでいっぱいです。

正直言 うと私は， この自省 のプロセ

スの中で， 自分に訪れたこの召 しにつ

いてほかの人 たちはどう感 じているだ

ろうか と思い ました。そして，詩人の

ロバー ト・バ ーンズの言葉に思いをは

せ ました。せ んえつなが ら現代語 に直

す と次 のような詩 です。「ほか の人 が

我々 を見 るごとくに自己 を見詰めるの

は， なん と有益 な ことか。」(「ろ くで

な しに贈 る歌」)私 たちが人か らどう

見 られているか，特 にいちばん大切な

人からどう見 られているかを知るの は，

興味深 くかつ重要なことです。 まして

や救い主が私たちをどう見て くださっ

ているか理解で きたらどんなにすばら

しいで しょうか。

それでは， イエス ・キ リス トが私た

ちのことをどのように認識 しておられ

るか を私たちはどの程度知ることがで

きるで しょうか。それは，主が定 めて

くださった標準に私たちが どれ くらい

従 っているかによります。 また，清い

心を持っているか どうかによるのです。

主は全人類に完全な模範 と標準を示 し

て ください ました。 さらに行 ないだ け

でな く，次のような印象的ではっきり

とした問いかけと招 きの言葉 を語 られ
なんじ

ました。「汝 らはいかなる人物 にてあ

るべ きか。 まことに汝 らはわれ と同 じ

人物な らざるべか らず。」(㎜ ニーファ

イ27：27)主 の おっしゃった とお りに

行動 し，主の望 まれ るような人物 とな
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るな ら，主か ら認 めていただ けるで

しょ.う。逆にそう㌧ なかったな ら，主

の失望 を招 くで しょう。

主は私たちをいちばんよくご存 じな

だけでな く，最 も愛 して くださってい
あがな

ます。そして，偉大な贈いの業を通 し

て，堕落や誤 ち，罪，失望を償 うに必

要なものすべてを用意 して くだ さいま

した。そのために私たちは，予言者た

ちの示す狭い門を くぐって まっす ぐな

道 を歩 み(IIニ ー フ ァイ31章 参照)，

み もとに来るようにという主 の招 きを

受け入れ，恵 みを得 るよう努 めさえす

ればよいのです。 そうすれば権能 を授

かった主の代理人 を通 じて祝福 を受 け

るとともに，贈いの効力 にあずかれる

で しょう。

救い主を愛 し，救い主 に喜 んでいた

だ こうと努める人々 に対 し， かつてヒ

ンクレー大管長 は次の ように述べ まし

た。「主の弟子 である私たちが下品で

無礼 な行動 を取 った り，不正 を働 いた

りす るなら，当然人々のキリス トへの

イメージは損なわれ ます。 しか し私た

ちが善良で親切で寛大な態度で人々 と

接するな ら，私たちがそのみ名 を受 け

ている主 に一層の栄光を帰す ことがで

きるので す。」(「模範 とな りなさい」

P.90)

良 きサマリヤ人のた とえ話の中で神

の御子は，主のようにな りたいと願 う

すべての人々に対する期待 をはっきり

と語 られてい ます。(ル カ10：30-37

参照)こ のように，主は私たち一人一

人に期待 し求められる態度や行動にっ

いて教 え，模範 を示 されました。それ

だけでな く，主 は儀式 と誓約を備えて

ください ました。私たちは，正式に任
しもべ

命 された主の僕か らそれ らを受 けるこ

とによ り，約束 された この世での祝福

と永遠の祝福のすべてを享受できるの

です。
あわ

偉大な力 と憐れみの心を兼ね備え ら

れた救い主 は，必要が生 じた ときには，
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奇跡的な方法で何千人 もの人々に食物

をお与 えにな りました。(ル カ9：10

-17参 照)ま たその一方で主 は，みず

か らを取るに足 りない者 と考 える孤独

な罪人 のた めに喜 んで時間 を割 き，

「生 ける水」 を与 え
，永遠 の生命へ と

導 かれ ました。(ヨ ハネ4：7-26参

照)主 は慈悲深 くおおぜいの人々に福

音 を説かれました。そ して一見 した と

ころ重要人物で もなかったナタナエル

とその個人的な質問のためにも時間を

割 こうとされたのです。(ヨ ハネ1：

45-51参 照)

神 の指示 を受けて世界 を創造された

主 は， ご自身で文字 どお り万事を処理

す ることもできたはずですが，あえて

ご自身 のみ業 にほかの人々を用いられ

ました。十字架におかか りになった時
まな で し

には，愛弟子 ヨハ ネに，母 マ リヤの世

話 を依頼 し， ヨハ ネ自身の母 に対す る

ように接 してほしいという気持ちを込

めて語 られ ました。(ヨ ハ ネ19：25-

27参 照)末 日にあっては，イエス ・キ

リス トご自身 が天 父 とともに予 言者

ジ ョセブ ・ス ミスの前にみ姿 を現 わさ

れましたが，主にな り代わってモルモ

ン経 を世 に出す特権 と栄誉 は，モロナ

イにお与 えにな りました。 この教会 は

救 い主の教会ですが，主 はゴー ドン ・

B・ ヒンクレー大管長 を召 して，現在

私たちを管理す るようにな さい ました。

私 は，主が皆 さんや私を，主の代理人

として大小さまざまの重要な務めや責

任 に召 して ぐだ さっていることを感謝
い けい あかし

と畏敬 の念を込めて証 します。

イエスが私たちをどのように見 てお

られ るかもっ とよく理解 しようと努め

るとき， また腰い主が私たちに望 まれ

ているような生 き方 をしようと真剣 に

考 えるとき，主の次の教 えを心に留め，

それをすべての行 ないに文字 どお り生

か していこうではあ りませんか。「も

しあなたがたがわたしを愛するな らば，

わ た しの い ま しめ を守 るべ きで あ

る。」(ヨ ハ ネ14：15)「 わ たしの兄弟

であるこれ らの最 も小 さい者のひ とり

にしたのは，すなわち，わたしにした

のである。」(マ タイ25：40)イ エ ス ・

キ リス トのみ名 によって申しあげます。

アーメ ン。



誓約にあずかる者

十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ ネルソン

自分が何者で，神から何を期待されているかがわかり，すなわち主の律

法が 凸1に記されるとき，私たちは霊的に守られます。

の話のテーマは聖典の 「誓約 に

私 あず かる者」 です。1本 題 に入
る前 に，ハ ンター大管長の同僚 として，

ひ とりの父親 として最近経験 した こと

や， また以前 に医者 として経験 したこ

とをお話 ししたい と思います。

この数週間は，妻のネル ソン姉妹 と

私にとってつらい日々でした。愛する

ハンター大管長に別れを告 げただけで

な く，その33日 前 に，い としい娘のエ

ミリーを亡 くしたのです。エ ミリーは

5人 の小 さな子供 たちの母親で，37歳

の誕生 日を祝 ったばか りで天 に召され

ました。ハ ンター大管長 は，エ ミリー

の実生活 に影響 を与 えました。エ ミ

リーは，すべての成人会員は神殿推薦

状 を持 っようにという勧めに従いまし

た。 彼 女 の配 偶 者 で あ るブ ラ ヅ ド

レー ・ウイ ットワーは，定期的 に神殿

で過 ごす時間 を特権 と考 えてい ました。

ふた りは 「主の宮居 を，教会員である

ことの崇高な象徴 とし，最 も聖な る誓

約を交わす至高の場所」 としたのです。

エ ミリーは 「主イエス ・キリス トの…

…模範」2に 従おうと努め ました。

ハ ンター大管長やエ ミリーは，病気

で激 しい苦痛 に襲 われても，決 して怒

りの言葉 を口にしませんで した。むし

ろ，忠実 な信仰 によって耐える道 を選

んだのです。善意 の友人や家族が容態

を気 にかけて尋ねると，エ ミリーは明

るく答 えました。 「心配 しないで，私

はだいじ ょうぶ よ。」電話 を切 る とき

も，普通の 「グッバイ」ではな く，彼

女 は 「アイラブユー」 と言いました。

ボイ ド ・K・ パ ッカー長老 と私がハ

ンター大管長 を見舞った時，大管長は

ハ ンター姉妹 を招 き寄せて，手を握 り，

ほほえんで言い ました。「そばにいて

くれ ると気分が よくなるよ。」

娘や大管長のために， もっ と何か し

てあげ られたらと思 うと，悲 しみの涙

が込み上 げてきます。 もし私 に人 を復

活 させる力が あった ら，ふた りを呼び

戻 そうとしたか もしれません。聖任さ

れた使徒 として各々が神の王国のすべ
かぎ

ての鍵 を預か っていますが，私には復

活の鍵 はあ りませ ん。イエス ・キ リス

トがその鍵を持ってお られ，主の時に

応 じて，エ ミリーやハンター大管長，

すべての人々のためにそれを使われる

でしょう。3

エ ミリーやハンター大管長 に，死の

恐れはありませんで した。ふた りは主

と神聖 な誓約 を交わ して守 り，自分へ

の約束 も同 じよ うに守 られ るこ とを

知 ってい ました。4「 誓約 にあずかる

者」 として気高 く生 きたのです。

何年 も昔に若い医学生だった ころ，
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私 は，今では予防可能 な病気に苦 しむ

おおぜいの患者を見 ました。現在では，

かつての不治の病 に対す る免疫 を与 え

ることができます。免疫を与 える医療

法が予 防接種 です。接種 を意味す る
"inoc
ulate"は 興 味深い言葉で，ふ

たつ の ラテ ン語 か ら来 て い ます。
"i
n"は 「中」 を表わ し，"oculus"

は 「目」 を意味 します。"inoculate"

とい う動詞 は 「中 に目を入れ る」，つ

まり 「害のないように監視す る」 とい

う意味です。

小児 まひのような病気は，足や体 に

障害を残すことがあ ります。そして罪

とい う病気 は霊 に障害 をもた らします。

小児 まひから生 じる障害は免疫 によっ

て予防で きますが，罪の罪か ら生 じる

惨害 に対 しては別の予防手段が必要で

す。医者は邪悪 に対す る免疫を与える

ことはできませ ん。霊的な予防 は主か

ら5， 主 ご自身の方法で もたらされ ま

す。主が選 ばれたのは予防接種ではな

く，真理の教えです。主の方法 にワク

チ ンはい りませ ん。神の子供 たちの永

遠の霊を守 るために，神 の教義 を教 え

るのです。つ まり 「中の目」を操作す

るのです。

ご自身を明らかにし，人を教化される

教 える際 にイエスは，まずご自身 を

明 らか にし6， それか ら従 う人々の こ

とを話され ました。古代 アメ リカの民

に語 られ た言 葉 を引用 し ましょう。

「われ 〔は〕神の子
，イエス ・キ リス

ト 〔な り。〕」7

「……サムエルの前に来 りし予言者

たち，およびサムエルの後 に予言をし

たるすべての者たちは皆われの ことを
あかし

証 せ り。
なんじ

汝 らは予言者 らの子孫 なり。イスラ

エルの家 に属す る者共な り。また御父

はアブラハムに 『汝の子孫によ りて世
けんぞく

界の春族 ことごとく祝福 を受 くべし』

と言 いて汝 らの先祖 と誓約 を結びた ま
あずか

い しが汝 らはその誓約に与 る者共 なり。

御父はわれを立てて まず汝 らに遣わ

した まえ り。 こはわれに汝 らをして各

各その罪悪 より遠ざか らしめ汝 らに恵

みを与えしむるためにして，また汝 ら



ゆえ

が誓 約 にあ ずか る者 共 な るが 故 な

り。」8

霊 的な免疫 を得 るために大 きな一歩

を踏み出すには， まず 「誓約 にあずか

る者」 とい う表現 を理解す ることです。

救い主はどの誓約 について言われたの

で しょう。「アブラハムに立 てた まい

し誓約。」9で す。主 はさらにこう言わ

れ ました。「われ はかつてわが民 に立

てたる誓約を果すべ し。 その誓約はわ

が心 にかな う時にわが民 を集 め 〔る〕

ことな り。」lo

アブラハムの誓約

主が最初 にアブラハム と交わ し口，

イサ ク12， ヤ コブ13に 再確認 された誓

約 は，何にも勝 って重要です。それに

は次 のような約束があ ります。

●アブラハムの子孫が多 くな り，永

遠 に増 え，神権 を持 っ。

●アブラハムは多 くの国民の父 にな

る。

●アブラハムの血統 を通 して，キ リ

ス トと王たちが生 まれる。

●定め られた地 を受 け継 ぐ。

●地のすべての国民が，アブラハム

の子孫 によって祝福 される。

●誓約 は永遠であ り，「よろずよ」14

に続 く。

これらの約束のい くつかは成就 し，

ほか はまだです。紀元前600年 ご ろの

予言 を引用 しましょう。「私たちの父

はひ とり私たちの子孫の ことを話 した

ばか りでなく， またイスラエルの家の

全部 について も話をして，末の日に成

就 されるはずの誓約 を教 えたのである。

その誓約 とは主が私たちの先祖アブラ

ハム に 結 びた もうた誓約のことで

ある。」15

確 かに約束 されたように，主が末 日

に現われて，アブラハムの誓約 を新た

にされました。予言者ジ ョセブ ・ス ミ

スに主 はこう宣言されました。「ア ブ
しもベ

ラハムはその子孫 とそのすえ(わ が僕
なんじ つ

ジ ョセフ汝 もそのす えな り)に 就きて

約束 を受 けた り。…… この約束 はまた

汝の約束な り。汝 はアブラハム より出

特
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で……しによる。」16

私 たちも 「誓約 にあずかる者」です。

昔の人々のように，神権 と永遠の福音

を受 けました。アブラハム，イサク，

ヤコブは私たちの先祖で，私た ちはイ

スラエルの子孫です。福音 と神権の祝

福 と永遠の生命 を受 ける権利が ありま

す。地の国々は，私たちの働 きにより，

また私たちの子孫の働 きによって祝福

されます。文字 どお りのアブラハムの

子孫 と，養子縁組によってその家族 に

加えられた人々 は，約束された祝福 を

受けます。ただし，主 を受 け入れて，

戒めに従 う必要があ ります。

予言者エ ライジャは，先祖になされ

た約束17を 植 えつけるために，やって

来 ました。後に，主が誓約 にあずか る

者たちを集めるみ業 に着手 されたしる

しとして18， モルモン経が世 に出 まし

た。現代 のために書かれたこの書物に

こうあります。「御 父がイスラエル人

……に立てた もうた誓約 は，すでに事

実 とな り始 めた と言 うことをあなたた

ちは知 るであろう。……

……主はイスラエルの家に属 してい

る自分の民 に立 てた もうた誓約を忘れ
はた

ず に … … 果 し た も う … … 。」19

新 しくかつ永遠の誓約

確かに，主 は私たちをお忘れにな り

ません。私たちが主 を忘れなければ，

誓約 にあずかる者 は，誓約によって神

の教義を受けるのです。 ブリガム ・ヤ

ングは言 いました。「すべての末 日聖

徒は，教会に入 るとき，新 しくかつ永

遠の誓約 に入 る。……それ は神の王国

を支 えるためであって， そのほかの王

国を支えるためではない。」20

バ プテスマのとき，私たちは主 に仕
せい

え，戒めを守 ることを誓約 します。聖
さん

餐を取 るときに，それ を新たにします。

さらに神権 の誓約 を受 け2㌧ 神殿特有

の教義や誓約を含むエンダウメン トと

い う最高の祝福 も受けることがで きま

す。

福音の新 し くかつ永遠の誓約に'よっ

て，私たちは神殿で結婚するふさわ し

さを身 にっけ，次の祝福 を受 けるので

す。「第一 の復活に出で来 〔りて〕…

…王位，王国，公国， その他権能，領
つ

土…… を受け嗣 〔ぎ，〕 ……最高の栄

に進むを得 て，あらゆる事 に光栄 を受

くべ し。」22

神殿結婚 した両親の元に生 まれた子

供 は，神権 の祝福 を自然に受 け継 ぎま

す。誓約の中に生 まれた子供ですか ら，

「約束 の子孫た る地位 を保証す る何 ら

の養子縁組 の式あるいは結び固めの式

を要 しない」のです。23

戒 めに従順であれば，私たちの理解

を超 えた報いが もたらされ ます。誓約

にあずかる者 は，罪 に敵対する人々の

子孫 にな ります。それからハンター大

管長やエ ミリー，そのほか誓約 にあず

かる人々 と，「各々の世代 が，神 の家

族 の中でひ とつ に結 ばれ るのです。」24

誓約 を通 して愛する人々 と結ばれるの

を知 ると，大きな慰 めを受 けます。

誓約にあずかる者たちの一致

末日聖徒は主の次の言葉を理解して
なんじ

い ます。 「汝 らひ とつ となれ， もしひ

とっ とならずば，汝 らはわが ものにあ

らず。」25

ヒンクレー大管長はこう言いました。

「この崇高 な一致 こそ，真のキ リス ト

教会の特質です。世界 じゅうの教会員

が この一致 を心 に感 じてい ます。」 ヒ

ンク レー大管長 は さらに続 けて こう

言 ってい ます。 「私たちが一致 してさ

らに強 められますように。」26

しかし世界 じゅうで，多 くの人々が

争いや不適切な呼び名 によって不一致

を もた らしてい ます。人の品位 を落 と

すようなニ ックネームが加 えられた り，

本名 に代 えて用い られた りすることが
ちょうしょう

あ ります。残念 な ことに，嘲 笑 す る

ような言葉が，誓約 にあずかる者の本

質をあいまいにするのです。
きよ

反対に神 は，統一 した聖め られた名

称 を用い られます。福音 を受け入れて

バプテスマ を受 ける とき，私たちは再

び生 まれて，イエス ・キ リス トの神聖

なみ名 を身 に受 け ます。27キ リス ト.

の息子，娘 として養子縁組 され，兄弟

姉妹 として知 られ るようになります。

主は新 しい生命 の父なのです。私たち

は， アブラハム，イサク，ヤ コブとそ

聖徒の道/1995年7月 号

37

の子孫に主が与え られた約束 を受 け継

ぐ 「共同の相続人」『です。28

ペ テロは現代に関する予言の中で，

きわめて啓発的な言葉を使っています。

教会員を次のように表現 しています。

「選 ばれた種族
，祭司の国，聖 なる国

民 ， 神 に つ け る 民(peculiarpeo一

ple)… …。」29「選 ばれた」「聖 なる」

「神 につける」 という形容詞 は私たち

の精神を高揚 させ ます。 ところで， こ

こで使われている"peculiar"と は，

どういう意味でしょうか。辞書 には，

「特異な」 とか 「変わった」 と定義 さ

れ てい ます 。30こ れ は どの よ うな意

味の称賛の言葉なのでしょうか。

この単語 は聖典で使われるときは，

しかし， まった く異なる意味にな りま

す。旧約聖書で"peculiar"に 当 たる

ヘ ブライ語は，"segullah"で そ の意

味 は 「貴重 な財産」や 「宝」を意味 し

ます。31新約聖書で は，"peculiar"に

当た るギ リシャ語 は"peripoiesis"

で その意味は 「所有物」 また は 「入手

した物」 という意味があります。32

したがって，聖典の中の"p㏄uliar"

は 「貴重な宝 」「神に選 ばれた もの」
しもべ

を表わ してい ます。33主 の僕 にとって

このような表現が使われているのは，

最高の賛辞なのです。

自分が何者で，神か ら何を期待 され

ているかがわか り，すなわち主の律法

が心 に記され るとき34，私たちは霊的

に守 られ， よりよい人 にな ります。

ニーファイ人が真に正 しい民 の時，人

を区別す る名前 を使わず，「民 はその

心に神の愛 を保 っていたか ら，全国に

何 ら不和がなかった」のです。35

また， 「レーマ ン人 と言 う者 もどの

ようなちが った民 もな く，みな同 じく

キリス トの子であって，神の王国をつ

ぐ者で あった」36と記 されています。

この歴史か らの教訓 は，私たちも人

を分けた り，差別 した りする言葉 をな

くす とい うことです。パウロはこう教

えてい ます。 「もはや， ユダヤ人 もギ

リシヤ人 もな く，奴隷 も自由人 もな く，

男 も女 もない。あなたがたは皆，キ リ

ス ト・イエスにあって一つだか らであ

る。」37
みもと

「主は……主 の御許 へ来 て主のめ ぐ



みにあずか るように招 きた もうている。

それであるから，主の御許へ くる者 は，

黒人 と白人，奴隷 と自由人，男 と女の
おんまえ

区別 なく……神の御前には……みな平

等である。」38

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会 は，

古代の主の約束 を成就 するために，末

日に回復 されました。 これは 「万物更

新」39の一部 です。 「誓 約 にあず か る

者」 は，逆境の中にあって も固 く立 っ
ひとり

て ぐらつきません。私 たちは 「その独
こ いけにえ

子を犠牲 となすを命ぜ られた 〔る〕ア
ごと こら

ブラハムの如 くにす ら，必ず懲 しめら

れ試み られ」 るのです。40し か し，主

の次の約束 によ り力づ けられ ます。
なんじ よ
「汝 らは肉に由 りて正 当なる世つぎに

うち

して，神の中にキ リス トと共 にこの世

より隠されたればなり。
ゆえ い の ち

すなわち， この故に汝の生命 と神権
しか

とは依然残 された り。而 して……すべ

ての事 の回復する時 まで，汝 と汝の血

統 とによりてこれ は必ず依然残 らざる

べか らず。

さればもし汝 ら絶えずわが善を行い，

異邦人 の光 とな り， この神権によりて

わが民 イスラエル を救 う者 とな らば汝
さいわい

ら幸福 なり。」41

こ うした教義を私たちの心に深 く根

づかせ るな ら，死の とげはなくなり，

霊的な守 りが与 えられ ます。誓約 にあ

ずかる者は， この世で も後の世で も，

祝福されるのです。イエス ・キ リス ト
あかし

のみ名 によ り証 します。アーメン。

注

1.HIニ ー フ ァ イ20：26

2ハ ワ ー ド 。W・ ハ ン タ ー 『ハ ワ ー

ド ・W・ ハ ン タ ー 長 老 ， 教 会 の 大 管

長 に聖 任 され る』 「聖 徒 の 道 」1994年

8月 号 ， ロー カ ルペ ー ジp.3

3.「 ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ 説 教 集 」 ジ ョ

ン ・A・ ウ イ ツ ツ オー 組(英 文)，

pp.397-398;ジ ョセ ブ ・フ ィ ー ル

デ ィ ン グ ・ス ミス 「救 い の 教 義 」 ブ

ル ー ス ・R・ マ ッ コン キー 編 ，1：

124参 照

4.教 義 と聖 約82：10参 照

5し か し自由 意 志 と責任 の 原 則 は こ こ

で も適 用 され ます 。選 択 と責 任 は，

ほ とん ど命 その もの と同 じ程 度 に貴
たまもの

い神の賜です。「すなわち契約の子で

あ っ て も， 信 心 深 い働 き に よ って そ

の 肩 書 にふ さわ し い こ と を立 証 しな

けれ ば， 捨 て られ るに ち が い な い。」
キ リ ス ト

(ジ ェー ム ズ ・E・ タル メ ー ジ 「基 督

イ エ ス」p.6r9)契 約 の子 ， す なわ ち

誓 約 に あず か る者 は 安 息 日を尊 ん で
きよ
聖 く守 り(出 エ ジ プ ト31：12-13，16

-171エ ゼ キ エ ル20=20参 照)
， 神 の

戒 め を す べ て 守 る 必 要 が あ り ま す 。

6.た と え ば 次 の 聖 句 を 参 照 。 皿 ニ ー

フ ァ イ9：15;ll：10;20：31;イ

テ ル3：14;教 義 と 聖 約6：211

10：57;11：28∫14：9;19=24二

35=2ジ36：8;43=34;49：28∫

51：20;52：44

7.皿 ニ ー フ ァ イ20：31(下 線 付 加)

8皿 ニ ー フ ァ イ20：24-26(下 線 付 加)

9皿 ニ ー フ ァ イ20：27

10.皿 ニ ー フ ァ イ20：29(下 線 付 加)

1ペ テ ロ5：6;皿 ニ ー フ ァ イ5：25二

モ ル モ ン5

も参 照

lr.創 世17：1

：12;教 義 と聖 約93：19

テ ヤ3：28-29;ア ブ ラ ハ ム2

ll参 照

一10;22：15-18ジ ガ ラ

=9一

12.創 世26：1-5，24参 照

13.創 世28：1-4、10-14135：9-13二

48：3-4参 照

14.歴 代 上16=15。 創 世17：1-10，19;

レ ビ26：421使 徒3：25も 参 照;末

日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 版 欽 定

訳 聖 書 付 録 「聖 書 辞 典 」(英 文)『 ア

ブ ラハ ム の誓 約 』 の 項p.602参 照

15.1ニ ー フ ァ イ15：18(下 線 付 加)ほ

か に もこ れ と似 た よ うな 意 味 の 予 言

で， 次 の よ う な もの が あ ります 。

「メ シヤ が世 の 人 々に 肉体 で現 わ れ

た も う て か ら… … メ シ ヤ の福 音 は 完

全 な ま まで 異 邦 人 に与 え られ ， つ い

で 異 邦 人 か ら私 た ちの 子 孫 の 残 りの

者 に伝 え られ る。

す な わ ち そ の 日が くる と私 た ちの

子 孫 の 残 りの 者 は ， 自分 た ち が イ ス

ラ エル の 家 に属 して い る者 で あ って

主 の 誓 約 を 受 け た 民 で あ る こ と を知

り， そ こ で心 に悟 って 自分 た ち の 先
あがな

祖のことを知 り，また自分たちの贈

い主が親 しく先祖に与えたもうた福

音をも知る。かようにして，残 りの

者はその贈い主と賭 い主の教えの最

も重要な点を知るようになって，賭

い主のところへ立 ち帰って救いの道
さと

を覚 る の で あ る 。」(1ニ ー フ ァ イ

15：13-14)

「その 時 にな りて
， われ は エ ル サ レ

ム の民 の 子 孫 を世 界 の 隅 々 よ り集 め ，
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また御父がイスラエルの家のすべて
はた

の 民 に立 て た まい し誓 約 を果 さん 。」

(皿 ニー フ ァイ16=5)
お く び

「汝はわが末の世に遣 りたるわが完

全なる福音と，イスラエルの家に属

.するわが民を回復せんがために発 し
の

た る誓 約 と を宣 ぶ るべ し。」(教 義 と

聖 約39：ID

「而 して
， わ が民 な るイ ス ラエル の

家 に立 て た る誓 約 を果 して ， わ が 福

音 を わ が 民 な る イ ス ラ エ ル の 家 に伝

えん 。

また イ ス ラ エ ル の 家 よ。 その 時 わ

れ は異 邦 人 が も はや 汝 ら を治 む る権

能 な き こ と を明 らか に 汝 らに 示 し，

わ れ が 汝 らに 立 て た る 誓 約 を果 す に

よ りて汝 らは わ が 福 音 を 完 全 な る ま

ま に知 る に 至 る べ し。」(皿 ニ ー フ ァ

イ16：ll-12)

16.教 義 と聖 約132：30-31。 主 は さ らに

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に こ う言 わ

れ ま した。 「また， わ れ ア ブ ラハ ム に
しょけんぞく つ ごと

この世の諸春族に就きて語 りし如 く，
しもべ

誠 にわ が 僕 ジ ョセ ブ に もそ の 如 く語

る。 す な わ ち ， 汝 と汝 の子 孫 に よ り

て この世 の 春 族 祝 福 を受 け ん， と。」

(教義 と聖 約124：58)

17.教 義 と聖 約2：1-3参 照

18.皿 ニ ー フ ァ イ29：1-9参 照

19.皿 ニ ー フ ァイ29：1，3。 この 約 束 の 中

に は 受 け継 ぎ の 地 が 定 め られ て い ま

す 。 イ ス ラ エ ル の 大 半 の 子 孫 は近 東

の 地 に 受 け継 ぎ を得 ， 選 ば れ た 土 地

で あ る ア メ リ カ は ヨ セ フ の た め に

取 ・ て おか れ ま した ・(イ テ ル13境

参 照)そ こ は モ ル モ ン経 が 翻 訳 さ れ

る版 の 保 管 場 所 とな る 予 定 で した 。

また ， 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教

会 の 世 界 本 部 が置 か れ る よ う に も定

め られ て い ま した 。 約 束 に従 っ て ，

回 復 され た 福 音 が こ こ か ら地 上 の す

べ て の 国 民 を祝 福 す る た め に広 ま っ

て い き ます 。 信 仰 あ つ い男 女 と子 供

が こ の 時 代 に集 め られ ， 以 前 に聞 い

た こ との な い救 い の真 理 に 心 を向 け

る よ うに な ります 。

モ ル モ ン経 に は ， 新1日の エル サ レ

ム に 関 して ， 数 多 くの 予 言 が 載 っ て

い ま す。 一 例 を挙 げ れ ば 次 の よ う な

もの が あ り ます。 「か くて御 父 が その

民 に立 て た ま い し誓 約 は 果 され て ，

エ ル サ レ ム は 再 びわ が 民 の 住 む と こ

ろ と な り， か れ らの 受 け つ ぐ地 と な

るべ し。」(皿 ニー フ ァイ20=46)

「また こ の地 が 天 か ら下 る新 エル サ

レム お よ び 主 の 聖 殿 の 建 つ 地 で あ る



こ とを イテ ル は民 に話 した。

イ テル は キ リス トの 時 代 を先 見 し，

こ の地 にあ る は ず の新 エル サ レム と，
たち さ

イ ス ラ エル の 家 と リー ハ イ の 立 去

る エ ル サ レ ム の こ と と を話 した 。 エ

ル サ レ ム は破 壊 され て か ら再 建 され ，
ささ

聖 い都 と して 主 に 捧 げ ら れ るの て あ

るか ら， 昔 に 一 度 あ っ て か らイ ス ラ

エ ル の 家 の住 む 所 と して 再 建 され ，

主 の 聖 い都 に な る もの で あ るか ら新

エ ル サ レム とは 同 じて な い と イ テ ル

は説 き明 した。

ま た新 エ ル サ レ ム は ヨセ ブの 子 孫

の 残 っ て い る者 た ち の た め に この 地

に建つ と言 った。」(イ テル133-6)

20「 ブ リガ ム ・ヤ ン グ説 教 集 」(英 文)

pl60

21教 義 と聖 約8439-40参 照

22教 義 と聖 約132`19

23.シ ェー ム ズ ・E・ タル メー ジ 「信 仰

箇 条 の 研 究 」p.583?

24ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミ

ス 「大 会 報 告 」[950年10月 号 ，pp.13一

【4

25教 義 と聖 約3827。 「主 とその 民 ， 共

に 住 まん」(賛 美 歌5番)

26『 も しひ とつ とな らず は 』 「聖 徒 の

道 」1984年1月 号 ，p.8

27.教 義 と聖 約2037参 照

28カ ラ テ ヤ3.29， 教 義 と聖 約868-

Il参 照

291ペ テ ロ29(下 線付 加)モ ー セ

も同 じ言葉 を使 っ て こ う語 っ て い ま

す 。 「あ な た は あ な た の 神 ， 主 の聖

な る民 だ か ら で あ る 。 主 は地 の お も

て の す べ て の 民 の うち か らあ な た を

選 んて ， 自分 の宝 の 民(pecullarpeo一

ple)と さ れ た。」(申 命142， 下 線

付 加)

30.「 ア メ リカ ン ・ヘ リテ ソ ジ ・デ ィ ク

シ ョナ リー 」p965

31末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 版 欽

定 訳 聖 書 付 録 「聖 書 辞 典 」(英 文)
"P
ecullar"の 項p748， 『ヘ ブ ラ イ

語 ・カ ル テ ヤ語 辞 典J「 ス トロン グの

聖 書詳 解 語 句 辞 典 」p82，word5459

参 照

32キ リ シ ャ 語 の 接 尾 辞"pOleSls"は 現

代 英 語 の単 語 の 中 に も見 られ ま す。

た と え は 医 師 や 薬 剤 師 は 「調 剤 書

(pharmacopoela)」 と呼 は れ る 書 籍

を利 用 し ます 。 こ れ は 薬 剤 の 成 分 や

調 合 法 か 記 され て い ます 。 英 語 の擬

音 語 とい う意 味の 言葉`bnomatopoela"

は 「ブ ン ブ ン 」 「バ リ ッ」 「ヒ ュ ン

ビ ュ ン」 と い っ た 指 示 物 の示 す 音 を

言 っ た もの て す 。 体 内 て の血 液 の 生

成 をい う言葉 は 「造血(hematopOleSls)」

と して知 られ て い ます 。

33."Pecullar"と い う単 語 が英 語 の聖 書

の 中 で使 わ れ て い る の は7カ 所 だ け

です 。 旧 約 聖 書 で は5回 。(出 エ ジ プ

ト195， 申 命142，2618， 詩 篇

1354， 伝 道28参 照)そ の とれ

もか， 「貴 重 な 宝 」 を意 味 す るヘ ブ ラ

イ 語 か ら訳 さ れ て い ます 。 新 約聖 書

て は2回 。(テ トス214;1ペ テ ロ

29参 照)ど の 場 合 も， 「所 有 物 」

ま た は 「神 か こ 自分 の 民 と して選 ば

れ た人 」 とい う意 味 の キ リシ ャ語 か

ら訳 され て い ます 。

34.ロ ー マ2【5， エ レ ミ ヤ3133，

モ ー サ ヤ13611参 照

35]Vニ ー フ ァイIl5

361Vニ ー フ ァイ1曾17

37ガ ラテ ヤ328。 コ ロサ イ311も

参 照 。正 し い名 前 を 用 い る こ と に つ

い て は ， 主 の 次 の 宣言 か 思 い 出 さ れ
おい すべか

ます 。 「わ が 教 会 は， 末 の 世 に於 て須

ら く末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会
とな

と称 え ら るべ し。」(教 義 と聖 約ll5

4)主 は 「わ が教 会 は か く名 付 け る

べし」とは言われず 「わか教会はか

く称 え ら るべ し」 と言 わ れ ま した 。

教 会 幹 部 は会 員 た ちに こ う警 告 して

い ます 。 「「モ ル モ ン教 会 』 とい う呼

称 か 盛 ん に 用 い られ て い て， 一 部 の

人 々 か ら誤 解 を招 い て い る よ う に思

わ れ ます 。」(「会 員伝 道 ク ラス， 教 師

用手 引 き」p.2)

38.Hニ ー フ ァイ2633。 別 の 箇 所 に あ

る 聖 句 て は神 は 「この 世 界 と， そ の

中 に あ る万 物 と を造 っ た・・… 。 また，

ひ と りの 人 か ら， あ らゆ る民 族 を 造

り出 して， 地 の 全 面 に住 まわ せ 」(使

徒1724，26)ら れ た とあ ります 。

分 け 隔 て な く隣 人 を 愛 す る よ うに

命 じら れ て い る こ と は は っ き り して

い ます 。 しか し誤 解 して は な り ませ

ん。 こ れ は 一 般 的 に言 わ れ た こ とて
はんりょ

あ り， 伴 侶 の 選 択 に 当 た って は 一 般

的な標準ではなく個別的な標準か当

て は ま り ます 。 結 局 ， 結 婚 で き る相

手 はひ と り しか い ませ ん。

夫 と妻の宗教，言語，文化，民族

的な背景が同じであれは，幸福な結

婚に結びつ く可能性の高いことか知

られています。 したがって，永遠の

伴侶の選択には知恵が必要です。絶

えざる逆風の中を飛行するのは賢明

ではあ りませんし，時折出遭 う悪天

候だけでも乗 り切 るのは簡単ではあ

りません。結婚の誓約をひとたび交

わ したら，主 と伴侶に対する完全な

忠誠が必要です。

39.使 徒3.2【

40.教 義 と聖約1014

41.教 義 と聖約869-ll

侮簸

㍑ 完

肇
「扁

り 嫁

脇講

鉱，

麟

騨

霧磯 ，

騨騨
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新しい予言者への支持

十二使徒定員会会員

デビッド ・B・ ヘイト

古代の予言者を通して行なわれたと同じように，ヒンクレー大管長を通じ

て啓示が与えられ，教会は現代社会の諸問題に対処し，その使命を推し

進めていきます。

弟姉妹 の皆さん， きょうは歴史

兄 に残る祝福 された日です。ゴー
ドン ・B・ ヒンクレー大管長 は， これ

までスペ ンサー ・W・ キンボール大管

長，エズ ラ ・タフ ト・ベ ンソン大管長，

さ らにハ ワー ド・W・ ハ ンター大管長

の副管長 としてその召 しを果たしまし

た。 こうした人々の健康が優れなかっ

た時， ゴー ドン ・B・ ヒンクレー長老

が霊感 に満ちて働いてきた様子 を，私

は身近 に見て きました。皆 さん ととも

にゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長 を

油注がれた神の予言者 として支持でき

ることを，私はうれし く思い ます。

私が受 けた霊感 と心か らの愛 を込 め

て， ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長

が末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の大

管長 に召 され， この時期 に地上で神の

代弁者 として， また予言者，聖見者，

啓示 を受 ける者 として神の聖徒 を導 く

あかし

よう予任されていた ことを証 します。

ヒンクレー大管長 は トーマス ・S・

モ ンソン長老を第一副管長 に召 し，大

管長会の職務 を効果的に継続す るとと

もに，ジェームズ ・E・ ファウス ト長

老を第二副管長 に召 しました。 これ ら

の召 しは霊感 によるものです。

モ ンソン副管長 は，主 に仕 える望み

を持つよう，教会内外 の人々を励 まし

導 くことに非凡な能力 を示 して きまし

た。25年 前，私が十二使徒評議員会会

員補助 に新た に召 された時，私 が加

わった委員会の委員長 を務 めていたの

が トーマス ・S・ モ ンソン長老 でした。

私に とって，モンソン長老 は親切な優

れた教師でした。彼は教会の持 つ世界
しもべ

的使命 と新任の神の僕 に与 えられ る義

務 と祝福 について，よ くわかるよう効

果的にしか もや さしく教えて くれ まし

た。

ジェームズ ・E・ ファウス ト副管長

は，有能かつ経験豊かで，神聖なみ業

に対 して深い知識 を持っているばか り

でな く，私のか けが えのない友であ り

助言者 です。 ファウス ト長老 は，十二

使徒評議員会の集会では，いつ も私の

隣の席 に着 きます。 ファウス ト長老は，

教会に とって祝福 となる豊 かな知恵 と，
たまもの

た ぐいまれな霊的指導力 と識別の賜に

恵 まれた人です。

予言者アルマの言葉 は，今の この時

代 にもよく当てはまります。

「祭司 たちが聖任 された仕方は次 の

ようである。かれ らはそのす ぐれて堅

固な信仰 と善い行い とがあるために，

神の先見の明によって創世の前か らす

でに選んで備 えておかれた。かれ らは

聖徒 の道/1995年7月 号

40

……すでに善 を選んでその信仰がす ぐ
きよ めし

れて堅固であったか ら，聖 い召を受け

てこの職 に召 された。」(ア ル マ13：

3)

さ らに予言者 ジョセブ ・スミスは次

の ように教 えてい ます。 「世の人々 を

教え導 く召 しを受 けている人はすべて，

前世の天上の大会議 において， まさし

くその 目的のために聖任 されたのであ

る。」予言者 ジ ョセブ ・ス ミスはさら

に続 けて，「私 自身，天上の大会議で

まさしくこの職 に聖任 された と思 う」

と述べてい ます。(「予言者ジ ョセブ ・

ス ミスの教え」p.365)

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長 は，

予言者 ジョセブ ・スミスに与 えられた

予言者の衣 を，今 まさに身にまとって

います。 ヒンクレー大管長は，前世の

評議会で，神聖で高貴 な予言者の召 し

に予任 されていたのです。

ヒンクレー大管長，モ ンソン副管長，

お よびファウス ト副管長の管理の下で

働 く私たちは，彼 らの知恵 と理解 と神
しん し

聖な事柄 を固 く守 る真摯な態度 に尊敬

の念 を抱 いています。神のみ手が この

み業 を導き，神がその僕 を備えておら

れ ます。神は僕 らの心の内を知 り，初

めから終わ りを理解 し， ご自身のみ業

を遂行する僕 らを立て られ ます。
けんそん

彼 らは有能で謙遜な指導者 であ り，

この末の世で地上 における神 の王 国を

管理するよう神に召 されているのです。

彼 らは忠実な神のまことの僕で，厳 し

い試練 を経て試され聖められて きた人

人です。 また彼 らは義 の教師，説教者

であ り，神の戒めに従順 に従い，善を

行な う者 として この世の模範 となる人

人です。私たちが彼 らの勧告 に耳 を傾

けるならば，私たち自身 と私たちの子

孫に祝福が もたらされ ます。

初期の使徒であったオルソン ・ハイ

ド長老は，次 のように言っています。

「ある人が神 の民 を導 くために選 ばれ

召される とき，その人はすでに苦難 と

試練 を経て，召 され る地位にふ さわし

い ことを神 と神の聖徒の前にみずから

を証明 していることが常である。……

『みた ま』 の勧 めと全能者 の勧告 を

理解する人が……この教会を導 く人 と

なる。」(「説教集」1：123)



ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー 大 管 長 。

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長 ほ

どこの教会 をよ く理解 している人はい

ません し， また彼ほど教会 に広 く知 ら

れてい る人はいません。

1830年4月6日 は，回復 されたキ リ

ス トの教会が組織 された日ですが，今

か らち ょうど165年 前 の今週 に当た り

ます。ジ ョセブ ・ス ミス とオ リヴァ ・

カウ ドリは， この日に教会の管理役員

に支持 され ました。 ジョセ フ ・ス ミス

は神 より召され，啓示によ り予言者，

聖見者，異言 を解 く者，イエス ・キ リ

ス トの使徒に任 じられ ました。 これは

父なる神のみこころと主イエス ・キ リ

ス トの恵み による ものです。(教 義 と

聖約20：1-2;21：1参 照)主 はま

だ小 さな集団で しかなかった忠実な聖

徒 たちに次 の指示 を与 えられました。
ゆえ なんじ

「この故 に汝 ら教会員は
，彼が上 よ
いましめ

り受 くるままに汝 らに与 うる誠命 と彼
ことば

の言 とを皆心 にとめてよ く聞き，わが

まった きよ ふ

前 に全 く聖 き道を履むべ きな り。

そは彼の言 は，汝 ら全 き忍耐 と信仰
もっ

とを以て，あたか もわが 口よ り聞 くが
ごと

如 くに これを受け入 るべ きなればなり。

……われは彼に霊感 を与えて，善を
な

為すために大いなる力を以てシオンの

大事を推 し進 めしむ。われ彼の勤勉な

るを知 り， また彼 の祈 りを聞け り。」

(教義 と聖約21：4-5，7)

予 言者 ジョセブ ・ス ミスに与 えられ

たこの啓示は，予言者である歴代の大

管長に当てはまり，私たちすべての教

会員が心 に留めなければな らないこと

です。

この地の基が据 えられ る前か ら天上

の評議 会で， ゴー ドン ・B・ ヒンク

レー大管長が この神聖 な召しのために
あかし

備 えられていた ことを証 します。

ヒンクレー大管長は，信仰深 い家庭

に生まれ ました。彼の家族 は献身的な

人々で，聖典 に記 されている救 いの尊
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い真理 と予言者ジ ョセフ ・ス ミスが受
ささ

けた啓示の言葉に，その身を捧げて き

ました。 ヒンクレー大管長 の両親 は，

りっぱな模範 を示 し，与 えられた責任

をどのように果たし，や り遂げるかを

教 えました。そのことが ヒンクレー大

管長の指針 とな り，彼 は学識 を積み，

人類 のために奉仕す る望みを持 つよう

にな りました。

ヒンクレー長老 は，伝道 の召しを受

け宣教師 としてイギ リスで伝道 し，福

音 を分かち合 う祝福 を享受 しました。

彼はロンドンで伝道部長補佐 として

働 き，マスコミや教会員や全世界の教

会のために広報活動 を繰 り広げながら，

新たな才能 を伸 ばしました。広報活動

に関する関心はそれか ら永年続 き， も

ちろん現在 にまで至 っています。

教会の伝道プログラムの責任 を受 け

た ヒンクレー長老は，新 しい伝道方法

を見 いだ し，福音の原則 を宣言する機

会を増 し加 えました。 ヒンクレー長老

は伝道活動発展のための器 として働 き，

特に広大な地域 にた くさんの人々が住

むアジアで，その成果が大 きく見 られ

るようになりました。

教会幹部の中で も， ヒンクレー長老

ほど神殿 の献堂式に数多 く出席 してい

る人 はほか にいません。これは神殿の

み業 に対す るヒンクレー長老のこよな

き愛 を示していると同時に，私たちが

先祖 を救 う業に積極的に参加す る必要

のあることを示す模範で もあるのです。

ヒンクレー長老は，最愛のマージョ

リー ・ペイ姉妹 と結婚 してから，その

霊的な強 さと主のみ業を進める望みが

さらに高揚 しました。 ヒンクレー姉妹
はんりょ

は，約58年 間伴侶 として連れ添い，霊

的な励 ましを与 えてきました。・

ヒンクレー長老はどんな境遇にあっ

て も堅固 な 「すべての季節の男」(訳

注一 トマス ・モアの生涯を描いたイ

ギ リス映画のタイ トル。邦題 は 『わが

命尽 きる とも』)で あ るだけで な く，

全世界 の人々のために備 えられてきた

人です。

ヒンクレー長老は，日ごろ教会のス

ポー クスマ ンとしての務めを果たし，

政府の公人や世界の主要な団体 の代表

者 と会 っています。その結果 こうした



人々は，教会に敬意を払い教会 を称賛

するようになりました。

つい最近催 された ヒンクレー大管長

を囲む夕食会で，主催者は このように

述べ ました。 「世界 じゅうの教会員 が

いっ もあなたに愛 を示す理 由が よくわ
こ よい

か りました。今宵，さまざまな教会の

かたがたによって表わされた尊敬 と感

謝 と愛が，特別 な思い出としてあなた

とあなたの ご家族の うえにあ り，生涯

の励 み と慰 め とな るよう願 ってい ま

す。」(ニ ック ・S・ ビダラキス博 士

「キリス ト教徒 とユダヤ教徒の全国会

ぱんさん

議の年次晩餐会」1995年2月21日)

短 いなが ら も霊感 に満ちたハ ワー

ド・W・ ハ ンター大管長の任期 は終わ

りを告げました。ハ ンター大管長 は，

主 と主のみ業 を愛 していました。 そし

て主 もハ ンター大管長 を愛 していらっ

しゃったことを，私たちは知 ってい ま

す。ハンター大管長は， もっとやさし

く，親切 に， もっと思 いや りを持ち，

そして もっとキ リス トのようになるた

めに，さらに価値 ある努力をするよう

教えました。

さて私たちは今，すべての人から愛

されているゴー ドン ・B・ ヒンクレー

大管長の指導の下 に，教会 の新 しい時

代 を迎 えよう としてい ます。彼 は，

1830年 に教会が回復 されてから15代 目

の大管長 にな ります。

私たちは，定められた方法 に従い ヒ

ンクレー長老 を大管長 として受け入れ，

支持 しました。古代の予言者 を通 して

行なわれた と同 じように， ヒンクレー

大管長を通 じて啓示が与 えられ，教会

は現代社会の諸問題に対処 し，その使

命を推し進めていきます。
じ ぎ

主の啓示が時宜 にかなって与 えられ

てい るこ とは， きょう， ここでヘ ン

リー ・B・ アイ リング長老が十二使徒

定員会の会員 に召され，主イエス ・キ

リス トの使徒 として支持 された ことで

もわか ります。

このみ業は真実です。天の御父の神

聖な計画 は，すべて このみ業 によって

前進 してい きます。 この聖なる日に，

主イエス ・キ リス トのみ名により，以
あかし

上が真実であることを証 します。アー

メン。

●1995年4月1日(土)神 権部会

神権者の受け継ぎ
十二使徒定員会会員

ジェフリー ・R・ ホランド

歴史の流れを見ると前途には多くの問題が 寺ぢ構えていますが，若い男性

の皆さんはその問題を乗り越えるだけの力を持っています。

聰7の ようなすばらしい聴衆の前 に

L立 ち，今晩 この神権会 に出席で

きることは大 きな特権であり喜びです。

特に今回の総大会のような，教会歴史

上重要な機会 に臨み，私たちが授 かっ

ている神権 に対する感謝 を余す ところ

な く伝 える ことは とて もで きないで

しょう。 この数 日間，皆 さん も私 もこ
ま

の歴史的な出来事 を目の当た りにして

きました。そ して聖会で挙手 をし，私

たちはまさにごの歴史的な瞬間 に加わ

りました。かつてオ リヴァ ・カウドリ

が この ような回復 の特権 について述べ

た ように， 「こ は決 して忘 れ られぬ

日々」 です。(ジ ョセ ブ ・ス ミス2章

末のオ リヴァ ・カウ ドリの記述)

この大会 にハ ワー ド・W・ ハ ンター

大管長がいないのはまことに寂 しいか

ぎりですが，彼が今，気高 く偉大な永

遠の存在 であるかたがた とともにいる

ことを思って，私たちは喜びに満ちて

います。そして私 はこの大会 に出席 し

ているほかのかたがた とともに，証人

として，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大

管長が この聖なる職，神聖な務 めに神

か ら召 された こと，そのために長い間
あかし

備 えをしてきた ことを証いたします。

その準備 とは，青年時代か ら教会で積

み重ねてきた多 くの経験だけを指すの

ではあ りません。アルマ は，そのよう

な人 は「堅固 な信仰 と善 い行い とがあ

るために，神の先見の明 によって創世

の前 か らすで に選 んで備 えて おかれ

た」(ア ルマ13：3)と 教 えてい ます

が， まさにヒンクレー大管長 はこの世

へ来 る前から備 えておかれた人 なので

す。 また，この証 に加 え，新たな召 し

を受けた トーマス ・S・ モンソン副管

長，ジェームズ ・E・ ファウス ト副管

長，ボイ ド・K・ パ ッカー十二使徒定

員会会長代理に対 し，私の愛 と感謝 を

伝 えたい と思い ます。 さらに，十二使

徒定員会 の二員 として，ヘ ン リー ・

B・ アイ リング長老を歓迎 し， これか

ら長い間一緒 に働 けることを楽 しみに

しています。

教会のみ業が進む この記念すべき時

にあって，私 は今晩 ここに集 ったアロ

ン神権者の若い男性 に向 けてお話 しし

たい と思います。神 のまことの生 ける

教会 に所属 し，現在皆 さんが保持 し，

今後保持する神権の重要な職 に就 くと

いうことが， これ まで，そして これか

らどんな意味 を持つか ということを，

歴史的な見地か ら考えて もらいたいの

です。

教会で行 なわれる多 くの事柄 は，モ

ルモ ン経の中で 「若者」 とか 「青年」

(モ ーサヤ26：1;ア ル マ5：49)と
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呼 ばれている皆さんのためのものです。

皆 さんが今，歩んでいる人生の道 をす

でに歩 んできた私たちは，自分が学ん

できた ことのい くつかを皆 さんに教 え，

励 ましたい と願っています。 また，歩

んで行 く道 の両わ きにある落 とし穴や

危険について警告 したいと思 っていま

す。可能な場合には，皆 さんと一緒に

歩 き，皆さんが私たちか ら離れないよ

うに見守 りたいのです。

想像するのはむずかしいか もしれ ま

せんが，皆 さんが信 じようと信 じまい

と，かつては私た ちも若かったのです。

同 じように信 じがたいことか もしれ ま

せんが，皆 さんのご両親に も， また皆

さんの監督や定員会ア ドバ イザーにも

かつて若い時がありました。 しか し，

時がたつにつれて，若い時分 より多 く

の教訓 を学んできましたξ なぜ私たち

は今，皆さんのことを一生懸命考 え，

心配 し，最高の ものを与えたい と望ん

でいるか，おわか りでしょうか。皆さ

んはまだ私たちの年代の ことはわか ら

ないで しょうが，私たちは皆さんと同

じ年代 を過 ごし，皆 さんが まだ知 らな

い ことをい くらか学 んできたか らです。

若い時にはまだ，人生の疑問や困難

な問題にぶつかることはあまりないで

しょう。 しか し， その時 がいつか は

やって来 ます。 しか も皆 さんの世代で

は， その時期 がだんだん と早 まってい

ます。一方イエス ・キリス トの福音 は，

絶 えず，唯一の確実で安全な道 を示 し

ています。 そこで，経験 を積 んだ大人

たちはその歴史的な遺産 を若人 に伝 え

ようと，絶 えず大声で叫び続 けている

のです。

このようにひ とつの世代か ら次の世

代へ向かって叫ばれる大 きな呼びかけ

が，息子の隣に父親が座 り，父親の欠

席 している若者の隣には神権指導者が

座って神権会 を開 く理由のひ とつです。

当時12歳 のゴー ドン ・B・ ヒンクレー

が， ソル トレーク第10ワ ー ド部の古 い

建物 の後 ろの列 に立 ったのも，ち ょう

どこのようなステーキ部 の集会で した。

執事 に聖任 されたばか りで，少 し寂 し

く場違いな気持ちを抱 きなが ら，初 め

てステーキ部神権会 に出席 したのです。

しか し，ステーキ部の神権者たちが

ウ ィリアム ・W・ フェルプスの感動的

な記念すべ き賛美歌 『たたえよ，主の

召 した まいし』(賛 美歌16番)を 歌 う

のを聞 きなが ら，いつの日にか予言者

となるこの少年は， ジョセブ ・ス ミス

がほん とうに神の予言者であ り，確か

に 「主 と語 り」「ジ ョセ ブを世 はまた

知る」 ということを心に深 く刻み込ん

だので した。 そうです。今朝の聖会 を

迎 える備 えの一部 は，12歳 の執事が神

権会で，忠実で経験豊かな神権者たち

の歌 うシオ ンの歌を聞いた時 に始まっ

たのです。

現在12歳 の執事 の中で，教会の大管
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長 となる人 はごくわずか しかいません。

また私たちの信仰 を証明するために，

大管長 となる必要 はあ りません。 しか

し， どんな男性 もかつては少年であっ

たことを忘れないで ください。 また，

これ までの神権時代で予言者，聖見者，

啓示を受ける者 として支持 されて きた

人々が そうであったように，若い男性
あかし

の皆さんは全員，信仰 をもって証を得，

真理を擁護する機会 と責任 を担 ってい

る， とい うことを決 して忘れてはな り

ません。確かに歴史の流れ を見 ると前

途には多 くの問題が待ち構 えています

が，若い男性の皆さんはその問題を乗

り越 えるだけの力を持 ってい ます。

ラジャー ・クロウソンとい う名前 は，

残念 なが ら皆さんにあまり知 られては

いませんが，クロウソン兄弟は45年 間

十二使徒定員会会員であ り，その うち

の22年 間は定員会会長 を務めました。

しかし， これ らの責任 を受 けるずっと

以前の若いころ，自分の忠実さを証明

し，自分の生命 を危 うくして も信仰 を

守る意志を表明する機会があ りました。

クロウソン兄弟は，若 くして南部諸

州へ伝 道に召されました。100年 以 上

前のアメ リカではまだ暴徒が横行 し，

そうした無法者が教会員やほかの人々

の安全 を脅か していました。ある時，

クロウ ソン長 老 とその同僚 のジ ョセ

ブ ・スタンディング長老は，宣教師大

会へ参加す るた めに徒歩で旅をしてい

ました。目的地 に近づ くと，突然，武

装 して馬に乗 った12人 の荒々しい男た

ちに出会 いました。

ふた りの長老 はライフルや連発銃 を

顔 に突 きつ けられ，何度 も殴 られ， と

きには地面 に倒 されて，目的地へ向か

う道か ら強引に近 くの森の中へ連 れ込

まれました。ジ ョセフ ・スタンディン

グ長老 はこれか ら待 ち受けていること

を察 し，勇敢 にも暴徒に襲いかか りピ

ス トル をつかみました。す ると即座 に

暴徒のひ とりが若 きスタンディング長

老へ向かって銃 を向け，射撃 しました。

もうひ とりの暴徒がクロウソン長老 を

指 して言 いました。 「そいつ もや っち

まえ。」 それ を聞 いて円陣になった暴

徒たちは一斉 に彼の方に銃 口を向けま

した。



この若い長老は，自分 も倒れた長老

と同じ運命 をた どるのだろうと思いま

した。彼 はこう述べてい ます。 「私 は

……す ぐに，逃げ道のない ことを悟 り

ました。私の番が来たのです。……間

もな くジ ョセブ ・スタンデ ィングの後

を追 う ことにな るだ ろ うと思い まし

た。」彼 は腕 を組 み，暴徒の顔 を真 っ

向か ら見詰 めて言い ました。「撃 ちな

さい。」

この若者の勇気に驚いたのか，ある

いは彼の同僚に対 してしたことが恐ろ

しくなったのかはわか りませんが，そ

の運命 を決す る瞬間に，だれかが叫び

ました。「撃つな。」そして，ひ とり，

またひ とりと銃 を下ろし始 めました。

ひど く震 えなが らも同僚への忠誠心 に

駆 られたクロウソン長老 は，相変わ ら

ず暴徒 をものともしない態度 を続 けま

した。 もう撃たれない とい う確信 はあ

りませんで したが，若きクロウソン長

老は，たびたび暴徒 に背 を向けなが ら，

同僚の遺体 を安全な場所 まで運び，息

を引き取 った友のた めに最後 の思いや

りに満ちた行為 をしました。同僚の体

か ら汚れた血をふ き取 り，遺体 を列車

で遠 い故郷 に送 る手配をしたのです。

(デ ビツ ド ・S・ フー プス， ロイ ・

フー プ ス著 「モ ル モ ンの使 徒 ， ラ

ジ ャー ・クロウ ソン物語 」pp.23-

31参 照)

この話を聞いて，皆 さんが若 い宣教

師の死の ことばか り考 えた り，福音 の

生活は教会 の初期 にあっては，試練 や

悲劇 しか もたらさなかった と考えた り

しないようにしていただ きたい と思い

ます。そうではな くて，私が教会の若

く新 しい世代 の皆 さん にお話 しした

かったのは，教会初期 に生きた若 い男

性や女性 を含 む兄弟姉妹たちが私たち

に残 して くれた贈 り物について，すな

わち，教会の新 しい映画が 「われ らの

遺産」 というタイ トルの言葉によって

表現 していることについてなのです。

さいわいな ことに，現在私たちのほ

とん どはその ような身体的な脅威にさ

らされてはい ません。ただし私たちの

勇気は， より静かでさほ ど劇的ではな

いものの，当時 と.同様あ らゆる点で厳

しく困難な状況 にさらされています。

現代 の教会歴史の中か らひとつの例 を

紹介 しましょう。皆 さんや私にも求 め

られている信仰 と忠実 さを示 した例で

す。この話 を通 して，成長過程 にある

経験 の浅い息子 さんたちのために力強

い模範 を示 している忠実な父親の皆 さ

んに賛辞 を贈 りたい と思います。

J・ リチャー ド ・イエーツ兄弟 は，

かな り前 に伝道 か ら帰還 し，現在 は

ノースカロライナ州ダーハムステーキ

部 のダーハム第3ワ ー ド部で監督 を務

めてい ます。数年前，彼 はアイダホ州

にある家族の農場で，父親が牛の乳搾

りや夜の仕事 をするのを手伝 っていま

した。 リチャー ドの父親 トム ・イエー

ツ兄弟は家庭 の経済的な事情で，若い

ころ伝道 に行 けませんでした。 しか し，

その失望 のため，自分にで きなかった

こと，すなわち主のために専任宣教師

として働 くことを， どのような犠牲 を

払って も必ず息子に実現 させる という

信念 は一段 と強 まったのでした。

当時，アイダホ州の田舎では，子供

が青年 とな り，牛の世話がで きるよう

になる と，若い雌牛を1頭 与 えるのが

習慣 でした。青年 はその牛 を育 て，子

牛が生 まれた ら一部を残 して，後の子

牛 を売 り，えさ代 にするのです。賢明

な父親たちは，息乎に責任感 を植 えつ

け，同時に伝道資金をためるうえでこれ

が とて もいい方法だ と知ってい ました。

若い リチャー ドは初 めて子牛 をも

らってよ く世話 をし， しばらくすると

8頭 にまで増や しました。 またそれ ま

でに，売 った牛乳 で得た収入 を投資 し，

ひ と腹 の子豚 を買いました。 ついに伝

道の召 しが届 いた時 には，豚 の数は60

匹近 くに増 えてい ました。家族 は， こ

れから生 まれる豚 の子 を売って牛乳の

収入 と併せ， リチ ャー ドの伝道資金 に

しようと計画を立てていました。

24カ 月間のすばらしい伝道を無事 に

終 えて随分月 日が たったその晩， リ

チャー ドは納屋の 中で，伝 道中 には

まった く知 らなか った ことを聞か され

ました。父親の話では， リチ ャー ドの

出発後，最初の1カ 月の間に，家族が

親 し くしてお り， その地方で勤勉 に働

いていた獣医がや って来て， コレラが

はや る恐れがあるため予防接種をして
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くれた， とのことで した。 ところが不

運 にも，そのベテランの獣医が生ワク

チンを投与 した ものの，適切 な抗血清

を投与 しなかったた めに，豚が全部 コ

レラにかかってしまったのです。数週

間以内に豚 は大部分死に，生き残った

ものも殺 さな くてはなりませんで した。

豚が死 んで しまった今，牛乳 を売 っ

た代金だけで リチ ャー ドの伝道資金 を

賄 うのは，明 らかに無理でした。そ こ
ねんしゅつ

で父親 は，伝 道資金 を捻 出す るため

に家族の乳牛を1頭 ずつ売 ることにし

ました。 しか し，2カ 月 目か らその後

の23カ 月間，伝道地 にお金 を送 ろうと

していると，毎月の ように，彼 らの牛

か リチャー ドの牛の1頭 が突然死んで

しまったのです。 こうして予想 してい

たより倍 も早 く牛の数が減 って しまい

ました。信 じが たい不運な出来事の連

続で した。

そんな苦 しい時期 に，地元の銀行か

ら借 りていた多額の ローンの返済期限

が迫 ってきました。 これまでのもろ も

ろの出来事 と度重なる経済的問題のた

め，イエーツ兄弟にはローンを返済す

るお金な どまった くありませんで した。

こうなると，農場を全部失 う可能性 も
ささ

強 くなってきました。何度 も祈 りを捧

げ，心を痛めなが らも，伝道へ出ている

息子 には この件 をひ と言 も話 しません

でした。イエーツ兄弟は銀行の支店長に

会いに行 きました。この支店長は教会員

ではな く，地元 では幾分厳格で とっつ

きにくい人物 として知 られていました。

この非常 に不運な出来事 について説

明 を聞 くと，支店長は一瞬沈黙 し，イ

エーツ兄弟の顔 をのぞき込みました。

イエーツ兄弟 はラジャー ・クロウソン

とジョセ フ ・スタンディングの ような

信仰 をもって，穏やかに， またへ りく

だった心で苦難 と恐怖 に勇敢 に立ち向

かお うとしてい ます。その ような状況

にあって，彼 としては支店長 に 「撃 ち

なさい」 と言 うほか はなかったのでは

ないでし ょうか。

支店長 は静か に身 を乗 り出す と， ひ

とつだけ質問 しました。「イエーツさ
じゆうぶん

ん，あなた は什 分 の一 を納 めていま

すか。」 その答 えが どの ように受 け取

られるかまった く見 当がつきませんで



したが，イエーツ兄弟 は静 かに， しか

した めらうことな く答 えました。「は

い，納めてい ます。」する と支店長 は
じゆうぶん

言い ました。「続 けて什 分の一を納め，

息子さんの伝道資金を送って ください。

ロー ンの方は私がなん とか します。返

済ができるようになったら，払ってい

ただけるで しょうか ら。」

何の書類 も署名 も交わされませんで

した。脅 しや警告 の言葉 も発せ られま

せ んでした。ふた りの善良で高潔な男

性がただ立 ち上がって握手を交わした

だけでした。合意が成立 し， その約束

は守 られ ました。

イエーツ監督は，その晩， それまで

まった く知 らなかった この話 を聞いて

非常に感動 した， と語 って くれ ました。

銀行か ら借 りていたローンを返済 し終

わって年月がたった今，彼は父親 に尋

ねました。ひたすら福音 に従 って生活

し，息子 を伝道へ出したことは，その

ような心配や恐れ と闘いながら犠牲 を

払 うだけの価値があったのか と。父親

は言い ました。「あった とも。主が私

にお求めになるなら， それ以上の こと

をす る価値 だって あったよ。」そ して

彼 は夜の仕事 を続 けたのでした。

身体 的な特徴 としては， トム ・イ

エ ーツは，身長170セ ンチ足 らずで，

体重70キ ロほどのやせた男性でした。

幼い時 に命取 りになる恐れのある小児

まひにかか り，幾分発育が妨げ られた

のです。 しか しリチャー ドは，父親 の

体格 のことについて どうこう考えた記

憶 はまった くないと言 っています。 こ

の息子 にとっては，父親はただただ霊

的 に大 きな存在であ り，常 に人生の問

題 を克服 し，子供たちに永遠 にわたる

献身 と勇気の遺産 を残 して くれ た人

だ ったのです。

家族 にその ような模範 を示 し，信仰

を培 って くれ る父親の皆 さんに対 し，

また どの ような犠牲を払おうとも高潔

な生活 を送 っている人々，恐怖 と試練，

そ して死 にさえ もひ るまず に立 ち向

かった現代 および過去 のあ らゆる時代

の人々に，心か らの感謝 を伝 えたい と

思い ます。私 はまた，イエス ・キリス

トの福音 に従 って生活 しようと決心 し

てい る若い男性 の皆 さんを称賛 したい

と思います。神 から授 けられた神権を

持つ私たち一人一人の肩に置かれた責

任 を，私 は皆 さん とともに担ってい き

たい と思い ます。私たち各 自が，主の

み業にあってはもう一方のほおを向け

な くてはな らないことがあって も，主

に背 を向けてはならないことを心 に留

めるように願 ってい ます。 この教会の

主，イエス ・キ リス トに誠実 に， また

信仰深 く従 うことを，皆 さんとともに

改 めて決意 したい と思います。そして，

先人が残 して くれた忠実 という遺産を，

ともにた たえたい と思い ます。 イエ

ス ・キ リス トの聖なるみ名 によりお話

しします。アーメン。

大会の部会に到着 した大管長会 を迎 える十二使徒定員会会員 たち。左 から，ラ ッセル ・M・ ネル ソン長老，ダ リン ・H・ オー

クス長老， ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長， トーマス ・S・ モンソン第一副管長，ジェームズ ・E・ ファウス ト第二副管長。

聖徒の道/1995年7月 号

45



自分は何者なのか

七十人会長会

モンティ ・J・ ブラフ

疑いなく，私たちの家庭や家族の環境は，自分が何者であるかという意

識に最も大きな影響を与えます。

皆
さんは青少年の活動 に出かける

とき，お母さんか らこう言われ

たことはあ りませんか。 「いい こと，

自分がだれ なのか忘れないでね。」そ

れを聞 くたびにこう思いませんで した

か。「なぜいつ もそんなこと言 うんだ

ろう。 ところで，ぼ くは何者なのだろ

う。」

この大切 な質問をした人がほかに も

います。

「モーセは神 に言 った
，『わたしは，

いったい何者でしょう。』」}

「その時ダ ビデ王 は， はいって主の

前 に座 して言 った，『主な る神 よ， わ

たし 〔は〕だれ……ですか。』」2

ハ ワー ド・W・ ハ ンター大管長 は，

格調高 いその教 えの中で このように断

言してい ます。「私たちの時代の最大

の探求 は，人の本質 と人類 の尊厳 とを

探 し出す ことです。」3人 の本質 を探究

するには，私たちの行動様式の指針 と

なる模範を見つける必要があ ります。

す ばらしい例外 はわずかなが らあ りま

すが，若い人々は，スポーツや娯楽，

流行歌な どの分野で活躍 する人々の中

にふさわ しい模範 を見いだす ことはで

きません。 これらの分野でよ く知 られ

た人 は， よい模範 を示すのを怠るだけ

でな く，ほ とん どの人 に受 け入れ られ

る模範 とは正反対の人物 であることが

しば しばです。今 の世 で崇拝 の的 と

なってい る彼 らに近づいても，費用ば

か りかかって実 りはあ りません。 また

私たちは，公 に認め られた薄っぺ らで

いいかげんな標準 を目にするたびに，

ほとんどいつ もが っか りさせ られ ます。

多 くの都市や町の繁華街には，自分の

行動について この薄っぺ らでいいかげ

んな標準 を持 った若者がひしめいてい

ます。

しかし私たちには， もっ と身近 に，

はるかに深い影響 を与 えることので き

る豊かな模範があ ります。ほとんどの

人が比較的わずか な努力 と費用で，家

族 にとって大切 な模範 となる人 の長い

リス トを作 ることができます。その リ

ス トは，先祖の生活を謙虚な態度で探

究する ことか ら生 まれるのです。例を

挙 げてお話ししましょう。

数年前，妻の誕生 日の贈 り物 として，

私 は 「ファミリーサーチ」を使って，

記録された妻の系図をすべてた どりま

した。 これは大 きな間違いでした。コ

ンピューターによって，妻が ヨーロッ

パ の王室の子孫であることがわかった

のです。 それ以来，妻 との生活が大変

になりました。おそらく今では， この

家族歴史の情報によって，以前に も増

して私は妻を家族 の女王 として扱 うよ
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うになった と思います。 しか しもちろ

んいちばんの問題 は，子供 たち も王室

の血を引いてお り，悲 しい ことに私だ

けが，家族 の中で 「一般庶民」だ とい

うことです。

マナセ ・バー ド・カールは，1870年

に生 まれ，ユタ州北部 のベアレイクの

近 くで育ち ました。彼 のすばらしい物

語 は，子孫 たちに教訓を与えるもので

す。実は私 もその教訓を受けたひ とり

なのです。彼 の 日記か ら読 んでみ ま

しょう。

「その秋
， 父 は牧 場 主の ジ ョン ・

ディケンズの代理 として何頭かの牛 を

購入 した。ディケンズはベア リバー に

広い牧場 を持 っていた。……私 は，牛

を買いに北へ向かった兄のジ ミーが，

もっとお金が必要だ と父に手紙 をよこ

した時のことを覚えている。父 は私 に

お金 を持 って行 くように言 った。母が

600ド ル を私 の下着 に縫 い込 んで くれ

た。 父 は私 を馬 に乗 せ て 言 っ た。

『バ ー ド
，ジ ミーに会 うまで， この馬

か ら降 りちゃいけないよ， 口を固 く閉

じて， もしだれかに何か聞かれた ら，

黙っているか，行き先だけ言って， こ

のお金 をジ ミー以 外 のだれに も渡 し

ち ゃいけない，だれが何 と言お う と

だ。』 デ ィ ングルデル に着 くと， ジ

ミーはモン トピラーにいると言われた。

そ こで モ ン トピラ ーで 父 の友 人 の

ジ ョー ・リッチの家 を訪 ねたが， ジ

ミーはすで に家 に帰 った と言われた。

リッチ兄弟 ぱ私 に，家に入 って何か食

べていくように勧めたが，私はそれを

断わった。父か らジ ミーに会 うまで，

馬から降 りないように言われていたか

らだ。私はぐる りと向 きを変えると家

に向かった。ベ アーズ峡谷の辺 りで，

…… ほ とん ど動 けな くなった。 ポッ

ターさんは私を降ろして休 ませ ようと

したが，私 は断わった。ようや く家 に

着 くと，ジミーが私 を馬から降 ろして，

家 まで運 んで くれた。母 は，私が130

キロ以上 も馬に乗 り続 けたと知 って泣

きだしてしまった。」4

ガ スティブ ・ヘ ンロイ ドの感動的な

言葉 について考 えてみましょう。

「読者 の皆 さんは
，1853年 に オマハ

とソル トレークシテ ィーの間で見 られ



たすべての事柄，すなわち娯楽 と苦難，

喜び と恐れ，歓喜 と落胆，悲 しみと楽

しみ，渇きと満足，希望 と絶望，不安

と平安，苦痛 と快楽 など，私たちの生

活に付随したすべての ものを知 ること

はできないだろう。毎朝，半分野生の

雄牛 に くびきをつ け，毎晩テ ン トの く

いを打ち，燃料 にするためにバ ッファ

ローのふんを拾い，朝晩，荷物や寝具

を積んでは降ろし，朝な夕 なに寝床を

作 り，馬であるいは徒歩で，毎晩家畜

を守 り，昼 は放 した牛 を導 き，豪雨に

備 えてテン トの周 りに溝 を掘 り， シオ
ほろ

ンの歌を歌い，壊 れた幌馬車を直 し，

・…洗濯 をした。そしてだれ もが個人

の問題 を忘れていた。」5

見 習 うべ きもうひ とつの大切 な特質

は，チ ャレンジに直面 した ときのユー

モアです。

ハ ンナ ・コーナ ビー は，1853年 に移

住 した会員で， こう書いています。

「記念すべ き6月1日 か らち ょうど

3年 になる。 ……あの 日，牛が到着 し

て私たちはケオククを出発 した。その

時の様子 をペ ージを割いて したためた

い と思 う。牛 は人 に慣 れていな くて，

くびきをつける時の様子 ほど見ていて

おか しいものはなかった。だれもが命

令 をするけれど， だれ も牛の動か し方

を知 らなかった。 もし聖徒でなかった

な ら，汚い言葉 をた くさん使 っていた

に違いない。で も牛 にはその言葉がわ

か らな いか ら，使 った として も同 じ

だったろう。人のいい兄弟のうろたえ

た顔 を見 るのは， まさにこっけいだっ

た。1時 間以上かけて 〔1頭 の牛 を〕

くびきの片側 につなぎ， もう一方を支

えた まま，その下 に 〔別の牛 を〕導 こ

うとした。 しか し， 〔初 めて〕平原 を

疾走するのを見た時， くび きは激 しく

宙 に踊 っていて，止め ように も，彼 に

は どうして よいかわか らなかった。」6

もちろん，私たちの先祖の生活 にも

政治的，社会的な争いはあ りました。

しか し，そ うした争い も，状況 を処理

する過程で教訓になったのです。ジ ョ

ン ・デービスは， アメ リカ独立戦争の

時のイギリス政府支持者で した。後 に

アメリカで リッチフィール ド第1監 督

派教団 として知 られた英国国教会 の設

立 に尽力 した人物です。初期の移住者

たちは，宗教 に次いで忠誠心が基本的

な徳であると教えられていました。 し

たがって，母国からの変革を口にす る

のは不信心な反逆者だ， と真剣に考 え

てい ました。中には，独立への試みは

何であれ恩知 らずな行為だ と主張す る

人 もいました。彼 らに とって国王 は，
かしら

国だ けでな く，宗教上の頭で もあった

のです。

ジョン ・デービスは， コネチカッ ト

州 リッチモン ドに最初の教会 を建て る

際の障害 として，革命軍の兵士により

大 きな打撃 を受けた ことを挙げてい ま

す。彼の家畜 は革命主義者 によって追

い散 らされ，財産の多 くはひどい損害

を受 けま した。 国王 に忠誠 を尽 くす

人々 はこの ように激 しく迫害 されたの

です。ジ ョン ・デービスについてこん

な記述があります。

「彼の牧場 か ら多 くの牛 を奪い
，そ

のほかの略奪行為を行なった首謀者の

ひ とりが，戦争終結後に貧困に陥 り，

窮地 に追い込 まれてデービス氏に援助
ゆる

を求めた。彼 はこれまでの悪行を赦 し

ただけでな く，必要な ものをすべて与

え.たのである。」7

ターマ ・マイナーの最初の夫のアル

バー トが，1848年1月 に亡 くなった時，

末の子供 はまだ2歳 にもな らず， いち

ばん上の子 もわずか15歳 で した。 ター

マの父エ ドモン ドは，イ リノイ州 ノー
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ヴーで暴徒に殺 され ましたが，その時

ターマは32歳 で，'9人 目の子供が生 ま

れる ところでした。娘のメリッサは迫

害のただ中に生後7カ 月で亡 くな り，

息子のオルソンは17歳 で病死 し， もう

ひ とりの娘シル ビアも2歳 で亡 くな り

ました。 ターマ と残 った5人 の子供た

ちは，1850年6月10日 に大平原 を横断

してソル トレー クシティーへの旅に出

発 しました。 ターマ は次の ようなす ば

らしい言葉を書 き残 してい ます。

「私 はこれまで に
，あ らゆる苦難 と

追放，放火，略奪，脅迫 を経験 し，聖

徒 とともにすべての迫害 を受 けなが ら，

ヒュー ロン郡 か らカー トラン ド， ミ

ズー リ，イ リノイへ と移 り住 み，そし

て平原を横 断した。私は，子供たちに

両親が経験 した ことを少 しで も伝 える

ためにこれを書 く。子供たちが このよ

うな経験 に感謝するよう願っている。

私が末日聖徒のひ とりに数えられるこ

とを何より誇 りに思っているように。」8

これ らは，家族 の歴史 を学ぶ とき，

だれ もが出会 うすばらしい模範の一部

です。

最近，私たちは大 きな興行会社で重

役を務 める女性 とお会 いしました。数

数のすばらしい肩書 きに加え， この会

社幹部はユダヤ人で した。彼女 は家族

歴史図書館の見学 を楽 しみ，全世界か

ら貴重な記録 を集 めて保存 している教

会の働 きについて紹介を受けました。

集会が終わった ところで，彼女が尋ね

て きました。 「なぜあなた方の教会 は

系 図 に そん な に興 味 を持 つの で す

か。」

私 はこう返事 しました。「お答 えす

る代わ りに，同 じ質問をしましょう。

なぜユダヤ人 は系図に興味を持つので

すか。」

彼女は私の質問に少し驚いた様子で

答えました。 「なぜですってP何 よ

り大切だか らです。系図 は自分がどう

いう存在であるかを知 り，いつ も心に

留める手段 です。 自分が何者であるか

を教 えて くれるのです。先祖の歴史 と

生活 は，ユダヤ人社会全体 をひ とつに

結ぶ きずななのです。」彼女 は最後 に

言いました。 「自分が何者 であるかを

知 る手 立 て が ほか にあ るで し ょ う

か。」

私 は答 え ました。「それ こそ，教会

が系図 に関心を持 っている理由のひ と

つです。」

神権 を持 つ兄弟の皆 さん，「わた し

は何者ですか」 とい う昔から問われ続

けてきた質問に どう答 えますか。

まず第1に ，私たちは神の形 にかた

どってつ くられた神の息子です。 また

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会員

です。私たちと教会 との関係は，1世

紀半以上にわた り多 くの会員によって

培われて きました。疑いな く，私たち

の家庭や家族の環境 は，自分が何者で

あるか という意識 に最 も大 きな影響 を

与 えます。 これは私たちの両親の家族

や，それ以前の家族 にも当てはまりま

す。「自分が何者 であるか」 を探求す

るに当たって，自分自身の家族や先祖

を見過 ごしにして，高い標準を持つす

ばらしい模範をほかか ら見つける必要

はあ りません。 ラッセル ・.M・ ネルソ

ン長老がき ょうの午後の部会で教 えた

ように，私 たち は 「誓約 にあずか る

者」なのです。

私たちの家族か ら次の崇高な約束が

もたらされ ます。

ゆえ ごと なんじ
「この故に

， か くの如 く主汝 らに言
よ よ

う。汝 らはすなわち代々父の血統によ
も

りて神権 を有 つ者たちな り。
よ イ

何 となれば，汝 らは肉に由 りて正当
うち

なる世つぎに して，神の中にキリス ト

と共 にこの世 よ り隠されたればな り。
い の ち

す なわち， この故 に汝 の生命 と神権
しか

とは依然残 された り。而 して世の始 め

よりこの方すべての聖なる予言者の口

によりて語 られたるすべての事の回復

する時 まで，汝 と汝 の血統 とによりて

これ は必 ず依然残 らざるべか らず。」9

イエス ・キリス トのみ名 により，アー

メン。

注

【 出 エ ジ プ ト3： 日

2.サ ム エ ル 下7：18

3.「 大 会 報 告 」1967年4月 ，p.日5

4.マ ナ セ ・バ ー ド ・カ ー ル の 個 人 の 日

記 よ り。 ブ ラ フ 長 老 所 蔵 の 写 し 。

5.「 開 拓 者 の 遺 産 」 ケ イ ト ・B・ カ ー

タ ー 編 ， 全20巻 ，II：320

6.「 自 伝 お よ び 詩 集 」p.32

7.「 ヘ ン リー ・ユ ー ジ ン ・デ ー ビ ス 」

デ ー ビ ス ・ ミ モ ア ，pp.21-22

8.「 開 拓 者 の 遺 産 」2=323

9.教 義 と 聖 約86：8-10
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やぐらの上の見張り

七十人

ヘルベシオ ・マーティンズ

神権者としていくつかの非常に有意義な経験をしたのも，ホームティー

チャーとしての責任を通してでした。

78年6月8日 は ， 明 ら か に ， 忘

19 れがたい日です。その日，神権
と神殿の祝福が，教会 のふさわ しい男

性会員すべてに授 けられ るようになり

ました。それは非常に記念 すべ きこと

で，その意義 をじゅうぶんに理解 して

いた数 え切れないほどの入々 はもとよ

り， まだ そこまで理解 が達 していな

かったおおぜい人々の人生 にも多大な

影響を及ぼしました。

その日，大管長会は，主が新 しく下

された特別 な啓示 を全世界 に発表 しま

した。 それは多 くの祈 りを重ね，主の

聖 なる導 きを幾度 とな く求めた末 にも

たらされた ものです。

その啓示 は，天父の多 くの子供 たち

の人生 に大 きな変化を もた らしました。

ブラジルの リオデジャネイロに住 んで

いた私たち家族 も，その変化の恩恵 に

あずか りました。

それは信 じがたいことの ように思わ

れ ました。予期 もしなかった ことでし

た。天父は，神権 というこの尊い管理

の職 に伴 う重要 な責任 を遂行するため

に最善の状態で準備が整 う日まで，賢

明に も，ある人々 を取 っておかれ まし

たが，天父 に取 っておかれたその人々

には夢 にも思わなかった出来事で した。

真実の教会の会員 になってからの6

年 間に，私 はそれな りの知識 を蓄 えた

つ もりですが，神権者 として最初に受

けた召 しは，幹部 として働 くことで も

な く，伝道部長や監督，ステーキ部長

会の一員 として働 くことでもあ りませ

んでした。ステーキ部やワー ド部の幹

部書記で もあ りませんで した。私が初

めて割 り当て られた召 しは， ホー ム

テ ィーチャー として働 くことだったの

です。ほかの どの責任 よりも先 にまず

この責任 を受けました。 これはよ く考

えてみると，何か深 い意味があるよう

に思われ ます。

以来，ホームテ ィーチャーの責任 は

何 よりも大切 で，すばらしい召 しだ と

考 えるようにな りました。 これまで受

けたいろいろな召 しは解任 される日が

必ず来 ましたが，初 めに受 けたこの召

しか ら解任 された ことはあ りません。

「ホームテ ィーチャー ほど偉大 な教

会の召 しはありません。天父の子供 た
けんそん

ちが教会から受 ける援助 の中で，謙遜

で献身的な決意 に満 ちたホームテ ィー

チ ャーの奉仕ほど大 きな助 けはほかに

あ りません。」(エ ズラ ・タフ ト・ベン

ソン 『教会のホームティーチ ャーへ』

「聖徒の道」1987年7月 号
，p.54)

イ エスは復活 した後，昇天する前に，

シモン ・ペテロにこうお尋ねにな りま

した。「『ヨハネの子シモ ンよ， あなた
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はこの人たちが愛す る以上 に，わた し

を愛す るか。』ペテロは言 った， 『主

よ，そうです。わた しがあなたを愛す

るこ とは，あなたが ご存 じです。』 イ

エスは彼に 『わたしの小羊 を養 いなさ

い』 と言われた。」(ヨ ハネ21：15)主

は同 じ質問を3度 繰 り返され ました。

そして3度 ともペテロは同 じように答

えました。 そのたびに主は こう付 け加

え られ ました。 「わた しの羊 を養いな

さい。」(ヨ ハネ21：16-17)

羊飼 いとしてあなたに割 り当てられ

た羊を養い，育 て，渇 いたのどを潤す

こと， これはホームティーチャーに与

えられた管理の職です。

教会生活 の中で，自分の子供 の世話

を除けば，ホームテ ィーチングほど大

切で急 を要するものはな く， これほ ど

献身 と忠誠 を要 し，充実感 のある責任

はほかにあ りません。

この高い水準 の理解が得 られるよう，

気づかない間に私たちの霊 と心を備え

て くださる主の働 きかけは，尊 いもの

です。

私たちがまだ求道者だった ころの こ

とです。2週 目に，アン トニオ ・ラン

デ リノ ・バ ロス支部長か ら電話があ り

ました。その次 の晩，訪問して もよい

かと言 います。

予定 の時刻 になると，ふた りの男性

を伴って，バ ロス支部長が来 ました。

皆， きちん とした身な りで した。家族

が居間に集 まる前 に，支部長 は祈 りを
ささ

捧 げる許可を求めました。彼の言葉は

簡単ではあ りましたが，霊感に満ちた

主への嘆願 でした。支部長 は，私たち

家族が彼 らの訪 問の 目的 をよ く理解で

きるように，主のみたまの導 きを願い

求め，私たち家族の うえに特別 な祝福

が注がれ るよう祈 って くれ ました。

バロス支部長は，ホームティーチン

グのプログラムについて手短 に説明 し，

同伴のネル ソン ・ベゼラ ・ドス ・サン

トス兄 弟 とアルフ レッ ド ・オ ーラン

ド・トーレス ・リマ兄弟 を，私たちの

ホームティーチャー として紹介 してくれ

ました。教会 との直接 かつ最初 のコン

タク トが始まったのはこの時からでした。

なん とすばらしい経験で しょう。奉

仕 とはなん とすばらしい機会であ り特



権 でしょうか。 この兄弟たちは私 たち

が支部 に在住 していた間，ずっと私た

ちのそ ばにいて くれ ました。

マリオン ・G・ ロムニー副管長 は，

ホームティーチャーは 「主イエス ・キ

リス トを代表 して各会員の福祉 を見守

るとい う，……栄光 に満ちた重大な責

任 を負 ってい る」 と語 ってい ます。

(『ホームティーチ ャーの責任』「聖徒

の道」1973年10月 号 ，p.443)

毎 週 日曜 日， このふた りの兄弟は，

私たちが教会 に着 くといつ も私たち家

族 を迎 え入れて くれました。集会の時

は，そばに座 って くれ ました し，賛美

歌 も教 えて くれました。また，王国の

標準 について教 えて くれました。 ジョ

セブ ・フィールデ ィング ・ス ミス大管

長が亡 くなったこと，そ して間 もな く，

ハ ロル ド・B・ リー大管長が新た に予

言者 として召されたことを連絡 して く

れたのも， そのふたりの兄弟でした。

この兄弟たちは，私たち家族の幸せ

や成長，最終的に何が必要か という点

に，関心を示 して くれ ました。2カ 月

延期 して行 なわれた私たちのバ プテス

マの後で， またティジュカワー ド部 に

移転 してか ら約3カ 月間， このふた り

のホームティーチャー とバ ロス支部長

は，かわるがわるに電話を入れて，新

しいワー ド部にうまくなじんでいるか

どうか，すべてが うま くいっているか，

何か必要な ことはないか， と気を遣っ

て くれました。

住居 が変わ って も， このふた りの

ホームティーチャーは，完全に解任さ

れた とは考 えず，私たち家族の世話を

し，関心を示 して くれました。

私たちに新 しい羊飼 いができたこと

がわかってか らも，彼 らはキリス トに

おけ る兄弟 として，私たち家族 を見

守 って くれました。

なん とすばらしい態度で しょう。 も

はや責任ではないのに もかかわ らず，

キ リス トのような思いを寄せて くれた

のです。た とえようもない深い きずな

ができました。あれか ら23年 近 くの歳

月が流れました。 あの人々の後，非常

に多 くの人 々が， ホームテ ィーチャー

としての責任 を引き継 いで くれ ました。

名前 をぼんや りとしか覚 えていない人

がほとんどですが，あの最初のホーム

ティーチャーの名前 と姿 は，永遠に忘

れないでしょう。まことの羊飼い とし

て働いて くれたか らです。

「人生で最 も価値あ る召 しは
，……

はらから

最善 を尽 くして同胞 に奉仕することで

す」 とデビッド・0・ マッケイ大管長

は教 えて い ます 。(デ ビ ッ ド ・0・

マ ッケイ 「インス トラクター」1961年

3月 号，pp.73-74)

あの兄弟たちは文字 どお り保護者で

あ り，守 り手であ り，よ く助 けて くれ

ました。 それに， もうひ とつ触れてお

かなければな らないのは，彼 らが終始

にこやかな笑顔で， 自分たちの務めを

果たしていた とい う点です。 それは，

彼 らの霊 の状態が とて も幸せだったと

い うことの現われです。

その ように仕 えることが 自分たちに

とって誉れであ り特権である， と考 え

ているようで した。年配 の人 にも若 い

人にも同様に与 えられる この責任をよ

く理解 しているようで した。使徒ペ テ

ロは次のように語っています。
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「あなたがたにゆだね られている神

の羊の群れ を牧 しなさい。 しいられて

するのではな く，神 に従 って自ら進ん

でなし，恥ずべ き利得のためで はな く，

本心か ら，それ をしなさい。」(1ペ テ

ロ5：2)

この献身的な兄弟たちの模範 は，新

しく神権者 として召されるようになっ

たその後の私の行動の土台 とな りまし

た。現在私 自身がホームティーチャー

として召されてい ますが，過去のいろ

いろな経験 を思い起 こす ときに，自分

の中にイエス ・キリス トの模範 にきわ

めて近いモデルがあるのです。

あれ以来，私 は，全力を尽 くして，

またで きるかぎ りの努力をして，割 り

当てられた家族の世話 をして きました。

また，神権者 としてい くつかの非常に有

意義 な経験 をしたの も，ホームティー

チャー としての責任 を通 してでした。

1969年4月3日 に開かれた地 区代表

セ ミナーでハロル ド・B・ リー大管長

は 「神権 を持つ訪問者 は，や ぐらの上

の見張 りである」 と語 りました。
めんどり ひな

主は主の 「民を，正に雌鶏が雛を翼
ごと

の下 に集 むる如 くに集めん」(教 義 と

聖約29：2)こ とを望 んでいらっしゃ

います。ホームティーチ ャー も， さら

に範囲 を広 げて言 えば訪問教師 も，主

のみ こころを成就するための重要な役

割を担 っているのです。

エズラ ・タフ ト・ベ ンソン大管長は

こう言い ました。「〔ホームティーチ ン

グは〕非常 に重要なプログラムであっ

て，忠実に実行す るなら教会の霊性を

一新 し
，個々の会員 と家族 を昇栄 に導

く助 け とな るで し ょう。」(『教 会 の

ホームテ ィーチャーへ』「聖徒の道」

1987年7月 号，p.53)

私 た ちが，神権者 として この神聖な

職務についてより完全 に理解で きるよ

う祈っています。

神が生 きてお られ，私たちの救い主，
あがな

順い主であ られる御子 イエス ・キ リス

トも生 きていらっしゃいます。主 は，

今 日も，私たちの愛する予言者，私た

ちを導 く予言者， ヒンクレー大管長を

通 してそのみこころを語 られます。

イエス ・キリス トの聖なるみ名 によ
あかし

り証 し ま す 。 ア ー メ ン。



羊飼いの責任

第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウスト

福音の簡潔 で，崇高で，霊的な力をもたらす救いの原則に焦点を合わせ，

それに集中するようにしてください。固く立ってください。

神
権 を持つ愛する兄弟の皆 さん，

この会場 ならびに全世界の多 く

の建物 に集 まってい る人々の大 きな力

を感 じるのは，非常に謙虚な気持 ちに

させ られる経験です。私たちは今夜集

まって，ハワー ド ・W・ ハ ンター大管

長の生涯 とその働 き，彼か ら学んだす

べての事柄 について，大管長 の名 をた

たえています。ハ ンター大管長の記憶

が長 く人々の心に とどまります ように。

兄弟 の皆さん，私は受 けた召 しに多

少の不安 を覚 えているとい うことを告

白します。心か らへ りくだって，皆 さ

んの信仰 と祈 りを頂 きたい と切 に願 っ

ています。当教会 においてはいかなる
そのにん

職で も，人は 「神 によりて其任 に召 さ

れねばならぬ」1と いう，絶対的 な確

信が私 になかったならば，私 はこめ召

しにあってほんの1時 間も奉仕す るこ

どはで きないで しょう。私 は， この光

栄 と，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管

長が私 を第二副管長 に召すに当たって

示 して くださった信頼 について，大管

長に心か ら感謝 を申 しあげます。私は

大管長 に絶対的な忠誠 を尽 くし，大管

長を支持 します。

1995年3月13日 ， 月曜 日の記者会見

で述べた ように，私 はこれまでの40年

間，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長

とさまざまな教会の務めを ともに果た

す大 いなる特権 を頂 いて きました。私

は彼 の心を知ってい ます。彼の情熱を

知ってい ます。彼の信仰を知ってい ま

す。彼の献身 を知 ってい ます。彼の偉

大な能力を知ってい ます。主 と神の聖

なるみ業への彼 の愛を知っています。

私は個人 的に彼 に深い愛 と敬意 を抱い

てい ます。私 はまた，彼が私たちの時

代 にこの教会の大管長 となるように予

任 され，実にりっぱに備 えられていた

ことを知っています。

トーマス ・S・ モ ンソン副管長 との

交際 も長 く，祝福 された ものでした。

私たちは数十年の間，い くつかの務め

を一緒 に親 し く果た して きました。彼

の知性 と記憶力は無類の ものであ り，

彼の信仰 は純粋 で絶対的です。モンソ

ン副管長 は大 きな人ですが，彼の最 も

大 きな ところは， その偉大な心です。

彼 は実にすばらしい才能 を持 ってい ま

す。 ヒンクレー大管長やモンソン副管

長 とともに奉仕できることに，私 はと

ても謙虚な気持ちを覚えます。私は，

パ ッカー会長代理や十二使徒会の各会

員，な らびに教会幹部 の全員 に深い尊

敬 と称賛 を覚 えます。また， アイ リン

グ兄弟 を，神聖な使徒職 を有す るすば

らしい仲間の中に歓迎いた します。

今夜，私は，主の羊飼い という立場
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にある神の神権者 にお話 ししたいと思

います。ブルース ・R・ マ ッコンキー

長老 はこう述べ ました。「当教会 で何

らかの立場 にあって奉仕 し，主の子供

たちの物心両面にわたる福利に責任を

負 っている人 はだれであっても， その

羊たちに対す る羊飼いである。主 はご

自分の羊飼 いたちに， ご自分の羊たち

の安全 〔すなわち，救 い〕を確保する

責任を負わせておられる。」2神 権 を持

つ人 々 は，父親 であって も，祖父 で

あって も，ホームティーチャーや長老

定員会会長，監督，ステーキ部長，あ

るいはそのほかの教会 の召 しを受 けた

人であって も， この大 きな責任を負っ

ているのです。

初めに私は，アロン神権 を持つふさ

わしい若い男性にお話 しします。私が

まだ小 さな子供だった時，私の父が荒

れ野に置いてきぼ りになった1頭 の子

羊 を見 つけました。母羊のいた群れが

移動 し， どうい う訳か，その子羊 は母

羊からは ぐれて しまったのです。羊飼

いはその子羊がいな くなったのを知 ら

なかったのでしょう。子羊だけでは砂

漠 の中で生 きていけないので，私 の父

は子羊を車に乗せて，家 に連れて来 ま

した。子羊 をそのままにしてお けば，
え じき

コヨーテの餌食 になるか，飢 え死 にす

るか，いずれにしても死んでしまいま

す。 まだ乳 を必要 とす るほど小 さかっ

たからです。牧羊業者の中には，この

ような子羊 を 「の らくら者」 と呼ぶ人

たちがいます。父がその子羊を私に く

れたので，私 はその羊飼い にな りまし

た。
ほにゆう

数週間，私は牛乳 を哺乳瓶 に入れて

温め，それ を子羊に飲 ませ ました。私

たちはす ぐに友達になりました。私 は

その子羊を 「ナイ」 と名付 けました。

どうしてそう名付けたのか，今 は覚 え

ていません。子羊は大 きくな り始め，

私は彼 と一緒によく芝生の上で遊びま

した。 ときどき，一緒 に草の上 に横た

わ.り， また私はよく子羊の柔 らかい，

ふさふ さとした横腹 に頭を載せて，青

空や白い巻 き雲 を見上 げたものです。

私は日中，子羊 を閉 じ込めてお くこと

はしませんで した。逃 げ出す ことはな

かったのです。子羊は間 もなく草を食



べ るようになりました。私 は庭 のどこ

からで も，「メー， メー」 とい う羊 の

鳴 き声 をできるか ぎりまねて呼ぶだけ

で，子羊を呼び寄せることができまし

た。

ある晩， ひどいあ らしになりました。

私 は子羊を小屋 に入れなければならな

かったのに，その晩はそれを忘れ まし

た。そして，私 は寝 ました。私 の小さ

な友はあ らしにおびえ，私 にはその子

羊の鳴 き声が聞 こえました。私 は自分

のペ ットを助 けなければならないこと

を知 ってい ました が，安 全で温 かな

ベ ッ ドの中で，体 をぬらさず にいたい

と思いました。私 は起 きなければなら

なかったのに，起 きませんでした。翌

朝，外 に出てみると，子羊は死 んでい

ました。子羊の鳴 き叫ぶ声を聞 きつ け

た犬が，殺 して しまったのです。私の

幼い心は引き裂 かれんばか りで した。

私は，父か ら託されたものについての

よい羊飼い，すなわちよい管理人では

なか った ので す。 父 は言い ま した。

「息子 よ
，た った1頭 の子羊の世話 さ

え， おまえに任せ られないのかね。」

父の言葉 は，羊毛 に包 まれた友を失っ

た こと以上につ らい もので した。 その

日，私は幼 いながらも決心しました。

いつか もう一度同じ立場 に置かれたな

らば，二度 と羊飼い としての自分の管

理の務 めをおろそかにしない と。

その後あま り年がたたないうちに，

私はホームティーチ ャーの後輩同僚 と

して召されました。 ときどき， とて も

寒い日や荒れた 日があ り，私 は家 にい

て楽 をしたい と思い ました。で も私の

心の耳に，幼い子羊の鳴 き声が聞こえ

て くるのです。私はよい羊飼い になっ

て，先輩同僚 と一緒 に行かなければな

らない と悟 りました。 これ まで長年の

間， 自分の務 めか ら逃れたい と思った

ときはいつ も， 自分がよい羊飼いでな

かった何年 も前のあの夜感 じたひ どい

悲 しみを思い起 こした ものです。私 は

自分がなさなければな らない ことを，

必ず しもすべて行 なえているわ けでは

ありません。しか しそうしようと努 め

てはい ます。

私 は主の羊飼いの定められた本質的

な義務について，少 しの時間お話 しし

たい と思います。それは，主ご自身か

ら与 えられた啓示に含 まれている責任

の ことです。夫 または父親 としての責

任以上に大いなる責任はあ りません。

その責任 には解任がありません。主 は
なんじ まこころ も

言われ ました。「汝 ら誠心 を以 て妻 を

愛 して これ と結び合 うべし。その他の

者に愛着す ることなかれ。」3主 はこの

教会の父親たちにさらにこう言 ってお

られ ます。「われは汝 らの小児 たちを
うち

光明 と真理の中に導き来れ と汝 らに命

じた り。」4

「また両親 はその子供たちに祈 るこ

とと，主の前に正 しく歩 むこととを教

えざるべか らず。

シオ ンに住む民は， また安息 日を守
きよ

りてこれを聖 くすべしの5

もうひ とつの大いなる責任 はホーム

ティーチャー としての責任です。「教師

〔テ ィーチ ャー〕の義務 は常 に教会員

を守護 し，彼 らと共 にあ りて彼 らを強

くす べ き もの と す 。
よこしま

また教会員の中に邪 曲なきよう，互
かたくな

いの間に頑固なることのなきよう， ま
かげぐち あくこう よう

た虚言，蔭口，悪 口な どもなき様注意

すべ きもの どす。」6さ らに次の戒 めが

続 きます。「また教会員 のしばしば集

会す ることをはか り， またすべての会

員 にその義務 をつ くす ようになさ し
と

む 。」7「 彼 ら は 警 告 を与 え ， 釈 き ， 勧
か

め且つ教 えて，キ リス トに来 る様すべ

ての人々 を勧誘 すべ きな り。」8

神権定員会会長 とその副会長 も羊の

群れの羊飼いであ り， 自分の定員会の

会員を愛 をもって世話す るとい う責任

を負っています。教会の監督たちは，

や ぐらの上の見張 りです。テモテへの

手紙 には，教会 の監督 について この よ

うに述べ られています。

「『もし人が監督の職 を望 むな ら
，そ

れは良い仕事 を願 うことである』 とは

正 しい言葉である。

聖徒 の道/1995年7月 号

ぢ2



さて，監督 は，非難のない人で，ひ

とりの妻の夫であり， 自らを制 し，慎

み深 く，礼儀正 し く，旅人 をもてな し，

よ く教 えることがで き，

酒 を好 まず，乱暴 で な く，寛容 で

あって，人 と争 わず，金 に淡泊で，

自分 の家 をよく治め，謹厳であって，

子供たちを従順 な者 に育ててい る人で

なければな らない。

自分の家を治めることも心得ていな

い人が， どうして神の教会 を預かるこ

とができようか。」9

ア ロン神権 について，主 はこう言わ

れ ました。「監督会 は この神権 の管理
かぎ

者にして， この神権 につける鍵 または

権威 を保有する ものな り。」Io監督の皆

さん， この教会 の若人 は今，人生のあ

らしのまっただ中にいます。彼 らをむ

さぼ り食おうとして歩 ぎ回っている危

険なおおかみたちがいるのです。若人

の多 くは私 の幼 い子羊のように，助 け

を叫び求めてい ます。私たちは監督の

皆 さんにお願い します。彼 らを安全 に

守 るために，で きるかぎ りの ことを行

なって ください。

ステーキ部長 も教会の定め られた役

員です。彼はステーキ部 を管理す る人

だか らです。主 はステーキ部について
ぼうぎょ

こう言わ れました。「一つ は防禦のた
さけどころ

めとなり， また暴風雨の避 所 とな り，

憤 りのあ りの ままに全地に注がるる時

に一つの避所 ともな らんためな り。411

ステ ーキ部 は 「シオ ンのあげ幕 また は

シオ ンの力」12なのです。 ステーキ部

は，義 と力 と守 りの霊的な中心の場所

でなけれ ばな りません。

管理監督会 には，大管長会 より割 り

当てを受 けた とお りに教会の実務を指

導す る責任があり， その一人一人が監

督に聖任 されてい ます。 この大 きな，

全世界的な教会 において，管理監督会

の責任は重 く，大 きなもの となってい

ます。

主は七十人についてこう言われまし

た。

「また
，福音 を説 き異邦人 と全世 界

あかしびと

の人々 に対す る特別 の証 人た らん が

ため 『七十人』召 さる。すなわちか く
ごと つ

の如 くこの者たちの天職に就ける義務
お ほか

は，教会に於ける他の職員らの義務 と

異るなり。
『七十人』は十二使徒会すなわち巡

回高等評議員会の指揮の下に教会を設
くにたみ

立 し， またよろずの国民に於 ける教会

のあらゆる事務 を整理するに主の御名

によりて行い，まず異邦人 より始めて

次 にユダヤ人 に及 ぼすべ き者た ちな

り。」13

十 二使徒 は，「全世界 に於 けるキ リ

ス トの御名 の特別の証人 となるべ き者

な り。すなわ ち，か くの如 く彼 らは当

教会に於 ける他の職員 とは， その天職

に就 ける義務 を異 にす。」14主が言われ

た ように，彼 らは，「イエス ・キ リス
の

トの福音 を宣ぶ るによりて扉 を開 くた

め に鍵 をもちて遣わ さるる者たち」【5

で す。十二使徒 は主の特使です。

大管長会 は地上にお ける神の王国の

諸事 について最終責任 を負 ってい ます。

大管長会について，主 はこう言われま

した。
も うち

「メルケゼデク神権を有てる者の中

三人の管理大祭司あり，当団体により
あんしゅ

て選ばれ，その職に任命して按手聖任

され・，教会員の信任と信仰 と祈りによ

りて支持せられ，当教会の大管長会な

る定員会を構成す。
しか

而して，大神権の評議会の大管長会

は他の大祭司すなわち十二人を招集し，
たす

これを評議員 として援 けをなさしむる

権能 あるべ し。か くして，大神権の大
お きて

管長会と評議員 とは教会の律法に従い
な

証拠 に基 き判 決 を為 す権能 を有すべ

し。」16

大管長については，主が言われたよ

うに，彼 は， 「教 会の大神権の大管長

"芝1;
，
言 を換 えて言わば，これは教会の大

神権の管理大祭司な り。」17彼は 「全教

会 を統轄すべきものにして，モーセの

如 くあるべ し。……この教会 の頭首 に
たまもの

神の与えた もうあらゆる賜 を有 し誠 に

彼は聖見者た り，啓示を受 くる者た り，

翻訳者た り， また予言者たり……。」18

大 管長は神権 の鍵 と権能のすべての

行使 について指示 を与 えます。 また，

それ らのすべてを行使で きるただひ と

りの人です。それで も，聖任 を受 けた

使徒は全員 これ らの鍵 を持 ってお り，

その うちのある鍵 は，必要な ときにだ
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け使 える状態 となっています。

兄弟の皆 さん，私 は大管長会の一員

となって，わずか数 日にすぎません。

この召 しを受 ける前は，私の視野はま

るで狭 められていたかの ようです。 し

かし今，私 は眼鏡 を掛 けて，少しでは

あ りますが，大管長の責任 の重大 さを

以前 よりはっきりと見 ることができま

す。 しか し私 は，自分が片眼鏡を掛け

た貴族のようで はないか と心配です。

片眼鏡をかけた貴族 は 「理解で きるよ

りも多 くのものを見 る ことがで きた」

のです。 主の この巨人た ち， ヒンク

レー大管長 とモンソン副管長は，大 き

な映像 をだれ よりもはっき りと見てい

る人々です。彼 らは前の大管長たちの

副管長 として，長年忠実に奉仕 してき

ました。

さて，兄弟の皆 さん，最後 に申しあ

げます。私たちの教会の ように広大で，

世界の隅々までに及ぶ教会には，秩序

がな けれ ばな りません。教会 が秩序

立った方法で全世界 に発展 してい くに

は，聖文や近代の啓示に加えて，さま

ざまな指針や手続 きがなければな りま

せん。 どうしても避iけられない管理上

の さまざ まな要素があって，時折，何
ざ せつ

か不快感 や， ことによると挫折感の生

じる場合があります。教会の管理運営

に当たっては，不快 なことや不都合 な

ことを大 目に見るようにして くだ さい。

福音の簡潔で，崇高で，霊的な力 をも

たらす救いの原則 に焦点 を合わせ，そ

れに集中するようにして ください。固

く立って ください。羊飼いである教会

の管理役員 として， 自分の管理の職に

忠実であって ください。私たちの召 し

と，私たちが持 ってい る聖なる神権に

対 し誠実であ り続 けましょう。私たち

を管理する権能 を有す る人々を助 け，

支持 しましょう。

兄弟の皆 さん，60年 以上たって も，

あの時の子羊の鳴 き声，おび えた叫び

声が私 の心の中によみがえってきます。

あの時私は，本来すべきとおりに羊の

世話 をしなかったのです。 また私 は，
しっせき

父の愛情 に満 ちた叱責 も思い出 します。

「息子 よ
，たった1頭 の子羊 の世話 さ

え，おまえに任 せ られ ないのかね。」

この世でよい羊飼いでなかった人 は，



永遠の世界で どんな思いがす ることで

しょう。

「イエスはシモ ン ・ペテ ロに言われ

た， 『ヨハネの子 シモンよ，あなたは

この人たちが愛す る以上に，わた しを

愛するか。』ペテロは言 った，『主 よ，

そうです。わたしがあなたを愛す るこ

とは，あなたが ご存 じです。』 イエ ス

は彼 に 『わた しの小羊 を養いな さい』

と言われた。

また もう一度彼 に言われた，『ヨハ

ネ の子 シモ ン よ， わ た しを愛 す る

か。』彼 はイエスに言った， 『主 よ， そ

うです。わたしがあなたを愛す ること

は， あなたが ご存 じです。』 イエス は

彼に言われた， 『わた しの羊 を飼いな

さい。』

イエス は三度 目に言われた， 『ヨハ

ネ の子 シモ ンよ， わ た し を愛 す る

か。』ペ テロは 『わた しを愛す るか』

とイエスが三度 も言われたので，心を

いた めてイエスに言 った， 『主 よ，あ

なたはすべてをご存 じです。わたしが

あなたを愛 していることは，おわか り

になっています。』 イエス は彼に言わ

れた， 『わた しの羊 を養 いなさい。』」19

私 たちが そうす ることがで きるよう

に，イエス ・キ リス トのみ名によりお

祈 りします。アーメン。

注
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あらゆる人が

聞くために
第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

収穫はまさに偉大です。間違えないようにしましょう。伝道の機会は生涯

にわたって皆さんのものです。

弟の皆 さん，神権者がひ とつに

兄 集っているさまは， まさに胸 の
高鳴る光景です。世界 じゅうの数千の

礼拝堂に神権者が集 ま り，衛星中継 に

よって この放送 を受信 しているのは，

ほん とうに喜ばしいことです。皆 さん

の国籍や言葉 はさまざまですが，共通

の きずなでひ とつに結ばれています。

私 たちは神権 を持 ち，神 のみ名によっ

て行動するよう委任 されています。神

か ら信頼 される者であ り，多 くの こと

が期待されています。

私たちは涙 と悲 しみのうちに，や さ

し くて偉大 な人物 ，神の予言者， ハ

ワー ド・W・ ハンター大管長 に別れを

告 げ ました。 そ して きょう， ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー長老 を教会の大管

長 として，神の予言者，聖見者，啓示

を受 ける者 として支持 しました。 ヒン

クレー大管長 は，天父によって予言者

に召 され，救 い主が教 え られ た道 に

従 って私たちを導いて くれ ます。み業

は前進 し，主の民 は祝福 されるで しょ

う。教 会の大管長会 の一員 として，

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長 や

ジェームズ ・E・ ファウス ト副管長 と

ともに働 くの は名誉 であ り，すばらし

い特権です。

その昔，私た ちの主，救い主 イエ

ス ・キリス トは神聖な戒めを与 えて愛

する11人 の使徒たちにこう告げ られ ま

した。 「それ ゆ えに， あなたが た は

行って，すべての国民 を弟子 として，

父 と子 と聖霊 との名 によって，彼 らに

バプテスマを施 し， あなたがたに命 じ

ておいたいっさいのことを守るように

教 えよ。見 よ，わたしは世の終 りまで，

いつ もあなたがた と共 にいるので あ

る。」1マ ルコはさらにこう記していま

す。 「弟 子たちは出て行って，至 る所
の

で福音 を宣べ伝 えた。主 も彼 らと共 に

働 〔かれた〕。」2

この神聖な責務 は，取 り消 されては

いません。 むしろ，繰 り返 し強調 され

てきました。予言者ジ ョセフ ・ス ミス

は，教会の目的について こう述べてい

ます。「福音の真 理に関す る知識， す

なわちイエスがキリス トであ り，世の
あがな

救い主，贋 い主 であること，そ してみ

業に現われ る信仰 を通 してのみ，人 と

国が平和 を享受で きることをすべての

男女 に伝 えるのである。」

私たちが住んでいるこの世界 は，イ
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エス ・キリス トの福音の教 えを必要 と

していないでしょうか。ほとんどの地

域で見 られ ますが，環境 の破壊だけで

な く， もっと深刻な霊性や永遠 の戒 め

に対す る従順さの破壊が進 んでいます。

そして人間の貴重な身 と霊が甚 だしく

軽視 されています。

主は厳粛 に 「人の値 は神 の前に大い

なる」3も のであると宣言 され ました

が，多 くの人々は主か ら顔 を背 けてき

たようです。 また 「わた しに従 ってき

なさい」4と い う主のや さしいみ言葉

に も，多 くの人 は耳 をふさぎ，心を閉

ざしています。そのような人々 はほか

の声 に波長を合わせているようです。

子供の ころに聞いた 「ハーメル ンの

笛吹 き男」の話 を覚 えていますか。彼

はハーメル ンという町へ行 き，人々を

悩 ましていたねずみを，?いくらかのお

金で退治すると申し出ました。契約が

成立 すると，彼 は笛 を吹いて建物か ら

ねずみをおびき出し，川 まで導いてす

べておぼれさせ ました。 ところが町の

指導者がお金 を払 うのを拒んだので，

彼 はまた笛を吹いて，今度は大切 な子

供たちを安全 な家か ら連れ出して，二

度 と戻 りませ んでした。

笛吹 き男は今で もいるで しょうか。

魅惑的な音楽 を奏 で，それに聞 き従 う

人 を破滅へ と導いていないでしょうか。

この笛の音 は 「高慢」「快楽」「わがま
どんよく

ま」「貧欲」であ り， その結果 は精神

の混乱，心の苦悩，空虚な生活，夢の

破壊 なのです。

無数の人々の心か らの願 いが，いに

しえのピリポに対するある人の嘆願に

表われてい ます。「だれかが，手引 き

をして くれなければ， どうしてわか り

ましょう。」5

神権 を持 つ兄弟 の皆 さん， この世 は

皆 さんの助 けを必要 としています。足

元 を支え，手 をしっか り握 り，励 まし

と霊感 を与 え，救いへ導 く人が必要で

す。収穫 はまさに偉大です。間違えな

い ようにしましょう。伝道の機会は生

涯にわたって皆 さんのものです。永遠

の祝福が待 っています。見物人 になる

のでな く，神権奉仕 というステージに

立つ特権が与 えられ るのです。

アロン神権者の皆 さんに申しあげま

す。伝道 に備えて ください。皆 さんは，

いまや5万 人に上る勇敢 な主の軍勢の

一員 になるのです
。

では， どうすればよいでしょうか。

宣教師として成功するための原則をお

話 ししましょう。

1、 目的をもって備える。
あかし

E.証 をもって教える。

3.愛 をもって働 く。

第1は ，目的をもって備えることで

す。主は資格 を備えることについて次

の ように言われ ました。「見 よ，主 は

真 心 と喜 び て事 に従 う精 神 とを求

む。」6伝 道活動 は易 し くありません。

力 を尽 くし，能力を尽 くして，最善の

努力が，そしてしばしばそれ以上の力

が要求 されます。 これ以上 に時間や献

身，多 くの犠牲 と祈 りを必要 とす る仕

事 はほかにあ りません。

ジョン ・テイラー大管長は次のよう

に条件 をま とめてい ます。 「福 音 の

メ ッセージを携えて行 く人 として，私

大会の部会の開始 を待 つ十二使徒定員会の4人 の会員。左か ら，ヘン リー ・B・ アイ リング長老，ジェフ リー ・R・ ホラン ド

長老， ロバー ト・D・ ヘイルズ長老， リチャー ド・G・ スコ ット長老。
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たちが求めるのは，神への信仰 をもち，

自分の宗教 を信 じ，神権 を尊び，信仰

を同 じくする人々か ら知 られ，神か ら

信頼 され る人である。 …… また，聖霊

と神の力 に満た された人である。国々

に生命 の言葉 を携 えて行 く人 は，信義

を重ん じ，高潔で，徳高 く，清い人で

ある。 これは神から命 じられた ことで

あり，実行するよう努力すべきことで

ある。」7
あかし

第2は ，証をもって教えることです。

ペテロとヨハネは，元漁師で改宗 して

使徒 にな りました。 ある時，イエス ・

キリス トと十字架について教えないよ

うに警告され，彼 らはきっぱりと答 え

ました。 「神 に聞 き従 うよ りも， あな

たがたに聞 き従 う方が，神 の前 に正 し

いか どうか，判断 してもらいたい。わ

たしたち としては，自分の見た こと聞

いた ことを，語 らないわけにはいかな

い。」8

真理 を証す『る人，使徒パ ウロが，愛

する友のテモテに与えた勧告は，会員

と宣教師のすべてに当てはまるもので
ぎょうりょう

す。「言葉 にも，行 状 にも，愛 にも，

信仰 にも，純潔にも，信者 の模範 にな

りなさい。」9

デルバー ト・L・ ステイプレー長老

は，十二使徒評議員会の会員で したが，

何年 も前 に，パウロのローマ人への手

紙を引用 しました。「わた しは福音 を
すくい

恥 としない。 それは……救を得 させ る

神の力である。」loステイプレー長老 は

付 け加 えてこう言 いました。「もし福

音を恥 としないなら，それに従った生

活 も恥 じるべきではありません。そし

て生活を恥 としないな ら，分かち合 う

のも恥 とすべきではありません。」

3番 目は，愛をも って働くことです。

愛に代わるものはあ りません。 この愛

はしばしば，少年期 に母親によって と

もされ，父親によっては ぐくまれ，神

への奉仕 を通 して生 きた ものになりま

す。主の次の勧告 を忘れないで くださ

い。「神の栄光を まこころもて仰 ぎみ
も

て，信仰，希望，慈悲，仁愛の徳 を有
つか

っ者は，神の業 に仕うる資格 あ り。」目

次の ように自問してみるとよいでしょ

う。「きょう私は，信仰，希望 ，愛 を

高めただ ろうか。」私 たちが神 の標準

大会の部会 に出席するための列を作る訪問者たち。後 ろの像は，1829年5月15圓 ，

ジョセブ ・スミスとオ リヴァ ・カ ウ ドリにアロン神権 を授けるバ プテスマのヨハネ。

に従 って生活 し，人々 を主のみもとに

導 くために愛を もって働 くとき，その

影響を受けた人 は，次のように言 って

嘆 くことはないで しょう。 「刈入 れの

時 は過 ぎ，夏 もはや終 った， しか しわ

れわれはまだ救われない。」12

若 い宣教師はいつ も，自分が伝道 し

たい場所について考えています。たい

ていそれは，聞 き慣れない名前の遠 く

離れた所です。

ある日私 は，大 きな店の紳士用スー

ツ売場 で，それぞれ母親 と一緒のふた

りの宣教師に会いました。宣教師 とそ

の母親を見分 けるのはむずか しい こと

ではあ りませ ん。会話の中で，ひ とり

の長老が尋ね ました。 「君は どこに召

されたの。」

答 えはこうです。 「オース トリアだ

よ。」

最初 の宣教師が言い ました。「運が

いいな，オース トリアへ行 くなんて!

美 しいアルプスやすばらしい音楽，陽

気な人たち。ぼ くもそこへ行 けた らな

あ。」
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「君はどこへ召されたの
。」オース ト

リアへ行 く宣教師が尋ねました。

「カ リフォルニ アさ
。飛行機 で2時

間 もかからない。毎年休暇で行 く所だ

よ。」

母親 たちの表情や今に も涙を流 しそ

うな宣教師を見た ところで，私が会話

に割 って入 りました。「カ リフォルニ

アですって。私が前 に管理 していた地

域です。すばらしい召 しを受 けました

ね。 カ.リフォルニ アで何が あなた を

待 っているか知っていますか。至 る所

に礼拝堂 とステーキ部セ ンターがあっ

て，宣教師 と一緒 に福音を分かち合い

たい と願っている末 日聖徒でいっぱい

ですよ。そこで伝道できるなんて，君

はなんて幸運 な宣教 師で しょう。」 も

うひ とりの母親が言い ました。「モン

ソン兄弟，オース トリアについても何

か言って くだ さい。早 く。」そ うしま

した。

若人の皆 さん， どこに召 されようと，

そ こが行 くべき所 であり，その伝道部

を愛するようになるで しょう。

兄弟 の皆さん，私たちは妻子 と一緒

に，専任宣教師やステーキ部宣教師 と

協力 して，人々をキリス トのみもとへ

導 く業 に参加で きます。最 も効果的で

実 りあるひ とつの方法 は，私たちの建

物でオープンハウスを開 くことです。

ワー ド部の監督やステーキ部長がジェ

フ リー ・R・ ホランド長老が出演す る

ビデオ(英 文)を 準備 して くれ ます。

それは伝道のためのオープンハウスに

最適 のビデオです。使 って ください。

そうすれば，教会の会員数 は増加 し，

主のみたまが私たちの中に とどまるで

しょう。
あかし

目的をもって備え，証をもって教え，

愛をもって働 くこと。 この原則 と，主

の神聖なみ業が真実であることを証 し

ます。

何年 も前に，私はサ ンフランシスコ

か らロサンゼルス行 きの飛行機 に乗 り

ました。私が座った時，隣の席 は空い

ていました。間 もな くして，美 しい若

い女性が その席に座 りました。飛行機

が離陸す ると，彼女が本 を読 んでいる

のに 気づ きました。私はだれ もがする

ように，ち らっとタイ トルを見 ました。

く

「奇 しきみ業」 とあ ります
。私 は勇気

を奮 い起 こして尋 ねました。「あなた

はモルモンですね。」

彼女は答えました 「いいえ，なぜで

すか。」

「あなたがお読みの本 の著者 は
， リ

グラン ド・リチャーズ といって，末 日

聖徒イエス ・キ リス ト教会の著名な指

導者だか らです。」

彼女は答 えました。 「ほん とうです

か。友人 からこの本 をもらったのです

が，詳 しいことは知 りませんでした。

で も，興味 を持 ったのです。」

私は心 の中で思い ました。「教会 に

ついて もっ と話すべきだろうか。」使

徒ペ テロの言葉が心 に浮かび ました。

「あなたがたのうちにある望 みについ

て説明を求める人には， いつで も弁明

ので きる用意 を して いなさい。」13私

は今 こそ私の証を述べる時だ と決心 し

ました。私は彼女に，何年 も前に この

本 を出すためにリチ ャーズ長老を助 け

たの は，私の特権だった と話 しました。

そして， リチャーズ長老の偉大な伝道

スピリッ トに触 れ，おおぜいの人々が

彼の書いた本 を読んだ後，真理を受け

入れたことを話 しました。 それから，

私の特権 でしたが，飛行機の残 りの時

間，教会に関す る彼女の質問に答 えま

した。私は彼女 の心からの知的な質問

を聞いて，彼女が真理 を求めているこ

とに気づ きました。 そこで，宣教師を

彼女 の家 に送って もよいか どうか尋ね

ました。 また，彼女 の住 んでいるサン

フランシスコで，私たちの教会 に集 っ

てみたいか どうか尋ね ました。答えは

「はい」で した。彼女 はイボンヌ ・ラ

ミレス といい，飛行機の搭乗員で仕事

に行 く途中でした。

家 に帰 ってか ら，私は伝道部長 とス

テーキ部長に手紙 を書き，飛行機での

会話や，手紙 と一緒 に読み物 を送 った

ことを伝 えました。ちなみに，若い男

性の皆 さん，私はこの非番の美 しい搭

乗員 とそのルームメー トに，ふた りの

長老ではな く，ふた りの姉妹宣教師を

送 るように推薦 しました。

数 カ月がた ちま した。私 はそのス

テーキ部長か ら電話 をもらいました。

「モ ンソン兄弟
，今年 の秋の初 めサ ン
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フランシスコからロサ ンゼルスへの飛

行機で隣に乗 り合わせた搭乗員 を覚 え

ていますか。」私が 「はい」 と言うと，

ステー キ部長 は続 けて言 いま した。

「イボンヌ ・ラ ミレス姉妹 がご く最近

バ プテスマ を受 けて教会員になった こ

とを，お知 りになりたいだろうと思った

のです。彼女が話 したいそ うです。」

きれい な声が聞 こえて きま した。

「モ ンソン兄弟
，証を して くだ さって

あ りが とうございます。私 は今，世界

じゅうでいちばん幸せです。」

涙が込み上げ，神への感謝で満たさ

れた私 は，彼女 に感謝 し，賛辞 を送 り

ました。真理 を探 し求 めて見いだ し，

洗い清 める水に入って永遠の生命への

門 をくぐる という決意 をしたからです。

受話器 を置いてか ら， しばらく無言

で座 っていました。救い主の言葉が胸
たれ なんり

をよぎりました。「誰 にて も汝 らを受

け入 るる者 には，われ もまたそこにあ

らん。そは，われ汝 らの前 に先立 ちて
あ

行 くべければな り。われは汝の右 に在

り， また左に在 らん。わが 『みたま』
うち

は汝 らの心の中 に在 り， またわが天使
いだ

らは汝 らを囲みて懐 き支 えん。」14

これ らの約束は，私たちが伝道の機

会 を活用 し，ナザレのイエス，王 なる

救 い主の勧告 と戒 めに従 うとき，私た

ちのものになるのです。主は生 きてお

られ ます。 この証 をイエス ・キ リス ト

のみ名 により申 しあげます。アーメン。

注
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人のためのみ業

大管長

ゴードン ・B・ ヒンクレー

この教会は全世界に広がる大きな組織となっています。しかし，私たちの

関心は常に個入に向いていなければなりません。

権者の皆さん，世界的なこのす

神 ば らしい神権会に出席す るため
に，皆 さんが努力された ことに感謝 し

ています。皆 さんがどの地におられる

か にかかわ りな く，私たちは皆 さんの

信仰， この主のみ業への忠実さ， また

日々の生活の中で，各 自が受けている

聖なる神権 にふさわし くなろうと努 め

てお られ ることに感謝 し， そのことを

たたえたい と思います。

今朝私たちはこぞって聖会 に出席 し

ました。聖会 とはその名が示す とお り

の ものです。教会員が集い，各人が相

等 しい立場で，啓示の定 めによって指

導者 として選 ばれた人々 に対す る支持

あるいは不支持の意思を表わす権利 を，

厳粛 に行使する場 です。

この支持の挙手は，単 に手 を挙 げる

という形式的な行為ではあ りません。

指導者 として選 ばれた人々 を支 え，援

助するという決意の表明です。

主は大管長会について次のように言
も

われ ました。「メルケゼデク神権 を有
うち

てる者の中三人の管理大祭司あり，当

団体によりて選ばれ，その職に任命し
あんしゆ

て按手聖任 され，教会員の信任 と信仰

と祈 りによりて支持せ られ，当教会 の

大管長会なる定員会を構成す。」(教 義

と聖約107：22)

私 は 「教会員の信任 と信仰 と祈 りに

よりて支持せ られ」 という言葉を強調

したい と思います。

今朝 の聖会 における皆 さんの挙手 は，
しもべ

皆 さんの兄弟であ り僕 である私たちを，

信任 と信仰 と祈 りによって支持すると

い う，皆 さんの自発的な意思 と望みの

表明です。私はそのことに心か ら感謝

してい ます。皆 さん一人一人 に感謝 し

ています。皆さんすで にご存 じの よう

に，主が定 められた方法の中には役職

へ の野心 は存 在 しない とい うこ とを

はっ きりと申しあげます。主は弟子た

ちに 「あなたがたがわた しを選 んだの

ではない。わた しがあなたがたを選ん

だのである」(ヨ ハ ネ15：16)と 言 わ

れました。 この役職はみずから求める

ものではあ りません。選ぶ権利 は主に

あるのです。主は命 と死の主です。人

を召す権能は主にあ ります。解任す る

権能 も， その職 にとどめる権能 も主 に

あ ります。それ らはすべて主のみ手の

中にあるのです。

私 は，主の偉大な計画の中において，

なぜ 自分のような者が この職 に召され

たのかわか りません。 しか し，私はこ

の責任 を与 えられて，力，時間，才能，

そして命など， 自分 の持てるすべてを
ささ

新たな気持 ちで主のみ業に捧げ，兄弟

姉妹のお役 に立 ちたいと思 っています。
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再度申しあげます。愛す る皆 さんか ら

きょう頂いた支持 の挙手 に感謝いた し

ます。私が切 に祈っているのは， この

召 しにふさわしい者 になれ るように と

い うことです。 また，皆 さんの祈 りの

中に，私 のことを入れていただけるよ

うに望んでい ます。

このみ業が前進 してい く中で， とき

として管理上の事柄 で変更があ ります。

教義が変わることはあ りません。 しか

しときどき，啓示の定 めるところによ

り，組織面，管理面での変更があります。

た とえば，28年 前に大管長会は十二

使徒会の地 区代表 を召す ように霊感 を

受 けました。当時それは，教会で新た

に定められた召 しで した。大管長会 は

この召しが必要になった理由について，

「教会の絶 えざる成長 に伴 い， ステー

キ部 とワー ド部の指導者が教会のプロ

グラムについて訓練 を受 け，さらに，

彼 らが主に託 された各 自の責任 に関し

て会員に訓練 を与 えることが大いに必

要 となったためである」 とい う声明を

出 しました。

その時に召 された地区代表 は69人 で

した。現在は284人 の地 区代表 がい ま

す。 この組織 自体が管理上かな りの大

所帯になってきてい ます。

さらに最近の ことですが，大管長会

は七十人の中か ら地域会長会 を召す よ

うにとの霊感 を受 けました。全世界で

み業が発展するにつれ，教会幹部が人

人 と親 しく接す る機会を多 く持てるよ

うにするためには，管理上の権限の分

散が必要 になって きたのです。い まや

この地域会長会のシステムはすっか り

定着 し，効果的に機能 してい ます。

現在，地域会長会の管理下にある組

織を強化 することが望 ましい と考 えら

れています。 これ を受 けて，今年の8

月15日 で，すべての地区代表 を名誉 を

もって解任す ることを， ここに発表し

ます。 この熱心で有能 な兄弟たちが，

天父の大義 を推 し進めるために成 し遂

げたすばらしい働 き， またその誠実さ，

忠実さ，献身 に心か らの感謝の意 を述

べ させていただ きます。 この兄弟たち

への気持ちは言葉で言い尽 くせ るもの

ではあ りませ ん。彼 らは時間 と持 てる

ものを犠牲にしてきました。



大会開催中のテンプルス クウェア。中央の ドーム型の建物か タバナ クル，右側が ソル トレーク神殿 。

請われれ ば時 と所 を問わずに足 を運び，

賢明な勧告 と教え， また適切 な訓練 と

指示 を与 えて，ステーキ部長や監督 を

ほん とうによ く助 けてきて くれ ました。

地区代表 として働いてきたすべてのか

たがたに感謝 し， これか らも主が彼 ら

に，「自分た ちはみ業 のた めに有意義

な働 きをし，それが主 に受 け入れられ

た」 とい う確信 を，祝福 として与 えて

くださるように祈っています。

さてここで，地域幹部 という各地域

の地元役員 を新たに召す ことを発表い

た します。 この職に召 されるのは，経

験豊かな現職の教会指導者 あるいは過

去に教会指導者 として働 いた経歴のあ

る人々の中か ら選ばれた大祭司です。

彼 らは現在の各 自の職業 を続けるとと

もに， 自宅 に住んで，教会での奉仕 と

してこの召 しを果たす ようにな ります。

この召 しには確定した任期 はあ りませ

んが，通常は約6年 です。地域幹部 は

地域会長会 との密接な関係の下 に働 き

ます。人数においては，地区代表よ り

も少な くな ります。 この新 しい地域役

員の召 しを定めるについて も，地区代

表の召 しについて昔の教会幹部が した

の と同 じように，神権 に関す る啓示で

ある教義 と聖約第107章 にある定 めを

指針 としました。十二使徒 と七十人へ

の指示 に続 けて， この啓示の中には次

の ように述べ られてい ます。
しか
「然 るに十二使徒会 にも 『七十人』

ほか

にも属せざる他の教会職員は，すべて

の国々を巡回する責任を有することな

し。されど事情の許すかぎりは巡回す
しか おい

べ きものなり。而 して教会に於て重要

に して責任 ある地 位 を有す る ことを
う

得。」(98節)

再 度申しあげます。 この発表事項が

発効 となるのは今年の8月15日 です。

さて，以上の事柄に関連 した ことを

少 し申しあげます。教会 は非常に大 き

く複雑 な組織 になっています。いまや

150以 上 の国々に教会員がい ます。教

会員数 は900万 人 に達 してい ます。3

年 半 に約100万 人 の割合で増 え続 けて

います。教会員の必要を満 たすために
せいさん

行 なわれ る聖餐会，ホームティーチ ン

グ，神権定員会や捕助組織 の集会な ど

の通常のプログラムに加 えて，私たち

はほかにも大規模なプログラムを進 め

てい ます。 その中には，系図 と家族歴

史関係の資料 を納めた世界最大 の記録

保管庫の運営，世界一ではないにして

も合衆国最大の私立大学の運営，それ

に関連 して数多 くの生徒を擁 して実施

され てい るセ ミナ リー ・イ ンステ ィ

テユー トプログラム， また，5万 人近

い宣教師を送 り出 している，私の知 る

か ぎりでは最大の伝道組織の要員配置

と管理運営，さらには，前例 のない大

規模 な建築プログラム，大規模で効率

的な出版事業のための施設の運営， さ

まざまな場で無報酬で奉仕する教会宗

務役員の大 きな組織 に対す る訓練 と動

機づ けな どがあ ります。最上級の言葉

を使 った表現 はあま り使いた くあ りま

せんが， この場合にはよ く当てはまる

と思います。
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この教会 は全世界 に広が る大 きな組

織 となっています。 しかし，私たちの

関心は常に個人 に向いていなければな

りません。 この教会 の会員 は，男性 も

女性 も，少年 も少女 も，一人一人が大

切 な存在です。私たちの大 きな責任は，

一人一 人の会員が 「忘 れて なおざ り

に」 されず 「神の善い教 えで……養」

われる(モ ロナイ6：4)よ うにす る

ことです。 また，一人一人 が主のみ業

と道の中で成長 と自己表現 と訓練 の機

会を得，生活上の必要に事欠 く人がだ

れ もいない ようにし，貧 しい人々の必

要が満たされ，一人一人の会員が励 ま

しと訓練，そして不死不滅 と永遠の生

命への道を前進するための機会 にあず

かれるようにすることです。 これは，

主のみ業に見 られ るす ばらしい特質で

す。 この組織は確かに大 きくな り，会

員数 も増えてい くことで しょう。 この

福音はあらゆる国民， あらゆる血族，

あらゆる国語の民，あらゆる人々の中

に伝 えられなければな りません。予見

し得 る将来には，教会が発展 し，前進

し， シオンを世界 に築 き，広 めてい く
ざ せつ

うえで，いかなる停滞 も挫折 もあ り得

ませ ん。 しか し， この よ うな状 況 に

あって もなお，教会員 と賢明で思いや

りに満ちた監督 ・支部長 の間には， こ

れ まで と同じように，羊 と羊飼いのよ

うな親 しい関係がなければなりませ ん。

監督 ・支部長は この群れの羊飼 いであ

り，彼 らには，比較的少数の人々 を，

忘れ られた り，見落 とされた り，見過

ごしにされた りす ることのないように

世話 をす る責任があ ります。

イエスは苦 しむ人々に，ひとりずつ

手を差 し伸べ，個人的な祝福 を授 けた，

まことの羊飼いでした。

リー大管長 は，広い野原をよく見渡

し，小さな羊たちをよく養 うように繰

り返 し教 えました。全体像を理解した

うえで，各 自に託された持ち場で勤勉

に働かなけれぼならない こと， また，

その ときに一人一人 の必要 に心 を向け

なければならないことを話 したのです。

このみ業 は人 に関心 を向けています。

一人一人が神の息子 であ り娘なのです。

教会が達成 してきた ことを説明すると

きに，私たちは数字を挙 げて話 をしま

すが，私たちの働 きはすべて個人の成

長 に焦点 を当てたものでなければなり

ません。

例 を挙 げてお話 ししましょう。ハ ン

ター大管長は神殿活動をさらに前進 さ

せるように強調 しました。 この神聖な

業は過去 と現在の全人類 という大きな

家族 のための ものです。 しかし神殿活

動そのものは，個人 の働 きに基づいて

行なわれてい ます。つ まり，すでに自

身の儀式を受けている人がほかの人 の

身代 わ りを務めるのです。

同様 に伝道活動 も，個人の働 きに基

づいて行なわれています。宣教師は求
あかし

道者に教 え，証 をしますが，求道者 も

真理の知識 を得るには， 自分ひ とりで

真剣に祈 り，求めなければな りません。

強 く確かな証を得る ことは，教会員

一人一人 に許 された特権であ り
，機会

です。主 はこう言 われ ました。 「神の

み こころを行 おうと思 う者であれば，
おしえ

だれで も，わた しの語っているこの教

が神か らのものか，それ とも，わたし

自身か ら出た ものか，わ かるで あろ

う。」(ヨ ハネ7：17)

人 の ために働 き，学び，祈 るなら，

このみ業への信仰 に導かれ，やがては

真理の知識 に導かれることで しょう。

これが個人的に求めるべきものである

ことは，過去においても，将来 におい

て も常 に変わることが ありませ ん。.

私たちは，ウイルフォー ド・ウッド

ラフ大管 長が イギ リスでユナ イテ ッ

ド ボブレズ レンの約800人 を改宗 させ

た ことについてよ く話 します。 しか し，

その一人一人が悔い改 めと主イエス ・

キリス トへの信仰のために孤独な道 を

歩 まなければな らなかった ことも忘れ

てはな りません。 また彼 らはそれぞれ

に，古代の福音がこの約束 された時満

ちた る神権 時代 に再び地上に もた らさ

れた事実 を受 け入れ る必要があったの

です。

私たちの個人的な決断が，私たちの

生活 を織 り成していきます。 どの よう

な織物が出来上がるか は， どのような

糸で織 り上 げるかにかかっています。

特に ここに集ってお られる若い男性 の

皆 さんにお話 ししたいと思 います。悪

い行 ないにふ ければ必ず，人生 とい う

織物 の美 しさを損なって しまうことに

な ります。不道徳 な行 ないは， どの よ

うなものであれ，醜い糸 となってしま

います。 またどのような種類か を問わ

ず，不正直 も人生の傷 となります。下
ぼうとく

品で冒漬的な言葉遣いも人生の美しい
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模様 を汚 してしまい ます。

「選べ
，正義 を選べ よ」(賛 美歌152

番)と いう呼びかけは，私たち一人一

人 に向けられた ものです。

最後 に申 しあげたい と思います。私

はこの偉大な業の，勇気 と勝利 に輝 く

すばらしい歴史 を誇 りとしています。

私は皆 さん とともにや ぐらの見張 りと

して立ち，驚異の念 をもって この時代

を見ています。私は希望 と確信 と確か

な信仰 をもって未来 を見ています。

永遠の父なる神 は実在のお方です。

この業は主のみ業で あり，あ らゆる時

代 の神の息子娘 に 「不死不滅 と永遠の

生命 とを もた らす」(モ ーセ1：39)

た めの業です。

イエスはキ リス トであ り，約束のメ

シヤです。イエスは非常に粗末 な環境

の中に生 まれ，地上 におい でになりま

した。そしてパ レスチナの土ぼこりが
いや

舞 う道を歩 きなが ら，人々 を教 え，癒

され ました。やがて，ゴル ゴタの残酷

な十字架 の上で亡 くなり， それか ら3

日後 によみがえられました。 この教会

は，主の教会です。 キリス トの名で呼

ばれている教会です。私たちは皆キ リ
しもベ

ス トの僕 です。私たちが受 けている神

権はキリス トの神権であ り，私たちは

キリス トのみ名 によって， その神権 を

行使 します。ジ ョセブ ・ス ミス とオ リ

ヴァ ・カウ ドリが神権 を授かったのは，

昔それ を主 ご自身か ら受けていた人 か

らで した。福音 は平和への道， また，

成長，安 らぎ，救い，昇栄への道です。

この最後 の神権時代 は，少年 ジ ョセ

ブ ・ス ミスへの御父 と御子 の現われに

よって始 まりました。皆 さん，私たち
あん

はこの聖なる神権を，権威ある人の按
しゅ

手 を通 して受 けました。私たちはその

ような神権 にふさわ しい生活 をしなけ

ればな りません。私たちはこの神権 を

守 り，尊び，ほかの人々 に祝福 をもた

らすために正 しく行使 しなければな り

ません。皆 さんに私の祝福 を残す とと

もに，神の助 けがあって，私たちがそ

れぞれに受けている偉大で神聖な信託

に忠実にこたえることがで きるよう，

イエス ・キ リス トのみ名 によ り，へ り

くだ りお祈 りします。アーメン。

●1995年4月2日(日)午 前の部会

あ わ

憐れみ
第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

たまもの

神の賜

だれかに対して間違ったことをしたり，荒々しい話し方をしたりしたときは，

それを正して改善するためのステップを踏あとよいでしょう。

し前，私 はかつてユーゴスラビ

少 ア と呼ばれた国を苦 しめ続 けた，
暴力 と流血に関する長い報告書 を読み

ました。平和への努力にもかかわ らず，

殺人や傷害が横行 しているようで した。

殺害 を目的 とし，幼い子供の命 を奪 う

狙撃兵の記事 に，私 は深 く悲しみ まし

た。 そして静かにこう自問 しました。
あわ
「憐 れみ とい う神 の属性 は

， どこにあ

るのだ ろう。」

戦争のむごたらしさは，憎 しみ と人

命の軽視 をもたらすようです。 これま

でいつ もそうでした。 しか し， そのよ

うな退廃の中で も，時折，憐 れみ とい

う消えることのない光が輝いてい ます。

ノルマンディー上陸50周 年記念祭 の

間 に放映された ドキュメンタリー番組

で は， どれだけ多 くの人命が失われた

かがグラフで示され，参加 した兵士た

ちの体験が紹介され ました。特 にアメ

リカ人の歩兵の言葉が心に残 りました。

彼が激 しい戦 いの後，浅いざん ごうか

ら見上げると，敵兵が腰の位置に銃を

構 えて， 自分の心臓 に向けてい ました。

彼はこう話 しています。 「私 はす ぐに

死 の橋 を渡って永遠の世界へ行 くのだ

と悟 りました。 しか し信 じられない こ

とに， その敵兵 は片言の英語 で こう

言ったのです。『あなたに とって，戦

争は終わ りました。』 こうして私 は収

容所へ連れて行かれ，助か りました。

その時の憐れみを，私は決 して忘れ ま

せん。」

さらにさかのぼった別の戦 い，すな

わちアメ リカの南北戦争の歴史記録 に

は，憐れみを伴 った勇気が描かれてい

ます。

1862年12月11日 か ら13日 に，北軍が

バージニア州フレデ リックスバーグの

町 を見下ろすマー レーの丘 を攻撃 し，

それ を6，000人 の 反乱軍(南 軍)が 迎

え撃 ち ました。南軍 は丘 のす そ野 に

沿って築 いた石垣の後 ろに身を隠 し，

防御体制を取ってい ました。さらに，

北軍 から見 えない石垣の後 ろの低い道

路に も，兵士が4列 に並んで待機 して

いました。

北軍の4万 人以上の兵士 は，平原 を

横切 って 自殺 に等 しい波状攻撃 を開始

しました。兵士たちは銃に撃たれて次

次 と倒れ，石垣 の手前30メ ー トル より

先 には進めませんで した。

やがて南軍の陣地の前には，青い軍

服 を着た北軍の兵士が数百，数千 と倒

れてい き， 日暮 れ前 にその数 は1万

2，000人 に達 しました。負傷兵 たちは

助 けを求めて叫びなが ら，ひどい寒さ

の中で夜通 し地面 に横たわっていまし

た。
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翌 日は日曜 日で，夜明けは寒 くもや

に包 まれていました。朝 もやが晴れる

ころになっても，負傷者の もが き苦 し

む声は依然 として聞 こえてきます。つ

いに，南軍 の19歳 の若 い軍曹が行動に

出ました。名前はリチャー ド・ローラ

ンド・カークラン ドといいます。彼は

指揮官の所 へ行 って叫び ました。「昼

も夜 も，水 を求める気の毒 な人々の声

が聞 こえてきます。 もう我慢できませ

ん。……水 を持って行 く許可 をくださ

い。」あ まりに危険だったので，最初

は相手 にされ ませんでした。 しか し，

ついに許可が下 り，間 もな く，両軍の

兵士が驚 きの目を見張 る中を，若い兵

士 は首 に水筒をい くっも下 げ，石垣 を

よじ登 るといちばん近 くにいる北軍の

負傷兵 に歩み寄 りました。彼は傷つい

た兵士の頭 を抱 きかか え，やさし く水

を飲 ませ， 自分 の上着 を掛 けてあげま

した。 それか ら次の負傷者 に近づ きま

した。 そして次々 と水 を飲 ませたので

す。カークランドの目的がわかると，

至る所か ら 「水，水，水 を くれ」 とい

う叫び声が起 こりました。

北軍の兵士 は最初驚 きのあまり発砲

しませんで した。やがて，若 い南軍の

兵士の していることがわかる と，声援

を送 り始 めました。1時 間半以上の間，
あわ

カークラン ド軍曹は憐 れみの業を続 け

ました。

悲 しいことに， リチャー ド ・カーク

ラン ドは数カ月後 に，チカマウガの戦

いで戦死 しました。彼の最後の言葉 は

こうでした。「生 きて帰って， ぼ くは

りっぱに死んだ と父 に伝 えて くれ。」

カークラン ドの名前は，キ リス トの

ような愛 によ り，南軍 と北軍 を問わず，

戦争後 の世代 にとって，憐れみを表わ

す代名詞 とな りました。彼は両軍の兵

士か ら 「マーレーの丘 の天使」 として

知 られるようにな りました。 この愛 に

満 ちた憐れみの行為 は， フレデ リック

スバ憎グの石垣の前 に立つブロンズの

記念碑 によってたた えられています。

その像 は，カークランド軍曹が冷たい

水 を飲 ませ るために，北軍 の負傷兵の

頭 を抱 きかかえている姿 を描いてい ま

す。 またペ ンシルベ ニア州ゲ ティス

バーグの監督派教会にも， カークラン

ドの栄誉をたたえる銘板が掛 けられて

います。簡潔な次の言葉が，若 い兵士

の憐れみの行為 の真髄 をとらえてい ま

す。「博愛の英雄 ，自分の命 を危 険に

さらして まで も， フレデリックスバー

グの地で敵兵に水 を与 えた。」1

ウ ィリアム ・シェークスピアの次の

言葉は，カークランドの行 ないをよく

表わしています。

「慈悲 は強制 さるべ きものではない
。

それ は，恵みの雨のように，天か ら

この大地に降 りそそ ぐものだ。 それは

二重 に祝福 にみちている。

与 える者 を祝福 し， そうして受け取

る者 を祝福する。

それ は，……神の持ちたもう性質の

あらわれだ。」2
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デビッド・0・ マッケイ大管長の信

仰 あっい りっぱなふた りの副管長は，
あわ

かつて人 に知 られた最高の憐れみの行

ないについて，永遠の勧告 を与 えてい

ます。スチーブン ・L・ リチャーズ副

管長 はこう言い ました。「救 い主 ご自

身が宣言 された ように，主 は律法を排

するためでな く，成就 するために来 ら

れた。 しか し正義 の律法 とともに， そ

の施行 を和 らげるために， また背教者
ゆる

に 〔憐れみ と〕悔 い改めを通 して赦 し

を得 るとい う希望 と励 ましを与 えるた

め に，憐 れ み の律 法 を もた ら され

た。」3

J・ ルーベ ン ・クラーク ・ジュニア
あかし

副管長 はこう証 してい ます。 「私 は主

が私たちを助 けて くださると信 じてい

る。 また，主に求 める とき，正 しい生

活 をしていれば，知恵 を与 えて くださ

ると信 じている。主は私たちの祈 りに

こたえ，天父はすべての神 の子供たち

を救 いたい と願 っておられる。私 は，

規則や法規 に対す るわずかな違反やわ

ずかな罪のために，主がその人を締 め

出そうとされる とは思わない。私たち

が守 らなければならない偉大で基本的

な戒 めがあるが，主はささいな ことに

ついてあ ら探 しをされ るようなことは

ない。

主がその子供たちを扱 うときの裁 き

の原則は，次 のように言い表わせ ると

思 う。主の正義 と憐れみにおいて，主

は私たちの行為 に対 して最大限の報 い

を与 え，主にできるすべてを与 え，反

対 に可能なかぎ り最小限の罰 を課せ ら

れる。」4

「私はよ く思 うのだが
，キ リス トの

生涯で最 も美 しい出来事のひ とつは，

十字架上での主の言葉である。十字架

上での死 は，古代 において最 も激 しい

苦痛 を与 えると言われてい る。その死

の苦痛 にさいなまれ る主 は，憐れみの

すべての定めに反す る不正で違法な扱

いを受 け，罪 を着 せ られて十字架 につ

け られ，手足 をくぎで打たれて，今 に

も命を捨てようとされた時，周囲の人

人 に聞 こえる声で天の御父にこう言わ

れた。 『父よ，彼 らをおゆるし くだ さ

込。彼 らは何 をしているのか，わか ら

ずにいるのです。』(ル カ23：34)」5

モ ルモン経の中で，アルマはこれ ら

のことを自分の言葉で美 しく描写 して

います。「憐 みの計画は，身代 りに よ
あがな うち

る罪の照いが行われない中は成就すべ

きもので はなかった。それで あるか ら，

神 は憐 みの計画を成就 させるため と正

義の要求 に応ずるため と，また自らが

完全で正義 の憐 み深い神であるた めに，

自分が代って世 の人の罪 を贈いた もう

のである。」6

以上の知識 に基づいて，次のように

自問 してみて くだ さい。人々が互いに

赦 し合お うとせず，憐れみや赦 しとい

う清めの行為 を示そ うとしない状況が，

どこにで も見 られ るのはなぜだろうか。
いや

心の傷が乳香によって癒されるのを妨

げるものは何だろうか。かた くなな心

で しょうか。高慢でしょうか。憎 しみ

が まだ消えていないからでしょうか。

「非難は傷 口を開 き
，赦 しはそれを癒

す」7の です。

最近私 は，ある老人が兄弟 の葬儀で

した話を読み ました。彼 は若 いころ，

ニュー ヨーク州カニステオの近 くにそ

の兄弟 と住んでい ました。部屋がひと

つ しかない小 さな小屋でした。ふた り

はけんかをしてか ら，チ ョークで線 を

引いて部屋をふたつに分 け，線 を越 え

て立ち入 ることも言葉を交わす ことも

しませんで した。その 日以来，62年 間

もです。 なん とい う悲劇で しょうか。

すべて は憐 れみ と赦 しの欠如 か ら起

こったのです。

家庭や身近 な場所で憐れみが必要 と

され ることが ときどきあ ります。私 に

は4歳 になる孫のジェフリーがいます。

ある日，15歳 の兄 アランがファミコン

で全面をクリアーしました。ちまたで

は，最 もむずか しく，いちばん巧妙な

設計 と言われたゲームです。 しかし，

アランがち ょっと部屋 を空けたすきに

幼いジェフリーがファミコンに近づ き，

誤 ってそのプログラムを消して しまっ

たのでした。アランは戻って来る と，

弟の しでかした ことに気づき激怒 しま
しっせき

した。アランか らの叱責が間近 に迫っ

ているの を察 したジェフリー は指 を出

してアランの方に向け，心の底 からこ

う言 ったのです。「忘 れないでね， お

兄ちゃん。イエス様 は 『幼な子 に手を
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かけてはならない』 ってお っしゃった

んだよ。」アランは笑いだ し，怒 りは静

まり，憐れみが勝利 を収 めたのでした。

私たちの中にも， ほんの ささいな怒

りや侮辱のために，人に憐れみや赦 し

を与 えられずに自分 自身 を苦 しめてい

る人がいます。 ときどきこのような言

葉 を口にします。 「あの人 だけは……

決して赦せない。」その ような態度は，

本人の幸せ も破壊 します。人の心 を徐

徐 に腐食 させ，生活 を荒廃させ ます。

ほか にも，人 は赦せて も自分 を赦せな

い人がいます。その ような状態はもっ

と有害です。

私は十二使徒評議員会の会員 として

働 き始 めた ころ， ヒュー ・B・ ブラウ

ン長老 に，自分を赦せないためにワー

ド部の責任 に就 けない，ある善良な人

について相談 したことがあ ります。彼

は，人 を赦せ るのですが， 自分 を赦せ

ません。憐れみが 自分 には及ばないよ

うで した。 ブラウン長老は，彼 を訪問

して次の聖句にそって助言す るよう，

私 に勧め ました。「主 なるわれは， そ
なんじ

の赦 さん と欲する者 を赦す。 され ど汝

らにはすべての人 を赦す ことを求めら

る。」8そ れか ら，イザヤ書 と教義 と聖

約の聖句 も引用 しました。「た といあ
ひ

なたがたの罪は緋のようであって も，
くれない

雪のように白くなるのだ。紅のように

赤 くて も， 羊 の 毛 の よ うに な るの

だ。」9「見 よ，お よそすで にその罪 を

悔い改めた る者 は赦 され，主なるわれ

もはや これ を忘 るべし。」lo

深 く考 え込む表情で，ブラウン長老

は続 けま した。「その人に，主が忘れ

ようと言われたことを，思い出そうと

すべ きでない と伝 えて くだ さい。」私

たちもこの勧告 に従 うな ら，心 を清め，

霊を新たにするうえで役立っで しょう。

予言者 ジョセフ ・ス ミスは， こう主

張 しています。「憐れみ深 くしなさい。

そうすれば憐れみを受 ける。人 を滅ぼ

すのでな く，救 うための助 けをしなさ

いb罪 人がひ とりでも悔い改めるなら，

悔 い改めを必要 としない99人 の正 しい

人 のためにも勝 る大 きい喜びが，天に

あるか らである。」II

ときどき，小 さな失敗 に悩 まされて，

心を痛め，その ことにこだわって，い



つ まで も考 え続 けることがあ ります。

だれで もそのような経験 をするもので

す。で は，美 しい結末 を迎 えた例を紹
かぎ

介 しましょう。私は最近，鍵が同封 さ

れた短い手紙を受け取 りました。 こう

書いてありました。

「モ ンソン副管長
，

13年 前の夏，私は夫 とホテル ・ユタ

に宿泊 しました。そ して旅行の記念に，

ホテルの鍵 を持 って来て しまい，以来

ずっと悪い気持 ちを感 じてきました。

現在，教会が このかつてのホテル を所

有 している と聞いたので， この鍵 は教

会 にお返 しします。あるべき場所 にお

収 めいただければさいわいです。鍵を

持ち出した りしてほんとうに申 し訳あ
ゆる

りませんで した。 どうかお赦 しくだ さ

い。」

私は思い ました。なんと正直なんだ

ろう。なん とすばらしい精神の持ち主

だろう。私は返事 を書 きました。

「親愛なる姉妹へ
，

思慮深い手紙 と，お返 しいただいた

ホテル ・ユタの鍵 に感謝 します。姉妹

の誠実さに感動 しました。 この鍵 はと

て も軽 いものですが，姉妹にとって は

長い間負 ってきた重荷 だったのですね。

この鍵には大 した価値 はあ りませんが，

返却 したことにははるかにすばらしい

価値があ ります。謹んで鍵 を受 け取 り

ます。姉妹は確かに赦 され るで しょう。

私か らの心ばか りの贈 り物 をお受け取

りください。」

その鍵 は， きれいな額 に収 めて彼女

にお返 ししました。

だれかに対 して間違った ことをした

り，荒々しい話 し方 をした りした とき

は， それ を正 して改善す るためのス

テップを踏む とよいでしょう。「ほか

の人 を赦せない人は，天国に行 くた め

に， 自分が渡 らなければならない橋 を

壊 している。だれ もが赦 しを受 ける必

要があるのだか ら。」12
あわ

憐れみ と赦 しの最 も感動的な例 のひ

とつは，イエスの生涯の中のよ く知 ら

れた出来事 にあ ります。「イエスはオ

リブ山に行かれた。

朝早 くまた宮 にはい られ ると，人々

が皆 みもとに集 まって きたので，イエ

スはすわって彼 らを教えてお られた。

する と，律法学者たちやパ リサイ人
かんいん

たちが，姦淫 をしている時につかまえ

られた女 をひっぱってきて，中に立た

せた上，イエスに言った，

『先生， この女 は姦淫 の場でつか ま

え られました。

モーセは律法の中で， こうい う女を

石で打ち殺せ と命 じましたが，あなた

は どう思い ますか。』

彼 らが そう言ったのは，イエスをた

め して，訴える口実 を得 るためであっ

た。 しかし， イエスは身 をかがめて，

指 で地面 に何か書 いておられた。

彼 らが問い続 けるので，イエスは身

を起 して彼 らに言 われた，『あなたが

たの中で罪のない者が， まずこの女に

石を投げつけるが よい。』

そしてまた身 をかがめて，地面に物

を書 きつづ けられた。
としより

これを聞 くと，彼 らは年寄から始 め

て， ひとりび とり出て行 き，ついに，

イエスだけにな り，女 は中にいた まま

残された。

そ こでイエスは身を起 して女 に言わ

れた，『女 よ，みんなは どこにいるか。

あなた を罰する者はなかったのか。』

女 は言 った，『主よ，だれ もござい

ませ ん。』イエスは言われた，『わた し

もあなたを罰 しない。お帰 りなさい。

今後 はもう罪を犯 さない ように。』」13

救 い主が地面 に書かれたことはす ぐ

に消 えて しまいますが，主が示された
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あわ

憐 れみはいつまで も心に残 るでしょう。

「主イエスの愛 に ただ驚 く

恵みの深 きに われ惑う
つみびと

罪人のため 十字架にて
ふる

流 された る血 に 身 は震 う……

突き刺されし主の 手を思い

その愛 と恵み 忘れ得ず
くら

み座 の前に ひざまずいて

主のみ恵みを たたえまつ らん」14

この同じイエスが 「群衆 を見て，山

に登 り，座 につかれ ると，弟子たちが

みもとに近寄 ってきた。

そこで，イエスは口を開 き，彼 らに

教 えて言われた。 ……

『あわれみ深い人たちは， さいわい

である，彼 らはあわれみを受 けるであ

ろう。』」15

この安息 日に私 は心からへ りくだっ
たまもの

て，一人一人が神 の賜 であ る憐れみを

施 し， また受 けられ るように祈ってい

ます。 イエス ・キ リス トのみ名によっ

て，アーメン。

注
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神の王国の継承者

第二副管長

ジエームズ ・E・ ファウスト

私たちの真の力は多様性ではなく，霊的，教義的な一致にあります。

愛
する兄弟姉妹，そ して友人の皆

さん， この教会の大管長会に新

たに召 され， ソロモンの次の ような言

葉 を思い出します。「わた しは小 さい

子供であって，出入 りすることを知 り

ませ ん。」1ソ ロモ ンのように，私 もわ

きまえる心 を神 に祈 り求 めます。 ここ

に，愛する友人であ りともにみ業に働

いてきたハ ンター大管長がいないのが

なん とも残念 でな りません。私たちは

彼の名前 を尊 びたたえたいと思い ます。

彼の思い出は私たちにとって永久に変

わることのない祝福 となるで しょう。

私 はヒンクレー大管長か ら第二副管

長 としての召 しを受 け，身に余 る光栄

を感 じています。母 も，私が この席 に

座 る とは夢 に も思 っていなか ったで

しょう。昨晩の神権部会で も触れたよ

うに，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管

長 との長 い交わ りを通 して，成人 して

か らの生活の大部分が祝福された もの

とな りました。皆さん もご存 じのよう

たまもの

に， ヒンクレー大管長 はすばらしい賜

と才能の持ち主です。 これ までずっと

彼 は私たち皆 を教 え，導 き，祝福 して

きました。主 はたびたび彼を召 し，強

め られました。それにつれて彼が強さ

を増 し加 えてい くの を，長い年月にわ

たって私たちは目にしてきました。 ヒ

ンクレー大管長は3人 の大管長の副管

長 を務 めるな ど多 くの召 しを受 け，

次々に重責を果たしてきました。一つ

一つの召 しに全力 を尽 くし
，霊的な導

きと優れた知性， そして行動力で，傑

出した働 きをしたのです。彼 はその働

きを通 して世界 じゅうで神 のみ業に貢

献 しました。

トーマス ・S・ モ ンソン副管長 とも，

彼が使徒に召 されて以来， ともに働 く

特権にあずかってきました。モンソン

副管長 は偉大な精神 と能力 を備 えてい

ます。彼は子供 のころも成人 してか ら

も，いつ も卓越 した指導者で した。非

常 に早 い時期か ら，大 きな責任 を担っ

て訓練 されてきました。堅固で純粋 な

信仰をもった人 です。 その明 るく思い

や りに満ちた心は，彼が奉仕 してきた

長い年月にわたって教会員 にこのうえ

ない祝福を与 えてきました。

きょう，私は世界 じゅうの教会員に

お話 ししたいと思い ます。 そして皆 さ

んに文化や人種，言葉の違 いを乗 り越

えていただきたいと思い ます。教会初

期の時代か ら，教会幹部や宣教師たち

は世界 じゅうを旅 し， ジョセフ ・ス ミ

スを通 して回復 されたイエス ・キリス
の かぎ

トの福音を宣べ伝え，神権の鍵 と権能

を備えた教会を多 くの国に組織してき

ました。私たちの務めの中で感動的で

楽しい部分は，多 くの文化や民族的背

景を持つすばらしい人々とともに神を
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礼拝できることです。彼 らの霊的な力

と愛 を感 じ，私たちの愛 をお返 しす る

とき，心が満た され る思いがします。

いまや一層多 くの発展途上国で，福

音伝道の門戸が解放 されつつあ ります。

そうしたいくつかの国々で は，大部分

の国民が貧困の状態 にあ ります。彼 ら

の多 くが，快適な生活 どころか生活必

需品にも事欠いています。朝か ら晩 ま

で くた くた になるまで働 いて も，ほん

のわずかな収入 しか得 られない男女の

姿 も目にしてきました。しか し彼 らが

いつ も見せ る笑顔や明るい表情か ら，

与え られた環境 に何 らかの幸福 を見 い

だ していることがわか ります。

「同じ神の子供 なの に
，健康 や この

世の富に恵 まれている者 とそうでない

者がいる現実に，正義な どあるのだろ

うか」 と言 う人がいるか もしれません。

恵 まれた人々の多 くは，自分の持って

いるものに対 してあまり感謝 してはい

ないように思われ ます。 しか し私たち

は，教会員たちが，生活必需品にも事

欠 く世界 じゅうの貧 しい人々に対 して

大 きな関心 を抱 き，惜 しみなく分け与

える姿 も目にして きました。彼 らはた

とえその国に教会員がいな くて も，多

くの国の貧 しい人々を助けるために献

身 しているのです。1985年 以来，教会

は114力 国 に対 して人道的救援活動 を

行なって きました。2

私 は，訪問する特権にあずかった各

国で，人種や文化の異なる善良な人々

に会い，彼 らに対 して称賛 と尊敬，愛

の気持ちを抱 くようにな りました。私

の経験では，霊性 と信仰において民族

や階級 による優劣はあ りません。霊性

を欠 く人があるとすれば， それは人種

や文化，国籍の問題 ではな く，救い主

が語 られた種 まきのたとえにあるよう

に 「生活の心づかいや富や快楽 にふさ

がれて，実 の熟す るまでにならない人

たち」3な のです。

合衆国の著名 な世論調査家 リチャー

ド ・ワース リン氏の調査により，アメ

リカ人の基本的な欲求 は， 自尊心，心

の平安，個人的な満足であることが明

らかにな りました。 これ らは世界 じゅ

うの神の子供たちすべてに共通す る欲

求だ と思います。 これらの欲求 を満た

す にはどうした らよいで しょうか。私

は思うのですが， こうした欲求の裏に

は，自分自身が神の子供であるとい う

自覚を確立す る必要性が存在するので

はないで しょうか。私たちの内にある

神聖な特質 に目を向けるならば，民族

や文化，国籍 を問わず， これ ら3つ の

欲求を満たす ことができます。主 ご自

身が言われたように 「『みた ま』 は世
きた

に来るあらゆる人々に光を与 え， また

『みた ま』 はその声を聴 く全世界 のあ

てら

らゆる人々を照す」4の です。

デビッ ド・0・ マ ッケイ大管長 はこ

のように述べています。

「だれで も
，人 を前進 させ高め よう

とする神聖な力を内に秘めています。

この内に秘 められた力 は，神か ら来る

ものであると私たちは信 じています。

この地上へ来 る前 には前世が あり，人

は内に宿 る霊 を完成するために，現在

地上にいるのです。生活 していて時折，

神 と交わ りたい とい う欲求を自覚する

ことが あります。人の霊が神 を求 める

のです。 このような感情は万人に共通

のものであ り，すべての人 は，深遠な

真理の中で，霊的 な平安 と自由を追求

し増 し加 えるという偉大な業 に取 り組

むべ きです。」5
けんそん しもべ

神の謙遜 な僕 として，教会幹部や宣

教師をはじめとする人々は世界 じゅう

を旅 しますが，私たちはいつも次の よ

うな問いを発せずにはいられ ませ ん。

「この地上 の人々のために
，私たちは

何 をした らよいのだろうか。 ほかのだ

れ も与 えられ ない， どんな ものを与え

ることがで きるのだろうか。主が命 じ

られた ように 『全世界に出て行』6っ
ささ

て多 くの努力 と時間，財産を捧げるの

に匹敵す るようなことが， どうした ら

できるだ ろうか。」私たちは国々の経

済状態 を変えることはで きません。 ま

た，政府 を変 えようともしてい ません。

答 えは単純明快です。私たちは，救い

主が約束 された次 のような希望を人々
あ

に与 えられ るのです。「この世 に在 り

ては平和 を得，次 の世 に在 りては永遠

の生命 を得 ん。」7神 の僕た ちが世界

じゅうの神の子供たちに神の戒めを受

け入れ，守るように教 えるとき，人々

の生活 は変わ ります。文化的背景や経
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済的な状況を問わず，だれで も主か ら

与 えられ る霊的な力の泉へ行 って， そ

の水 を飲む ことができます。救い主が

言 われた よ うに， この水 を飲 む者 は

「いつ まで も，かわ くことがないばか

りか……その人の うちで泉 となり，永

遠の命 に至 る水 が，わ きあがる」8の

です。ワース リン博士によって明 らか

にされた人類 の基本的な欲求，すなわ

ち自尊心，心の平安，個人的な満足 は，

神 の戒 めを忠実 に守 る ことに よって

じゅうぶんに満たされ るのです。 これ

は国や文化 を問わずあらゆる人々に適

用される真理です。

多 くの人々が生活必需品に も事欠 く

状況 に置かれてい ますが，私は次のよ

うなニーファイの言葉に慰めを見いだ

します。 「みな同じ くキリス トの子で

あっ て， 神 の 王 国 を つ ぐ者 で あ っ

た。」9

教 会が世界 じゅうの国々へ広が るに

つれて，教会内の文化的な多様性が増

していますが， どこに行 って も 「信仰

の一致」loを見いだす ことができます。

それぞれのグループが主の食卓 に特別
たまもの

な賜 と才能 を差 し出 し，皆，互 いに価

値あるものを分かち合 うことがで きる

のです。 しか し私たちは個人 として，

主イエス ・キ リス トの福音 に含 まれる

すべての誓約 と儀式，教義 を享受 しよ

うと進んで求める必要があ ります。 そ

れ らは私たちを一致 と救 いに導 いて く

れるのです。

さまざまに異 なる国民，文化，状況

にあって，私たちは皆，主のみ前で平

等です。パ ウロは次 のように教 えてい

ます。「あな たがた は みな， キ リス

ト・イエスにある信仰によって，神 の

子なのである。

キ リス トに合 うバ プテスマを受けた

あなたがたは，皆キ リス トを着たので

ある。

もはや，ユダヤ人 もギ リシヤ人 もな

く，奴隷 も自由人 もな く，男 も女 もな

い。 あなたがたは皆，キ リス ト・イエ

スにあって一つだか らである。

もしキ リス トの ものであるなら， あ

なたがたはアブラハ ムの子孫であり，

約束 による相続人なのである。」II

教 会員 になったか らといって，自分



自身 を失 うことにはな りません。私た

ちは神の王国の継承者 となり，キ リス

トの体の一部 とな り，個人的な違いを

わきに置いて， より大きな霊的 目標の

ために一致するのです。教会員の皆 さ

んに申しあげます。皆さんの文化や個

人的な特質の中で，気高 く，好 ましく，

精神 を高揚させ るものはすべて持ち続
かぎ

けて くだ さい。 しか し神権の鍵の権威

と権能 の下にあって，私たちが神の王

国の後継者 となり，神権 の鍵を所有 し

てい る者 に一致 して従い，みずか らの

内にある神聖 な特質 に目を向けるなら

ば，すべての違いは問題 とな りませ ん。

すべての人が歓迎 され，価値 を認めら

れます。 日の光栄の王国はただひ とつ

なのです。

私たちの真の力は多様性ではなく，

霊的，教義的な一致 にあ ります。た と

えば，バプテスマの祈 りと水に沈めら

れるバプテスマ は，世界 じゅうどこへ
せいさん

行 って も同 じです。聖餐式の祈 りもそ

うです。 どの国で も同 じ賛美歌 を歌 っ

て神 をたたえます。

この教会の高い道徳的標準は，あ ら

ゆる国のすべての会員に当てはまりま

す。正直 と高潔 という徳 はどの地で も

教 えられ，期待 されています。結婚前
はんりよ

の純潔 と結婚後の伴侶に対する完全 な

貞潔 は，全教会員に求め られてい ます。

こうした高い道徳的標準 を破る者は，

世界 じゅうどこで も会員 としての資格

を問われ ることにな ります。

神殿参入の要件が場所 によって変わ

ることはありません。神殿がある所 な

らどこでも，まった く同じ祝福が神権

の権威 によって授けられます。神殿 で

の礼拝には，教会員 としての一致が何

ものにも増 してよく表われています。

私たちは皆，神殿参入にふ さわしいか

どうかについて，同じ質問 に答 えます。

すべての男性 は同 じ服装 をします。す

べての女性 もそうです。神殿 に参入す

ると，私たちは世の煩いを離れ，皆，

同 じ祝福 にあずか り，同 じ誓約 を交わ

します。すべての人 は皆，主のみ前 に

平等です。 とはいえ，私 たちの霊的な

一致 には
，個性 とそれ を表現する機会

もた くさん与えられてい ます。 そのよ

うな状況 で，皆が王国の後継者 となる

灘

勉'
轟簸譲

のです。ハンター大管長の次の言葉は，

それ をよ く伝 えています。「教会が一

致す るための鍵は，教会員が心をひと

つにして，仲良 くす ることであり，内

輪で争 った り仲たがいする所 に一致 は

あ り得 ない。」12

私 たちの集会が霊的であるか どうか

は，集会が行なわれ る建物 や国 とはほ

とんど関係 がありません。ずっと以前，

私 はブラジルのマナウスという町に行

き，宣教師 と当時その地域に住んでい

た数人 の聖徒 に会 いました。 その町 は

アマゾン川のかな り上流 にあ り，周 り

はジャングルで した。ガラスの窓のな

い質素な家で集会が開かれ ました。非

常 に暑 い 日で，'子供た ちは床 の上 に

座 っ て い ま した。 エ リオ ・ダ ロー

チャ ・カマルゴ伝道部長が司会 し，ひ

とりの忠実な兄弟 に開会の祈 りをして
けんそん

くれ るように頼みました。その謙遜な

兄弟 はこう答 えました。「喜 んで いた
あかし

しますが，証 もしていいですか。」ひ

とりの姉妹が指揮 をす るように頼 まれ

ると， こう答 えました。「喜 んでお引

き受 けしますが，私 にも証 をさせて く

ださい。」
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そんなふ うにして，何 らかの責任 を

受けた人 は皆，同じように申し出まし

た。だれ もが，救い主 とその使命，イ

エス ・キ リス トの福音の回復 について，

強い証を述べたい とい う気持 ちに駆 ら

れたのです。 出席者全員が 「ふた りま

た は三人が， わた しの名 によって集

まっている所 には，わたしもその中に

い るのである」13とい う救 い主 の言葉

を思 い起 こし，霊的 な奥深い源に到達

したのです。 このようなことを行 なっ

た彼 らは，ブラジルの教会員 というよ

りむしろ，神 の王国の継承者 と呼ばれ

るにふさわ しいと言 えるで しょう。

言語 と文化 の多様 性 は，教会員 に

とっては成長 の機会で もあり，チャレ

ンジで もあります。すべての人が母国

語で福音 を聞 くようにするには，大変

な努力 と資金が必要です。 しか し，み

た まは言語 よりも高度なコミュニケー

ションの方法です。集会 に出席 した時，

話 され た言葉 は まった く理解 で きな

・かったが
，みたまが世の救い主であり

あがな

贋い主であるイエス ・キ リス トについ

て力強 く証するのはわかった， という

経験 をした人 はた くさんいます。た と

え言葉の違いはあっても，少数派のか

た がた が 「キ リス トのか らだ」国 に

あって疎外 されていると感 じ， 自分の

民族 だけで礼拝 したいと思ってしまう

ことのないように願 ってやみません。

だれもが自分は必要 とされていると感

じるような聖徒の共 同体 を築 けるよう，

多数派の教会員 は，福音 で結ばれた兄

弟姉妹 として手 を差 し伸べていただき

たい と思います。

霊的な平安は，民族や文化，国籍 を

問わず，神 に対す る献身および福音の

誓約 と儀式 に対す る献身を通 して見 い

だ されます。国籍にかかわらず，私た

ちは各 自，心の奥底 にまで思いを深 め，

私たち自身の内に秘 められた神聖な特

質 を見いだし，特別 な知恵 と霊感を与

えて くれ るよう主 に嘆願 する必要があ

ります。その ような心の深みに到達 し

て初 めて， ほん とうの自分や 自分の価

値，人生の目的を見いだせ るのです。

また，利 己心や名声，富への執着 を捨

、てようとするとき初 めて， この世の煩

いや心配事，心の傷，苦痛，そして惨



あん ど

めな思いから解 き放たれ，安堵感 に満

たされ るのです。 このようにして私た

ちは，J・ ルーベ ン ・クラー ク副管長

が述べたように 「内に秘められた豊か

な精神 を開花結実 させ る」15のです。

神 は私たちが永遠 に変わ らぬ至高の喜

び と満足を見いだすのを助 けて くださ

るばか りではな く，私たちが神 の王国

の継承者 となれるように，私たちを変

えて くださいます。

こうして私たちは， 自分たちの内に

ある神聖な特質に真に立ち返 ることが

できるのです。私たちの内には，人生

のチャレンジに対 してみずか ら選んだ

方法で立ち向かう力が あり，その力を

用いれば， いかなる状況をも克服で き

ます。救い主が病 に苦 しんでいた女性

に言われたように 「あなたの信仰があ

なたを救った」16のです。
あがな

イエスが私たちの貴い救 い主，騰い

主であ り，父なる神の御子であること

を，私 は確かに知 ってい ます。あまり

に神聖 な経験であるため，話す ことは

差 し控 えますが，私は主の実在 をはっ

きりと知っています。 ジョセ ブ ・ス ミ
かぎ

スが時満ちた る神権時代の鍵 を回復 し，

その鍵が教会の歴代大管長 に継承 され，

今 日， ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管

長の手 にあることは絶対に間違 いない

真実です。 これ らの ことを，イエス ・
あかし

キ リス トのみ名 により証いた します。

アーメン。
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幸福の

偉大な計画と結婚
七十人会長会

ジョー ・J・ クリステンセン

現在と将来にわたって結婚のきずなを強めるための8つ の実用的な提案

と妻のバーバ ラには恵 まれて6

私 人の子供がいます。何年か前の
ことですが， その6人 全員を連れて私

の両親 の所へ出かけました。父は私 に

向か って こう言いました。「ジ ョー，

おまえたち夫婦 も，いよいよ終わ りの

ない ことを始 めたようだな。」

この復活祭の季節に当た り，私たち

は全世界の人々に対 して，イエスがキ

リス トであ り，キ リス トの聖な る神権

と結び固めの権能 を通 して，結婚や家

族が，決 して終わる必要 もな く，永遠

に存続で きる， とい う理想的な真理を

高らかに宣言いたします。

きょう，私 は皆 さんに，私たちの結

婚生活 についてお話 ししたいと思い ま

す。 これか ら，8つ の実用的な提案を

します。できればこの提案が，現在 と

将来にわたって結婚 のきずなを強める

うえで，役 に立つものであってほしい

と願 っています。

1.結 婚生活で最も重要なことは何

か，常 に心 にとどめ てお く。 ブルー

ス ・R・ マ ッコンキー長老が天 父の

「幸福 を与 え る偉 大な計画」(ア ルマ

42：8)の 中 で，結婚の占める重要性

について，次のように言ってい ますの

で，よ くお聞 きください。

「この世 に生 を受 けたその瞬間か ら
，

神殿で結婚す るその時 まで，私たちが

教 えられる福音 の体系 というものは，

どの部分を取ってみて も，結婚 の神聖

なきずなに入るための準備 と資格獲得

のために備 えられた ものである。 その

きずなによって，私た ちはこの世 にお

いて も，来世においても，夫婦で あり

続 けることができる。……

この世 において，家族の創造 と完成

以上に大切 なげものはない。」(『救 いは

家族であずか るものである』「イ ンプ

ルーブメン ト・エ ラ」1970年6月 号，

pp.43-44)

2.結 婚 生活がうま くいくように祈

る。何年か前， まだ教会幹部が伝道部

を巡回 して，全宣教師 と面接すること

が一般的に行なわれていた時のことで

すが， 当時十二使徒定員会 の会員で

あったスペンサー ・W・ キンボール長老

が，伝道の終了 を間近 に控 えたひ とり

の長老 と面接 をす る機会があ りました。

「長老，あなたは解任 された ら，何

をするつもりですか。」

「大学へ戻 るつ もりでい ます
。」そし

て， にこにこしながら，こう付 け加 え

ました。「それか ら，で きれば恋 をし
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て，結婚 したいんです。」

これに対 して，キンボール長老 は次

の ような賢明なア ドバイスを与 えまし

た。「それで は，祈 る ときには，愛 す

る人 と結婚で きるように祈 るのではな

く，結婚する人 を愛せ るように祈 って

くだ さ い 。」

自分が もっと親切 で，思いや りも深
けんそん

く，謙遜で，忍耐強 く，人 に対 して寛

容であ り， そして特に利己的な心を捨

てられるよう，祈 ることが大切です。
はんりよ

よい伴侶 になろうと努力するとき，

個人 的な問題や弱点があるためにそれ

がで きない としたら，その問題や弱点

を認めるためには，私た ちは祈 りを通

して主のみ もとへ行 き，モルモ ン経 に

ある次の ような力強い約束の恩恵にあ

ずか る必要があ ります。「もし人われ

に来 らば，われ はかれにその弱点を認

めさせん。……かれ らがわが前 にへ り

くだ りわれを信ずる時にはその弱 きを

強きに変 えん。」(イ テル12：27)

だ か らこそ，祈る必要があるのです。

日々 ともに祈 っている夫婦で結婚生活

上の重大 な問題 を抱 えている例 は見 た

ことがない， と数多 くの教会指導者や

結婚 カウンセラーが言ってい ます。何

か問題が生 じ，結婚生活 に危機が訪 れ

た ときには，夫婦で ともに祈 ることが

最 も効果的な治療法である場合が往 々

にしてあるのです。

3.よ く耳を傾ける。時間 を作 って，

伴侶 の声に耳を傾 けて ください。で き

れば，定期的に話 を聞いてあげて くだ

さい。率直 に話 し合い，伴侶 としてそ

の役割 をきちん と果たしているか どう

か，評価 し合って ください。

ブ レン ト・バーロー兄弟が，ある時

神権者の兄弟たちにこんな質問をしま

した。「皆 さんの中で，啓示 を受 けた

い と思っている人 はどれ くらいいます

か。」全員 の手が挙が りました。す る

と，バー ロー兄弟 は，「それでは，全

員帰宅 した ら，奥 さんに どうした ら自

分はもっ とよい夫になることがで きる

か，尋ねてみて ください」と，提案 し

たのです。彼 自身は，その結果 につい

て，次 のように言 っています。「私 も

自分の提案に従ってみました。 その日

の午後は，妻 のスーザ ンと1時 間以上

にもわたって，実に有益 な話 し合いを

す ることがで きたのです。」(「エンサ

イ ン」1992年9月 号，p.17)こ の よ

うな会話 は私たちに とって，啓示 とな

り得 るものです。

兄弟の皆 さんの中で，奥 さんか らこ

んな言葉を聞いた ことのある人 はいな

いで し ょうか 。 私 は最 近 ， 妻 か ら

「ジ ョー
，ち ゃん と聞いて くれている

の」 と言われ ました。私が ちゃんと聞

いているのか どうか，疑問に思ったの

は妻だけではあ りませ んでした。 しば

らく前の ことですが，私は昼寝をして

いた時 に，孫娘のアリソンがやって来

て，私の片方の まぶたを開けると， こ

う言 ったのです。「お じいちゃん，そ

こにいるのP」 私たちはいつも 「そこ

に」いて，連れ合 いの呼びかけにはこ

たえてあげたい ものです。

4.「 いたず らにあら探 しをする」

ことを避ける。お互いの欠点 に対 して

過度に批判 的にならないことです。だ

れひとりとして完全な者 はいない， と

いう点を忘れないで ください。私たち

の目標 として，指導者が説いている，

キ リス トの ような者 となるためには，

まだまだ長い時間が必要なのです。

藪騨 、

綱 、

鞭

譲

餓灘

懇
鍵 耀
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キ ンボール大管長が言っているよう

に，「いたず らにあ ら探 し」 を続 けて
は たん

いると， どんな結婚生活で も破綻 して

しまいます。(「結婚 と離婚」1976年 ブ

リガム ・ヤング大学年度講話)一 般的

に言って，私たちは皆， 自分の欠点に

ついては痛いほど承知 しています。だ

か ら，人か らそれについてた びたび

言って もらう必要はないのです。絶え

ず批判 された り小言 を言われた りした

結果，よい方 に変わ った という人 はほ

とんどいませ ん。注意 しない と，私た

ちが建設的な批判 のつ もりで言った こ

とが，実際には人を落 ち込 ませる結果

になることもあるのです。

ときには，何 も言わず にいた方が よ

い場合 もあ ります。 ロー ラ ・ウォル

ターズ姉妹は，結婚後間 もないころ，

ある雑誌で，結婚のきずなを強めるに

は，夫婦で定期的に率直 に話 し合 う時

間を持ち，その時， お互 いに気 に入 ら

ない癖があれば，それ を指摘す るとよ

い， とい う記事 を読 みました。彼女 は，

その経験 を次 のように書 いています。

「私 たちはお互 いに気 に入 らないこ

とを5つ ずつ指摘することにし，私か

ら始 め ました。… …私 は主人 に， グ

レープフルーツの食 べ方が嫌いだ と言

いました。主人 は，グレープ フルーツ

を食 べるとき，皮 をむいて， まるでオ

レンジで も食べるようにして食べ るか

らです。私はそんなふうにグレープフ

ルーツを食べ る人 を見た ことも，聞い

た こともあ りませ ん。若い乙女が，グ

レープフルーツをオ レンジのように食

べる夫 と生涯 を， いや，永遠 をともに

過 ごすなんて，いかに も夢のない話で

した。……

私の方で 〔5つ 挙げ〕終わると，今

度 は主人が，私の嫌いな点を挙げる番

にな りました。……すると，主人 はこ

う言 ったのです。 『実 を言 うと，ぼ く

は君の嫌 いな点が何ひ とつ思い浮かば

ないんだよ。』

息が止 ま りそうでした。

私 は急いで主人に背 を向けました。

自分の 目にあふれた涙がほおを伝 って

い く理由を， どう説明 したらいいかわ

か らなかったからです。」

ウォルターズ姉妹 は， この話 を次の



ように結 んでい ます。「性格 の不一致

を唱える夫婦 の話 を聞 くたびに，私 は

いつも， そうした夫婦 も私が 『グ レー

プフルーツ症候群』 と名付 けた病気で

苦 しんでい るのではないか と，考えて

い ます。」(「エ ンサイ ン」1993年4月

号，p.13)

そ うです。 ときには何 も言わない方

が よい こともあるのです。

5.い つまでも新婚時代の気持 ちを

忘れない。一緒 にふた りだ けで，何か

をする時間 を作 って ください。家族 と

して子供たち と一緒 に過 ごす時間 もも

ちろん大切ですが， それ と同じように，

ふた りだけで毎週定期的に時間 を過 ご

す必要 もあ ります。 きちん と時間の調

整 をしておけば，「結婚 生活 は とて も

大切 なものだから， それを大切 に育て

ていこう」 という両親の気持 ちを子供

たちにわかってもらえるはずです。 そ

のためには，決意 と計画 と時間の調整

とが必要です。

お金 をか ける必要 はあ りません。一

緒に時間を過 ごす ことが，いちばん大

切な要素 なのです。

ある時，私の義父が昼食 を終 えて再

び畑 に戻 ろうとした時です。義母が大

きな声 で こう言い ました。「アルバー

ト，戻って来 てち ょうだい。私 に 『愛

して るよ』 って言って。」義 父は，ニ

ヤ ッとすると， こんな冗談 を言 って笑

い とば したのです。 「エルシー，結婚

した時， ちゃん と 『愛 してる』 って

言ってあげただろう。 もし気が変 わっ

た ら，す ぐに教 えるか ら。」「愛 してる

よ」という言葉を言いすぎることはあ り

ません。 どうぞ，毎 日使 って ください。

6.す ぐに 「こめんなさい」と言う。

この言葉 を口にすることがつらい と思

うこ とが あって も，で きるだけ早 く
ゆる

「す まなか った
。赦 して ほ しい」 と

言 って ください。た とえ， 自分 には

まった く落ち度がない ときでも， そう

して ください。真実の愛 を育 てたいと

思った ら， 自分の過ちや間違 いを素直

に進んで認める者 になることです。

意見の食い違いが生 じた ときは， よ

く話 し合い，解決がで きればそれに越

したことはあ りませんが， ときには沈

黙の時間を守 るのがいちばんよい場合

もあ ります。 ぐっとこらえて，10ま で，

あるいは100ま で 数 えることが大切 で

す。場合 によっては， 日が暮れても，

怒 りを胸 に秘めた ままにしておいた方

が，翌朝 目が覚 めた とき，問題 を落 ち

着いて冷静 に見 ることができ，解決 の

チャンスが広がる場合 もあるのです。

ときどき， こんな話 を聞 くことがあ

ります。 「私た ちは結婚 して50年 にな

りますが，今 まで意見の食い違 いな ど

一度 もあ りません
。」 もしこれが言葉

どお りだ としたら，夫婦 のうちの どち

らかの意見が異常に抑 えつけられてい

るか，それ ともだれかの言 うように，

どち らかが 「真実に対 して無知」なの
そうめい

で しょう。聡明 な夫婦な ら必ず意見 の

食い違いは存在 します。問題は，その

解決法 をはっ きりと知っているか どう

かです。 そして，そうい う努力が，幸

福な結婚生活をさらに充実 させ るため

の過程の一部なのです。

7.収 入の範囲内で生活するよう努

める。結婚生活で起 きる最 も大 きな問

題の中には，家計の問題 にかかわって

起 きて くるものがい くつかあ ります。

「米国法廷弁護士協会の調査 による と

……離婚全体の89パ ーセン トが，その

原因 をさかのぼると，金銭に関するけ

んかや非難に行 き着 く」のだそうです。

(「エ ン サ イ ン」1975年7月 号 ，

p.72)予 算 の範囲 内で生活す るため

に，進 んで購入 を延期 した り，差 し控

えた りして くだ さい。毎月， 自分 の収

入 よりも50ド ル少 ない予算で生活 する

のは幸福 に通 じるけれ ども，収入 よ り

50ド ル多 く使うのは悲劇 に通 じる， と

いうことを忘れないで ください。 はさ

み とクレジットカー ドを取 り出 して，

ホランド長老が言 うように，カー ドを

切 り刻 む 「プラスチックの手術」(「エ

ンサ イ ン」1986年6月 号 ，p.30)を

しなければならない時が来たのかもし

れません。

8.家 庭 と家族の責任;を平等に果た

す。ただ座 っているだけで，何でもし

てもらうのを待つような夫になっては

いけません。そ うい う夫は，生活費を

稼 ぎ出すのが 自分の仕事で，家事や育

児 は妻ひ とりの責任だ と考 えています。

家庭や家族 を維持する責任 は，ひとり

のものではありません。

このように家庭の ことに関 しては，

聖徒 の道/1995年7月 号

70



共同責任 を負っているのだ とい うこと

を忘れないで ください。バーバラ と私

は，毎朝ベ ッドを整 えるのに，ふた り

ですれば1分 もかか らない ことを発見

しました。 しか も，それだ けでベ ッド

が一 日じゅう整ってい るのです。バー

バラは，私にそういう仕事 をさせるの

は，それによって私 に一 日じゅう気持

ちよ く過 ごしてほしいか らだ， と言っ

ています。それ は確か に一理あると私

は思っています。

一緒 に聖典 を勉強す る時間を取って

ください。 そして，キンボール大管長

の次 のような賢明な勧告に従って くだ

さい。「夫 と妻が一緒 にた びたび聖 な

る神殿へ参入 し，家庭で家族 とともに

一緒 にひ ざまず いて祈 り，手 を取 り

合って教会 の集会 に出席 し，精神的に

も肉体的に も汚れのない生活 を送 り，

……そしてふた りが ともに神の王国の

建設に携わっているとした ら，その と

き幸福 は頂点に達す る。」(「結婚 と離

女昏」p.24)

要約 しましょう。

●結婚生活で最 も重要 なことは何か，

常に心に とどめてお く。

●結婚生活が うま くい くように祈 る。

●よく耳 を傾 ける。

● 「いたず らにあら探 しをす る」 こ

とを避 ける。

●いつまで も新婚時代 の気持 ちを忘

れない。

●す ぐに 「ごめんなさい」 と言 う。

●収入の範囲内で生活するよう努め

る。

●家庭 と家族 の責任 を平等 に果たす。

私はイエスがキリス トであることを
あかし

証 します。 あの3日 目に墓が空になり，

「アダムにあってすべての人が死んで

いるの と同じように，キ リス トにあっ

てすべての人 が生か され る」(1コ リ

ン ト15：22)こ と を証 し ます。 イエ

ス ・キ リス トの回復 された福音の中に

結び固めの権能があることに感謝 しっ

つ，私たちは，かの詩人 とともに，確

信を もってこう申 しあげます。「我 は
なれ

死 し て さ ら に 汝 を 深 く愛 す 」(エ リザ

ベ ス ・パ レ ッ ト ・ブ ラ ウ ニ ン グ 「我 ，

汝 を い か に 愛 す や 」)イ エ ス ・キ リ ス

トの み名 に よ り， ア ー メ ン。

「すべて神のみこころ

に背くことを捨てよ」

十二使徒定員会会員

ニール ・A・ マツクスウエル

おもな社会的，政治的問題のほとんどは，無私の心を大量投与しなけれ

ば解決できません。

ボ∴島蝿粛騰
この十 二 使 徒定 員 会 に，私 はヘ ン

リー ・B・ アイ リング長老 を迎 えられ

ることをうれ しく思い ます。アイ リン
そうめい

グ長老 はや さしさ と聡明 さ を合わせ

持った特別な方です。 また私はジェー

ムズ ・E・ ファウス ト副管長を喜んで

支持 します。ファウス ト長老 とは14年

間，十二使徒会で席を隣 り合わせ，30

年 以上 にもわたってさまざまな市民活

動や教会の責任に携わった同僚です。

私 には5人 のすばらしい肉親の姉妹が

いますが，肉親の兄弟 はいません。 し

かし， ファウス ト長老 は長年の間，私

に とってそのような兄弟で した。

さらに，私 は改 めて感謝を込めて，

トーマス ・S・ モンソン副管長 を支持

します。モンソン長老は，やは りその

同じ期間，私に機会 を与え，私 を指導

し，力づけて くれ ました。モ ンソン長

老 はときとして，その優 れた記 憶力で

人々によ く知 られていますが，彼が人

知れず行なう親切 にはもっ と大 きな注

意が払われるべ きで しょう。

1935年 に伝道 から帰 ったゴー ドン ・

B・ ヒンクレー長老は，イギリス諸島

での特別な働 きについて大管長会 に報

告す るように求められました。予定さ

れた15分 が1時 間半近 くまで延ばされ，

感銘 を受 けた大管長会は， ヒンクレー

長老 に伝道を助 けるように要請 しまし

た。 それ以来 ヒンクレー長老 はほ とん

ど教会の執務 ビルを離れた ことがあ り

ませ ん。 そ して今，60年 前 に初 めて

入った大管長会評議室の中央のいす に

へ りくだって座 っています。

ヒンクレー大管長 は，霊性 と実践力

を兼ね備 え，確かな原則 を鋭敏 な心 に

蓄 えてい ます。彼 を表わす言葉 には，

優れた判 断力，優れたユーモア，優れ

た意志，優れた聞 き手な ど，共通 して

いるのは 「優れた」 とい う形容詞です。

優れた徳が今 日のヒンクレー大管長 を
かぎ

作 り上 げた鍵であって，私は喜んで彼

を大管長 として，予言者，聖見者，啓

示を受ける者 として支持 します。 この

気高い召 しは，並外れた備えの後 にひ

ときわ優れた弟子にもたらされ ます。

弟子に関するイエスの教えには，行

な うこととその優先順位が含 まれてい

ます。「だれで もわた しについてきた

い と思 うなら， 自分 を捨 て，日々自分
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の十字架 を負 うて，わたしに従ってき

なさい。」(ル カ9『 ：23， 下線付加)ま

た別の箇所 でモロナイが宣言 したよう

に 「すべて神のみこころに背 くこと」

(モロナイ10：32)， す なわち大 きな罪

とささいな罪 をすべて捨てる必要があ

ります。大 きな岩の ような罪が私たち

の道 をふ さぐ一方で，砂利 のような小

さな罪 も弟子の働 きを弱めます。小 さ

な石のような罪がつ まず きの石になる

のです。

ベ ンジャミン王 とパ ウロは，肉欲に

従 う人 の生 まれつきの弱さについて述

べています。彼 らは神 に背 き，霊的な

事柄を 「愚かな もの」 と見 なします。

(モーサヤ3：19;1コ リン ト2：13-

14;コ ロサイ3：9参 照)で すか ら，生

まれなが らの欲望や見方を取 り去 るこ

とが， 自分 を捨て る大 きな要素であ り，

ときにはそれがひどく恥ずか しい思い

や，後悔 の念を伴 うこともあります。

(ジ ョセブ ・ス ミス訳ルカ14：28参 照)

しか し，現代で は， 自由や個人の欲

望 に対する誤 った見方が否定され るど

ころか， もてはや されています。ある

筆者によれ ば， このマ ン トラ呪文の持

つ独特 の リズム はこうです。「……私

私 私 私 。」(ト ム ・ウ ル フ
かくせい けんらん

『自分本位の時代 と第3の 覚醒』「絢欄

た る時代」p.293。 デ ビッド ・フラム

「デッドライ ト」p
.203に よる引用)

感 情に基づ く幸福 は，永続 しません。

公認 された娯楽であっても， それを生

み出す もの と同様 に移 ろいやす く，真

の喜びはそれをもたらすものと同様に，

永続するのです。

現代 の有害 な思想の中で，快楽主義

は最 も多 くの人々に悪影響を与えてい

ます。その ような快楽主義は，人 とは

違 う生活様式 をしているだけだ と言 う

のでは，あ まりに単純す ぎます。ゲラ

サの豚 たち もそうで した!

4半 世紀前 に，歴 史家の ジ ョン ・

ルーカクスは次のような洞察のある警

告を与 えています。 「性的不道徳 は，

一部の人々を巻き込むだけでな く
，現

代 の道 徳的危機 の中心 とな るで あろ

う。」(ジ ョン ・ルーカクス 「近代が迎

える死」p.169)ル ー カクス は誇張 し

ている と考える人 もいますが，子供 の

妊娠，未婚 の母，両親のいない子供，
まんえん

何十万人 もの父親のいない子供，蔓延

する不貞な ど，その後起 こったあ りの

ままの悲劇 について考 えてみて くだ さ

い。 こうした出来事 とその結果により，

社会の未来 は，それが到来す る前 に脅

かされているのです。 しかし，肉欲主

義者 は，雪崩のように降 りかかる恐ろ

しい結果に社会全体が苦 しめられて も，

自分 の考えを捨 てようとはしません!

次 のあ りの ままの統計 について考 え

て くだ さい。 「合衆国の約40パ ーセン

トの子供が，父親の住んでいない家庭

に寝 に帰 る。」(デ ビッド・ブランケン

ホー ン 『父親 のいない生活 』「USA

ウイークエンド」1995年2月26日 号 ，

PP.6-7)

この数字が60パ ーセ ン トになると予

測 している人 もい ます。 この解説者 は

さらにこう述べています。 「父親不在

が最 も急 を要す る社会問題，すなわ ち

犯罪か ら未成年者の妊娠，家庭内暴力

な どの原因になっている。」(同 上)兄

弟姉妹の皆さん，残念なことにこうし

た結果が，アメリカの最 も重大な問題

を構成 し，それ らはスラムのように広

がる世俗主義か ら生 まれ るのです。

箴言 にこうあ ります。「戒 めはとも

しびである……。」(箴 言6：23)ひ と

たび暗 くなる と， その社会 は善悪 を識

別す る力や， もともと間違 っているも
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のを指摘す る力 を失います。戒め とい

うともしびがな ければ，世の中は望み

を失って，一時的な解決法を打ち立て，

新たな標準 を受け入れ後退 し，問題 を

避 けるようにな ります。すべてを許す

社会は，結局すべて を失 うのです!

したがって，人々が理解 していよう

とい まいと，個人の道徳観が非常 に大

切なのです。 しかし今 日，自分を正当

化する叫び声が多 く，恥 じ入 る声 はほ

とん どありません。 また悪 い行 ないは

だれの責任で もな く，すべての ことに

は言い訳が立つ と考えています。

そのような正反対 の価値観の中で，

被害者が しばしば無視 され，加害者が

たたえられて も，驚 くに当た りません。

同様 に実際の告 白の中には， 「自分自
ゆる

身を赦せるように願 っています」 とい

う意味の言葉が あります。反対 に，不

審を感 じた使徒たちは， どちらを向 く

必要があるか知 っていました。使徒た

ちは皆，今 にも起 こる裏切 りについて

恐る恐 るイエスに尋ね ました。「主 よ，

まさか，わたしではないで しょう 〔…

…
。〕」(マ タイ26：22)

れんびん

自分勝手や自己憐欄 という沼か ら醜

悪な罪が徐々に現われてきます。 しか

し，悪い言葉 を使 うといった小 さな罪

も，その沼から，泥の中の虫けらのよ

うに生 まれてきます。では私たちはな

ぜ， 「肉の ことを思」 う人 々に，悪い

言葉を正す よう求 めるので しょうか。

(ローマ8：5)

あ る人々に'とって， 「彼 らの神 はそ

の腹」であ り，体 のほかの部分が礼拝

の対象です!(ピ リピ3：19)ま た2，3

の快楽主義者 に とって，「ほしい まま

に……不潔 な行いをして」 も，彼 らの

栄光 はその恥 なのです。(エ ペ ソ4：

19)悲 しい ことに，悪人を うらや む人

もい ます し，悪人がその報 いを受 けな

いことに不平 を言 う人 もいます。(箴

言23：17;マ ラ キ3：14-15参 照)

皮 肉な ことに，すべての望みにおい

て，自己中心的で感受性の鈍い快楽主

義者 は，ほとんど無感覚になっている

自分の感性 をたた えます。3人 の予言

者たちが， 口をそろえて， そのような

人は 「なんらの感 じもない」 と言って

い ます。(1ニ ー ファイ17：45;エ ペ



ソ4：19;モ ロナイ9：20参 照)

民 が 「道を守 ら」な くなる と，やが

て彼 らは 「野蛮」 にな り，「慈悲の心

がな」 くな り，無感覚になります。

(モ ロナイ9：11-20参 照)そ の よう

な人 は真の喜び を味わえません。た と

えば神への心 か らの感謝，「罪 …… に
おぽ

溺 れ」(IIニ ー ファイ4：28)た 人 を

助 ける喜び， あるい は，称賛や報酬 を

ほかの必要な人に譲 って進んで何か を

する喜 びな どです。

私たちの物理的環境 も家族の置かれ

た状況 と同様 に，利己心 によって脅か

されてい ます。人々 はオ ゾン層 に開い

た穴について心配 します。 しか し，戒

めというともしびを欠いた多 くの家族

は，スイスチーズの ようにまさに穴だ

らけなのです。

もちろん，魔法のつえをひ と振 りし

て家族 を直 ちに改善することはできま

せん。下流には堤防や砂袋が必要か も

しれ ませんが，ほん とうの問題は家族

とい う水源 にあ ります。多 くの事柄 は，

私たちの家族が よくなるまで改善 され

ませんが， それにはもっと無私の心が

必要です。 おもな社会的，政治的問題

のほ とん どは，無私の心 を大量投与 し

なければ解決で きません。皮肉なこと

に， これは戒めが教えられ，互いに愛

し合 う家族 の中ではぐくまれる最高の

特質なのです。

一方
， この世 では，つかのまのもの

と永遠の ものを自由に選ぶ ことがで き

ます。(IIニ ー ファイ2：27参 照)人

人の選択の結果，ポルノグラフィー は

子供 たち よりも保護されています。 も

ちろん自制 は検閲 に勝 りますが，快楽

主義者 に自制 を求め るの は， ドラキュ

ラに血液銀行の周 りをうろつかないよ

うに言 うの と同 じです。

十戒のほ とんどは，「何々 してはな

らない」 という自制の戒めです。天父

は私たち を完全 に愛 し，私たちの性癖

を完全 に知 っておられます。 うそ，盗

み，殺人， ねたみ，性的不道徳，親 を

ないがしろにすること，安息 日を破 る

こと，偽証 など，すべての ことは神の

標準や人類への影響などかまわずに，

当座 の楽 しみをむさぼるという過 ちか

ら起 こるのです。予言されてい るよう

に，道徳観 は相対的な ものだ と言 う人

人が増 えてい ます。「あらゆる者 おの

が心 の ままに振舞 いおのれ らの神 の
かたち

姿 を求むれ ども，その姿は人 の世の像

……な り。」(教 義 と聖約1：16)

戒 め というともしびがなければ，善

悪 の識別 はできません。(モ ルモ ン経

ヤコブ4：13参 照)私 が読 んだ本 によ

れ ば， あるナチの指導者は，ガスで殺

されるユダヤ人 を監視 しなが らハイ ド

ンの音楽を聴いた といい ます。おそ ら

く彼は自分の音楽の鑑賞力 を自慢 して

いたでしょう。

ム ッソリー二は，イタリアの鉄道を

時間 どお り走 らせて乗客から喜ばれま

したが，その全体主義統治の恐るべき

結果 とそれによって奪われた数万人 の

命 とは， とうてい償 えるものではあ り

ません。

だれ もが，あざけるゴリアテに立ち

向かった若 きダビデをほめたたえます。

しかし，ダビデの初期の勇敢な行為 も，
かんいん

後 にウリヤの妻バテシバ と犯 した姦淫

を償 うことはできません。すべて を考

慮すると，兄弟姉妹の皆さん，ダビデ

が最 も打撃 を与 えたのはだれでしょう，

ゴリアテでしょうかPウ リヤで しょ

うかPそ れ ともダビデ自身ですかP

同 じように神の第2の 戒 め 「あなた

の隣人 を愛 しなさい」 は明 らかに人種

差別 を許 しません。しか し人種差別 を

なくして も，人が欲望の奴隷になって

い るなら， まだじゅうぶんではないの

で す 。 イ エス は よい こ との 中 に も

「もっと重要な」 ことがあると言って
，

バランスを取ることの必要性を強調さ

れ ま した。(マ タイ23：23)戒 め を

守っている青年 に，イエスは 「あなた

に足 りないことが一つある」 と言って，

財産 に執着する誤 りを指摘 されました。

(マ ル コ10：21)ほ とん どの人 に とっ

て，足 りないのはひ とつだ けではあ り

ません。主 に近づ くなら，主は私たち

に 「弱点を認めさせん」 と約束 されま

した。(イ テル12：27)こ の ゆえに，

だれ もがす るよいことをして，弱点に

取 り組めなかった という言い訳 はでき

ないのです。

私たち自身のわがままな行為の リス

トは，真の喜び と正反対 のものです。
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それ は自分を捨てるまでは経験できな

い喜：びです。一方，生活の中に大 きな

罪がない と，見かけの小 さな罪に対 し

ていいかげんになることがあ ります。

両親への訪問や世話 を怠 るのは，父 と

母 を敬 うのを怠ることです。 そのささ
はんりよ

いな形での自制心の欠如が，伴侶への

不親切 な言葉 を招 き，極端 な場合，家

庭で虐待や殺人さえ起 こす ことがあ り

ます。攻撃される ときに仕返 しする性

癖 は，私たちをぞんざいで不作法 にし，

人々 を兄弟姉妹ではな く，単なる対象

物 として扱うようにさせ ます。 こうし

て，エゴがあふれて こぼれた毒液が広

がるように，あ らゆる致命的な罪 に流

れ込 む の です 。(箴 言6：16-19参

照)若 い親た ちは，わずかコップ半分

のこぼれた ミルクが∫台所の床半分を

覆 うのを知 っているでしょう。小 さな

罪 もその ように広が るのです。

イエス は欠 けた ところのない霊的完

全 さにより， まことに 「道であ り，真

理であ り，命であ」 り，主の道は世 の

中の道 と明確な対照 を成 しています。

(ヨ ハネ14：6)イ エ スの完全 な属性
きよ

は，聖いだけでな く，まった く欠 けた

部分があ りません。イエスの神聖な属
しょくざい

性が なければ，驚 くべ き贋 罪 を成 し

遂 げることはで きません!そ して主

は私たちに， ご自身のようになるよう

求 めてい らっ しゃい ます。(マ タイ

5：48;IIIニ ー ファイ12：48;27：29

参 照)主 の弟子の重い くびきは，軽 く

な ります。(マ タイ11=30参 照)主 が

重荷を軽 くし，私たちの肩を強 くして，

「耐 えられるように」 して くだ さるの

です。(モ ーサヤ24：14;1コ リ ン ト

10：13参 照)
ささ

個人の犠牲 として，祭壇 に動物 を捧

げることはしません。代わ りに，私た

ちの中の動物的な欲望 を祭壇の上 にお

いて，焼 き尽 くすのです!そ れは犠

牲 として主に捧げる 「へ りくだ りたる

心 と悔 いる精神」であ り(教 義 と聖約

59：8)， 神 を知 るた めに 「一 切 の

罪」 を捨て，十字架 を負 ううえで必要

な ことで す。(ア ルマ22：18)自 分 を

捨ててか ら，主を完全に受け入れるこ

とができるか らです。イエス ・キ リス

トのみ名 によ り，アーメン。



主のみ業
大管長

ゴードン ・B・ ヒンクレー

私たちは皆，この偉大なみ業にともに携わっています。私たちは，天父が

み業を推し進め，栄光を示されるうえで助け手となるために召されている

のです。

愛なる友，また この偉大なみ業

親 の同労者である，全世界の兄弟
姉妹の皆さん，皆さんよくご存 じのよ

うに， これ は私 にとって最 も厳かで神

聖な機会です。へ りくだって聖霊の導

きを求 め， 自分の心の思いをなんとか

皆 さんにお伝えしたいと願 っています。

もし私的な思いを話 しすぎるような こ

とがあ りました ら，お許 しいただ きた

いと思 います。 その ときには，一人称

単数の表現 は忘 れるように努力 します。

私たちは最近，愛する友 であ り指導

者であった第14代 大管長，民の予言者

ハワー ド ・ウィリアム ・ハ ンター長老

の死 を悼み ました。大管長 としての在

任期間は短いもので したが，私たちに

残して くれた善への感化力には実 に大

きなものがあ りました。温和で穏やか

な方で したが， このみ業の真実性 に対

する強い確信 は，キ リス トのような生

活 を送るようにとい うその教 えに強い

説得力を与えていました。

1995年3月3日 の朝，息を引き取 る

前に，ハ ンター大管長は肉体的にかな

り苦 しみました。そして，男性，女性，

子供 を合 わせ，2万5，000人 以 上 の

人々が教会執務 ビル を訪れ，美 しい広

間に安置 されたひっぎを前にして弔意

を示 しました。人々 は，わずか数カ月

前に自分たちが支持の挙手を した人へ
ほ

の愛 を胸 に，恭 しい態度で整然 と歩 を

進めました。

1995年3月8日 の水曜日に， この由

緒あるタバナクルで，ハンター大管長

の葬儀が行なわれ， その模様 は放送 を

通 して多 くの人々に伝 えられ ました。

葬儀 は，いまや歴史上の人物 となった，

徳 にあふれた偉大な方 を追悼 するにふ

さわしい ものでした。後に残 されたハ

ンター姉妹 とその ご子息， そして3代

にわたる親族のかたがたに私たちの愛

と弔意 をお伝 えしたい と思い ます。遺

族のかたがたが， 「わた しこそあなた

を慰 める者だ」(イ ザヤ51：12)と 宣

言 されたお方か ら慰め と支えと祝福 を

受 けられ ます ように。

ハ ンター大管長の死去 に伴い大管長

会 は解散 しました。副管長の職 を務め

ていたモンソン兄弟 と私 は，教会の管

理機関 となった十二使徒定員会の会員

の立場に戻 りました。

3週 間前の日曜 日，聖任された使徒

が全員，断食 と祈 りをもって，神殿の

階上の部屋に集い ました。私たちはそ

こで ともに神聖な賛美歌 を歌 い，祈 り
ささ ばんさん

を捧 げました。そ して，主の晩餐 の聖

餐を受 け，その神聖かつ象徴的な誓約
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あがな

の中で，聖 なる瞭 い主であ られるお方

との契約 と関係を新たにしました。

その後，代々確立 されて きた慣行に

従 って，大管長会が再組織 され ました。

そこには職 を巡 る選挙運動 も，論争

も野心 もあ りませんで した。 それは静

かで，平穏 で，簡潔で，神聖 なもので

した。主 ご自身が定 め られ た方式 に

のっとって行 なわれました。

多 くのかたがたから，お祝 いと信頼

の気持ちを示す言葉 を頂 きました。教

会員の皆 さんか らの言葉 もあ りました

が，教会外の人々からの言葉 もありま

した。皆 さん一人一人 に心か らの感謝

を申しあげます。私はそれ らの賛辞が，

人 間ではな く，召 しに対す るものであ

ることをよ く承知 してお ります。

昨日の朝，世界 じゅうから来た教会

員が聖会に集いました。そして，強制

によらず， 自分 自身の意志で手 を挙げ，

3週 間前の使徒たちの決議 を承認 し，

奉仕の務めに召された人々を支持 しま

した。

皆さんご存 じのように，私 はこれ ま

で3人 の偉大な大管長 に，副管長 とし

て仕える特権 にあずかって きました。

重要な責任 とい うものの何 たるかを，

多少は心得 ているつ もりです。にもか

かわ らず， この数 日は自分の非力 さに
かしら

心が沈 み， この教会の頭であられる主

に， また副管長，十二使徒，七十人，

管理監督会，そ して世界 じゅうの教会

員の力に全幅の信頼 を置かなければな

らない とつ くづ く思いました。私は今

どのように言えば， 自分の心か らの感

謝 と愛を表現で きるのか と考 えていま

す。

何年か前に指導者の孤独感 とい うこ

とについて話 をしたことがあ ります。

その孤独感のほん とうの意味を，今初

めて実感 しています。なぜ この大切 な

責任が自分の肩 に懸かってきたのかそ

の理 由はわか りませ ん。皆 さんの中に

もそのよ うに感 じている方がい らっ

しゃるので はないで しょうか。 しかし，

現実 はこのように，私たちが召 された

のです。

このような状況になると，人 はこれ

まで過 ごして きた人生 を振 り返 り，さ

らには，その人生が始 まる前にまでさ
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「喜 ひの時」 と題 され たこの像 は
， モルモンの女性 をたたえる一連の彫刻作品の

ひとつで，教会本部 ビル前の広場 に設置されている。

かのぼって，思い を巡 らします。私は，

この教会 に改宗 した最初 の先祖か ら数

えて，わずか3代 目の教会員です。祖

父 は， まだ少年だった1836年 の夏 にカ

ナダのオンタリオ州でバプテスマを受

けました。祖父の母親 は夫 に先立たれ，

後 にふた りの子供 を連れてイリノイ州

のスプ リングフィール ドへ移 りました。

祖父はそこか らさらに徒歩でノーヴー

へ行 き，そこで予言者 ジョセ ブ ・ス ミ

スの話 を聞 きました。1846年 に教会員

が西部への移動 を始めた時，祖父 は体

力，能力，信仰 を備えた18歳 の若者に

なってい ました。彼は大型 の荷馬車を

か じ

作る腕 のよい職人で，鍛冶の技術 も持

ってい ました。祖父 は，西へ向かう人

人 を助けるためしばらくアイオワにと

どまるように と，ブリガム ・ヤングか

ら求め られ た人 々の ひ とりで した。

1848年 に結婚 し，1850年 の春 にこの峡

谷に向けて出発 しました。

しか し， この過酷 な旅の途中に，彼

の若 い妻 は病気にかか り，死 んでしま

い ました。彼 は自分の手で墓穴を掘 り，
ひ

丸太 を挽 いてひつぎを作 りました。 そ

して懇ろに妻 を葬ると，涙なが らに11

カ 月の子供 をその腕 に抱 き，再び この

峡谷へ歩 き始 めたのです。

聖徒 の道/1995年7月 号

乃

山深いこの峡谷地帯 に教会員を定着

させ るために，それに伴 う数々の困難

な仕事を行なうよう，ヤング大管長か

ら繰 り返 し召された人 々がいましたが，

祖父 もそのひ とりでした。彼 はシオ ン

の ミラー ドステーキ部 のステーキ部長

の職 を務 めました。ステーキ部の数が

ごくわずかな時代 で，祖父はユタ中部

の広大な地域 を含 む ミラー ドステーキ

部 の中を，ある時は馬車で， ある時は

直接馬を駆って，何千キロも旅 し，責

任 を果たしました。学校 を設立するた

めに惜 しみな く私財 を投 じたために，

かつてはかな りあった財産 も，亡 くな

った時にはわずかばか りになっていま

した。

祖父同様 に，父 も信仰のあつい入で，

ゆだね られた多 くの責任 を果た し，教

会 のために惜 しみない奉仕をしました。

父は長 年にわた り，会員数1万5，000

以 上 の，当時の教会では最大のステー

キ部 を管理 しました。母 と祖母 も同じ

ように信仰あつい人で した。教会か ら

のさまざまな要請 もあって，ふた りの

生活 は必ず しも楽なものではありませ

んでしたが，不平を口にす ることはあ

りませんで した。ふた りとも楽 しく，

また献 身的 に責任を果たしました。

私 はこの先祖たちに対 して，感謝 と

愛の気持 ちを感 じてい ます。また彼 ら

の信頼にこたえなければならない とい

う，非常に強い責任 を感 じています。

今月末で，結婚58年 になる愛す る妻 に

感謝 しています。 この ようなすば らし
はんりよ

い伴侶がいなければ，私たちの生活 は

どんなにむな しい ことでしょう。私 は

このすば らしい女性 に心か ら感謝して

い ます。彼女は晴れの 日もあ らしの日

も私 に連れ添って きて くれ ました。ふ

た りとも昔 ほどの背丈 はあ りませんが，

互いへの愛 は少 しも小 さくなってはい

ません。

正 しい生活を もって私たちを尊んで

くれている子供，孫，ひ孫たちにも感

謝 しています。

そ して特 に，皆 さん一人一人 に心か

らの感謝を申しあげます。教会幹部 と

しての37年 間の務めの中で，世界各地

の教会 を旅 してきました。行 く先々で

すば らしい人々にお会い して きました。



末 日聖徒の生活 の中にはすばらしい も

のがた くさんあ ります。皆 さんの奉仕

は，信仰のすば らしい表われです。私

は多 くのかたがたが払 っておられる犠

牲 について知ってい ます。皆 さんへの

愛 と感謝は，言葉で言い尽 くせるもの
しもべ

ではあ りません。私は皆 さんの僕であ

り，引き続 き皆 さんの信仰 と祈 りと支

持 をお願いするとともに，みずからも

全力 を尽 くすことを皆 さん と主に誓約

いた します。

私 はこの聖な る職 に伴 う責任 を引 き

受けましたが， 自分がそう若 くはない

ことをよ く承知 してい ます。 ヒンク

レー姉妹 も私 も，年 を取 ると，喜びも

多いが苦 しみも多いということを学ん

でいるところです。 しかし正直言って，

私は自分が年を取っているとは感 じて

いません。出生証明書の日付 を書 き換

えることはできませんが，全能者のこ

の貴 いみ業に対 して，あふれるばか り

の若々 しい情熱 を今 も強 く感 じること

ができます。

私 はこの教会の会員， またあらゆる

年代，人種，国々の人々を愛しています。

私 は子供たちを愛 しています。子供

たちは，世界 じゅうどこへ行って も同

じです。子供たちは，肌の色や環境 の

違いに関係な く，その無心 さが生み出

す美 しさ， また少 し前 まで天父のみ も

とにいた とい う事実が もたらす美 しさ

を備 えています。世界 じゅうの子供 た

ちにお伝 えします。皆 さんは大切な，

すばらしい存在です。

私は教会の若入 を愛 してい ます。繰

り返 し述べて きた ことですが，この時

代の若人ほどすばらしい世代はかつて

なかった と思います。皆さんの高潔さ，

また， よい行ないをするために心 と手

を訓練 しようという熱意，主のみ言葉

への愛，高潔 と真理 と徳の道 を歩 もう

という望みに心よ り感謝 しています。

子供たちを光 と真理の中で育 て，体

罰でな く愛をもって治め，家庭 にあっ

て ともに祈 り，子供は自分たちが守 り，

訓練 し，恵みを注 ぐべき貴 い財産 と考

えてお られる父親 と母親の皆 さんを心

か ら尊敬 してい ます。

私 は，人生のあ らしに直面 しなが ら

も， その力に負けることな く，前進 し，

信仰 を守 り続 けていらっしゃる年配の

かたがたを愛 しています。皆 さんが喜

び と， よい人生 を送 った という思い出

に満たされ るように願 っています。

兄弟姉妹，最後 に，ひ とつのことを

お話 ししたい と思います。 これ は，い

つ まで も忘れないでいただ きたい と思

い ます。

この教会 は大管長の ものではあ りま
かしら

せん。 この教会の頭 は主イエス ・キ リ

ス トです。私たちは一人一人が，その

み名 を受けています。私たちは皆， こ

の偉大なみ業に ともに携わ ってい ます。

私 たちは，天父の み業 と栄光 で ある

「人 に不死不滅 と永遠 の生命 とを もた

らす」(モ ーセ1：39)た め の働 きの

中で，天父の助 け手 となるために召さ

れているのです。皆 さんの受けている

責任 も，私の受けている責任 も，その

重要性 に変わ りはあ りませ ん。 この教

会 に，小さな召しとか，つまらない召

しな どはあ りません。私たちは皆，責

任 を果た してい く中で，人々の生活に

影響を及ぼすのです。主は私たち一人

一人に
，その責任 について次のように

もっ なんじ

言われ ました。 「これを以 て汝忠実な
しか

れ。而 してわれに命ぜ られたる職務に
たす かいな

服 し，弱 きを扶け，垂れたる腕 を挙げ，

かよわきひざを強 うすべ し。」(教 義 と

聖約81：5)
な

「これ らの ことを為 して
，汝 は汝の

はらから

同胞に最上 の善を行いまた汝の主 の栄

光 をいや増さん。」(教 義 と聖約81：4)

主 は さらにこう言われ ました。「而

して汝終 りまで忠実な らば，汝はわが
す まい

父の家 にわが備えた る住居にありて，

不死不滅の冠 と永遠の生命 とを与 えら

れん。」(教 義 と聖約81：6)

この偉大なみ業 に仕える私たちは，

思い，信念，信仰をひとつにしています。

皆 さんは， それぞれの義務 を果 たす

中で，喜び を得 るすぼらしい機会 を授

けられてい ます。それは私の場合 と同

じです。 このみ業の発展 は，心 をひと

つにした私たちの働 きにかかっていま

す。皆 さんが どのような召 しを受けて

いるにせよ，私の召 しの場合 と同じよ

うに，その中にはよきことを成 し遂 げ

る機会が満ちあふれています。そ して

何よ り大切なのは， これが主のみ業で
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あるとい うことです。私たちのなすべ

きことは，主がなされた と同 じように，

善 を行なってい くことです。 、

私がこれまで自分の務めを果たして

くる中で， どなたか を傷つけるような
ゆる

ことがあ りましたら， どうか赦 してい

ただ きたい と思います。一度 は教会の

群れの中 に入 りなが ら，何 らかの理由

で，今 は遠ざかっている人々 に申しあ

げます。 どうか戻 って来て，かつて味

わわれた喜びを，また味わって くだ さ

い。多 くの人々が手 を差 し伸べ，温か

く迎 え，皆さんの力 となることでしょう。

すべての教会員のかたがたにお願い

します。信仰の異なる人々に対 して，

尊敬 と感謝の念を もって接するように

して くだ さい。信仰や人生観が異なる

人々の間では，礼儀正 しさと互いに尊

重し合 うことが非常 に強 く求 められま

す。民族的な優越主義を唱 える偏狭 な

人間 になってはいけません。私たちが

生 きている世界 にはさまざまな価値観

があ ります。私たちは，自分たち と異

なる教えを奉 ずる人々 を蓉重 しな けれ

ばな りません し，それ は可能 なことで

す。私たちは，偏狭 な考えの犠牲にな

りそうな，ほかの人々の権利 も進んで

擁護 しなければな りません。

1843年 に ジョセ フ ・ス ミスが語った

次の意義深い言葉に注意 していただき

たい と思います。

「私 はこれ までいっで も 『モルモン

教』 のために死ぬ覚悟 はできていたが，

神のみ前にあって，改めて雄々し く宣

言 しよう。私は長老派やバ プテス ト派，

そのほかいかなる教派の人々のためで

あろうと，善良な彼 らの権利 を擁護 す

るためには死ぬ覚悟 がある。なぜな ら

末 日聖徒 の権利 を侵害 す る思想 は，

ローマカ トリック教会やその ほか どの

ような宗派の権利 に対 して も，同じよ

うな妨げになるはずだか らである。」

(教会歴史5：498)

さて，兄弟姉妹の皆 さん， もう少 し

の頑張 りを示 し，視野 を広げ，福千年

における末日聖徒イエス ・キ リス ト教

会の壮大な使命 に対 する知識 と理解を

深めるよう精神 を集中す る時が来 まし

た。今 は堅固 に立つべき時です。 自分

たちに与 えられてい る使命の意義，大



きさ，重要性 をよ く理解 した うえで，

ため らうことな く前進する時です。 ど

のような結果になろうとも，それ をい

とわず に，正 しいことをなすべき時で

す。戒めを守 るべ き時です。悲しみの
くらやみ

中にある人々， また暗闇 と苦 しみの中

をさまよっている人々 に，愛 とや さし

さを示す時です。すべての人間関係に

おいて，お互いに思いや りを示 し，親

切にし，節度ある態度で，礼儀正 しく

する時です。言い換 えれば，なお一層

キ リス トに近 い生活 をする時なのです。

私たちには，恐れるべきものは何 も

あ りません。神が私たちを導いてお ら

れ ます。神 は， このみ業 の益 となるよ

うに，すべてをつかさどっておられま

す。主は戒めに忠実 に歩 む人々 に祝福

を注いで ください ます。主 はその よう

に約束 して くださいました。主が約束

を果た して くだ さることに，疑問の余

地 はまった くありません。

ダニエルが示現 の中で見た，人手 に

よらずに山か ら切 り出された小 さな石

は今，全地 を満たすために転が り出て

い ます。(ダ ニ エル2：44-45参 照)

私 たちが義の道 を選 び，信仰 を守 り，

忠実 に生 きるなら， この世のいかなる

力 もそれを止めることはで きません。

全能の主 ご自身が私たちを導いておら
あがな

れるか らです。私たちの腰い主，また

大いなるエホバ，偉大なメシヤであら

れる救い主は こう約束 して くだ さいま
なんし

した。 「われ汝 らの前 に先立 ちて行 く
あ

べければなり。われ は汝 らの右 に在 り，

また左 に在 らん。わが 『みたま』は汝
うち

らの心の中に在 り， またわが天使 らは
いだ

汝 らを囲みて懐 き支 えん。」(教 義 と聖

約84：88)

主 はまた次の ように言われました。
ゆえ

「この故 に小 さき羊の群 よ
，お そるる

なかれ。善を行え。 この世 と地獄 と共

にな りてむかい来 らしめよ。 もし汝 ら
いわ あた

わが磐の上 に立たば，彼 ら打ち勝つ能

わざればな り。
おも ねんねん

何を念 うとも，念々われを見るべ し。

疑 うなかれ，おそるるなかれ。

あばら

わが肋の突 き傷 と， またわが手足 に
くぎあと いましめ

ある釘痕を見よ。忠信なれ。わが誠命

を守れ。さらば，われ汝 らに天の王国

をつが しむるな り。」(教 義 と聖約6：

34，36-37)
しもべ

私たちは生ける神の僕 として，自分

たちが仕え，そのみ名に栄光 を帰そう
あい し

と努 めている神の愛子である主のみ業

を行 ない，手を携え前進 しようではあ

りませんか。

兄弟姉妹，繰 り返 し申しあげます。

これは主のみ業です。私たちの主であ

り，友である主 は生 きてお られ ます。

これは，私たちの理解を超 えた愛 のゆ

えに，私たち一人一人 のためにご自身
ささ

の命 を捧 げられた贋い主のみ業です。

選 ばれた予言者 を通 して回復 された神

聖なみ業です。私たちはこのみ業 に自

分 の人生 をゆだねています。 ともに働

きを進める愛す る皆 さんの うえにえり

抜 きの祝福が注がれ るようにお祈 りし

ています。イエス ・キ リス トのみ名に

よって，アーメン。
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●1995年4月2日(日)午 後の部会

お ん な

「選 ばれ し婦」

十二使徒定員会会員

L・ トム ・ペリー

女性の役割について大きな混乱が存在する現在，ヒンクレー姉妹は入生

に正しいバランスを見いだそうと苦しんでいる入たちにとって，よい模範

となっています。

結 艶 ：申欝 庭獄 線
究極のチャレンジであ り，ほかの どん

な成功 も，それに取 って代わ ることは

できません。夫婦が一致して努力 しな

ければ，結婚生活 は地獄の苦 しみとな

るで しょう。今 日の世の中には不幸な

結婚が多すぎます。軌道を外れて離婚

に終わるケース も多すぎます。また，

不仲の両親 と離婚の陰 には，必要 な慈

しみや世話を受け られずに無言で苦 し

む，おおぜいの子供たちもいます。

神 は女性を創造 される前から，男性

がひとりでいることは好 ましくないと

知っておられました。主 は最初の女性

であるイヴを創造 した後，結婚の制度

を制定 し，最初の男性であるアダムに

この ように指 示 を与 え られ ま した。

「それで人 はその父 と母 を離れて
，妻

と結び合い，一体 となるのである。」

(創世2：24)

この時アダムは，結婚 の結びつ きが，

ほかのどんな家族の結びつきよりも強

いことを学 んだのです。神聖な結婚 の

結びつきの下では，一致，貞節，尊敬，

そして互いに助 け合 う関係が養われ ま

す。聖典 を読む と，アダム とイヴが こ

れを実践 していたことがわか ります。

ふた りがエ デ ンの園 を追われ た時，
ごと

「アダム は先 にわれ主の命 じた りし如

く，土地 を耕 しすべての野の獣 を治め，

彼の額の汗 によ りて食物 を食 うことを
しか

始めた り。而 して，妻なるイヴもまこ

とに彼 と共 に働 きた り」 とあるか らで

す。(モ ーセ5：1)

さまざまな教会や国の指導者が最 も

憂慮 しているのは，昨今急激に増えて

いる家庭の崩壊です。統計 によると，

夫婦の仲がよいほど家族の結束 も固い

と言われています。家庭の崩壊 は，貧

困，犯罪，非行 などの深刻 な社会問題

を生み，ひいては地域社会 の崩壊 につ

なが ります。

夫婦の結びつ きは決 して軽々 しく扱

えるものではありません。主がその神

聖な目的 を果た され るた めには，結婚

の誓約は必要不可欠な ものだか らです。
きよ

神の戒めは夫婦間の聖い結びつ きを守

るために定め られたのだ と，主 は一貫

して明言しておられます。

私たち教会員 は，模範 を通 して多 く

のことを学び ます。予言者たちか ら学

ぶ ときも， その言葉 だけでな く， 日常

の行 ないを模範 として学んでいます。

兄弟たちは，キンボール大管長，ベ ン
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ソン大管長， そしてハンター大管長の

行 ないを通 して，妻への接 し方，つ ま

りや さしく親切で深い愛情を もって接

することなど，た くさんの ことを学ん

できたはずです。同様に姉妹 たち も，

予言者 の夫人 たち を観察 す ることに

よって， 同じような教訓を学んで きま

した。夫 をよく支持 し，助 けなが らも，

気品 と教養のある，ひとりの人間 とな

る方法 を学んだ と思います。そんな中

で，ヒンクレー大管長夫妻の仲 むつま

じさは，男女 を問わず，兄弟姉妹たち

のすばらしい模範 になるはずです。

ヒンクレー大管長については，今後

大管長の任期中に多 くが語 られ， そし

て書かれ るでしょう。 しか し，大管長

の愛する妻，マージョリー姉妹につい

て書かれ ることは，それほど多 くはな

いはずです。 そこできょうは， ヒンク

レー姉妹 に親 しく会 う機会がなかった

皆さんのために，少 しご紹介 したい と

思います。教会の姉妹たちにとって，

そして世 の女性すべてにとって， ヒン

クレー姉妹 はすばらしい模範でした。

これか らもそれは変わ らないでしょう。

ヒンクレー姉妹 は，忠実で協力的な，
はんりよ

大管長 にとってか けがえのない伴侶な

のです。

ヒンクレー姉妹 は開拓者の家系 に生

まれ ました。 そのルーツは，姉妹 のひ

ととな りや人生に決定的な影響を与 え
そう そ ふ

てきました。曾祖父 について，姉妹 は

次 のように書 いています。

「1841年 秋 の ある日曜 日，当時16歳

の曾祖父ウィリアム ・ミンスホール ・

エバ ンズは，教会に行 くために，イギ

リスの リバプールの町 を歩いてい まし

た。す ると突然，それ まで聞いた こと

のないほ ど美 しい，す ばらしい歌声が

聞 こえてきたのです。 ウィリアム はそ

の歌声 に引かれて，裏通 りを抜け，古

ぼけた階段 を上って行 きました。た ど

り着いた部屋では，数人の人が集会を

開いていました。歌っていたのは，後

に教会の大管長 となり，美 しいテナー

の歌声で知 られたジョン ・テイラーで

す。彼 の歌声 に魅せ られたウィリアム

は，その場 に残って説教 にも耳 を傾 け

たので した。

家 に帰 ったウィリアムは，いっ も歌



っていた聖歌隊を休んだ ことで，兄の

デビッドにしか られ ました。一体何を

していたのか と聞かれたウィリアムは，

次の ように答 えました。 『兄 さん も行

けた らよかったのに。今朝聞いたすば

らしい真理 を家族みんなに聞いてもら

うまで は， ぼくの気持 ちは収 まらない

よ。』……

ウィリアム とデ ビッドは福音 に改宗

し，その後，残 りの家族を改宗 に導い

たので した。」(「土 ンサイ ン」1981年

7月 号，p.48)

ヒンクレー姉妹はこう言 っています。

「教会の賛美歌 を歌 うたび に
， この賛

美歌の歌声が私の先祖 を福音に導 き，

ひいては私 自身 を祝福 してきたのだ と

思わず にはい られ ません。」(同 上，

P.48)

マ ンタイ神殿の改修工事が終わった

後の再献堂式 で， ヒンクレー大管長 は

姉妹の祖父について次のように話 しま

した。 「昨 日の朝 こちらに来 た時， ヒ

ンクレー姉妹 と私は神殿の東側の扉 に

案内されました。たぶん，人 目を引か

ずに神殿 に入 ってほしかったので しょ

う。 とにか く，私 たちふた りは東側の

扉 に案内され，.扉が開けられました。

(扉 はふた組 あ りましたが)私 た ちが

通 ったのは，厚 さが10セ ンチほどもあ

る，非常 に重 い扉で した。美 し く削ら

れ，美 しく組 み立てられて，頑強な金

具で美 しく据 え付けられた扉 でした。

これは私 たちにとって大変感動的な経

験でした。それ というの も， その扉 を

据え付けたのが ヒンクレー姉妹の祖父

だったか らです。当時 まだ24歳 だった

彼は，結婚 していて子供がひ とりお り，

妻はふた り目の子を身 ごもっていまし

た。彼はその重い扉 を据 え付 けている
ゆ こ う や く

時にヘルニアを患い，それが絞拒性ヘ

ルニア となって，数 日苦 しみ抜いた末

に死亡 したのです。 その信仰 ゆえに，

時折1ポ ンドのバターや卵を1ダ ース

もらう以外 まった く無償で，長い間仕

上げ大工 として神殿建設 に従事 し，そ

して亡 くなった彼 は，まさに殉教者だ

った と言 えるで しょう。」

ヒンクレー姉妹の先祖 について，ふ

たつの話 をご紹介 しましたが， この中

に姉妹 のすばらしい伝統 とユニークな

人柄の源 をかい ま見 ることができます。
そう そ ふ

姉妹は曾祖父か らはみた まを感 じる強

い感受性 を，そ して祖父か らは仕事 と

犠牲に対する強い思いを受け継 いでい

るのです。

恵 まれて，妻 と私は教会の仕事で，

長年 ヒンクレー大管長夫妻 と旅をとも

にしてきました。旅行中， ヒンクレー

姉妹はいつ も前向きで，朗 らかです。

姉妹のそんなはつらつ とした協力的な
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姿勢が，大管長の励みになっているの

は明 らかです。私たちの旅行の多 くは，

長 くて体力的につ らい ものです。理想

的 とは言 えないスケジュールもしばし

ばです。宿泊先 も四つ星ホテル どころ

か，ずっと格下げの場合 もあ ります。

しか し， どんな混乱や不便，チャレン

ジの さなかでも， ヒンクレー姉妹 はい

つ もの朗 らかな性格そのままに表情 も

変 えません。 目的地に着 き，聖徒たち

の歓迎 を受けて飛行機 のタラップを降

りるたびに， ヒンクレー姉妹のや さし

い愛にあふれた人格が周 りに波及 して

い くようでした。 この点で姉妹 は，神

権指導者を夫に持つ姉妹たちのために，

夫 を支持 して長所 を引き出すための規

範 を作 った と言えるでしょう。

ある時 ヒンクレー ご夫妻 は，結婚50

周 年の記念 日と教会の責任が重 なり，

記念 日をともに祝 うた めに子供たちを

旅行 に同伴 した こ とが あ りました。

バーバ ラ ・スミス姉妹 はその時の ご夫

妻について，次 のように語 ってい ます。

「いつ ものように朝か らひ っきりなし

に集会があ り，地元の指導者たちとの

夕食会 もあって，夜になるころにはヒ

ンクレー副管長 も疲れ切 っていた こと

で しょう。で も 〔ヒンクレー姉妹 は〕

夕食会の会食中，いっとき夫 と指導者

たちの会話 に耳 を傾 けると，そっとそ

の場 を抜け出 しては，家族の様子を見

に行 っていました。

この ことか ら， ヒンクレー姉妹が長

年，神のみ国のために重大な業 に励む

夫を助 けなが ら，同時に子供たちの世

話に細心の注意 を払 ってきた様子をう

かがい知 ることができます。」(バ ーバ

ラ ・B・ ス ミス， シャー リー ・W・

トー マス共 著 「信仰深 い女 性 たち」

P.5)

世 界 じゅうの神権指導者の奥 さんた

ちに とって，す ばらしい模範ではない

でし ょうか。

家族 にかか る教 会奉仕 の大 きなプ

レ・ッシャーに もかかわ らず， ヒンク

レー姉妹 は妻 と母 とい うふたつの永遠

の重要性 を持つ召しの問で，絶えずバ

ランスを保 って きたのです。 リチャー

ド， クラーク，キャス リー ン，そして

バ ー ジニ ア とジェー ン とい うピンク



レー家のお子さんたちを見れば，姉妹

が母親の役割を りっぱに果た してきた

ことが明 らかです。それぞれ両親が誇

れる子供たちだか らです。

ヒンクレー姉妹 は，母親 の役割 につ

いて このように話 したことがあ ります。

「まず
，小 さい子供 をお持ちの母親

の皆 さんにお話 しします。今 は皆 さん

にとって最高の時です。今 こそ，皆 さ

んがおそらく人生でいちばん重要な働

きをする時なのです。小 さい子供 たち

の世話をす るこの時期が早 く過 ぎれば

よいのに と願って，無駄 に過 ごさない

で ください。人生 というのは， こんな

時が来た らと将来を思い描 いていて も，

いつだって今 という時 を生 きなければ

ならない ものなのです。今 こそ神の王

国を築 くうえで，すばらしい機会なの

だ と認識 して ください。子供たちに天

父を愛す るように教 えるとき，皆 さん

は最高の業を行なっているのです。専

業主婦の皆さん，専業主婦でい られ る

ことにどうぞ感謝 して ください。また，

職業 をお持ちの皆さん， ご自分 にとっ

て最善 と思われ る道 を歩 んで ください。

私 自身 は，専業主婦であることに引け

目を感 じたことは一度 もありません。

今の皆さんの生活 は， きっと目が回

るように忙 しい毎 日でしょう。私は今

まで， さまざまな状況のいろいろな女

性たちを見て きました。道路の補修工

事 に従事する中国の女性たち。畑仕事

をす るヨーロッパの女性たち。また道

を掃 くアジアの女性たちも目にしまし

た。で も，私の意見では，モルモンの

女性 ほど働 き者の女性 は，世界で もあ

まり類が ない と思います。モルモンの

女性 は庭仕事 をして，できた野菜を瓶

詰めにします。裁縫 もすれば，安売 り

の店 を探 して買い物 もします。心臓協

会の募金活動のボランティア もします

し，近所 の出産 したばか りの女性や病

気の人たちに食事 も届 けます。年老 い

た両親の世話 もすれば，カブスカウ ト

の男の子たちとティンパノゴス山にも

登 るし， リトル リーグの試合 を観戦 し

ます。娘のジェニーのピアノ練習 にも

付 き合います。神殿奉仕 もす るし， 日

記 の記入の遅れを取 り戻 さな くてはと，

心配 もします。 日曜 日の朝，人によっ

ては8時 半 という早い時間 に，皆 さん

は清潔 に身支度 を整 えた子供 たちを引

き連れて教会にやって来ます。腕いっ

ぱいに荷物 を抱 え，よその子供たちを

教 えに教室 に向か う皆 さんの姿を見る

とき，私の胸は誇 らしさでいっぱいに

な ります。皆 さんは， ほとんど人手を

借 りずに家 をピカピカに磨 き上げ，夜

に夫が仕事 から帰宅するころには魅力

的な妻 に変身 しようと努力 しています。

で も，若い母親の皆 さん， どうぞ忘れ

ないで くだ さい。皆 さんは今，神が望

んでお られ る働 きをしてい るのです。

この機会が与 えられていることに感謝

して くだ さい。」(メ ア リー ・E・ ス

トーバ ル， キ ャロル ・コー ンウォー

ル ・マ ジソン共編 「信仰深い女性たち

一BYU女 性 の大会講演集」1989年 ，

P.5)

母親 という召 しは， どんなものより

も高尚で，重要な召 しです。

ヒンクレー姉妹，あなたは私たちに

とってすば らしい模範です。主は，私

たちがこの世 にいる間，成長 し，進歩

し続 けることができるよう真理 を啓示

され ましたが，あなたはその真理 を熱

心に探求 してきました。その真理 を知

る意欲 のために，福音 を勉強 し続 けて

きました。 また，機会があるごとに，
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定期的にインスティテ諸一 トに登録 し，

知識 を深めようと努力 してきました。

あなたが話 をし，教 えるときに，その

福音 の知識 の深 さが明 らかにな ります。

特 に，専任宣教師の前 に立 っとき，そ

れが顕著に見 られます。.姉妹の真価 が

発揮され るのはその時です。宣教師た

ちの霊が鼓舞 され，あなたの教えにこ

たえる有 り様 には，すばらしい ものが

あ ります。

ヒンクレー姉妹，女性の役割 につい

て大 きな混乱が存在する現在， あなた

は人生に正 しいバランスを見いだそう

と苦 しんでいる人たちに とって， よい

模範 となっています。そんな人たちに

は， ご自分の人生を振 り返 って80歳 と

いうのはすば らしい時だ と言い切 るあ

なたの声に耳を傾 けてほしい と思い ま

す。それはきっ と，あなたの人生が，

すばらしい業績 と成長 に彩 られ，理解

と信仰 をもって夫 を支えてきた，満ち

足 りた ものだ ったか らで しょう。 あな

たは以前 このように言いました。

「世間の うわ さ とは違 うか もしれ ま

せんが， ある程度健康でさえあれば，

この年代 こそ黄金時代 といえるのです

よ。同年代の皆 さん， この年になると

だれとも競争す ることがないでしょう。

人に自分 を証明 して見せる必要 もあ り

ませ ん。要は楽 しむ年代 なのです。皆

さんの中にも，子供 たちにこんなすば

らしい時代 はない， と言った ことのあ

る人が た くさんい らっ しゃるはず で

す。」(「 王国 を築 く」p.10)

ヒン クレー姉妹，先 日ソル トレーク

神殿 に十二使徒が集 まりヒンクレー大

管長を教会 の大管長 として聖任 し，任

命 した時，大管長 はあなたに最高の賛

辞 を贈 りました。私の記憶 に残ってい

るのは次の ような言葉です。「妻 は強

い信仰 の持ち主であり，すば らしい母

親です。心か ら妻 を愛 しています。」

ヒンクレー姉妹，あなたは私たちみ

んなにとってすば らしい模範です。主

が姉妹を祝福 して，健康 と長寿 を賜わ

ります ように。 また，私たち一人一人

に，救い主 と福音 へのあなたの熱い思

いが伝わ りますように。へ りくだ り，

イエス ・キ リス トのみ名によってお祈

りします。ア「メン。



ゆ る

赦しを得る
十二使徒定員会会員

リチャード ・G・ スコット

悔い改めの段階は……清さ，旭1の平安，自尊旭1，希望をもたらし，つ

いには，新たな生活と豊かな機会に恵まれた新しい入を生み出すのです。

目 近，初めての道 を通 っていた時，

取 「前方に悪路」 と書かれた大き

な仮設の標識が目に入 りました。 ほん

とうにその とお りで した。 この警告が

なかった ら，ひ どい目に遭 っていた こ

とで しょう。人生 もそれに似ています。

起伏 の激 しい時期がた くさんあ ります。

あるものは私たちを強 める試練 であり，

またあるものはみずか らの不従順か ら

生 じます。私たちが個人の生活の中で

受 ける有益 な警告 も，私たちを災いか

ら救 って くれ ます。損壊 した道路 はす

べての人 に とって同じ障害 とな り，だ

れかが補修するまで同 じ状態が続 きま

す。で も，人生 という道は違います。

私たち一人一人が，成長のために独自

のチャレンジに遭遇す るのです。 また

私たち自身の誤 った選択 も，その道に

もっ と多 くの障害 を置 くことにつなが

ります。しか し私たちには，道 を平 ら

にし， くぼみを埋め， 自分の これか ら

進 む道 を美 しく整 える能力が備わって

います。その過程 は悔 い改め と呼 ばれ，
ゆる

赦 しへ とつながっています。

もしも皆 さんが数々の警告 を無視 し

たため，悪路 によって人生が損なわれ

た り，台なしになった りした として も，

得 られる助 けがあ ります。その助 けに

よって，皆 さんは損なわれた人生 を繕

い，や り直す ことができるのです。皆

さんは再出発できます。皆 さんの進路

を，堕落 し曲が りくねった失意の道か

ら，平安 と幸福 に通じる高速道路 に変

えることがで きるのです。

私は，皆 さんがそのような平安 を得

るうえで，助 けにな りたいと願 ってい

ます。そのためには， まず背景 となる

知識 を紹介する必要があ ります。そう

すれば，道 を正す方法が もっと論理的
いや

な もの とな り，癒 しに向か う段階が

もっ と意義深いもの となるで しょう。

私たちがなす間違 った選択，すなわ

ち私たちが犯 す罪はみな，永遠の律法

への違背です。それは， たいていす ぐ

に認識で きるような否定的な結果をも

た らします。一方，意識せずに行なっ

た ことが何 らかの結果を招いてしまう

こともあ ります。たとえ無意識の行動

であって も，その結果か らは免れ られ

ないのです。 それ らは現世での私たち

の生活の質に著 しい影響 を及 ぼし，次

の世 にあって も強力 な影響を もた らし

ます。永遠の律法を破った場合，自分

自身で正義の要求を満たす ことは一切

できませ ん。正義の要求 に対す る支払

いが行なわれないが ぎり，私たちは皆，

いつまで も否定的な結果 を被 るのです。

このような状態か ら私たちを解放 し

て くれるのは，イエス ・キリス トの生
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しよくざい

涯 と教 え， そして何 よ り順 罪だ けで

す。 ほかに道 も方法 もあ りません。私

たちは皆，大小 を問わず数々の過ちを

犯 してお り，それが解消されなけれ ば，

神のみもとに戻 ることはできません。

だか らこそ，イエス ・キ リス トの腰罪

は，かつてあった出来事，あるいはこ

れから起 こる出来事の中で最 も重要な

のです。無限の結果 をもた らす この無

私の行為 は，栄光あるただひ とりのお

方によってなされたものであ り，天の

御父のすべての息子 と娘の人生に，例

外な く永遠にわたる影響を及ぼします。1

それ は死のかせ を砕 き，私たちが最後

に主か ら裁 きを受けることを正当とし

ます。2そ れは永遠が悪魔 の支配下に

入る ことのないようにします。3そ れ

は，悔 い改め と従順 を通 して赦 しを得

た，ふさわ しい人々のために，昇栄 と

永遠の生命への門を開きます。4
あがな

購い主は正義に照らして皆さん個人
あわ

の罪 を精算 し，悔い改めという憐れみ

に満ちた方法で赦 しを与 えて ください

ます。5贋 罪が皆 さんの人生 に完全 な

奇跡 をもた らすには， じゅうぶんな悔

い改めが不可欠です。神は，誤 った道

を歩む人々を迫害す るのを喜び とする

ようなねたみ深いお方ではありません。

腰罪について理解 を深 めるなら，その

ことが一層よ くわかるで しょう。神 は

私たちの御父であ り， あらゆる面で完

全で，慈悲 の心に富み，思 いや り深 く，

忍耐強 く，寛大 なお方です。神 は私た

ちの懇願を快 く聞 き入れ，勧告 を与 え，

強め，高め，励 まして くださいます。

また，私たち一人一人 をこの うえな く

愛 して くださっているので，完全で，

罪のない，絶対的に従順で，完全に義

にかなった御子 に，筆紙に尽 くしがた
く もん

い苦悶 と苦痛を味わわせ，全人類のた

めにご自身 を犠牲 とするよう命 じられ

ました。6世 界 は，絶対的な正義が支

配することにより秩序 を保 ってい ます。

私たちは腰罪のおかげで， そのような

世界 で生活 を続 けられ るのです。正義

が，イエス ・キ リス トの教 えに従 うこ

とによって得 られ る憐れみによって和

らげ られるか らです。

私たちの中で悔い改めの奇跡 を必要

としない人がいるでしょうか。皆さん



の人生が数々の間違いによって少 し傷

ういていようと，ひ どく損 なわれてい

ようと，回復のための原則 は同 じです。

しか し，治療の長 さとつ らさは，状況

に応 じて異 なります。確かに私たちは
ゆる

赦 しを目標 としなければな りません。

そしてその目標 に到達で きる唯一の道

は，悔 い改めです。そのことについて

は次 のように記 されてい ます。 「身代
しょくざい

りの購 罪 をな した も うはず の イエ

ス ・キ リス トによらなければ，人が依

り頼んで救 われ る道 も方法 もない……。

主……はその民 を順 うために……降

臨した もうが，民 を罪 のあ るままには

順いたまわない。……

もしも人々が悔い改めるならば，主　 ら
はこれをその罪から腰 う権威 と能力 と

を御父から授か りた もう。」7

救 い主への従順 と信仰 は，誘惑に抵

抗す る力 をもた らします。 ヒラマンは

こう教 えてい ます。 「お前 たちは神の

御子でキ リス ト.である私 らの贈い主の

岩を基にしな くてはな らない……。贋

い主の岩 を基 にするならば，悪魔が そ

の大風を吹かせ 〔る〕 とき，また悪魔
ひよう あ ら し

の窟 と暴風雨 とがお前 らを打つ とき，

悪魔 はお前 らに打ち勝 って……永遠の

悲惨 にお前たちをひき落す能力 はない。

なぜ ならば，お前 らの立つ岩は堅固で

あって人が その上に立つ と倒れること

ので きない基であるからである……。」8

赦 しは悔い改 めを通 してもたらされ

ます。では悔 い改め とは何で しょうか。

悔い改めはどうすれば成し遂げられる

のでしょうか。 その結果はどうなるの

で しょうか。簡単な質問のようですが，

多 くの人々が悔い改 めの方法を知 らな

いことは明 らかです。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長

は 「赦 しの奇跡」の中で，悔 い改めを

通 して赦 しに至 るすばらしい指針を与

えています。それは，多 くの人々が戻

る道 を見いだす助け となって きました。

彼 は以下のような悔 い改めの5つ の基

本要素 を明 らかにしてい ます。

罪を悲しむ。主が皆 さんの過 ちをど

れほ ど重大 なものと見ておられるか，

調べ，深 く考 えてみて ください。そ う
いや

することは，癒 しへ と導 く悲 しみと自

責の念 をもた らします。 またそれは，

変わ りたいという心か らの望 みと，赦

しを得るためのあ らゆる条件 に進 んで

従 おうとす る気持 ちを生 じます。アル

マは こう教 えてい ます。「これ によっ

て正義はその一切 の要求 を満す ことが
あわれ

で き，憐 みを受 けるに足 る一切の人々

に憐iみが及ぶ。それであるか ら，真心
たれ

か ら悔い改める者のほかには誰 も救わ

れ ることがで きない。」9

罪 を捨てる。 これは，背罪 を繰 り返

さない という決心を，断固 とした，永

続するものとすることです。 この決意

を持 ち続 けるなら，罪 を犯 したことへ

の後 ろめたさを再び感 じる必要がな く

な ります。 しかし，次のことを覚えて

おいて ください。「罪 を犯す者 には前

の罪彼 に返 るべし……。」loジ ョセブ ・

ス ミスは こう述べています。「悔 い改

めは，毎日もてあそぶ ような事柄では

ない。毎日過ちを犯 し，毎 日悔い改め

るような ことは，神の 目によしとされ

ない。」u

罪 を告白する。皆 さんは自分の罪を

いつ も主に告白す る必要があります。

不道徳のような重大 な背罪であれば，

監督やステーキ部長 に告白しなければ

な りません。 しか し，ぜひ理解 してい

ただきたいの は，告白が悔い改めその

もので はない ということです。告 白は，

確かに欠 くことのできない段階ですが，

それだけではふじゅうぶんなのです。

小 さな過ちだ けに触れた部分的な告白

は， もっと重大な，隠れた罪 を取 り除

く助け とはなりません。赦 しに不可欠

なのは，行 なっ.たすべてのことを，自

発的に主に， また必要 な場合 は主 に召

された判士である神権指導者 に，すべ

て打ち明けることなのです。次 の言葉

を覚 えておいて くだ さい。 「その罪 を

隠す者 は栄えることが ない，言い表わ

して これを離れる者は，あわれみをう

ける。」12

罪を償う。盗んだ ものや損害を与え

た もの，汚した ものを可能なかぎ りす

べて元 どお りにしなければなりません。

自発的な償 いは，皆さんがで きるかぎ

りのことをすべて行なって悔い改 めよ

うと決意 していることを，主 に具体的

に示す証拠 となります。

すべての戒めに従ll眞に従う。心か ら
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従順 にな ることにより，皆 さんの生活

に福音の完全な力が及び，特定 の罪を

捨てることに絶 えず心 を向ける強 さが

与 えられ ます。やがて，集会 に出席す
りゆうぶん

る，什 分の一 を納 める，奉仕 をする，

ほかの人 を赦すなど，最初 は悔 い改め

を要すると感 じていなかったか もしれ

ない事柄に も心が向 けられるようにな

ります。主は こう言われ ました。「悔
いましめ

い改めて主の誠命を行 う者は赦され

壷。」13

さ らに私 は，6番 目の段 階を追加 し

たい と思います。 それは救い主を認め

ることです。悔 い改めに必要 とされ る

すべての段階の中で最 も大切 なのが，

赦 しは腰い主のおか げで与えられると
あかし

いう確信 を持つ ことであると，私 は証

します。.贈い主の同意が あって こそ赦

しが得 られるということを知 る必要が

あるのです。アルマ はこう宣言 してい

ます。「私は……身 も霊 も劇烈 な苦痛

を感 じ，主イエス ・キリス トに憐 みを

願 い求めるまで は少 しも罪の赦 しを受

けなかったが，イエス ・キリス トに祈

り求めた ら私 の身 も霊 も安 らか になっ

て慰めを得た。」14皆 さん も，イエス ・

キ リス トを信 じる信仰を行使す るなら

助 けを得 られ るで しょう。i5す なわ ち，

イエス ・キリス トを信頼 し，またイエ

ス ・キリス トの教えを信頼するのです。

サタンは私たちに，重大 な罪を完全 に

克服することはで きない と思い込 ませ

ようとします。 しかし救 い主は，罪の

ない者の血を流す ことと聖霊に逆 らう

ことを除 いて， あらゆる罪の影響が私

たちに及 ばないように， ご自身の命 を
ささ

捧げられたのです。

まことの悔 い改めの実は赦 しです。

そして赦 しは， この地上 に備えられて

いるすべての誓約 と儀式 を受けて， そ

れに伴 う祝福 を享受す るための門を開

きます。悔い改 めた人がバプテスマを

受けるとき，以前のすべての罪 は赦 さ

れ， それを心に留める必要 はな くな り

ます。 じゅうぶんな悔い改めがなされ，

人が清め られると，人生 の新 しい展望

と栄 えある可能性が生 じます。主の約

束はなん とすばらしいもので しょう。

「見 よ
，お よそすでにその罪を悔 い改

めたる者 は赦され，主なるわれもはや



これ を忘 るべ し。」16主 はご自身の言

葉 に忠実であ り， これか らも忠実であ

られ ることでしょう。

皆 さんの罪 をほかの人がだれ も知 ら

ないからといって安心しないで くだ さ

い。 これは砂の中に頭 を隠 したダチ ョ
くらやみ

ウの ような ものです。ダチ ョウは暗闇

だけを見て，隠れることができた と安

心 します。しか し現実には，愚かな格

好でだれの目にも映っているのです。

同様 に，私 たちの行ない はことごとく，
あい し

天 におられる私たちの御父 とその愛子

に見 られているのです。おふた方は私

たちについてすべてのことをご存じです。
かんいん

姦淫，不貞，同性愛，そのほか重大

さにおいてこれ らに類似 した倒錯行為

は，生 き方のひ とつ として受 け入れ ら

れ るようなものではあ りません。 これ

らは重大な罪です。.肉体的また性的な

虐待 を行なうことは，大 きな罪です。
ゆる

このような重罪 に対 して赦 しを得 るに

は，真剣な悔い改めが必要です。 キン

ボール大 管長 は こう教 えてい ます。

「あ らゆる赦 しには条件が ある
。 しっ

くいはその落ちた箇所 を全部覆って し

まうまで塗 らなければならない。断食

と祈 りと謙虚な態度 は犯 した罪にじゅ

うぶん見合 うだけの もの， あるいはそ

れ 以上 の ものが必 要 とされ る。」ロ

「神 が少 しばか りの懇願で重大な罪 を

赦 して くださるとは考 えられない。長

い期間の継続 した悔 い改めがあるまで，

神 はお待ちになるであろう。」18

重大 な罪 を犯 しておきなが ら，その

行ないか ら永続す る満足や慰めを見い

だせる人は決 していないでしょう。罪

を隠し，言い訳 をすることでなんとか

切 り抜 けられた と思 う人がいるか もし

れ ませんが，そうではありません。サ

タンは，皆 さんが最 も人に知 られた く

ない行為を，最 も大きな害の及ぶ時を

見計 らって，公 にしようとします。偽

りは，皆さんをがんじが らめにす る鎖

とな り，またサタンが皆さんを陥れる

わな とな ります。

時折，悔い改めの段階は，最初はむ

ずか しく，苦痛 を伴 います。それは汚

れた衣服 を洗 うの に似ています。 しか

しそれ らは，清 さ，心の平安， 自尊心，

希望 をもたらし，っいには，新たな生 ，

活 と豊かな機会 に恵まれた新 しい人 を

生み出すのです。

次の聖句 は，皆 さんが何 をした らよ

いか を知 る助 けとな るでし ょう。「し
けんそん

か し謙遜 な人たちはたびたび断食 して

祈 り， ます ますへ りくだっていよいよ

固 くキリス トを信仰 したか ら，喜び と

慰め とがその心 に満 ち 〔た。〕……こ
まった

れ らの人がその心 を全 く神 に従わせた

か らで きたのである。」19

最 後にヴ私は真心か ら皆 さん一人一

人にお勧 めします。 自分 の生活 をよく
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見直 して ください。皆さんは，幸福を

もた らす とわかっている標準か ら外れ

た ことはありませんか。心の片隅に掃

除の必要 な場所はありませんか。皆さ

んは今，悪い とわか っている事柄.をし

てはいませんか。清 くない考 えで心を

満 た してい ませ んか。冷静 に， また

じっくりと思 い巡 らしてみるとき，良

心が皆 さんに悔い改めを告げませんか。

もしそうなら， この世で平安を得る

ために， また永遠 の幸福 を享受するた

めに， どうか悔 い改めて くだ さい。主

に向かって心 を開き，助 けを求めて く

ださい。そ うすれば，皆 さんは祝福 さ

れて，赦 しと平安， また 自分が清め ら

れ，完全 にされた という知識 を得 られ

るで しょう。今，悔い改める力を主に

願い求める勇気を得て ください。私は，
あがな

イエス ・キ リス トが順い主であること
あかし

を厳粛 な思いを込 めて証いた します。

主は生 きてお られます。イエス ・キ リ

ス トが皆 さん一人一人 を愛 しておられ，

皆さんを助 けて くださることを証 します。

今，悔い改めることによって主の赦

しを得て くだ さい。イエス ・キ リス ト

のみ名 によって申しあげます。アーメ

ン。
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誓約を記念する

中央若い女性第二副会長

ポニー ・D・ パーキン

誓約によって私は，目先のことにとらわれず，大きな視野に立って物事を

見られるようになりました。誓約によってほかの入々の生活に影響を与え

られるようにもなりました。

ンクレー大管長，私 は若い女性

ヒ 指導者のひとりとして，若い女
性全員の気持ちを代弁 させていただ き

ます。私たちは予言者 であるあなた を

愛 し，助 け，支持 しています。

愛する兄弟姉妹 の皆さん，私 は召 し

を受 けて早 くもこの壇上 に立っていま

すが， まるで雪解け水のた まった湖 に

投げ込 まれたような気持 ちで， まだま

だ慣れ るのに時間がかか りそうです。

私 には4人 の息子がいます。息子ばか

りですか ら，中央カブスカウ トのデン

マザーに召されてもおか しくないとこ

ろですが，でも今回 この召しを頂いた

おかげで，娘が欲 しい という長年の夢

は二重にかなえられ ました。4人 のす

ばらしい嫁 と世界 じゅうの50万 人の若

い女性たちという，すばらしい娘を与

えられたか らです。天父 は個性 を持 っ

た皆 さん一人一人をよく知ってい らっ

しゃいます。 どうして私にそれがわか

る と思いますか。それは天父がや さし

いみ手 を伸ばして，私，ポニー ・パー

キンを支 え，助けて くだ さったからで

す。御子の光が私の心を温か く包んで

くださったか らです。また約束や誓約

を交わ し，守 ることによって私の人生

が変わったか らです。

誓約によってあなたの人生 は変わ り

ましたか。あなたは誓約 を記念 してい

ますか。

先日，初孫のジョーダ ン ・エ ミリー

が子供の祝福 を受 けるので，カ リフォ

ルニアのパサデナへ行 きました。 これ

はふたつの理由で特別 な経験でした。

ひ とつは，それまで主人 と私 はパーキ

ンの家 系 には女 の子 は生 まれ ない と

思っていたため， そしてもうひ とつは，

この祝福 はジ ョーダンが神の娘 として

この地上で最初に踏み出す第一歩だっ

たためです。私 は彼女の中に秘め られ

た可能性 に思いをはせ，大 きな喜びを

感 じました。

ジ ョーダンは恵 まれた子供 です。神

殿で結び固めを受 けた両親の元 に，新

し くかつ永遠の誓約の子 として生 まれ

ました。 もし両親が この誓約 に忠実で

あ り続 けるなら， ジョーダンはその恩

恵 として平安や愛 にあふれた家庭で保

護 と理解 を受 けなが ら成長 していける

でしょう。誓約の子 として生 まれる特

権 は必ず しもすべての教会員の もので

はあ りません。 しかし，誓約 の祝福 は

ふさわ しい人 であればだれでも受 ける

ことができます。

幼 いジョーダンが忠実な末日聖徒 と

して歩 む人 生が，神権 の祝福 か ら始

聖徒の道/1995年7月 号

ρ/ゴ

まって，神の子 としてバプテスマの誓

約 を交わし，若い女性 としてその最初

の誓約を守 り， さらに神聖な誓約を交

わ して守 るふさわ しさを身 につけ，女

性 として神殿 で誓約 を交わ し，妻 とし
きよ

て約束の聖 きみた まによって結び固め

られ，そ して最後 に昇栄 した神の娘 と

して天父のみ もとに帰 り， そのみ腕 に

抱かれ るまでのす ばらしい旅 となるよ

うに願 っています。 これは，私たちが

聖徒 として歩む旅路で もあ ります。

誓約 を交わ し，守 ることについてよ

く話され ますが，実際，それはどうい

うことなのでしょう。バプテスマの時，

私たちは 「互いの苦難を軽 くす るため

に喜んで助 け合 うこと，悲 しむ者を思
い

いや って共 に悲 しむこと，慰めが要る

者を慰めること，……いついかなる時

で も， どのような所 に居ても， どんな

ことについて も……神の証 し人 にな り

た い 」 とい う決 意 を表 わ し ます。

(モ ーサヤ18：8-9)こ れ はほんの

最初の1歩 であ り，神殿ではさらに，
ささ

従順であり，犠牲 を捧 げ，己れを清 く
の

ふさわし く保ち，真理 を宣べ伝 え，純

潔 を守 り，祈 り，福音 に従って生活 し，

そして永遠にわたって忠実であること

を誓約 します。

天父は私たち一人一人 をよくご存 じ

です。私たちが主 と交わす誓約 はひ と

りずつ個別 に行 なわれ ます。ハ ワー

ド・W・ ハ ンター大管長はこのように

言い ました。「私 が常 に感銘を受 けて

きたのは，主は私たち一人一人 と個別

に交わられるということです。私たち

は教会で多 くの ことを集団で行 ない ま

す。…… しかし……最 も重要な事柄 は

すべてひとりずつ行なわれます。子供

の祝福 は，双子であろうと三つ子であ

ろうと，ひ とりずつ行 ないます。バプ
せいさん

テスマ もひ とりずつ，聖餐を受 けると

きも，神権を授かる ときも，神殿 で儀

式を受けるときも，ひ とりずつ，自分

と天父 との関係 を強 めなが ら行 なうの

です。天では個人個人，一人一人に重

きが置かれ ます。」(『永遠の投資』「教

会教育部職員への説教」1989年2月10

日)こ の ようにして一人一人が天父 と

直接交わ した約束 はまさに，記念すべ

きものであ り，聖別すべ きものです。



アルマが人々に誓約を交わす ように勧

めた時， どんなことが起 こったか覚え

ていますか。彼 らはそれ を記念 しまし
たた

た。「その手を叩いて」喜んだのです。

で も，誓約が特権 というより義務の よ

うに感 じられ ることが多いのはなぜで

しょう。
せいさん

皆さん は最近聖餐を受 けた とき， ど

の ように感 じま したか。バ プテスマ

フォントや神殿 で交わ した誓約につい

て思い巡 らしたでしょうか。私たちは

聖餐を通 して誓約 を新たにできます。

そうすることによ り，私たちが敬意 を

もってきちん と誓約を守 るな ら，初め

てバプテスマを受 けた ときのように清

く，新鮮な気持ちになれ ます。 また新

郎新婦のように神殿の結 び固めに対 し

て真心か らの忠実 を胸 に抱 き，子供の

祝福 を受 けた幼いジョーダンのように

神 の深い愛を感 じることがで きます。

誓約 は私たちを新 たにして くれます。

誓約によって私たちの日々の行 ない

は変わっているで しょうか。そうでな

ければな りません。 それがむずか しい

場合があって も，努力 し続 ける必要が

あ ります。

大 きな困難 に遭 って も誓約を固 く守

ることによって自分 を新 たにし，次 の

世 においてだけでな く， この世 にあっ

て も平安 を見いだ している，多 くの聖

徒たちの経験 を耳にします。誓約 を守

ることは，誓約 を破 ることと同じよう

に，習慣 にな るか らです。

私たちは皆，悪や不正，苦痛の犠牲

者 とな ります。ある姉妹はご主人が彼

女 に忠実でなかったために何年 もの間

苦 しみ，悲しみましたが，誓約に忠実

であ り続けたため，それ を乗 り越 える

ことがで きました。

人生 には荒海 もあれば，静寂な海 も

あ ります。イテル は 「この ような望み
いかり

は信仰か ら生 じて人の心の錨 になるも

のであ るか ら， この錨のた めに人 は

しっか りしてび くともせぬ ようにな り，
あが

いつ も多 くの善い行いをして神 を崇め

るようになることがで きる」 と言って

い ます。(イ テル12：4)誓 約 という

錨 は私たちを堅い地面にしっか りと立

たせ，あらしの中でも，神か らの約束

に永遠の意義 を与 えるだけでな く，今

綴

現在に もそ うした約束をな くてはなら

ない ものにしています。誓約 によって　 うた
「贋い を与 える愛 を讃 美する歌 を唱い

たい」 とい う気持 ちになったことがあ

りますか。(ア ルマ5：26)

あ る扶助協会の集会で，姉妹たちは

若い人々 に誓約 を交わ し，守 るように

教 えるには どうした らよいか を話 し

合っていました。ある姉妹は10代 の娘

の ことで非常に悩んでいました。話 し

合いの中で信仰，祈 り， よい模範，聖

典 といった意見が出されるのをじっ と

聞いていた彼女 は， とうとうたまらな

くなって自分の気持 ちをぶつけました。

「そういうことは全部やってみました
。

で もうまくいきません。」 そして静か

に 「今，私たちを結 びつけて くれてい

るのは，愛です。 それ しかあ りませ

ん」 と付け加 えました。 このすばらし

い姉妹 は，「(娘に対 して も)愛 ある人

になる」 とい う誓約を守って さえいれ

ば，必ず何かが変わ ると信 じていたの

です。 そしてその とお りにな りました。

若い女性 のキャンプに参加 したケイ

ティは，家族の深刻な問題 を抱えて憤

りを感 じ自暴 自棄 になっていました。

ぴを 　

〃 霧 潤

毎
纏

翻 欝

あかし

証 は揺れていました。その時，彼女の

ことを心配 した指導者は，その聖 なる

召 しにふさわしい行ないをしようとし

て，手紙 を書 きました。「あなた を愛

してい ます。信 じてい ます。あなたに

は証があ ります。今か ら書 くことはみ

んな あ なた が証 して くれ た こ とで

す 。」 それ に続 いて彼 女 が した証 の

数々が挙 げられていました。誓約に忠
じ ぎ

実であろうとした指導者か らの時宜 に

かなった この手紙 によって，ケイティ

は力づ けられ，彼女自身 もまた誓約 に

忠実であることができました。

私のワー ド部にいる高校生のマーク

は，つい最近断食証会で誓約を守 って

生活するための力 をどのように得てい
ひ けつ

るか話 して くれ ました。その秘訣 は簡

潔 で，覚 えやすい もので した。「聖典

を毎 日読めばサタンは去 る。」

誓約 を守 るとどんな報いが得 られる

でしょうか。心温かいベ ンジャミン王

は こう語 ってい ます。「お前た ちの結

んだ誓約のためにお前たちはキ リス ト

の子 と呼 ばれ 一 お前たちはキリス ト
かしら

と言 う頭 の下 にあって 自由 を得た。」

(モーサヤ5：7-8)そ して私たち

聖徒 の道/1995年7月 号

85



あがな

は 「神 に腰われ第一の復活 にあずかる

者の数 に入 って永遠の生命 を得る」 こ

とが で き るのです。(モ ー サ ヤ18：

9)

兄弟 姉妹 の皆さん，私たちは誓約を

守 ることによ り， くびきを負 って くだ

さるお方，重荷を軽 くして くださるお

方であるキ リス トを思い出すことがで

きます。

誓約 を完全 に守 ってい ないか らと

いって落胆 しないで ください。救 い主

は私たちが約束 を守 ることを強 く望 ま

れて，永遠の順いを備 えて くだ さいま

した。今 あなたの心が腰い を与 える愛

の歌 を歌 っていないな らば，誓約に立

ち戻 り，記念 して くだ さい。私の初孫

のように，あなた も清 くなれるのです。

誓約を新た にす ることによって， まる

で暑い日に氷水 を浴びた ときのように

目が覚 め るで しょう。 そ して，世界

じゅうの何百万 という教会員が どんな

試練に遭おうとも日々誓約 を守 ってい

る点を忘れ ないで くだ さい。あなたに

もで き ま す 。

きょう，私が話 した中でひ とつだけ

覚 えていただ くとすれば，誓約 を固 く

守 り， それを記念するということです。

私 にとって誓約 は信仰の表われであ り，

きょう私が ここに立っているの もその

ためです。誓約 によって私 は，目先の

ことに とらわれず，大 きな視野 に立っ

て物事 を見 られるようにな りました。

息子たちが宣教師 として伝道の業 に携

わった時，私 は誓約が主のみ業を推 し

進めるのを目にしました。誓約によっ

てほかの人々の生活に影響 を与えられ

るようにもな りました。私はどんなこ

とがあろうと神 と交わした誓約 を曲げ

ることはで きません。誓約によって容

易に正 しい選びがで きるようにな りま

す。私たちの人生で誓約が さらに大 き

な力 と喜 びの源 となるよ う， へ り く

だってお祈 りします。それ によって，

私たちが正 しく，揺 るぎない人生を歩

めます ように。主のみ手が必要な とき

には，その助けがいつもありますように。

主が私 と交わ して くださった誓約を心

か ら大切 に思い，それに忠実に生 きら

れ るように心から願 っています。イエ

ス ・キリス トのみ名 により，アーメン。

復活祭の思い出

七十人

アンドリュー ・W・ ピーターソン

お く

「神がわたしたちに下さったのは，臆 する霊 ではなく，力と愛と慎みとの

霊なのである。だから，あなたは，わたしたちの主のあかしをすること

〔を)決 して恥すかしく思ってはならない。」(11テ モテ117-8)

と2週 間 もす ると復活祭を迎え

あ ます。私たちがイエス ・キ リス
トに心を向け，思 いをはせることがで

きるように願 っています。多 くの人々

に とってこの復活祭はいつ もの復活祭

と変わ りなく過 ぎてい くで しょうが，
めいそう

ある人々にとっては瞑想 し，記憶 を呼

び覚 まし，感謝する時期 になるで しょ

う。

27年 前，私 は宣教師 としてアルゼン

チ ン北伝道部 で働 いていましたが，そ

の時迎 えたある特別な復活祭 を今 でも

はっきりと覚えています。私 たちの伝

道部 は南 ボ リビアに宣教師 を派遣 して

い ましたが，1968年 に私 は，南ボ リビ

アにあるアルティプラノ山のふ もとの

クイ リザ とい う小 さな村 で，その復活

祭の日曜日を過 ごしました。村人 が復

活祭の支度 をしていた光景，あの時の

雰囲気や音楽，気分 は今 も忘れられま

せん。

その復活祭の 日曜 日の朝早 く，アル

セ長老 は私にある求道者の家族 を訪問

しようと提案 しました。私たちはす ぐ

にその家 に向かいました。その村 の舗

装 されていない道 の両側 にはメキシコ

特有のれんが造 りの家並みが続いてい

ました。私たちはその家 に着 くと，い

くつかの大切 な質問 について復習 しま

した。土の床 に絵を描 きなが ら，私た

ちはどこか ら来たのか，またなぜ この

世にいるのか， そして死 んだ後 どこへ

行 くのかについて再 び語 ったのです。

そこにはみたまがあ りました。バプテ

スマを受けるように勧めると，彼 らは

それを受け入れ ました。その 日の午後，

すば らしいバプテスマ会が開かれ，私

た ちは近 くのサ ンホアンデオ ロ川 の

濁った水の中でバプテスマを施 しまし

た。南アメリカは季節が反対で， こち

らが春の時 に，向 こうは秋 にな ります。

彼 らは衣装を着替 えるため，刈 りた

ての とうもろこしの茎の陰 に隠れ ると，

白い美 しいバプテスマの衣装を身にま

とって出て来 ました。彼 らの褐色の肌

と黒 い髪， そして輝 くばか りの笑顔 は，

今で も私の脳裏 に焼 きついて離れ ませ

ん。すべての人が主のみ もとへ来 るよ

うにとい う，キ リス トの招 きがだれに

でも当てはまる ことを思 うと，あの復

活祭 の日曜 日に味わった感動がよみが

えり，今でも目頭が熱 くな ります。

私は宣教師 として主のみ名のために

人々の問で働いていた時，主が地上で

弟子たちに話 された言葉 を思い出しま

した。主は 「わたしにはまた， この囲

いにいない他の羊がある。わた しは彼
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らをも導かねばな らない。彼 らも，わ

たしの声 に聞き従 うであろう。そ して，
ひつじかい

ついに一 つの群 れ， ひ とりの羊 飼 と

なるであろう」 と言われ ました。(ヨ

ハネ10：16)

アル ゼンチンに帰 るためボ リビアの

クイリザを離れ る時，私たちは特別 な
ささ

祈 りを捧 げました。星空の下，愛す る

同僚 とともに土のサ ッカー場 にひざま

ずき，交替 で心から天父に祈 りました。

その土地の人々， また伝道部長 に対 し

て抱いている心からの愛 と感謝 を私た

ちは捧 げました。宣教師 として働 く特

権 に感謝 し， これか らも人々を助 ける

ことを天父に約束 したのです。

伝道後 も，宣教師の時代 に交わした

主 とのこの約束を果たす機会 に恵まれ

ました。伝道地から帰還す ると，私 は

高校 時代 か らの恋 人で あったク リス

ティーン ・スウェンセン姉妹 と結婚 し
はんりょ

ました。彼女 は私のすばらしい伴侶で

あ り，私 は心か ら彼女を愛 しています。

彼女は正看護婦 として働 き，ふた りが

歯科大学 を卒業するまで家計 を支 えて

くれ ました。卒業 を間近 に控 え，私た

ちは6回 目の結婚記念 日を迎 えました

が， まだ子供があ りませんでした。 し

かし扉が開かれ， その機会が訪れたの

です。愛する大切なアシュレーが私た

ちの元 にやって来 ました。1年 後，私

たちはボ リビアへ行 き，孤児院 か ら

ジョシュアを養子 に迎 えました。 ジョ

シュアは当時2歳 で したが，かわいい

小 さな男の子が， 私 に手 を伸 ば して

「パパ
，パパ!」 と言 いなが ら歩いて

来 る姿が，今で も目に浮かびます。

次に， ミーガ ンが我が家 に来た時，

生後24時 間 もたっていませんで した。

そしてボリビアに戻って初 めてダニエ

ルを抱いたのは，彼が5カ 月の時でした。

数年後， メキシコのメリダ伝道部 を

管理 している間， ジェニ ファーが家族

に加わ りました。彼女 はメキシコで生

まれた，生後2週 間の愛 らしいグアテ

マラ人 の赤 ちゃんで した。彼女はメキ

シコ南部の宣教師や会員たちか らとて

も愛 され ました。 そして，伝道が終わ

る3週 間前にナタ リー ・ジョイが私た

ち家族 の元に来 ました。彼女が この家

族 に加わ るべきであったという，私た

あかし

ちの受 けた証 をず っと後まで思い出せ

る よ うに， 私 た ち は彼 女 の名 前 を

「ジ ョイ」 と名付 け ました
。結婚 して

16年 間 に6人 の養子 を迎えてから，ア

ンとアンドリューが私たちの間に生 ま

れ，ほかの子供たちにも：喜び と幸福 を

もた らしました。私たちはイエス ・キ

リス トの教会員 に与 えられる，神殿の

永遠 の結び固めの効力 に心か ら感謝 し

ています。

1968年 の復活祭 に，ボ リビアの星空

の下で主 と交わした特別 な誓約 を胸 に

秘め，妻のクリスと私 は，毎 日子供た

ちを抱 き締 め，すべての子供 たちに対

す る神の愛 を深 く心に感 じて きました。

そして，1968年 の復活祭 と同様， この

1995年 の復活祭 も決して忘れ られない

もの となるで しょう。

6カ 月前，私たちは教会員 としてハ

ワー ド ・W・ ハ ンター大管長を末 日聖

徒イエス ・キリス ト教会の第14代 大管

長 として支持 しました。私 はその大会

で新 しい七十人 として支持 されました。

今年の3月 初めに入って，ハ ンター大

管長が亡 くな りましたが，大管長の記

憶 は私の心の中に鮮明 に残 ってい ます。

ハ ンター大管長 は私が任命 される際，

私の子供 たちに次のような言葉 をかけ

て くれ ました。「私 たちは皆 さんを愛

しています。 ここでは気持ちを楽にし
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て ください。私たちを家族 と同 じよう

に思 って ほしいんです。」私た ちの任

命 を済ませる と，ハ ンター大管長ゴ ヒ

ンクレー副管長，モ ンソン副管長 は子

供たち一人一人 と握手 して くれ ました。

なん と恵 まれたひ とときだったでしょ

う。任命後6カ 月を経た今，私はこう

してタバナクルで皆 さんの前 に立ち，

初 めて教会幹部 として話 してい ます。

そしてゴー ドン ・B・ ヒンクレー大

管長が，末日聖徒イエス ・キリス ト教

会の第15代 大管長 として支持 されまし

た。

27年 前，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

長老は南アメリカを訪問 して，宣教師

に話をして くれ ました。当時， ヒンク

レー長老は使徒 に召 されてわずか7年

目で，今 より若 い時期で した。ひとつ

の聖句 を示 して，チャレンジをしまし

た。それはテモテへの第二 の手紙の，
おく

「神がわたしたち に下 さったの は
，臆

する霊で はな く，力 と愛 と慎み との霊

なのである。だから， あなたは，わた

したちの主のあかしをすること 〔を〕

決 して恥 ずか しく思ってはならない」

とい う聖句 でした。(1：7-8)

ヒ ンクレー長老 は宣教師たちに，臆

せず，イエス ・キリス トに対する証 を

決 して恥 じない ように勧告 しました。

その勧告は当時宣教師だった私 に大 き

な影響 を与 え，今 も同様に，私や皆 さ

んに重要な意味を持 っています。主は，

臆す ることな く力 と愛 と慎 みに満ち，

主への証 を決 して恥 じない新 しい予言

者 を立てて ください ました。予言者 は

模範によって，それを私たちに教えて

います。
めいそう

この復活祭が，瞑想 し，過去 を振 り

返 り，感謝 を捧 げる時期 となりますよ
かぎ

うに。願わ くは，王国の鍵 を持つ予言

者の勧 めに従 うと私たちが決心で きま

すように。人々に親 しまれている賛美

歌の中に，次のような歌詞があ ります。

.「心に光あ り'主 はわが光
，

この世の空 よりも なお輝 く……」

(賛美歌139番)

確 か にイエ スは私 の光 です。イエ

ス ・キ リス トのみ名 により，アーメン。



愛に囲まれた食卓

七十人

リグラン ド ・R・ カーティス

テレビを消 して，食卓を囲み，ひざまずいて祈り，助けを願い求め，天

父の数々の祝福に感謝する家族に，どれほどすばらしい成長の機会が秘

められているか考えてみてください。

家慰灘繍聯灘
ニー副管長 は，「社会 に見 られ る悪性

の病 は，家庭 の基盤が揺 らぐことにそ

の端 を発す る」【と語 りました。 きれ

いな家具のそろった大 きくて豪華な家

に住 んでいる家族 もあるか と思 えば，

家具 もほ とん ど見当た らない小 さくて

質素な家に住んでいる家族 もあ ります。

しか し，住 んでいる家のいかんにかか

わらず，賛美歌 にあるように 「愛ある

家 は，み国を映す」のです。(賛 美歌

186番)

家庭の中で 目にする最 も大切 な家具

のひ とつは，食卓です。大 きな食卓 も

あるでしょうし，小さな食卓 もあるで

しょう。 また，食べ物や食器 を置 くス

ペースがほ とん どないような小さなカ

ウンター式の食卓 もあるでしょう。た

だ， どんな食卓であれ，そのいちばん

大 きな役割は，家族一人一人 に栄養を

与 えることではないか と思います。

きょうは， この食卓が持つ もっと大

切 な役割 についてお話 ししたい と思い

ます。それは，肉体に栄養を与える役

割 よりもっと大切 な役割です。

普通，家族 には年齢の違 うふた り以

上 の人がい ます。家族全員は， ともに

食事 をするだけでな く，で きることな

ら全員で祈 り，語 り，耳 を傾 け， きず

なを深め，学 び，成長する必要があ り

ます。 ヒンクレー大管長 の次 の言葉 は

至言です。「私 の願 いは， もっ とうま

く語 りたいのですが，子供 を救 うこと

です。あま りにも多 くの子供 たちが苦

痛 と恐れ，孤独，失意の中を歩んでい

ます。子供 には日の光が必要です。幸

福が必要です。愛 とはぐくみが必要で

す。思いや りと励 まし，愛 庸が必要で

す。家の大小 を問わず，すべての家庭

が愛 とい う環境 を子供 に与 えることが

で きます。 それが救 いをもた らすので

す。」2

ほ とん どの家族の場合，いったん外

に出る と， この世のいろいろな力 に身

をさらす ことにな ります。また家の中

でも， ラジオ，テレビ， ビデオ，録音

テープなどが持ち込 まれ，大 きな影響

を及ぼしています。
せいさん

食卓 を囲んで福音，聖餐会での話の

内容，今月号の 「聖徒 の道」 に出て き

た記事，学校であった出来事，総大会

の話， 日曜学校のレツスン，イエス ・

キ リス トとその教 えについて話 し合っ

た り，いい音楽 を一緒 に聴いた りす る

家族 を，心に思い描いてみて ください。

このほかにも家族 でで きることはた く
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さんあ ります。両親だけでな く家族全

員が，食卓 を囲む一人一人 の話 に耳を

傾 け， お互 いに参加する機会 を与 え合

うというのは賢明なことです。

テ レビを消 して，食卓 を囲み，ひざ

まずいて祈 り，助 けを願い求 め，天父

の数々の祝福 に感謝 し，愛にあふれ る

天父について小 さい時から教 える家族

に， どれほどすば らしい成長の機会が

秘 められているか考 えてみて ください。

家族の祈 りを小 さい時か ら経験 した子

供たちは，やがて自分の家族を持つよ

うになった時にも，家族で祈るように

なるはずです。

トーマス ・S・ モンソン副管長 もこ
なんじ

う述 べま した。「主 は 『汝 らの妻子が

祝福 を受 くるよう，た えずわが名によ
ささ

りて家族 の祈 りを御 父に捧 げよ』(III

ニ ー ファイ18：21)と 語 られた時，家

族で祈 ることを奨励 されたのです。

一緒 に主への祈 りを捧げている典型

的 な末 日聖徒 の家族 をのぞい てみ ま

しょう。父，母，そ して子供たち一人

一人 がひざまず き
，頭 を垂 れ，目を閉

じています。家庭の中には，愛 と調和，

そして平安が満 ち満ちてい ます。 『お

父さんが神様の戒 めに忠実で，正 しい

行 ないをするように』 という幼い子供

の祈 りを聞 く父親 にとって， その子供

の祈 りのとお りに生活す るのはなんと

易 しい ことでしょう。また 『娘が結婚

相手 を選ぶに当たって主の導きを受 け

るように， また，神殿 で結婚 をするま

でみずか らをよく整 えることができる

ように』 という母親の祈 りを聞 く10代
けんそん

の娘が，愛する母親のその ような謙遜

な願いに反する行為 をすると思い ます

か。 また父，母，幼い子供たちが声 を

ひ とつにして真剣に，『息子が，(あ る

いは，お兄 さんが)ふ さわ しい生活 を

し，やがて教会の宣教師 として主に仕

えることがで きるように』 と祈 るよう

な家族では，その子供たちが宣教師 と

して奉仕す ることを強 く望む若者に成

長 してい く姿が手に取 るようにわかる

のではないで しょうか。」3

多 くの人 は，「毎 日，一緒に家族 の

祈 りを捧げずに， どうして子供や親 を

この世の中に送 り出せ るでしょうか」

と言っています。賢明な両親 は1日 の



予定を検討 し，必ず1度 は家族全員で

集 まり，祈 りが もた らす数々の祝福に

あずかれるよう計画 します。す ぐに，

小 さい子供たち も自分 の順番が来た ら

祈れるようにな り，家庭の祈 りの大切

さを学ぶ ようにな ります。

以前，私 は次のような話 をしました。

「家族が愛 を示 し合 う家庭 は幸福 な場

所 となるはずです。幸福 は家庭で作 ら

れると言われます。私たち は自分たち

や子供 にとって家庭が幸福で楽 しい場

所 となるように努力 しなければな りま

せん。福音の教 えを中心 とした幸福 な

家庭 を築 くためには，全員が絶 えず努

力を傾 けなけれ ばな りません。」4

あ る大家族 の少年が，自分は忙 しい

のに毎 日の家族の祈 りが長すぎる， と

文句 を言いました。賢い母親は，次の

日，その子 について何 も祈 りませんで

した。祈 りが終わ ると，その忙 しい少

年 は 「お母 さん， ぼ くの こ と忘 れた

よ」 と言いました。お母 さんはやさし

く，「あなた は長 いお祈 りが嫌 なんで

しょう」 と説明 しました。その忙 しい

少年 は，「ぼ くの ことを祈 り忘れた ら

だめだよ」 と文句 を言いました。

食卓 を囲んで聖典 を開き，真理 と教

えについて話 し合 っている家族 を想像

して ください。 これ こそまさに愛に囲

まれた食卓です!

子 供たちは学校以外で ももっ と本 を

た くさん読 まなければな らない と，教

育専門家 は言っています。毎 日食卓 を

囲んで，子供たちと一緒に聖典 を読 む

ことで，子供たちに祝福を与 えること

ができます。

家族が全員で食卓 に集 まる機会 を作

るには，かなりの調整 と周到な計画が

必要です。 しか し，愛 に囲まれ，語 り

合 うことによ りお互いの きずなを深め，

家族で一致 し，家族が霊的に成長す る

こと，これよ り大切な ものがほかにあ

るで しょうか。いちばん大 きな成功 は，

絶えざる努力か ら得 られるのです。

今 日の社会 には家族 と家庭 を破壊 し

ようとする力が満ちあふれています。

賢い両親 は家族の きずなを強め，家庭

の中に霊的な雰囲気 を作 り出 し，イエ

ス ・キリス トと神殿活動 に目を向けよ

うと努力 します。ハンター大管長 はこ

う言い ました。

「私たちが互 いにもっ と親切 にし，
けんそん

もっと礼儀を尽 くし， もっと謙遜 で，
ゆる

忍耐強 く，赦 し合 えるように祈ってい

ます。……2番 目に教会員に勧めたい

のは，その同 じ精神 をもって，主の宮

居 を，教会員であることの崇高な象徴

とし，最 も聖なる誓約 を交わす至高の

場所 として確立す ることです。神殿 に

参入す るふさわしさをすべての教会員

が身につけること，それが私の心の奥

底か らの願 いです。」5

ハ ンター大管長の願いを実現す るう

えでいちばんの助 けとなるのは，食卓

を囲んで行なう日々の活動です。

私たちは， それぞれの家庭で， 自分

以外の人 に対す る接 し方 を学ぶべきで

す。ゲーテがこのような言葉 を残 して

い ます。「相手 をその現状 の姿で受 け

入れて しまうと，相手は進歩 しない。

しかし，偉大な可能性を秘めた価値あ

る存在 として接す ると， そのあるべき

姿の人間に変わってい く。」6

パ ッカー長老 は次 のように言い まし

た。「天国の要素をい くつか家庭 の中

に持 ち込めば，家族の一人一人が教会

活動の中で成長してい くことが保証 さ

れ る。 もちろん，家庭の夕べはその目

的のために用意されている。家庭の夕

べは， あらゆる必要を満たす ことがで

きるように作 られた ものであ り，教会

堂で開かれる集会 と同様 にきわめて神

聖な ものであ る。」7デ ィー ン ・L・

ラーセ ン長老 も同じような ことを言っ

てい ます。「私た ちが礼拝 する場所が

教会の建物だけ とは限 らない ことも強

調 しておきたい と思 います。私たちの

家庭 も信仰の場でなければな りません。

毎 日 『家庭 という教会』へ帰れるとし

た ら，それはすばらしい ことです。主

のみたまが最 も注がれ容易 にそれが受

けられる場所は，私たちの家庭でなけ

ればな りません。」8

私 たちの家庭 でこれらがすべて実現

され るように努力す るに当たり，以下

のハロル ド・B・ リー大管長の言葉を

よく心に留めてお くとよいでしょう。

「主の仕事 の中で最 も大切 なの は
， あ

なたの家の囲いの中で行 なう仕事であ

る。」9

私 は皆 さんが それぞれの家庭 と食卓

を注意深 く見詰 め直 して くださるよう，

また家庭 の中に天国の要素 をもた らし，

イエス ・キリス トのみもとに来 る努力

を常 に怠 らないよう切 に祈 るものです。

イエス ・キ リス トのみ名 により，アー

メン。

注
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6.ロ イ ・ウ エ ス ト ・エ マ ー ソ ン 「名 言 集 」
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背教と回復

十二使徒定員会会員

ダリンiH・ オークス

末日聖徒イエス ・キリスト・教会の目的は，すべての神の子供たちがみすガ

らの可能性を理解し，神が備えられた最も輝かしい光栄に到達できるよう，

助けを与えることです。

日聖徒イエス ・キ リス ト教会の

末 教 えには，他のキ リス ト教会の
教 えと共通 した ものが数多 くあ ります。

しか し違い もあ ります。私たちがほか

のクリスチャンに向けて宣教師を派遣

した り，教会堂以外 に神殿 を建 てた り

する理由は，その違 いの中にあ ります。

また私たちの信仰が，人生の数々の問

題や死 に立 ち向か う力や大 きな喜びを

もた らして くれる理 由も， この違いの

中にあ ります。 きょうは，他の教会 の

教義にな くて，私たちの教会にある重

要な教 えのい くつかについてお話 しし

たい と思います。内容 は，背教 と回復

についてです。

昨年，スエズ運河 に近 いシナイ半島
ようさい

のある所 で，ローマ帝国時代の要塞 と

町が発掘 され ました。かっては大 きな

町で したが，そこは砂漠 の砂の中に埋

もれ，何世紀 もの間，その存在す ら忘

れ去 られてい ました。(『シナイの砂漠

に現われたローマの要塞遺跡』「デゼ

レ トニ ューズ 」1994年10月6日 号 ，

p.A-20)こ の ような発見 は，知識 は

時の経過 とともに増 してい くとい う一

般的な仮定 と相反するものです。事実，

大切 な真理がゆがめられ， また無視 さ

れ，ついには忘れ去 られてい く中で，

人 々に広 く知 られていた知識が影 を潜

めてい くということがあ ります。たと

えば，アメリカインデ ィア ンは自然 と

の共生 とい うことでは，多 くの点で，

現代社会の私たちよ りも優 れていまし

た。同様 に，現代 の芸術家や工芸家は，

ス トラディバ リウスのバイオ リンのニ

ス塗 りのような過去の時代 の優れた技

術や材料 を復元することができません。

ゆがめられ，無視 され，忘れ去 られ

てきたい くつかの重要 な事柄 について

知識 を回復 することがで きれば，私た

ちはもっと賢 くなれるで しょう。 これ

は宗教上の知識にも当てはまります。

またそれは，私たちが主張 している福

音の回復の必要性 についての説明 とも

な ります。

ジョセブ ・ス ミスはこの教会 のお も

な教えを説明するように求 められた と

きに，現在信仰箇条 として知 られてい

るものを書 きました。 その第1条 には

「われ らは
，永遠の父 なる神 と， その

御子 イエス ・キ リス トと聖 霊 とを信

ず」 とあります。予言者は後に， 「福

音の簡潔な第一原則」 には 「神の属性

を確かに知 る」ことも含まれると宣言

してい ます。(『大会議事録』「タイム

ズ ・アンド ・シーズンズ」1844年8月

15日 付 ，p.614)私 た ちは神 につ いて
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の真理 と，神 と人 との関係についての

真理か ら始めなければな りません。ほ

かのすべては，その後に続いて来るこ

とです。

ほかのクリスチャンのかたがた と同

じように，私たち も神会 を構成する御

父 と御子 と聖霊 を信 じています。 しか

し私たちは，神会 のお三方はそれぞれ
あかし

に独立 した別個のお方である と証 して

います。 また，父なる神 は単 なる霊で

はなくて，復活された御子イエス ・キ

リス トと同 じように，触知できる体を

持つ，栄光化 されたお方です。

今の聖書に記されている教 えは，最

初予言者 を通 して人々に知 らされた時

は 「はっきりしていて純粋 であり， ま
わか

た非常 に貴 くてすべての人 に解 り易い

もの」(1ニ ー ファイ14：23)で した。

これ までに私たちに伝 えられ，翻訳さ

れてきた聖書でさえも，父なる神 と復

活 された御子イエス ・キリス トが触知

で きる体 を持つ別個 のお方であること

を確認 してい ます。その ような教 えの

中か らふたつだけを挙 げてみ ましょう。

聖書は，人 は神 にかたどって創造 され

た ことを宣言 し， またイエスのバプテ

スマの時に，神会の独立 したお三方の

存在が示されたことを述べています。

(創世1=27;マ タイ3：13-17参 照)

これ とは対 照的 に，多 くの ク リス

チャンは触知 できる体 を持つ神，人格

神，別個 のお三方から成 る神会 という

概念 を否定 してい ます。彼 らは，神 は

霊であり，3っ の位格 を持つ唯一の存

在である と信 じています。私 たちは，

そのような教 えはいわゆる 「大背教」

が起 きたことの表われであると考えて

います。

「不可知 の神 の奥義」 とか 「聖三位

一体の奥義」 などの
，聖書にはない言

葉遣いで定義 されている教えは，ギリ

シャ哲学が説 く概念 に源 を発 している

ものです。 このような哲学上の概念が，

使徒の死 に続 く5世 紀 の間にキリス ト

教 を変質 させて しまったのです。た と

えば当時の哲学者たちは，物質界 に属

するものは悪であ り，神 は感情 も情念

もない霊であると主張していました。

信徒 としてキリス ト教信仰 に大 きな影

響 を及ぼすようになった学者たちも含



めて， このような教 えを奉 じていた入

人 にとって， キリス ト教初期 の簡潔な

教 えは受 け入れがたい ものでした。 ご

自分は天父の真の姿であるとおっ しゃ

り， ご自分 と御父がひ とつであるよう

にひとつにな りなさい と，弟子たちに

お教 えになった神 の独 り子， また十字

架 につけられて亡 くなった後 に，骨肉

の体 を持つ復活 した存在 として弟子た

ちにみ姿 を現 わされたメシヤ とい う概

念は，彼 らにとってなかなか受 け入れ

られるものではあ りませんで した。

ギ リシャ哲学の思弁的世界 と，単純

明解 な信仰 と実践 を旨とする初期のク

リスチ ャンの間の衝突 は，激 しい論争

を引 き起 こし， ローマ帝国の分解につ

ながるほどの大 きな政治的分裂 にまで

発展する恐れがあ りました。そのため，

コンスタンテ ィヌス大帝が西暦325年

に教会最初 の公会議を召集 したのです。

このニカイア公会議(ニ ケーア宗教会

議)で の採択 は，使徒たちの死後，近

代 キリス ト教の神の概念 を形成する，

比類ない重要な出来事で した。 このニ

カイア信条の，神の御子 は御父 と 「同

一実体」であるという定義づけによっ

て，御子 と御父 は別個 のお方であると

いう教えは消し去 られました。

この後 も教会の公会議が幾度 も開か

れ， そこでの決議 と聖職者や哲学者の
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書物を基に，ギ リシャ哲学 とキ リス ト

教の教義が結合 しました。 こうして，

当時の公認されていた教会の会員たち

は，神 と神会 についての完全な真理を

失 ってしまったのです。その影響 は，

3つ の位格を持つ唯一 の神 とい う主張

をし，唯一 のお方であ る神 を 「不可

知」の 「体 も肢体 も感情 もない」存在

と定義するさまざ まなキリス ト教の教

義 の中に今 も存続 しています。末 日聖

徒イエス ・キ リス ト教会の教義の顕著

な特徴のひ とつは，聖書の時代以降に

定められた これらの教義 を否定 してい

ることです。(ス チー ブン ・E・ ロビ

ン ソ ン 「モ ル モ ンは ク リス チ ャ ン

か」;「モルモニズム百科事典」ダニエ

ル ・H・ ラ ドロー編 ，全4巻 ， 『背

教』『教義』『父 なる神』 『神会』の項

参照)

私たちが背教 と呼ぶ この過程の中で，

旧新約聖書 に述べ られている触知 し得

る体 を持つ人格神 は，ギ リシャ哲学の
せっちゅう

思索主義 との折 衷 が生 み出 した抽象

的 な不可知の神 に取って代わ られてし

まったのです。聖書の中の言葉 も受け

入れ られた ものはそのまま残 りました

が，いわゆる神の言葉の 「隠 された意

味」は，本来の ものか らは遠 くか け離

れた哲学用語で説かれるようになりま

した。その哲学体系による言葉の中で

は，父なる神 はいかなる点において も
ぐう い

父たることをやめ，寓意的な意味 しか

占めな くな りました。 また慈悲深 く理

解 し得るお方 としての存在 も終わって

しまったのです。そして，神の独 り子

が独立 した存在であるとい う教 えは，

哲学の抽象的な概念の中に飲 み込 まれ，

姿を消 してしまったのです。その概念

とは，御父 と御子が同一の存在である

という定義 を主張 し， また不可知の関

係 を説明 しようとする考え方です。

宗教哲学 について厳 しいことを述べ

てきましたが，末 日聖徒はそのような

信仰をもつ人々を批判 しているのでは

ない ということを， ここで申し添えて

おきたいと思い ます。私たちは，宗教

界の指導者 と信徒の多 くは，神 を愛し，

またそれぞれに最善を尽 くして神 を理

解 し，神 に仕 えてヤ)る誠実なかたがた

であると信 じています。私たちは，今



日に至 るまで何世紀 にもわたって，信

仰 と研究 のともしびを守 り続 けて きた

人々の恩 を受 けてい ます。神 やイエ

ス ・キ リス トのみ名 をよ く知 らな い

人々の中に存在するかすかな光 と比べ

てみれば，それだけで長 い歴史の中に

おけるキ リス ト教の教師たちの働 きの

偉大 さがわか ります。

そして，あの最初 の示現の時が来 ま

した。究極の源 に知識 を求めた無学 な

少年が，筆舌に尽 くせない輝 きと栄光

に包 まれたお二方にまみえたのです。

その時，片方のお方が他 のおひとりを
あい し

指 して 「こはわが愛子 な り， 彼 に聞

け」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：17)と 言

われました。 この示現の中で神か ら与

えられた教 えは，イエズ ・キ リス トの

完全 な福音の回復の始 まりを告 げるも

のでした。御子な る神はその少年予言

者に，当時の もろもろの教会 の 「信条
にく

はことごとくわが 目よ り見て悪むべき

ものな り」(19節)と お告げにな りま

した。 ここで，神 ご自身によるこの宣

言 は，教会の教義に対する非難であっ

て，それを信 じる誠実な探求者たちを

責めたものではない とい うことを断言

しておきます。 ジョセフ ・ス ミスの最

初の示現は，神の属性 と神会 について

人々の間に広がっていた教 えが真実で

はないこと， また神 ご自身が信仰ある

人々に得てほしいと望んでお られ る祝

福に導 くものではなかったことを示 し

てい ます。

その後 も現代 の聖典 と啓示が次々 と

与 えられ ましたが，その中で， この現

代の予言者 は次 のように宣言 しました。

「御 父は
，人間の有す る肉体 と同 じく

たい

触知し得る骨肉の体を有したもう。御
しか

子 もまた然 り。 され ど，聖霊は骨肉の
も

体 を有 ちた まわ ず して霊 の御 方 な

り。」(教 義 と聖約130：22)

この教えは，私たちが霊的成長 を遂

げているために神 を完全に理解で きる

と主張 しているとい う意味ではありま

せん。 また，私たちの不完全な肉体 と，

栄光に包 まれた不死不滅のお方の体 を

同一視 しているわ けでもあ りません。

しか し私たちは，神が ご自身 と神会の

別のお二方について啓示された基本的

な教えを理解することはできます。そ

して この知識は，人生の目的 と，現世

の後に復活体 をもって迎えることにな

る永遠の行 く末 を理解するうえで不可

欠の ものです。

回復 されたイエス ・キリス トの教会

の神学では，現世の生涯の目的は，神

の息子娘 として，神の ようになるとい

う永遠の目標 に到達す る備 えをなすこ

とにあ ります。 ジョセブ ・ス ミス とブ

リガム ・ヤングはともに，次 のように

教 えています。「神 を知 らずに， 自分

自身 を理解できる……人 はだれ もいな

い。 また，自分 自身 を理解せず に，神

を知 ることはで きない。J(「 説教集」

16：75。 「ジ ョセフ ・ス ミスの言葉」

アン ドリュー ・F・ イーハ ット， リン

ドン ・W・ ク ッ ク共 編，p.340も 参

照).聖 書 の中では人 間 を，「神の子」

また 「神の相続人」 「キ リス トと共同

の相 続人」 な どと表現 してい ます。

(ローマ8：16-17)ま た，「キリス ト

と栄光を共にす るために苦難 をも共 に

している」(ロ ーマ8：17)， 「彼が現

れる時，……自分 たちが彼に似 るもの

となる」(1ヨ ハ ネ3：2)と も書か

れてい ます。私たちは聖書の これ らの

教 えを，文字 どお りに受 け止 めていま

す。私たちは，現世の生涯の目的は，

肉体 を得 ることであると信 じてい ます。
あがな

また，イエス ・キ リス トの簸 いと福音

の儀式 と律法への従順を通 して，昇栄

あるいは永遠 の生命 とも呼ばれ る，復

活 し栄光化された 日の光栄の状態に入

るにふさわ しい者 になることであると
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信 じてい ます。

ほかのク リスチャンのかたがた と同

じように，私たちは死後の世界に，天

国すなわちパ ラダイス と，地獄がある

ことを信 じています。しか し，義人 と

悪人のこのふたつの区分 は，死者の霊

が復活 と最後の裁 きを待つ間の，一時

的なものにすぎません。最後 の裁 きの

後の行 く先は， もっと多様な もの とな

ります。神会 のお三方が別個 の存在で

あるという回復 された知識 は，復活 し

た人々が受 ける栄光 の多様性 を理解す
かぎ

るための鍵 を与 えて くれ ます。

神 の子供たちは最後の裁 きにおいて，

それぞれの従順 さにふ さわしい栄光 の

王国を割 り当てられます。 コリン ト人

への手紙 の中で，使徒パウロはそれ ら

の場所 について述べてい ます。彼 は自

分が 「第三 の天 にまで引'き上 げ られ」，

「口に言 い表わせない，人間が語って

はな らない言葉を聞いた」示現につい

て書いています。(IIコ リン ト12：2，

4)彼 は死者の復活 に言及 する中で，

「天 に属するか らだ」や 「地 に属す る

か らだ」(1コ リン ト15：40)， また

「星に属するか らだ」(ジ ョセフ ・ス ミ

ス訳1コ リント15：41)が あ り，それ

ぞれ異なる栄光の段階に属する， と述

べてい ます。彼 はこれ らの異なる栄光

を，太陽，月， さまざまな星にた とえ

てい るのです。(1コ リン ト15：41参

照)

私 たちは末 日の啓示か ら， この3種

の光栄の段階が，それぞれに独立 した

存在で ある神会 のお三方 と特別な関係

にあることを知 らされてい ます。

最 も低い光栄は 「福音 を受 け入れず，
あ か し

イエスの証詞 も受 け入れず，予言者 も

……受 け入れ」 ない人々(教 義 と聖約

76：101)， また， 自分 の罪悪 に応 じた

苦 しみを受けなければならない人 々が

行 く星 の王国です。 しかし，この段階

の栄光 でさえ 「人智の計 り知 らざるも

の」(教 義 と聖約76：89)な のです。

星の光栄の王国に行 く人々 は，聖霊 と

天使か らの教え と導きを受 けます。邪

悪 だ っ た人 々 で さえ も， 最後 に は
うけつぐもの

「〔この段階の〕救いを受嗣者」(教 義

と聖約76：88)と な るのです。

その次 に高い段 階の月の光栄 は，

「星 の光 栄 に勝 る
， すなわ ち光栄 と

ちか ら おい

能力 と，勢い と，支配の及ぶ所 に於て

皆勝 りたる」光栄です。(教 義 と聖約
あ

76：91)月 の光栄は 「世 に在 りては正

しき者」(教 義 と聖約76：75)が 行 く

所です。その最 も顕著な特徴は，月の

光栄にふさわ しいとされる人々 は 「御

子の臨在を受」 ける(77節)と いう点

です。 クリスチャンのかたがたによく

知 られている数々の教 えか らすると，

御子の臨在 を受けるという点か ら， こ

の月の光栄の王国は天国にたとえられ

るか もしれ ません。

伝統的キ リス ト教信仰 と違 って，私

たちはパ ウロ と同じ く， さらに高い第

三の天が存在す ると断言 してい ます。

近代の啓示 においては， それは日の光

栄の王国 と呼ばれてい ます。そこに住
たい

む人々の 「体 は日の光栄に属し，その

光栄 は日輪の光栄にしてすなわち神の

光栄な り」 と書かれています。(教 義

と聖約76：70)日 の光栄の王国にふさ

わ しい とされた人 は，「神 とそのキ リ

ス トとの御前に，いつまでも限 りな く

住」む(教 義 と聖約76：62)よ うにな

ります。神 の神殿 と永遠の結婚 の儀式

の中で交わした誓約に忠実な人々 を含

め， この王国に入 る最 も高度な条件を

満た した人 は，御父の 「無上完全」す

なわち永遠の生命 とも言われる，神の

ような状態に救い上 げられるのです。

(教義 と聖約76：56，94。 教 義 と聖約

131章;132：19-20も 参 照)(人 は 最

終的 に永遠の生命を得 られる，あるい

は神の ごとき者 になれる とい うこの教

えは，古代の キリス ト教の教義の「神

化」「神格化」 といった概 念を学 んだ

人々 には聞き覚 えがあるはずです)私

たちにとって永遠の生命 とは，不可知

の霊の神 との神秘的結合 とい うような

ものではあ りません。永遠の生命 とは，

慈 しみに満 ちた天父， また自分 の先祖

や子孫 と，家族 として生活す ることな

のです。

イエス ・キ リス トの回復 された福音

の教義は，私たちに理解できる普遍的

な ものであり，慈しみに満ちた真実の

ものです。現世で必要な経験 を終える

と，神の息子娘 は皆，最後には復活 し，

いずれかの光栄の王国へ行 きます。現
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在 どの宗派や信仰に属 しているかに関

係な く，義人はいずれかの光栄の王国

へ行 きます。そこは私たちの理解を超

えたすばらしい世界 です。 また，悪人

であって もそのほとんどは，最後には，

低い段階の光栄の王国 とはい えすばら

しい王国へ行 きます。 これ らはすべて，

神 のその子 らに対す る愛 と，「御父の

栄光を輝かし，彼の手 に成るすべての

わざを救 う」(教 義 と聖約76：43)イ
あがな

エス ・キリス トの贈い と復活のゆえに

起 こることです。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の目

的は，すべての神 の子供たちがみずか

らの可能性 を理解 し，神が備 えられた

最 も輝かしい光栄に到達で きるよう，

助 けを与 えることです。 この教会 は，

神の息子娘 に， 日の光栄 の王国の救い

に入る手段 を提供するために存在 して

います。 この教会 は教義的な面で も実

践的な面で も，家族 をその中心 に置い

ています。永遠 の父なる神の属性 とみ

こころに関して私たちが得ている知識

は，私たちの行 く末について，また神

の永遠 の家族 と私たち との関係 にっい

て明 らかに しています。私たちの神学

は，天 の両親 にその始 まりが あります。

私たちの最高 の望 みは，天の父母の よ
あわ

うになることです。御父の憐れみ深い

計画の下，御父の独 り子，主なる救い

主イエス ・キ リス トの贋い を通 して，

このすべてが可能 となります。私たち

はこの地上 における親 として，神 の霊

の子供 に肉体 を与 えることによ り，福

音の計画に関与 しています。永遠の救

いは，すべての家族 のための ものです。

これ らのすば らしい可能性が真実で

あるからこそ，私たちは回復されたキ

リス トの教 えを，すべての人，しか も

クリスチャンとして正 しい生活をして

いる他 の教会のかたがたに まで宣言 し

ているのです。私 たちが神殿 を建てる

理 由もそこにあります。 この信仰 は，

現世で経験するさまざまな問題に立ち

向かう力 と喜びを与 えて くれます。私

たちはこれ らの真理 とすばらしい機会

をすべての人々 にお伝 えしたいと望ん

でいます。 これらが真実で あることを
あかし

イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ っ て 証 し

ま す 。 ア ー メ ン。



なすべき業あり

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

教会には皆さんの力が必要 です。皆さんの愛と忠誠と献身が必要です。

もう少し多く，皆さんの時間と力捌1要 です。

弟姉妹の皆さん，総大会を閉じ

兄 るに当た り少 しお話 をさせてい
ただきたいと思います。 まず最初に，

私たちはこの大会に参加 して奇跡を目

にした と申しあげます。壇上での話 を

聞いていて気づいたのですが，重複 し

た話 はひ とつもあ りませんでした。す

べての話者は，独 自のテーマを採 り上

げました。前 もって何 について話すか

割 り当て を受 けた人はひ とりもいませ

んで した。それでいて，すべての話は

美し く，みごとなまでに調和 してい ま

した。

主が私たちに与 えて くださったすば

らしい祝福 に心か ら感謝 します。私 た

ちは知恵 と霊感 にあふれた勧告を聞 き，

教 えを受け，高 められ ました。

1週 間前 に，若い女性 の大会が この

タバ ナクルで開かれました。何千人 も

の姉妹たちの顔 を見るのは，霊感に満

ちた経験で した。彼女たちを見た人々

は，だれ もが このみ業の将来について

平安 と確信 を抱いたことで しょう。大

会のテーマは，聖典 を読 むことを若い

女性 に訴 えることでした。

自分が青少年の ころを振 り返 ると，

当時の若 い男性 も若い女性 もそれほど

聖典 を読んではいませんで した。なん

と驚 くべき変化でしょうか。主のみ言

葉 に通 じた新 しい世代が現われている

のです。あ らゆる不道徳 と汚れに満ち

た世の中で育ちなが らも，私たちの青

少年はほとんどの場合，世 の悪に染 ま

らずに生活 の中のチ ャレンジにこたえ

ています。 これは若い男性 も若い女性

も同 じです。昨晩 このタバ ナクル は，

父親 と息子で埋ま り， ほかにもおおぜ

いの人々が世界各地の教会の建物 に集

まりました。青少年 とい う世代 の息吹

を感 じるのはすばらしい ことです。 も

ちろん，本来送 るべき生活 をしていな

い人 もいます。黙示者 ヨハネが描いて

いる天上での戦い以来，常 にあったこ

とです。問題 は今 と同 じ， 自由意志で

した。そして，今 と同 じく，選択 しな

ければな りませんでした。

「さて
，天では戦いが起 こった。 ミ

みつかい

カエル とその御使 たち とが，龍 と戦っ

たのである。龍 もその使たちも応戦 し

たが，

勝てなかった。 そして， もはや天に

は彼 らのおる所がなくなった。

この巨大な龍，すなわち，悪魔 とか，

サタンとか呼 ばれ，全世界 を惑わす年

を経たへびは，地 に投 げ落 され， その

使 た ち も， もろ と もに投 げ落 され

た。」(黙 示12：7-9)

古代 の戦 いは今 も続いてい ます。自

由意志の もた らす終わ りのない戦いで
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す。残念 なことに，悪 を選ぶ人がいま

す。 しかし多 くの人 は善 を選びます。

教会の若 い男性 と若い女性の実 に多 く

もそうします。彼 らは私 たちからの感

謝を受けるに値 します。 しか し，同時

に励 ましを必要 としています。 また，

私たちの示す模範 を求めています。私

は，彼 らの うえに祝福があって，徳高

い生活 を送 り，学 び，信仰 と目的 を

もって成長できるように願っています。

また彼 らが，常に 「われ ら受 けし信仰

持 ち，殉教者の持つ真理 を信 じ」 て く

れ る よう願 ってい ます。(賛 美 歌163

番)

若 い女性 の大会の強調点は，アルマ

書第32章 のアルマの言葉で した。アル

マ は次のよ うに教 えてい ます。「目を

さましてふるい立ち， その能力をつ く

して少 しな りとも信 じながら私の言葉

を実際 にためしてみる……。」(ア ルマ

32：27)

私 たちの中のもっ と多 くの人々が，

イエス ・キ リス トの福音 の偉大 な永遠

の真理に気づ くために，目を覚 まして

奮い立つ必要があ ります。私たち一人

一人 は
，今 までよりも少 しよくなるこ

とがで きます。 もう少 し親切 になれま
ゆる

す。 もう少 し慈悲深 く， もう少 し赦せ

るようになれます。過去 の弱点 を捨て

て，新たな力 と強い決意 をもって前進

し，私たちの周 りの世界，すなわち家

庭や，職場や，地域社会 を改善するの

です。

私たちにはすべきことがた くさんあ

ります。腕 ま くりをし，新たな決意 を

もって，主 を信頼 して取 りか か りま

しょう。

「恐れず来 たれ
，聖徒 進み行けよ

つら

その旅は辛 くとも 恵みあらん
うれ

無益な憂いは 払 いて努め よ

されば喜ばん すべては善 し」

(賛美歌17番)

祈 りを込めて忠実 に行 なうならば，

達成で きます。かつてなかった成果 を

上 げられ ます。

教会には皆 さんの力が必要です。皆

さんの愛 と忠誠 と献身が必要です。 も

う少 し多 く，皆 さんの時間 と力が必要



です。

私は，雇 い主への働 きを犠牲にして，

もっと教会 のために与 えるように求め

てはいません。私たちには，仕事 の場

で完全 に正直かつ誠実に働 く義務があ

ります。

私は，家族 を犠牲に して， もっ と与

えるように求めてもい ません。主は子

供 に対す る責任を皆 さんに問われるで

しょう。私が提案す るのは，怠惰 な時

間や，つ まらないテレビ番組 を見て過

ごす無益な時間を少 し減 らすことです。

そうすれば時間がもっ と有効 に使 われ，

その結 果 はす ば らしい ものにな るで

しょう。私は，確信 をもってそう言 う

ことがで きます。

さて，愛する兄弟姉妹の皆 さん，家

に帰る道の りが安全であ りますように。

この2日 間に聞いた事柄 について よく

思い巡 らして くだ さい。私たちが もう

少 し改善するために， もう少 し努力 す

る決意ができます ように。私たちが皆

さんの問題 を知 らずにいるのではない

ことをわかって ください。多 くの皆 さ

んが大 変な重荷 を負 ってい るこ とを

知 ってい ます。私たちは皆 さんのため

に主に祈っています。皆 さんが問題 を

解決 で きるように，皆 さん と ともに

祈 ってい るのです。皆 さんに祝福 を，

使徒の祝福 を残 します。皆 さんのうえ

に主のみ恵みとみ守 りがあるよう祝福

します。皆 さんの家庭 と生活の中に幸

福 と平安があるように，そして，愛 と

尊敬 と感謝の気持ちが夫婦や親子の間

にあるように祝福 します。皆 さんが幸

福 と安全 と平安 と信仰 のうちに 「神の
めい

命 に従 って生 き」 られ ます ように。

(アルマ37：47)

この午後 の部会 を始 めるに当たり聖
きよ

歌隊が 「いにしえの聖徒の……その聖

き信仰 われ らも従わん」(賛 美歌42

番)と いうすばらしい賛美歌 を歌って

くれ ました。そのような思いが皆 さん

の心に とどま ります ように願っていま

す。「いにしえの聖徒 の……その聖 き

信仰 われ らも従わん。」神が， この

栄 えあるみ業 にあって私の愛する皆さ

んを祝福 して くださいますように。私

たち皆が仕える主，イエス ・キ リス ト

のみ名 によりへ りくだってお祈 りしま

す。アーメ ン。
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●1995年3月25臼(土)若 い女性の大会

神のみ言葉を試す

中央若い女性第一副会長

バージニア ・H・ ピアス

聖典を読もうと自分 自身で決旭1してください。そして，聖典を読み始め

たら，どんな気持ちがするかに注意してください。

ことができます。

アルマはみ言葉 を種 になぞらえまし

た。失望 したゾーラム人に， もし 「一
た ね ま

つの種子 を自分 の心の中に蒔 く」(ア

ルマ32：28)な らば， よい気持ちを感

じ，理解で きるようになり，生活が変

わると教 えました。

これは，次のように言い換 えられる

のではないで しょうか。「聖典 を読 も

うと自分 自身で決心 して くだ さい。そ

して，聖典 を読み始めた ら， どんな気

持 ちがす るか に注意 して くだ さい。」

次 に アル マは 「木 が生長 し始 める

と」(ア ルマ32.37)， よ く注意 して養

い育てる必要があると教えました。

これは，次のように言い換えられる

ので はないで しょうか。「聖典 を読 み

たい とい う気持 ちを大切 にしなさい。

聖典 を読 み続け，新たな見方で理解す

るのに役立っ事柄を実行 しなさい。聖

典か らより多 く学ぶための助けと励 ま

しをほかの人から得 るようにし，それ

によってみ言葉が心 の中で成長 し続 け

るように しなさい。」

アルマは長い間み言葉 を養い育てて

い くと，すば らしい実がなると教えま

した。アルマ書第32章42節 には次のよ

うに書かれています。

「この ように， あなたたちが心の中
つと

に神の御言葉の根がつ くように勉めは
もつ

げみ，厚 い信仰 を以 て気長に御言葉 を

養い育てるな らば，やがてその言葉の

実を とって腹 に満ちるまでそれを食 い，

もう飢えることもな く渇 くこともない

であろう。 この言葉 の実は最 も貴重で

あってあ らゆる甘い ものよりも甘 く，

あらゆる白い もの よりも白 く， あらゆ

る清 いものよりも清 い。」

これは次のように言い換 えられるの

ではないでし ょうか。 「聖典 を読み続

け，聖典 に書かれている事柄 を実行す

ると，ついには想像 もできないほど生

ルモン経のアルマ書第31章 を開

モ いて ください。予言者アルマは
ゾーラム人 を教 えるためにア ンテオー

ヌムの地へ行 きました。ゾーラム人 の

多 くは神を礼拝 したいと望んでい まし

たが，混乱 と失意の状態にありました。

アルマは これ らの善良な人々の生活が

変わるように望み，彼 らにとって神の

み言葉を聞いて試すことが幸福 と満足

を得 るための最 もよい方法であると思

いました。 また，み言葉 を試す なら，

人々の心は必ず変わると確信 していま

した。アルマ書第31章5節 には， この

ように書かれてい ます。
の

「神の道 を宣べ伝 えるの は民 に正 し

こう

いことを行わせ るのに非常 に効があっ

て，剣やそのほか これ まで に用いたこ

とのあるすべての方法 よりも強 く人の

心を感化す るか ら， アルマ は神の道の

力を用いる必要があると思 った。」

「神の道」は 「聖典」に置き換 える

鍵 夢

卿 働纏

砺譲

鑓

譲 摩灘
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活が変わるで しょう。そして， 日々の

失望 は， いかに神 に愛 されているか と

い う知識 に取 って代わ るでしょう。み

言葉 を味わ い， 心が満 たされ るので

す。」

今晩私たちが聞いた賛美歌，聖句，

お話，勧告のすべては，私たち一人一

人が以下の事柄 を行な ううえで励 みに

なるで しょう。(1)神の み言葉 を読むこ

とを各自で決心する，(2)聖典 を読む習

慣 をつけ，聖典 を楽 しむには どうした

らよいか理解す る，(3)聖典 を読む習慣

により最終的に得 られるよい気持 ち と

生活の変化に気づ く。アルマの言葉で

言うと，(1)受 け入れ る，(2)養 い育 てる，

(3)実を取 って食べることです。

(ピアス姉妹 の話の後，6人 の姉妹

がアルマ書第32章27-28節 ，42節 を読

みました)

「しか し
， あなたたちが もし目をさ

ましてふ るい立ち，その能力 をつ くし

て少 しなりとも信 じなが ら私 の言葉 を

実際にため してみるな らば，た とえ信

じようとする望みを起 すだけで もよい。

…… この望みを育 ててゆけ。
た ね

今，神の御言葉 を種子 になぞらえて

話す と，あなたたちが一つの種子 を自
ま

分の心の中に蒔 くとき， もしもその種

子 が真 理の種子 すなわち善 い種子 で

あって，あなたたちが不信心の心で こ

の種子 を抜 き とった り，主 の 『みた

ま』に逆 らった りする ことが なければ

種子は次第 に……ふ くれ始めるであろ

う。そこで， あなたたちは種子がふ く

れ始めることを感ずる と，次 のように

思 う。すなわち， これはまことに善い

種子，善い言葉に違いな く，私の心 を

大 きく開 き，私の理解力 を増 し，私は
よ

ようや く好 い味を感ずると。

このように，あなたたちが心の中に
つと

神の御言葉の根がつくように勉めはげ
もつ

み，厚 い信仰 を以て気長 に御言葉 を養

い育てるな らば，やがてその言葉 の実

を とって腹 に満ちるまでそれ を食 い，

もう飢 えることもなく渇 くこともない

であろう。 この言葉の実 は最 も貴重で

あってあらゆる甘い ものよりも甘 く，

…… あらゆる清 いもの よりも清 い
。」

イエス ・キ リス トのみ名 によって，

アーメン。

脂肪分ゼロのごちそう

中央若い女性第二副会長

ポニー ・D・ パーキン

聖典は皆さんの旭1を開き，高め，慰めと勇気を与えてくれるでしょう。温

かい毛布に包まれたように，天父の愛が皆さんをくるんでくれるでしよう。

親 と娘が一緒 に座っている姿ほ

母 ど麗 しい光景 が ほか にあ るで
しょうか。 ここタバ ナクルに集 ってい

る多 くの人々の姿 を見渡 し，世界 じゅ

うの教会堂 に集 う無数の若 い女性の姿

を思い浮かべ ると，ほん とうにただ驚

くばか りです。 このような光景 は，ユ

タ州ヘ リマンの農家 に育った私 をへ り

くだ らせて くれます。

姉妹の皆 さん，私 の秘密 をお話 しし

ましょう。私は食べることが大好 きで

す。皆 さんもそうではあ りませ んか。

最高の味付 けと料理法で， しか も芸術

品のように美 しく盛 りつけられた食事

を前 にす ると，私は天国にいるような

気持 ちにな ります。 メニューを見てい

るだけで も，体重が増 えそうです。

主は私たちにダイエ ッ トをするよう

に期待 してはお られない ことを，皆 さ

んはご存 じで したか。ほんとうです。

ニーファイ第二書第9章51節 を開いて

みて ください。そ していちばん最後の

行 を見て ください。「飽 くまで食べて，

あなたたちの霊を肥やせ」 と書かれて

い ます。で も，何 を食べ るので しょう

か。チ ョコレー トでしょうか。

よ く読んで ください。神のみ言葉を

食べ るのです。皆 さんがみ言葉を最後

に味わったのはいつで したか。み言葉

はい くら食べて も罪悪感 を生 じない こ

とを知 っていましたか。

私の新 しい召 しが もたらして くれる

喜 びのひとつは，会長会 とともにみ言

葉 を味わ えることです。私たちは集会

の初めに聖典 を勉強 します。会長のヘ

イルズ姉妹が まず最初 にこう言います。

「どなたか聖典 を持 ってい らっしゃい

ますか。」必ずだれかが持 っています。

私たちは参照聖句や項 目別索引(訳 注

英語の聖典の付録)を 調べ，聖典

に出て くる考 えを日常生活に応用 し，

そして皆 さんの ことを考 えます。

このようにして ともに聖典 を勉強す

る と， みた まの導 きを受 けることがで

きます。赤鉛筆を手に持って，私たち

は自分 の気持 ちや考え，願 いを話 し合

い，互 いのきずなを強 め合います。ま

た，一 致が深 ま り，皆 さんのた めに

もっとよ く奉仕できるようにな ります。

皆 さんは， ビーハ イブやマイアメイ ド，

ロー レルのクラスや若 い女性の会長会

な どで， このようにみ言葉を味わ って

いますか。集会の初めに，聖典か らひ

とつのテーマを選 んで，話 し合ってみ

て ください。聖典 について話 し合 うこ

とか ら得 られ るみた まの導きに驚 くこ

とで しょう。

私は若い女性の時，聖典 を勉強する

のが少 し苦手で した。 もっ とよく勉強
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しておけばよかった と思います。 ワシ

ン トン州のシア トルに住 むようになっ

て初めて，友達 と私 は，ワー ド部の霊

的な姉妹たちのような知識 を自分たち

も得たい と思 うようにな りました。ま

た，子供たちが 「その母から教 えを受

けて」(ア ルマ56，47)信 じ，正 しい

道 を歩むようにと望みました。そして，

おいしい食事 を食べる ときと同 じで，

福音 も友達 と一緒 に分かち合 うことに

よって一層楽 しい もの とな りました。

私にはルイーズ ・ネルソン姉妹 という

友達がいて，一緒 にみ言葉を味わった

のです。

古い ソファに座 り，息子たちに聖典

の物語を読んであげた ことが思い出さ

れ ます。聖典 の勉強 をするにつれて，

私たちの生活 に力が満ち始めました。

ルツが 自分の家族 を離れて主の民 とと

もに歩 もうとした こと，サライアが荒

れ野で子供たちを育てたこと，エステ

ルがほかの人 を救 うために自分の命 を

危険にさらした こと， そして，最 も重

要な ことは，マ リヤがわ らを敷 いた馬

小屋で御子を産 み，かいばおけに寝か

せた ことを，私は改めて学 びました。

また，神 は人々の生活 の中で奇跡 を行

なわれるばか りでな く，私の生活の中

で も驚嘆すべきことを行なわれ るの を

知 りました。

私 は，聖典のすばらしさを発見す る

のが ほかの人 よ り少 し遅れ ましたが，

とにか く発見したのです。

そして今で も，おい しそうな料理の

メニューを見る ときのように，知恵 に

満ちた言葉 に飢 え渇いてい ます。私た

ちの霊の重みを増すために， もっとみ

言葉 を食べて味わわなくて はな りませ

ん。

いっもたやす くできるとはか ぎりま

せん。 まだ理解で きない こともた くさ

んあ ります。で も， そこで立ち止 まら

ずに主の導 きを熱心 に求めるとき，聖

典は私の精神をみたまの力で満た して

くれるのです。皆 さんにも同 じことが

起 きるでしょう。聖典は皆 さんの心 を

開 き，高 め，慰め と勇気 を与 えて くれ

るでしょう。温かい毛布 に包 まれたよ

うに，天父の愛が皆 さんを くるんで く

れ るで しょう。 どうしてそれがわかる

か と言 うと，私 自身が経験 してい るか

らです。それは天父が私たちに約束 し

てお られることで もあ ります。聖典 を

読む ことは，主の食卓 に着 くことなの

です。

愛す る姉妹の皆 さん， どうぞみ言葉

を試 してみて くだ さい。イエスは言わ

れ ました。 「聖典 を調べ なさい。 ・

聖典 は，わた しについてあか しをする

ものである。」(欽 定訳 ヨハネ5：39よ

り和訳)

主 は生 きてお られ，私たちを愛 し，

み手を差 し伸べてお られ ます。皆 さん

と主によ く仕 えることができますよう

に，イエス ・キリス トのみ名 によりお

祈 りいた します。 アーメン。
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み言葉の実を味わう

中央若い女性会長

ジャネット ・C・ ヘイルズ

聖典を通して救い主イエス ・キリストを知るにつれて，私たちは自分の行

ないを改善できるようになります。

が中央若い女性会長に召されて

私 間 もない ころ， アフリカ東部，
ケニアのナイロ ビに住 む若 い女性か ら

手紙を頂 きました。彼女の名前はシル

ビア といい，当時15歳 でした。お父 さ

んを交通事故で亡 くした彼女の手紙 に

は，次の ように書かれてい ました。

「父が死 んだ時
，私 の一部 も死んで

しまった ように感 じました。私 はまる

で人が変わ りました。 自分で も嫌 にな

るような人間 になってしまったのです。

学業や霊性 の面 にも影響が現われ，成

績 は落 ちる一方で，学校 も嫌 にな りま

した。祈 りを忘れることもあ ります。

神様への信頼 もな くしかけてい ます。

私が前 に感 じていた愛や温かさや平安

は，今 はもう遠 いものになって しまい

ました。

ヘイルズ姉妹， どうか私を助 けて く

ださい。なんとかしなければ，だれか

の助けがなければ，私 はだめになって

しまいそ うです。」

助 けを求 めるシルビアの叫びに，す

ぐにで もなん とか してあげたい と思い

ましたが， なにしろ何万キロも隔てた

場所 にいたので，私は彼女が天父への

信頼 を取 り戻す助 けになればと注意深

く信仰 を込 めて手紙 を書きました。そ

して こう提案 しました。「毎 日聖典 を

読んで ください。そ してそれによって

少 しで もあなたの気持ちが慰められた

なら，私に手紙で教 えて くだ さい。」

数週問後， シル ビアか ら手紙が届き

ました。 「これ まで私 は，聖典 を読 む

の をやめてい ました。読んで もよ く理

解できないので投 げ出してしまったの

です。姉妹の手紙 を読んで……聖典 を

もっ と熱心 に探求 したい とい う気持 ち

がわいてきました。私 は今， とて も貴

く霊的な力 を受 けています。聖典 を読

む よう提案 して くださって，あ りが と

うございました。」

シル ビアは，絶望し，自分 はひとり

ぼっちだ と感 じた時，助けを受けまし

た。同時に，聖典が自分の人生 をより

よ くして くれ ることも知 りました。彼

女 は， しばらくして こう書いてきまし

た。「もっ とよい人 になれ るよう努力

す る決心をしました。 そのためには，

私の信仰を失わせ ようとする人たちに

負 けない よう，今 までの短所 を克服 し，

長所 に変えていかなければなりません。

特 に学校では，末 日聖徒は私ひ とりな

ので頑張 らなけれ ばと思います。」

シル ビアは聖典 を読む という決意の

下 に努力を続 けるうち，さまざまな選

択の機会に天父が助け導いて くだ さる

ことに気づきました。

後にシルビアはこのように書いてい
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ます。「忙 しくな りましたが，聖典 を

読 むことは忘れてい ません。 ジェレド

の兄弟やニーファイのように強い信仰

を もち，主のみ こころがわかるように

な りたいと思い ます。信仰が強められ
めいそう

るように瞑想 もするつ もりです。私は

16歳 にな りました。」

月 日がたつにつれてシルビアの聖典

に対する理解 は深 ま り，彼女 はほかの

人 を助 けたい と思うようになってい き

ました。「私 は教会に行 くのが好 きで

す。いちばん楽 しいのは，初等協会の

子供たちを助 けているときです。子供

たちが歌 った り，聖典 を読 んだ り，感

じていることを話 して くれた りするの

を聞 くのが大好 きなんです。」

ほかの人 を助 けるようになってか ら，

シル ビアは救い主の ことをもっとよく

理解できるようになりました。彼女は，

キ リス トが地上で導 きと恵みを施 され

た最後 の日々，十字架上の死，そして

復活 について読んだ こと，そしてキ リ

ス トの地上にお ける使命 と，私たちに

対す る大 きな愛 をもっ とはっきりと理

解す るようになった ことを手紙 に書い

て くれました。

さまざまなチ ャレンジや友達からの

プレッシャーは続 きましたが，シル ビ

アはどんな ときに も助 けを与 えて くれ

る聖典 とい う泉 を見いだ しました。私

の母が亡 くなったことを知った時，彼

女は手紙で私 を励 まし，信仰 を強めて

くれ ました。

3年 前，彼女 に提案した聖典 を読む

という泉 は，私が与 えられる以上の大

きな助 けを彼女に もた らして くれまし

た。 シル ビアは， 聖典 を読 む ことに

よって直面 していた問題 を克服できた

だ けで はあ りませんで した。彼女 に

とって聖典が永遠の泉 となり，いつ も

ともにいて くれ る存在 となったので し

た。天父 は決 して自分をお見捨てには

な らないことも学びました。

ほかにもた くさんの人が聖典から祝

福 を受けています。皆さんの中には，

コリー ・テン ・ブームの書いた 「隠れ

家」 を読 んだ人がおおぜ いいると思い

ます。普通では考えられない厳 しい状

況にあった彼女 に答 えを与えて くれた

の も聖典で した。



コリーとその姉妹ベ ッツィーは第二

次世界大戦前のオランダに暮 らすクリ

スチャンで した。 ユダヤ人に対する虐

待が渦巻 く中，ふた りはユダヤ人 を自

分の家にか くまいました。隠れ家が発

見され，地獄の ような収容所 に送 られ

たふた りは， ユダヤ人捕虜が そ うで
はくだつ

あったようにすべてを剥奪された生活

を強い られることにな ります。

しか し，特別な方法 でコリーは聖書

を隠 し持っ ことがで きました。彼女 は，

率先 してほかの捕虜 とともに聖典 を読

むようにな りました。彼 らが受 ける肉

体的な苦痛はさらに激 しくなっていき

ましたが，彼 らの心の中にはまった く

違 う世界があった， と記 されてい ます。

「助 け合いと希望の輪 はます ます広

が り，その中心には聖書があ りました。

孤児がたき火 に寄 り集 まるように，私

たちは聖書の周 りに集 ま り， その暖か

さと光 とを自分たちの心に受 けようと
やみ

しました。辺 りを取 り巻 く闇 は一層暗

くなっていきましたが，神のみ言葉は

より輝 きを増 し， さらに真実の光 を発

しなが ら美 しく燃 えたのです。……

私たちには……ふたつの人生が あり

ました。ひ とつは目に見 える， この世

の人生で，それは日を追ってひ どく，

恐 ろしいものになっていきました。 も

うひとつは神 とともに生 きる人生で，

これは真理に真理 を，栄光に栄光 を増

し加え られ， 日々，よ りすばらしいも

のになっていきました。」(コ リー ・テ

ン ・ブーム 「隠れ家」pp.194-195)

シル ビアや コリー ・テン ・ブームの

ほかに も，多 くの人が聖典 の持 つ力に
あかし

ついて証 しています。聖典 に精通 し，

天父のみ言葉 に信頼 を寄せることに関

して，救い主 ご自身が私たちに模範を

示 して くださいました。ルカによる福

音書第4章 には，イエスが40日 間断食

した後，悪魔か ら誘惑 を受 けられた こ

とが記 されています。悪魔 は， もしイ

エスが神の子であるなら石 をパ ンに変

えてみるように と言ったのです。40日

間断食 した後であった にもかかわ らず，

イエスは 「人はパ ンだ けで生 きるもの

ではない」(ル カ4：4)， 「神の口か
ことば

ら出る一つ一つの言で生きるものであ

る」〈マタイ4：4)と 言 われ ました。

イエスは予言者の言葉をしっか りと心

に留 めておられたのです。

サタンは再びイエスを誘惑 し，今度

はもしイエスがサタンを礼拝す るなら

力 と栄光 を与えると言いました。イエ

スは次のような言葉 をもって誘惑を退

けられ ました。「『主 なるあなたの神 を

拝 し，ただ神にのみ仕えよ』 と書いて

ある。」(ル カ4：8)イ エ スは御父の

み こころをよくご存 じでした。 そして

み言葉は，誘惑 に遭われた主を力づ け

たのです。

聖典の言葉は，皆 さんが誘惑 に遭 う

ときに力 を与 えて くれ ます。私たちに

聖典が与 えられたのは，苦難の ときに

平安 と確信を見いだ し， 日々の問題 を

解決する助けを受け，誘惑に遭 うとき

に強め られるためです。 また，聖典 を

通して救い主イエス ・キ リス トを知 る

につれて，私たちは自分の行 ないを改

善で きるようにな ります。若い女性の

皆 さんは，今年1995年 の 目標 として，

定期的に聖典 を読 むように勧め られて

います。

世界 じゅうの50万 人 の若い女性が聖

典 を開いているところを想像 してみて

くだ さい。 キャ ンプや，ユー スカ ン

ファレンス， 日曜学校や聖典マラソン，

また訪問先の老人養護施設 で聖典 を開

いている若 い女性の皆 さんの姿が目に

浮かびます。中には，弟や妹たち，あ

るいは目の悪 くなった祖父母に聖典 を

読んで聞かせてあげてい る若い女性 た

ちもいるでしょう。 まくら元やスタ ン

ドの傍 らに置かれた聖典や，家庭の夕
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べで聖典が読 まれている様子 も見 えて

きます。聖典 を手 にした若い女性 の皆

さんが，今晩礼拝堂やステーキ部 セン

ターに集 う様子を見て，アルマはどん

なに感動 してい ることでしょう。皆 さ

ん，.アルマ書第32章 を開いていただけ

ますか。私が27節 を読 みますか ら，そ

れに続 けて全員で28節 を読 みましょう。

「しか し
， あなたたちが もし目をさ

ましてふ るい立ち，その能力 をつ くし

て少 しなりとも信 じなが ら私の言葉を

実際にため してみるな らば，た とえ信

じようとする望みを起すだけで もよい。

しか し，私 の言葉 の一部分 でも受 け入

れ るほどの信仰がで きるようになるま

で， この望 みを育ててゆけ。
た ね

今，神の御言葉 を種子になぞ らえて

話す と，あなたたちが一つの種子 を自
ま

分の心 の中に蒔 くとき， もしもその種

子 が真 理の種子す なわち善 い種子 で

あって，あなたたちが不信心の心で こ

の種子 を抜 き とった り，主の 『みた

ま』に逆 らった りする ことがなければ

種子は次第 に胸 の中でふ くれ始めるで

あろう。そこで， あなたたちは種子が

ふ くれ始めることを感ずる と，次のよ

うに思 う。すなわち， これはまことに

善い種子，善い言葉に違いな く，私の

心 を大 きく開 き，私の理解力を増 し，
よ

私 はようや く好 い味を感ず ると。」

37節 には，私たちが まいた種が生長

し始めたなら 「この木が充分に根 を下

ろして生長 し，私たちのために実 を結

ぶ ようによ く注意 して養い育て」なけ

ればならない と教 えられてい ます。
な

41節 に は，「その実の生 る時 を待 ち
つと

設 けなが ら勉 めはげんで，気長 によく
もっ

信仰 を以 てこれを養う」ように， と書

かれています。若い女性一人一人が種

を植 え，養い育ててい くときに 「やが

てその言葉の実 をとって腹 に満ち るま

でそれ を食い， もう飢 えることもな く

渇 くこともないであろう」 という42節

に書かれた約束の意味 を理解 できるよ

う，心から願 っています。

これ こそ，私たちが天父の招 きにこ

たえてみ言葉 を試 してみるときに与 え

られる約束です。 この約束が真実であ

ることをイエス ・キ リス トのみ名 に
あかし

よ っ て 証 し ます 。 ア ー メ ン。



努力のかいがあります

ユク州スパニッシュフオーク西ステーキ部

リーランドワード部所属

メラニー ・イートン

聖典の勉強から得る導きは私を慰め，毎日の生活に平安をもたらしてくれ

ます。

はクロスカン トリー と長距離の

私 選手です。 ときには，3マ イル
(約5キ ロ)の 険 しい道が永遠 に続 く

と思 えることがあ ります。私は，終わ

りまで堪 え忍ぶ こと，っ らい仕事や多

くの肉体的，情緒的なチャレンジに耐

えることを学 んで きました。私の心が

悲鳴を上 げて， レースやっらい練習を

やめた くなることもあ りましたが，精

神的にも肉体 的にも最後 まで堪 え忍ば

な くてはならない と思い ました。 そし

て，レースを完走することやっ らい練

習 を最後 までやることが どんなに大変

であって も， 自分があきらめなかった

ことから得 られる満足感 は，何 ものに

も代えがたいことがわか りました。

ニーファイ第三書第15章9節 で，イ

エスはニー フ ァイ人 にこう述 べてい
お き て

らっしゃい ます。 「見 よ，われは律法

に して また光 なり。われにすが りて終

しか なんし

りまで堪 え忍べ。然すれば汝 らは必ず

生 く。終 りまで忍ぶ者 にわれ は永遠の
あた

生命 を与 うればな り。」

忍耐 の概念 は聖典の勉強にも当ては

まります。私 にとって聖典 を勉強す る

のは必 ずしも易 しいことではありませ

ん。それはいつ もむずかし く，険しい

道を走 るようです。セ ミナ リーでは，

毎日10分 間聖典 を読む習慣 をつ けるよ

う，励 まされました。最終的にはやる

価値のあることだ と確信 し， トレーニ

ングを始めました。モルモ ン経 を読む

たびに，私の生活の中で起 きている問

題に関連のあるメッセージを， その都

度見つけました。それ はとて もわ くわ

くする経験で した。今晩，私は皆 さん

にも同じ気持ちを味わってほしいと思

います。皆 さんにとってむずか しい こ

とはわか ります。私たちは皆，同じ経

験 をしてきたのです。で も，聖典 を開

いて毎 日毎 日読 むな ら，私 と同じ感動
あかし

と証が得 られることを約束 します。最

も大 きな祝福のひとつは，天父とイエ

ス ・キリス トへ近づ くことです。

また，聖典 は聖霊が私たちに働 きか

ける道 を用意 し，私たちが毎 日正義 を

選ぶ よう促 して くれ ます。ニーファイ

第二書第32章3節 には， この ように書
ちか ら

かれています。「天使 は聖霊 の能力 で
の

語 るか ら，キ リス トの言葉を宣べ伝 え

る。それであるから，私 はキ リス トの

言葉 をよ く味わえ とあなたたちに勧め

た。それ はキ リス トの言葉は，あなた

たちの しな くてはならない ことをみな

教えるからである。」

終わ りまで堪 え忍び，聖典 を読 む習

慣を一生続けてい くかぎ り，パウロと

ともに次 のように言 うことがで きるで

しょう。 「わた しは戦い をりっぱに戦

いぬき，走 るべ き行程を走 りつ くし，

信仰 を守 りとおした。」(IIテ モテ4.

7)

これ はじゅうぶん努力するに値する

ことを証 します。私はモルモ ン経 とそ

こに書かれている真理 を愛 してい ます。

日々の生活 に聖典 を当てはめることを

学ぶにはこれ まで何年 もかか りました

し， これか らももっと長い時間がかか

るで しょう。で も，聖典の勉強か ら得

る導 きは私を慰め，毎日の生活に平安

を もた らして くれます。イエス ・キリ

ス トのみ名により，アーメン。
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主を信頼する

ユタ州ブリガムシティーステーキ部

フォレス トヒルズワード部所属

アンドレア ・アレン

しかしもし真の目的と真仙をもって助けと答えを求めるなら，導きと指示

が主から与えられます。

友
人のひ とりが，今試練 のさなか

にいます。今年の初めごろ， そ

の友人は苦 しんでいました。しか しそ

んな彼女 を，私 はどう助 けてよいかわ

か りませんでした。ですか ら私 は天父

に，彼女 を祝福 して ください，私が彼

女のよき友 となれるように助 けて くだ

さい， と祈 り求め ました。そんなある

日，彼女が私 に向かって怒 りました。

私には一体 どうしてなのか理解で きま

せん。 どう対応 したらいいのか，わか

らな くなってしまいました。私 は何か

不適切なことを言って，友情 を壊 した

くはない と思いました。特に今 こそ彼

女に とって私が必要な時期だ と感 じて

いたか らです。 しかし彼女が私 を怒 っ

てからは， よい友 でいるな ど自分 には

で きない と思いました。 さじを投 げて

しまお うと思いました。意気がそがれ

て しまったからです。

ある午後 の，セ ミナ リーでのことで

した。私 はある聖句を目にしました。

モーサヤ書第4章21節 です。「さて，

もしもお前たちを造 りお前たちの命や

持物 や才能 を与 えた もう神が，お前た

ちが必ず受 けると信 じて固い信仰で乞

い求めるあらゆる正 しい もの を与 えた

もうならば， ましてお前たちは自分の

持物 を与 えるのが当然ではないか。」

この聖句 を読 んでわかったのです。

その友人は私が与 えることのできる持
あかし

ち物，私の友情 と証 を必要 としていた

し，今で も必要なのです。私は彼女を

見捨てまい と決心 しました。私 は毎 日

彼女 と話 しています。いつも彼女のた

めに祈 ってい ます。私の努力から何 か

よい結果が生 じると信 じてい ます。私

は祈って聖典から導 きを得 られたこと

に，感謝 しています。

若い女性 も試練，選択， そして困難

な状況 に直面 します。私たちは，その

ような状況 を自分だけで切 り抜 ける力

があると考 えてしまうことが多 くあ り

ます。 しか し私たちはそれ ほど強いわ

けではあ りません。少な くとも自分の

力だけでは強 くなれません。 しか しも

し真の 目的 と真心を もって助け と答 え

を求 めるなら，導 きと指示が主か ら与

えられ ます。主 に助 けていただかな く

てはなりません。主を信頼 し，主のみ

こころを行なわな くてはな りません。

主のみ こころを行なえば，真の喜び と

幸福 を見 いだすで しょう。 そして自分

の行なって きた事柄が正 しい ことを知

るでしょう。

箴言第3章5，6節 を開いて ください。

ともに読んでみましょう。天父が私た

ちに天父を信頼するよう求めてい らっ

しゃることがわか ります。

「心 をつ くして主 に信頼せよ
， 自分

の知識にた よってはならない。

すべての道で主を認めよ，そうすれ

ば，主はあなたの道 をまっす ぐにされ

る。」

私 は聖典 に対する証 を持 ってい ます。

主を信頼 し，祈 りの気持 ちで聖典 を読

むなら，困難 な状況での対処 のしかた

について，導きと指示 を受 けるで しょ

う。 この指示に従 うなら，私たちに対

する救い主の愛 を感 じるようにな りま

す。イエス ・キリス トのみ名 によって，

アーメ ン。
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主は助けて

くださ：います
ユク州ウエストジョーダンステーキ部

ウエストジョーダン第8ワ ード部所属

ヒラリー ・コール

毎日の聖典学習は，天父に信仰をもつことを思い起こさせてくれます。

たちは皆異なっています。そし

私 て一人一 人が， 才能 とともに
チャレンジを与 えられています。中に

は身体的に，あるいは精神的に制約を

受 けている人 もいるでしょう。孤独を

感 じている人や，福音 の原則 を学べな

い家庭で育 った人 もいることで しょう。

でも天父は私たち一人一人 を愛 してお

いでになるので，慰めや強 さの源 とな

るものを与 えて くだ さいました。それ

が聖典 です。

私の友である皆 さん，私 自身の聖典

に関する経験 を分かち合 えるこの機会

に感謝 しています。

子供の ころか ら，私は恵 まれて，聖

典が生活 の重要 な位置 を占める家庭で

育ちました。教会の活動にもた くさん

参加 し，友達や家族が聖典 の持 つ力に
あかし

ついて証するのをよく耳にしました。

こうして私 も聖典の力や真実性 につい

て， 自分 自身の証 を得たい と望むよう

になりました。

しかし簡単 に得 られたわけではあり

ませんでした。学習不能症 とい う障害

のある私 にとって，文章 を読 むのは困

難で， ましてやそれ を理解するとなる

と並たいていのことではありませんで

した。何度 も何度 も恥ずか しい思いを

し， いらだちを感 じた ものです。自分

は能力に欠 けてい るとい う気持ちから，

若い女性 の集会 に行 くのが嫌 にな りま

した。読 むように指名 されるかもしれ

ない と思 うと，怖 くなったのです。家

族 と一緒だ と，幾分居心地が よかった

のですが，や はり自分へのい らだちは

消 えませんで した。

そんな私が助けを求めて祈 った時，

この聖句 を見つけたのです。 よろしけ

れば私 と一緒 にモロナイ書第7章33節

を開いてみて ください。私の得た答え

を皆 さん と分かち合いたい と思います。
なんじ

「キ リス トは 『汝 ら もしわ れ を信 ず

るならば，わが こころにかなう何事 にて
な

も為す力を与えらる』と仰せになった。」

なんとす ばらしい約束で しょうか。

もし主 を信頼 するならば，主が私を助

けて くださるのです。私が聖典 を理解

で きるように助 けて くださるのです。
かぎ

この聖句は私に とって鍵 となりました。

1節 ずつ， 日を追 うご とに，私は理解

するようになりました。学校の成績 も

上がっていきました。 そしてモルモン

経 のおかげで，私 は高校を卒業す るこ

とができたのです。現在 も学習不能症

を完全 に克服で きたわけではあ りませ

ん。 日々試練 に直面 してい ます。 しか

し毎 日の聖典学習は，天父に信仰 をも

っ ことを思い起 こさせて くれます。

どこに住んでいようと， どの ような

家庭で生活 していようと，天父は皆 さ

んを愛 してお られ，必要なときにはい

っで も助 け，強 めて くださいます。私

が確信 をもってこう言 えるの も，天父

が実際 に私の力 になって くださったか

らです。私の試練 を理解して くれてい

る家族 を愛 しています。一緒に問題 と

取 り組 んで くれる指導者に感謝 してい

ます。私は この教会が真実であること

を知ってい ます。聖典 は，私たち一人

一人が学ぶために与えられています
。

キ リス トは生 きてお られ ます。 イエ

ス ・キ リス トのみ名によって，アーメン。

轟 轟1

，'轡 ，熱 ・
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成長を促す指導者

ソル トレーク ・モニュメントパーク北ステーキ部

モニュメントパーク第2ワ ー ド部所属

力レン ・マツクスウエル

若い女性は指導者に共感を覚え，自分自身忍耐し努め励む指導者たちか

ら，とても育益な助けを受けるでしょう。

テーキ部若い女性指導者のひ と

ス りとして，私 は世界 じゅうで働
くワー ド部やステーキ部の指導者のか

たがた と同 じように，み言葉 を養 うた

めのすばらしい方法 を探 しています。

さいわい，アルマ書第32章41節 に は，

私たちが頼ることのできる方法が，次

の ように書かれています。 「しか し神
は

の御言葉である木が生え始める時から
な つと

その実の生る時を待ち設けながら勉め
もつ

はげんで，気長によく信仰 を以てこれ

を養 うならば，その木は根を下ろして永

遠の生命を生ずる木になるであろう。」

アルマは，み言葉 を養いたい と思う

人 に，忍耐 と信仰 とをもって，勉め励

むように勧めてい ます。
けんそん

忍耐するには謙遜 さが必要です。無

理や り成長 させ ることはで きません。

ボイ ド・K・ パ ッカー長老は こう言い

ました。「私 たちにで きるのは成長 を

促す環境作 りをし，は ぐくみ，守 るこ

とであ り，無理強 いはできません。成

長 を待たなければならないのです。

偉大 な霊的な知識を得 ようとす る場

合，性急であってはな りません。育つ

ままにし， その助 けを与 えるようにし

て くだ さい。無理 に事 を進め る と，

誤 った 方向 に導かれ る ことにな りま

す。」(『主の ともしび』「聖徒の道」

1983年10月 号，p.40)

若 い女性の皆 さんとともに， ファイ

ヤサイ ドや聖典の輪読会， また互いの

思いを分かち合 えるような， さまざま

な自由な活動 を計画 して ください。 そ

れによって彼女たちは，み言葉を実際

に試 し，成長 を確実 に実感 する助 けが

得 られます。一緒 に聖典 を読んだ り，

各々の経験 を書き記 した り，音楽，美
あかし

術，証 などによって自分の持 ってい る

ものを分かち合 った りす る機会 を提供

できるで しょう。証 し合い，いっで も

助 け合 えるように備 えることがで きる

のです。

ワー ド部の若 い女性会長会が集 まっ

た時，「『み言葉 を試 そう』 と意気盛 ん

に始 めた ものの，数週間 もすると気が

抜けて，何か心 を燃 え立たせるような

刺激がない と続かない」 というような

ぼや き声が出て きました。 この ような

とき こそ，「勉 めはげむ」 ことが大切

になって きます。聖典 を中心 にした，

や りがいのある活動を計画し続 けてい

かなければなりません。私たち指導者

も聖典 を読 み続 けなければならない時

でもあ ります。 ワー ド部のある指導者

のグループは聖典を読む ことを決めま

した。その中の若い女性指導者のひ と
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りは，「自分では認 めづらいことです

が，で も正直言 って私 にはとてもむず

か しいことです」 と言い ました。彼女

が率直に話 して くれたおかげで，ほか

の人々 も自分が苦心 していることや，

現実的 な目標 を立 て る必要 があ る と

思っている点などを，打 ち明けること

がで きました。 このワー ド部 の若い女

性 は指導者に共感 を覚え，自分 自身忍

耐 し努 め励 む指導者たちか ら， とても

有益な助 けを受けるでしょう。

最後 に必要なのは，私たちが世界の

祭典 に向けて一緒 に努力てい くとき，

イエス ・キ リス トが若い女性の心 に触

れて くださるという信仰をもつ ことで

す。信仰 には必ず行動が伴わなければ

な りません。ヨハネによる福音書第7

章17節 は私たちに 「神のみこころを行

お うと思う 〔若い女性〕であれ ば，だ
おしえ

れで も…… この教が神か らの もの 〔で

あることが〕わかるであろう」 という

希望 を与 えて くれ ます。(こ れ は聖典

に書かれているとお りではあ りません

が，「聖文 を私 たちのため と見立てた」

ニーファイはきっ と認 めて くれ るので

はないで しょうか)奉 仕 と 「成長す る

私」のプログラムとは神のみ言葉，つ

まり神の教 えを養い育 てるのに大いに

役立っで しょう。実行 しようとす る努

力は，私たちが神のみ言葉 を知 り，養

い育て る努力の助けにな ります。

また信仰 に加 えて，若い女性のため

に祈 り，彼女たち ととも祈 ることも忘

れてはな りません。私の父が書いた次

の詩 には，私たち全員の心の祈 りがつ

づられてい ます。

あわ なんじ

おお主 よ，憐れみもて賜 わ りたる汝

のみ言葉を聞かせた まえ。
ささ

わが心を和 らげ，汝 に捧 げることを

許 した まえ。

わが霊を願いで満た し，汝を求めさ

せたまえ。

わが耳 と目とを開かせた まえ。

イスラエルの聖なる主よ，われは主

を喜びたたえ，み名 をほめたたえん。

(メ リル ・ブラッドショー 「復活」)

イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ り，

ア ー メ ン 。



選択の時期
第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

主を導き手としてより頼んでください。皆さんを説き伏せようとする悪の
あがな

声に耳を傾け……ないでください。 「わたしに従ってきなさい」という贋

い主の穏やかで純粋な招きをノ酬こ刻んでください。

△ 晩， この特別 な集会 に若 い女性

7の 皆 さん，そ してその母親や指

導者 のかたがたが集 っていらっ しゃる

様子 はなんと輝か しく，霊感あふれる

光景で しょう。 この大会の問，耳に し，

目にし，心 に感 じた，美 しく荘厳な教

えの数々によって，私たちは大 いに高

められ ました。皆さんに短 い話 をする

という特権 を果たすうえで，天父の助

けが あるように祈っています。

私 は皆 さんの物の感 じ方 を理解 して

お くことが，自分に とって大切だ， と

い うことをわきまえています。私は こ

の真理を，今晩 ここに集 っていますが，

皆さん と同 じ年代 の孫娘か ら教 えて も

らいました。彼女の家族 と話 していた

時，若い男性 と若い女性が交流の機会

を増や し，一緒 に福音の原則 を学ぶ に

は， ワー ド部の中にじゅうぶんな人数

の若い男性 と若い女性 がい るの はとて

も大切 だ と言 った ことがあ ります。

「ジョセブ ・ワース リン長老が この ソ

ル トレークシティーで監督 をしていた

時，祭司定員会には48人 全員がそろっ

ていたそうだ よ」 と私が言 いました。

する と， それまで何 も言わずに話 を

聞いていた孫娘が，突然 こう叫びまし

た。「わ あ，そんなに男の子がいた ら

どんなにすて きか しら!」

若 い女性の感 じ方を正 しく知 ってお

くことはほん とうに大切です。 こんな

ことわざが あ ります。 「若者 は世界 を，

年寄 りは若者 を，変 えたが る1」

私たちの若人の抱 いている夢 はどん

な に美 しく，そ して はかない もので

しょう。 しかし今 日， さまざまな可能

性 に恵 まれなが ら，誘惑の波間 を漂い，

波に飲 まれそうになってい る若人 もい

ます。アメリカの著名なジャーナ リス

トはこの国の現状 を次 のように表現 し

てい ます。「それ は現代 の世相 を映 し

出 している。 ……現代 は妥協の時代で

ある。原則は骨抜 きにされ，罪は小 さ

な過ち と見なされ，純潔 はその ときど

きの状況 によって変化 し，物質主義は

便利 さだけを追求す る一方で責任感を

ないが しろにしている。」

若 い女性 の皆 さんは心の中で，「ど

うした ら永遠の喜 びを確実に得 られる

でしょうか。教えて ください」 と，私

に問いか けているで しょう。私は，4

つの事柄を提案 したい と思います。

1.熱 心 に学'ぶ。

2.注 意 深 く選択する。

3.心 を込めて祈る。

4.賢 く行動する。

第1に ，熱心 に学'3に とです。今晩
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話 されたすべてが，聖典 は私たちの人

生における揺るぎない道 しるべである

ことを示 しています。聖典に書かれて

いる教 えに慣 れ親 しんで ください。主

のたとえ話や予言者の勧告が どのよう

な背景や状況 の下に話され，与え られ

たか学びましょう。 そして自分自身に

語 られた もの として受け止め，研究 し

て ください。 なぜなら事実その とお り

だからです。

たとえば，使徒パ ウロがその若い友

人 テモテに与 えた思いや りのある， し

かし力強い勧告に耳 を傾 けてみましょ

うg「 あなたは，年が若 いため に人 に

軽 んじられてはな らない。むしろ，言
ぎょうじょう

葉 に も，行 状 にも，愛 にも，信仰 に

も，純潔 にも，信者の模範 にな りなさ

い。」1

聖典 を一度 に多 く読む ことは， 日々

聖典 をひもといて生活 に役立ててい く

のに比べ ると，効果的な方法 とは言え

ません。 また，良書を読むときにも多

くの よい事柄 を学べ ます。 ジョセブ ・

スタインの 「屋根の上のバイオ リン弾

き」は今世紀最 も流行 した ミュージカ

ルのひとつです。

それまで人々を引きつけていた陽気

なダンスや音楽 のリズム，演技の うま

さ も， 父親 テ ビエが ミュージカルの

テーマ(で あると私 は思いますが)を

語 るとき，すべて影 を潜 めて しまいま

す。貧 しい農夫である彼が美 しい娘た

ちを傍 らに座 らせ，彼女たちの将来 に

思いをはせて こう話 して聞かせ るので

す。 「忘れないでお くれ， アナテフカ

家のお まえたちは自分が何者であるか

を知 っている。そ して神様がお まえた

ちにどんな人 になってほしい と望 んで

いらっしゃるかもよくわかっているね。」

この世の生活 を改めて見詰 め，テ ビ

エの言葉 を深 く考えてみると， この よ

うな答 えが心 にわいて きます。「ここ

にいる皆 さん一人一人 は，自分が何者

かを知っているし，神が皆さんにどん

な人 になってほ しい と望 んで い らっ

しゃるか も知 っています。」 どうか，

熱心 に学んで ください。

第2に ，注意深 く選択 して ください。

すべての人 は霊の世界である前世 を巣

立 って現世 に来た時，非常に大 きな重



要な仕事 に取 りかか り始めたのです。

愛ある両親に喜んで迎 え入れられ，.霊

感 を受けた教師たちか ら教えを授 けら

れ ました。真 の友人たちか らは助言 を

受けました。 しか し人生の選択は，皆

さん自身に託 されてい ます。重要でな

い選びなどひ とつ もあ りません。それ

は，私たちは自分が思 うとお りの人間

になるか らです。私たちの選 びは， 自

分の行 く末 を決め ます。

数年前，私は正 しい選択のためのガ

イ ドを手にしました。それ は普通私た

ちが合本 と呼んでいるもので，モルモ

ン経，教義 と聖約，高価 なる真珠 を収

めた聖典でした。 これ は愛 ある父親か

ら，美 しく成長 してい く娘 に贈 られた

ものでした。彼女 は父親から受けた助

言に注意深 く従いました。本の見返 し

には父か ら娘への霊感 あふれ るメ ッ

セージが書 き込まれてい ました。

「愛するモー リーンへ

あなたが常 に真理 と人の哲学による

誤 りとを見分 けられ るように，そして

知識 を増 し加 えて霊的に成長で きるよ

うに， この神聖な書物 を贈 ります。何

度 も読み返 し，生涯 にわたって大切に

して くれることを願 って。愛 を込 めて，

父よ り。ハロル ド・B・ リー」

若い女性の皆 さん，友人を選ぶ とき

にも注意深 くあって ください。彼 らは

皆さんの将来を決めるのにかかわって

きます。天父が望んでおられるように，

両親を敬 うことを選 んで ください。両

親 は皆 さんを愛 しています。わ ざと間

違った道へ導 くようなことは決 してあ

りません。

ルイス ・キャロルの古典的名作 「不

思議の国のアリス」の中で，ア リスは

まった く反対方向に伸びた分かれ道に

差 しかか りました。 そ こで出会 った

チェシャ猫 に 「どっちの道 を行 った ら

いいのか しら」 と尋ねます。

す ると猫 は 「そ りゃあんたが どこへ

行きたいかで，違 って くるよ。自分が

どこへ行 きた いかわか らないな ら，

どっちを選 ぼ うと大 した違 いはない

ね」 と答 えます。

皆 さんはア リス と違 って自分がどこ

へ行 きたいかを知 っています。 どちら

の道 を選ぶかで大 きな違いが出て くる

のです。 なぜ ならこの世で私たちが歩

む道 は，次の世で歩む道 につながって

いるのですか ら。注意深 く選択 して く

だ さ い。
ささ

第3に ，熱心に祈 りを捧げてくださ

い。皆 さん一人一人 は神 の娘 であ り，

神の姿形 に似せてつ くられ ました。皆

さんの旅 は日の光栄 の旅 です。天父は

皆 さんが真心からの熱心な祈 りによっ

て， チ ェックイ ンす る よう望 んで い

らっしゃいます。覚 えておいて くださ

い。皆 さんは決 してひとりではありま

せん。 自分が愛 されていることを決し

て忘れないで くだ さい。皆 さんを心に

か けてお られ る方がいらっしゃること

を，決 して疑わないで ください。

皆さんは現実に試練 を受け，大切 な

問題を抱 えて，切実に答 えを必要 とし

ています。若人の皆さんに，教義 と聖

約第9章 をよ く読み，学んで ほしい と

思 います。皆 さんそれぞれが学ぶべ き

ことが書かれています。何か決心 をし

な けれ ばな らない ときには， ジ ョセ

ブ ・ス ミスが主か ら勧 められた方法で，

天父 に尋ね求 めて ください。主は予言

者ジ ョセブにこう言われ ました。「さ
なんじ うち

れ ど見 よ，われ汝 に告 ぐ，汝心の中に

よく思い計 り，その後願 うこともし正

しか らば汝願わざるべか らず。願 うこ

と正しか らば， その時われ汝の心 を内

に.燃や さん。 これによ りて汝にその正

しきを感 ぜしむ。」主 は続 けて 「され

どもし願 うところ正 しか らずば，かか

る感な くして汝 の心は次第 に鈍 くな り，

そはついに悪の悪た るを忘れ しむるに

至 らん」 と言われました。2

この勧告は皆 さんに導 きを与 えて く

れるでしょう。私 も導きを受 けました。

どうぞ熱心に祈って ください。

第4， そ して最後に申しあげたいの

は，賢く行動する ということです。主

を導 き手 として より頼 んで くだ さい。

皆 さんを説 き伏せようとす る悪の声 に

耳を傾 けて，皆 さんの標準や家庭で受

けた教えやあなた自身の信念か ら離れ

ないで くだ さい。 それよりも，「わた
あがな

しに従 って きなさい」3と い う贋い主

の穏やかで純粋な招 きを心 に刻んで く

ださい。贈い主 に従い ましょう。そう

するなら皆 さんは賢 く行動 し，永遠の

祝福 を受けるでしょう。

皆 さんの人生の旅路で，同 じように

旅をしている人 に気づ くでしょう。皆

さんの助 けを必要 としている人々がい

ます。皆さんの与える確信，助 け，励

まし，霊感 を待つ人がい ます。皆 さん
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が救 うべき人々がいるのです。

私 は最近，何 年か前 に知 り合 った

ジャ ミ・パーマー とい う10代 の少女 と
がん

再会 しました。彼女は癌 にかか りまし

たが，今回復 しつつあ ります。数々の

検査に耐 え，手術やつ らい化学療法に

も耐え抜 きました。今，明る く美 しい

彼女は，確信 と信仰を胸に，未来 を見

詰 めています。彼女に とって未来が恐

ろしく思えた最 もつ らい時期 に，癌に

侵 された彼女の足 は何回 も手術 を受け

なけれ ばな りませんでした。前々か ら

計画 されていた若 い女性 みん な との

ティンパノゴスの洞 くつへのハイキン

グな ど，問題外の ように思えました。

ジャミは友達にみんなだけでハイキン

グに行 って くれるように言い ました。

きっ と，その時の彼女 は声 を詰 まらせ，

心の中 はが っか りした気持 ちでいっぱ

いだった と思います。 しかし若い女性

の仲間たちは断固 として こう言い まし

た。「だ めよ， ジャ ミ。 あなた も一緒

に行 くのよ。」

「で も
，私は歩 けないの よ」 と泣 き

そ うにな りなが らジャミが答 えました。

「じゃあ
，私 たちが頂上 まで運んで

あげるわ。」それは実現 しました。

今では，それはひとつの思 い出です

が，実際 にはそれ以上の意味 を持 って

い ます 。 ス コ ッ トラ ン ドの詩 人 ，

ジェームズ ・バ リエは こううたってい

ます。「神 は我々 に思い出を与 えられ

た。つ らく悲 しい ときに，幸福なあの

日々 を思い出せるように。」 その尊い

若 い女性たちは記念すべ きあの 日を決

して忘れないで しょう。その時，愛あ

る天父が にっこりとほほえみなが ら，

彼女たちのした ことを喜び，認めて く

ださった はずです。

天父が尊 い若い女性の皆さんをさら

に祝福 され，皆 さんの母親や教師のか

たがたに霊感 と導 きを与 えられ，皆さ

んをいつ も見守 って くだ さるよう，心

か らお祈 りします。イエス ・キ リス ト

のみ名 により，アーメン。

注

1.1テ モ テ4=12

2.教 義 と聖 約98-9

3.ル カ18：22

内なる光
大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

皆さん一入一入が神の娘であり，神から授かった生得権と使命を担って

いることに思いをはせてみてください。なんと感動的なことでしょうか。

大
いなるみ業の中にあって私の愛

する友である，すばらしい若 い

女性 と母親の皆 さん。今晩私は，予定

された話者 としてここに出席 したわけ

ではあ りません。私 の話は， もともと

プログラムに入 っておりませんが， こ

れ までに話 されたすばらしいお話にひ

と言だ け付 け加 えさせていただきます。

私たちは皆，実 に有益な助言をた くさ

ん聞 くことができました。 これ らの事

柄を決 して忘れず，生活の指標 として

いただ きたい と思います。

聖典を読む ことが強調 された ことに

感謝 しています。聖典を読むことが義

務 ではな く楽しみ とな り，皆 さんが神

のみ言葉 を夢 中になって読むようにな

ることを望んでいます。聖典 を読 むに

つれて，心が開かれ，霊性が高 まるこ

とをお約束いた します。最初 は退屈か

もしれませんが，神のみこころを知 り，

み言葉を味わうにつれてすばらしい経

験 となるで しょう。

若い女性の大会 は， ここタバナクル

を起点 としてこれ まで何度か行なわれ

て きましたが， このようなすばらしい

集会 は世界 じゅうどこにもないと思い

ます。 この土曜の夕べに，何十万人 も

の若い女性が地上 のさまざまな場所に

設 けられた会場に集っています。皆さ

ん一人一人が神の娘であり，神から授

かった生得権 と使命を担っていること

に思いをはせてみて ください。なん と

感動的なことで しょうか。

私 と妻が今 よりずっ と若 くて，体 も

固 くなかったころ， よくダンスへ行 き

ました。妻 は皆 さん に，「結婚 した途

端 に行かな くなったんですよ」 と言う

か もしれ ません。正直言 うと，ダンス

をすることが楽 しかった とい うよ り，

彼女 と一緒 にいることが楽 しかったの

です。

そのころの流行歌に， この ような歌

詞の歌があ りました。

「教 えてあげよう
，だれかがあなた

を愛してる。

どこへ行 って も，いつ も一緒 にいた

い と思 ってる。」(チ ャー リー ・トビア

ス，ピーター ・デ ・ローズ 『だれかが

あなた を愛 してる』)

私 は歌詞 を書いた作者 とは違 った意

味に， これらの言葉 を解釈 してい まし

た。私 は皆 さん一人一人が どこにいて

も愛 されているということを知 ってい

ただきたいと思い ます。皆 さんは天父

に愛 され，天父の特質を受 け継いでい

るのです。そ して，天父は，皆 さんが

どこにいても，皆 さんの招 きと求 めに
はんりょ

応 じて，聖霊が皆 さんの伴侶 となるよ

う望んでいらっしゃい ます。
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たまもの

皆 さん一人一人の内には神聖な賜が

あります。天与の特質であるその賜 に

は，すば らしい可能性が秘め られてい

ます。だれ もが， この世で優れた働 き

をするために，大 きな力 を天父か ら授

かっているのです。皆 さんが社会の一

員 としてよ く奉仕できるように，皆 さ

んの頭脳 と技能 を訓練 して ください。

親切 で思いや り深 く，人々 を助 けられ

るような力 を培 って ください。皆 さん

が受け継いでいる神聖な特質の一部 で
あわ

ある，憐…れみの心 を養 って ください。

皆 さんの中には，自分はそれほど魅

力的でも容姿端麗で もない と思ってい

る人がいるか もしれません。その よう

な気持 ちを乗 り越 え，内なる光 を一層

輝かせて くだ さい。そうすれぼ，内な

る光はほかの人にもわかるような輝か

しい光 を放 つようになるでしょう。

劣等感 を持つ必要はありません。生

まれつきの才能 もないし， あった とし

てもそれ を表現する機会に恵 まれない

などと考 えてはいけません。持てる才

能が何 であれ，それを伸ばす ように努

力 して ください。 そうすれば，皆 さん

の才能 はだんだん と増 し，洗練されて，

ほんとうのあなたらしさを表現する手

段 とな り，人々によ く評価 されるよう

になるでしょう。

要す るに私 は皆 さんに， アルマが

言ったように 「目をさましてふ るい立

ち」(ア ルマ32：27)， 一 人一人の内に

ある神聖 な特質にふさわし くなるよう，

もう少 し努力 していただきたいのです。

皆 さんが生活の中で よい行 ないをし，

正 しい ことをしたい とい う望 みを持 ち，

祈 り，親切 と思いや りを示 しているこ

とに感謝 いた します。私 たちは皆さん

を心か ら信頼 してお り，皆 さんを愛 し，

皆さんのために祈ってい ます。 そして，

イエス ・キ リス トのみ名 により，皆 さ

んを祝福 いた します。アーメン。
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チャーチニューズ

十二使徒定員会

ヘ ン リー ・B ・アイリング長 老

バ 忽;饗 野警㌍∵
B・ ア イリングは後ろ向 きに座 り，教

会 の折 り畳みいすの背 もたれの問か ら

足 を出した姿勢で，話者の話 を聞いて

いました。アイ リング長老はその時の

ことをこう述懐 してい ます。 「私は く

るっと振 り返 って，話者の顔 を見 まし

た。そしてその人の語 っている言葉が，

神か らもた らされた ものであり，真実

であるとわか ったのです。その言葉は

心を内か ら燃や しました。」

ハ ワー ド・W・ ハ ンター大管長が3

月3日 に亡 くな り，大管長会が再組織

され ました。 その結果生 じた十二使徒

定 員 会 の 空席 を埋 め るた め， ヘ ン

リー ・B・ アイ リング長老(61歳)が

召されました。

ハルの愛称で親 しまれたヘ ンリーは，

ヘ ンリー ・アイ リング， ミル ドレッ

ド・ベニオン ・アイ リング夫妻の3人

息子の次男 として，1933年5月31日 に

ニュージャージー州プ リンス トンで誕

生 しました。 そして音楽，知的発見，

霊的成長 に満 ちあふれた家庭で育 ちま

した。「宗教 を信仰 していたおかげで，

科学 を探究する私たち家族の態度 は高

め られ ました。」父親 がプ リンス トン

大学で化学を教え，母親が才能に恵 ま

れた教師であ り音楽家であったアイ リ

ング長老 は， そのように述べています。

第二次世界大戦中，地元の小 さな支部

の 日曜 日の集会は，アイリング家で行

なわれてい ました。

1946年 ， アイリング家はユタ州 ソル

トレークシティーに移 り住みました。

そ こで父親のヘ ンリー ・アイリングは

ユタ大学の大学院 の最高責任者 となり

ました。アイリング家 の息子たちであ

るエ ドワー ド，ヘンリーそ してハーデ

ンは，いまや 「教会でほかにアロン神

権者がいない」 という状況か ら遠ざか

ることになりました。

「私が物理 を勉強 したのは
，科学 を

じ.ゆうぶんに理解す ることが大切だ，

と父 に言われたか らです。」そう語 る

アイ リング長老 は，ユタ大学で1955年

に物理の学士号 を取得 して卒業 しまし

た。大学卒業後，ニ ューメキシコ州ア

ルバ カーキにある合衆国空軍基地で2

年間兵役 に就 きました。 さらに，軍務

と並行 して，夕方や週末 は西部諸州伝

道部の地方部宣教師 として働 き，多 く

の人 に福音を伝 えました。

除隊 後 ， ア イ リン グ長 老 はマ サ

チューセッツ州ボス トンのハーバー ド

大学 に入学 しました。1959年 に は経営

学の修士号を，1963年 に は同じく博士

号を取得 しました。

ハーバー ド大学在学中に，カリフォル

ニア州パロアル トのジョセブ ・ジョンソ

ン，ラプリール ・リンゼイ ・ジョンソン

夫妻の娘，キャスリーン ・ジョンソンと

知 り合いました。ふた りは1962年 にユ

タ州 のローガ ン神殿 で結婚 しました。

そして6人 の子供，ヘ ンリー，スチュ

アー ト，マシュー，ジョン，エリザベス，

そしてメアリーの両親 となったのです。

アイ リング家はいつも家族生活 を大

切 にして きました。子供たちが幼かっ

た ころ，家庭の夕べだけではな く，土

曜 日の午前中に家族で本棚 を作った り，

花 を植 えた りして過 ごしました。知的

発見や霊的成長の機会 を大切にす ると

ともに， ほかの分野 とのバ ランスを

保 ってスポーツ も行ないました。アイ

リング長老 は こう言 っています。「子

供たち と一緒にできないスポーツをし

ようとは思 いませんで した。」そのた

め，テニス，バスケ ットボール，水泳

が家族の活動 となりました。
きょうべん

教 鞭 を執 る ことを選 んだアイ リン

グ長老 は，1962年 にスタンフォー ド大

学の大学院経営学部教授の職を受諾 し

ました。スタンフォー ド時代に，マサ

チューセ ッツ州ケンブ リッジにあるマ

サチューセッツ工科大学内のスローン

経営スクールか ら客員教授 として招か

れ，1年 間教えました。 また，パ ロア

ル トステーキ部 の学生 ワー ド部で ある

スタンフォー ド第1ワ ー ド部の監督 と

して，4年 間働 きました。「1971年 ，

9年 間過 ごしたスタンフォー ドを後に

し，アイダホ州 レックスバーグにある

リックスカレッジの学長を引 き受 けま

した。」学 長 として在職 中，近 くの

ティー トンダムが決壊 し， アイ リング

長老は，学生たちと一緒になってシャ

ベルで泥 をす くい取 りました。「6年

後の1977年7月 ，8年 間にわたる教会

教育部での任務が始ま りました。 その

うちの3年 間は教会教育副理事長 とし
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て， その後の5年 間は教会教育理事長

として働 きました。」

アイリング長老 はこれ まで に教会で，

地区代表や日曜学校 中央管理会 の役員

なども務 めて きました。1985年4月 に

管理監督会の第一副監督に，1992年10

月 には七十人第一定員会 に召 されまし

た。 そして七十人 として，再 び教育理

事長 を務 めることになりました。

今年の3月31日 金 曜 日に十二使徒定

員会会員 として召 しを受けた時 は，北

アメ リカ西地域会長会の第二副会長 も

務めていました。

「何が真理かわかったな ら， その真

教会幹部の異動

七十人第一定員会に4人 ，

七十人第二定員会にひとりが召される

ジョン ・B・ ディクソン長老

デビッド ・E・ ソレンセン長老

ジェイ ・E・ ジェンセン長老

月1日 土曜 日の最初の部会では

4 聖会が開かれ， ゴー ドン ・B・
ヒンクレー大管長 をはじめ， トーマス ・

S・ モンソン第一副管長，ジェームズ ・

E・ ファウス ト第二副管長，および十二

使徒定員会会員が，主の予言者，聖見者，

啓示 を受 ける者 として支持 を受けた。

続いてそのほかの教会幹部 と補助組織

の中央管理役員が教会員か ら支持 され

た。 この後半の支持では，新教会幹部

を含む4人 の教会幹部が七十人第一定

員会 に召 され，さ らにひ とりの新教会

幹部が七十人第二定員会 に召 された。

七十人第一定員会 に召 されたのは，

これ まで七十人第二定員会で奉仕 して

きた ジ ョン ・B・ デ ィク ソン長老，
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理 に従 って行動すべ きです。」 アイリ

ング長老は以前 そのように語 りました。

何十年 も前 に，真理 は幼 いヘ ンリー ・

B・ アイ リングの心を燃 え立たせ まし

た。そしてアイ リング長老 は，今に至

るまでその真理 に従 った生 き方を続 け

ているのです。□

ジェイ ・E・ ジェンセン長老，デビッ

ド ・E・ ソレンセン長老，そして ソル

トレー クシティー在住 の新教会幹部

W・ クレイグ ・ズウィック長老である。

七十人第二定員会 に召 された新教会幹

部 は， ユタ州 プロボ出身のブルース ・

D・ ポーター長老で ある。(ズ ウィッ

ク長老 とポーター長老 に関 しては次頁

の記事 を参照)

デ ィクソン長老(51歳)は1992年6

月 に七十人第二定員会 に召され， これ

まで南アメリカ南地域会長会で第一副

会長 として働 いて きた。 ジェンセン長

老(53歳)は ，1992年6月 に七十人第

二定員会 に召され， これまで南アメリ

カ北地域会長 を務 めて きた。 ソレンセ

ン長老(61歳)は1992年6月 に七十人第

二定員会に召され， これまでアジア北

地域会長会で会長 として奉仕して きた。

これ らの管理上の決定に加え，土曜

日夜の神権部会で ヒンクレー大管長 は，

今年の8月15日 を もってすべての地区

代表を解任す ることを発表 した。28年

前の1967年 に召された最初の地 区代表

は69人 であったが，現在で は284人 に

なっていた。 ヒンクレー大管長はこの

点 について触 れ， こう語 った。「全世

界でみ業が発展するにつれ……管理上

の権限の分散が必要になってきたので

す。」 この後 ， ヒンク レー大管 長 は

「地域幹部 という各地域 の地元役員を

新たに召す」 ことを発表 した。地域幹

部 は地域会長会の指示を受けながら，

担当の地域内で働 くことになる。

さらにヒンクレー大管長はこう述べ

てい る。 「彼 らは現在の各 自の職業 を

続けるとともに，自宅 に住んで，教会

での奉仕 としてこの召 しを果たすよう

にな ります。 この召しには確定 した任

期 はあ りませんが，通常 は約6年 で

す。」□



七十人

W・ クレイグ ・ズ ウィック長 老

籔

レ イ グ ・ズ ウ ィ ッ ク長 老 は1968

ク 年にボリビアの南部で伝道 した
時 に，初 めて教会の集会所の建設に携

わ りました。「材木， コンク リー ト，

ガラスを運ぶのには， ろばを使 って山

道 を越 え な けれ ば な りませ ん で し

た。」当時 を思い出 して，彼 はそのよ

うに語 ります。

伝道後 ，ズ ウィック長老 は ソル ト

レークシティーを本拠地 とする，父親

の建設会社 に入社 し，後に後継者にな

りま した。 病 院， 学 校 の ほ か， ズ

ウィック建設はイリノイ州 シカゴ神殿，

およびマンタイ神殿の改修工事を行ない，

さらにはオレゴン州 ポー トラン ド神殿，

ソル トレーク家族歴史図書館，教会歴

史美術館， そしてテンプルスクウェア

の訪 問者センター南館 を建設 しました。

ズウィック長老は こう述べています。

「教会員が個人の誠実 さ
，堅固な家庭，

神殿 に参入す るふ さわしさなどの確 固

とした基を築 くなら，すばらしく成長

できます。教会が引 き続 き力強 く発展
ま

してい く様子 を，私たちは目の当た り

にするで しょう。」

七十人第一定員会 の召 しを受 けた時，

ズウィック長老 はユタ州運輸局 の幹部

役員を務めてい ました。1947年6月30

日に ソル トレークシティーで双子の姉

妹 とともに生 まれ，ユタ大学では商業

を専攻 し，1971年 に卒業 しました。そ

して，高校時代 に知 り合った ジャネ ッ

ト・ジ ョンソン姉妹 と1969年11月21日

に， ソル トレーク神殿で結婚 しました。

夫妻はオ レゴン州やカ リフォルニア州

で働 いた後，1972年 に ソル トレークシ

ティーに移 りました。夫人 との間には

23歳 か ら15歳 まで4人 の子供があ り，

家族みんなでスキーやスキューバ ダイ

ビング，マウンテンバ イクなどの野外

活動を楽 しんでいます。

1989年 に ズウィック長老は，チ リの

サンティアゴ南伝道部 の伝道部長 に召

され ました。 また， これまで高等評議

員 を2度 ，監督会 の責任 を3度 ， そし

てステーキ部伝道部長会の責任 を果た

してきました。そして，ユタ交響楽団と，

建設業界の団体である全米請負業者組

合 の理事 を務 め， ユタ教育財団および

ユタ航空旅行評議会の一員 として も働

きました。ズウィック長老はオークラ

ンド建設会社 の元副社長で もあります。

「両親 は一生懸命働 くことと，みた

まの導 きに従 うことを，私に教 えて く

れ ました。妻 はあ らゆる大切 な点で私

に勝 ってい ます。」ズ ウィック長老 は

さらに こう続 けます。「モル モン経 と
あかし

現代の予言者 について，私は強い証 を

持 っています。」□

七十人

ブ ル ー ス ・D・ ポー ター 長 老

「主 年時代，私は父と一緒によく

目 ホームティーチ ングに行 きま

した。 ときにはず っと遠 くまで訪問し

なければな らず， そんなときにはいろ

いろな ことを話 し合った ものです。 と

りわ け，福音 について父 と語 り合 った

ことが私の心 に強 く刻み込 まれ まし

た。」ポーター長老はそ う語 ります。

1952年9月18日 に メキ シコのアルバ

カーキで生 まれたポーター長老は，自

あかし

分の証が芽生 えたのは両親 のおかげで

ある， と考えています。

ポー ター長 老 の 証 は， ドイ ツ の

デュッセル ドル フ伝道部で宣教師とし

て働いた時にさらに強められました。

「私のふた りの伝道部長 は どち らも第

二次世界大戦で ドイツ軍 にいました。

ひ とりはロシアでの戦闘で捕虜になっ

た こともありました。ふた りの経験談

に強い印象を受 けた私は，伝道から帰

獺 欝

るとロシアについて学ぶ ことにしまし

た。」

当時，ポーター長老 はブ リガム ・ヤ
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ング大学の寮 に住む，学長奨学生で し

た。そして宗教のクラスでスーザン ・

エ リザベス ・ホラン ド姉妹 と出会い，

1977年2月2日 にワシン トン神殿で結

婚 しました。

「結婚 した 日か ら夫 は，主 を別 にす

れば，私の ことをまず第一に考 えて く

れました。そのおかげで私たちは，夫

婦 として友 として，親密な関係 を保 っ

てこられ ました」 とポーター姉妹 は言

います。

ポーター長老は ドイツでは支部長 と

して，バージニア州で は監督 として，

そして最近 までブリガム ・ヤ ング大学

のステーキ部で副ステーキ部長 として

奉仕 して きましたが，主に献身す る心

が その働 きによく現われてい ました。

彼は交換留学生 としてロシアでひ と

夏 を過 ごした後，ハーバー ド大学でロ

シアの国政 を専攻 し，政治学の博士号

を取得 しました。その後，連邦政府機

関である合衆国上院軍事委員会の職員

や国際放送協会の理事 として働 きまし

た。

最近彼は，ブ リガム ・ヤング大学か

らロシア政治学助教授 として招かれ，

スーザン夫人 と4人 の子供たちを連れ

てユタ州プロボに移 り住みました。

主のみ名 を携 えて全世界 に出て行 く

とい う召 しについて思いをはせ ながら，

ポーター長老 は こう語 ってい ます。
あかし

「私の証 の基 とな っているのは
，主が

実 に生 きておられ，私たちの救 い主で

あられるという知識 です。」□

鯉
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ロー カルニ ューズ

大阪伝道部と神戸伝道部が合併
やす ひろ

新伝道部長に松下泰洋兄弟が召される
大阪伝道部と神戸伝道部とは7月1日 をもって合併され｢神 戸伝道部｣と いう名称

の下に本部が神戸に置かれる。

これに伴い,1992年7月 より伝道部長としてその任にあった大阪伝道部の0･ケ ン

ト･ピ ーターソン長老と神戸伝道部のカーチス･P･ウ ィルソン長老は6月 で任期を

終え,新 たに松下泰洋兄弟が神戸伝道部の伝道部長に召された。

新伝道部長の紹介

日本神戸伝道部

松下泰洋伝道部長(56歳)。 召 しを受

けた時 は,日 本東京南ステーキ部渋谷

ワー ド部に所属 し,祝 福師 の任 にあっ

た。 これ まで副伝道部長,副 地方部長,

高 等評議員,監 督,長 老定員会会長な

どを歴任 している。東京神殿･神 殿記

録部長。北海道大学文学部英文科卒業。

ま

札幌市で松下長太郎,松 下(旧姓･真
かべ

壁)千 代夫妻の間に生 まれた。吉川承

子姉妹 と結婚 し,4人 の子供 がい る。

松下姉妹 はワー ド部初等協会会長の任

にあった。 これまでステーキ部お よび

地 方部の扶助協会会長やワー ド部の若

い女性,扶 助協会,初 等協会の会長,

お よび日曜学校で教師の召しを果た し

て きた。室蘭で吉川正三郎,吉 川(旧

姓･藤 江)マ サル夫妻の間 に生 まれた。

繊

松下新伝道部長ご夫妻

再組織 さ:れた高崎 ステー一キ部長会
去る2月19日,十 二使徒定員会会員

ラッセル･M･ネ ル ソン長老の管理の

下に開催された高崎ステーキ部大会で,

1988年5月 よりステーキ部長の責任を
おか だ ゆき お

果たしてきた岡田幸男兄弟が解任され,
あら い ふみ お

新たに新井文雄兄弟(写 真中央)が 召
くわばら

された。第一副ステーキ部長には桑原
けん じ

健次兄弟(写 真左)が,第 二副ステー
あま だ かずとし

キ部長には天田和利兄弟(写 真右)が

召され,そ の任に当たる。

,…騨

徽 藻
､

灘瓢

信仰生活から得られる喜びを次の世代へ

教会のさまざまなプログラムを生かして

高崎ステーキ部長

新井文雄

心 ついた ころには,私 はすでに

物 この教 会 の存在 につ いて よ く
知ってい ました。なぜな ら,教 会は私

の家近 くの遊びの行動範 囲内にあり,

宣教 師もよく見かけてい ましたし,何

よ りも姉が その ころすで に教 会員 と

なっていたか らです。 とはい うものの,
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スチ｣ブ･ヤ ング兄弟,

米国プロフットボールリーグ

2度 目の最優秀選手(MVP)に

一 ブ リガム･ヤ ング大学でクオー

兀 ターバ ックとして活躍した。

チープ･ヤ ング選手は,1月4日,98

人 の スポーツ記者 ならびに報道関係者

で構成 される全米規模の選考委員会の

投 票に より,米 国連合通信社 のNFL

(米国 のプ ロフッ トボール リーグ)最

優秀選手 に選 ばれた。

ヤング選手は今シーズン,10年 間の

選手 生 活 で 最 高 の実 績 を残 した。

NFLで のパ スやタ ッチダ ウンの成功

率の新記録 を樹立 したのだ。

最優秀選手にヤング選手が選 ばれる

のは,1992年 に続いて今回で2度 目。

3年 間に2度 も選 ばれた ことになる。

｢NFLで 最 優秀選手 に選 ばれるなん

て,普 通,一 生 に1度 あるかないかだ

と思 ってましたか らね。2度 も選 ばれ

るとは驚きです。前回 と同様,ほ んと

うに光栄 です。｣ヤ ング選手 はそ う語

る。彼 は今 シーズン461本 中,324本 の

パ ス を成功 させた。 これ は実 に70.3

パ ー セン トの成功率である。

教会員の家庭に生 まれ育 ったヤ ング

選手 は,ブ リガム･ヤ ング大管長の6

代 目の子孫 に当た る。彼はブリガム･

ヤ ング大学時代 にも,1983年,全 米最

優秀 クオー ターバ ックに選 ばれ,1994

年4月 に同大学法学部 を卒業 している。

(｢チ ャーチニ ューズ｣1995年1月14日

付)

●タ ッチダウン社｢タ ッチダウンNFL29｣1995年3月 増刊号より抜粋

炎の肖像 ス チ ー ブ･ヤ ン グ

ングは,2歳 で腕立て伏せを

ヤ し,3歳 の ころにはすでにバ
スケ ットボールを ドリブル していた,

と いうエピソー ドを持つ。グ リーン

ウィッチ高校 時代 は,野 球,バ ス

ケットボール,フ ッ トボールの3つ

でキャプテンとして活躍した。プロ

入 り後にも,タ ンパベイではランニ

ングバ ック,49ナ ー ズで レシーバー

を務めた経歴を持っている。筋金入

りのアス リー ト(運 動選手)。 それ

がスチープ･ヤ ングの才能だった。

旧83年,ブ リガム･ヤ ング大学時

代にパス成功率71.3パ ー セン トとい

うNOAA(米 国 大学体育協会)記

録を樹立 したヤ ングは,文 句な く

NFL(米 国 の プ ロフ ッ トボー ル

リーグ)ド ラ フ トの 冒立指 名候補

だった。
けいけん

ヤングは敬虚なモルモン教徒であ

る。高校時代には朝5時 に起きて,

教会でモルモン教のクラスを受けた。

現在でも,時 にロッカールームや移

動の飛行機の中などで,モ ルモン教

の本を読むヤングの姿が見られる。

1989年のアメリカンボウルで来日

した際には,東 京･吉 祥寺の教会で

説教をし,昨 春は地元で,4歳 の子

供たちのために,教 会の日曜学校の

教壇にも立った。

モルモンの厳 しい戒律に従って,

酒 は飲まず,た ばこも吸わず,コ ー

ヒーさえ飲まな い。 スポーツ選手に

とっては当た り前の,相 手;をのの し

るような言葉だって,ヤ ングが口に

することはない。

親 しいチームメー トとは,オ

フにゴルフを楽 しみ,コ ンサー

トに出かけ'る。アウトドアを好

み,音 楽や演劇といった芸術か

らUFOま で,さ まざまなトピック

に関心を示す。ジ ョークだって しゃ

れている。

ただ,パ ーティーなど,大 人数が

集まって,派 手に騒ぐような場所は

苦手で,そ こだけはち ょっと,ほ か

のチームメー トたちと異なっている。

スポーツの世界にあって異端では

｢月間タッチダウン3月 増刊号｣の

表紙;を飾ったスチープ･ヤ ング兄弟

あるが,信 じがたいほどのグッド･

ガ イ(好 人 物)。 それ が,ス チー

ブ･ヤ ングの人柄なのだ。

ヤ ングが言った。｢す べてを振 り

返ると,い ろいろな困難を切 り抜け,

今 こうしてここに立 っていられるこ

とが,人 生でいちばん貴重なんじゃ

ないかな。｣1B8セ ンチ,97.5キ ロの

クオー ターバ ックは,NFL10年 目

に してようやく頂点を極めた。

現在33歳 。フットボールの後 には,

弁 護士の資格を生か して,｢人 の役

に立てる仕事 をしたい｣と 言 う。
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ブックセンターか ら

新刊の紹介
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■L口S文 庫1

｢救い主イエス･キ リス ト｣

86351300A6判304頁300円

圏LD$文 庫2

｢互いに愛し合いなさい｣

B635E300A6判E72頁300円

■LDS文 庫3

｢家族のきずな｣

86353 ,300A6判288頁300円

｢LDS文 庫｣は ,末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会 日本語版

機関誌｢聖 徒の道｣の1970年 代 か ら1990年 前後 にかけての記

事の中か ら,米 国ユタ州 ソル トレークシティーで開催 される

年2回 の教会総大会での,教 会幹部 の説教 をテーマ別 にまと

めた ものです。

･ゴ ー ドン･B･ヒ ン ク レー

大 管 長 の写真
64330A4変 型(E80×215mm)

輸 入 品50円

鍾麟
雛.･

細 灘!ゼ

_i藁

拶
GordunB.HLIK随 じy

｢福音の視覚資料セット｣を各家庭に

｢福 音 の視覚資料 セッ ト｣は
,1992年12月 に発刊 さ

れて以来好評を博 してい ます。 この視覚資料 をさらに

多 くの方に知っていただ き,活 用 していただ ければと

願 ってい ます。旧約･新 約聖書,モ ルモン経,教 会歴

史か ら取 られた104枚 の視覚資料の裏面 には詳 しい説

明が付 されてお り,紙 芝居 を使 うような手軽 さで効果

的 に福音を教えることができます。

日曜学校や初等協会 などのレッスンはもとより,集

会でのお話,家 庭の夕べや個人の福音学習 などで も幅

広 く活用できます。ぜひ各家庭 に備 え られるようにお

勧め します。

(力 夕 ログ番号34730300プ ラ スチ ックケー ス入 り

2,200円,34735300ビ ニ ールケース入 りL900円)
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